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　峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうを排斥する動きは世界各地にある。

　その筆頭は世界の情報の七割を、掌握していると噂うわさされる真まな目め家だろう。

　徹てつ底ていした峰島勇次郎の廃絶主義を、支持する声が多いのも事実だ。

　しかし忘れてはならない。

　かの一族もまた、峰島勇次郎と同じく、その実体は闇やみに埋もれていることを。


（エコノミストマガジン、６号コラムの削除部分）








　　　プロローグ







「峰島勇次郎を殺せ」

　十二年前。

　真目不ふ坐ざは弟、蛟みずちに向かい、感情のない言葉を吐いた。

　蛟の口に運ぼうとした杯さかずきが止まる。酒を交し、一時間もしたとき、唐突に不坐は話を切り出した。蛟の手が止まっている間に、不坐は自分の杯を飲み干し、さらに酒をつぎ足す。

　そこでようやく蛟は時間の流れを思い出し、杯を口にする。うまいと思っていた酒の味は、どこかに飛んでいた。

　不坐は鳴なる神かみの尊みことの継承者である蛟に命ずるとき、自らの足でそれを伝えに来る。それが不坐なりのけじめなのか、それとも別の意図があるのか蛟には解わからない。ただ決まって、日本酒を抱えてくる。

　今日もそれを見て、ああ殺しの依頼かと無感動に思っていた。だから誰だれかを殺せと言われても、別に驚おどろきはしなかった。

　驚おどろいたのは、殺しの対象だ。峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろう、世界最高の科学者にして狂人。真まな目め家、否いな、真目不ふ坐ざがもっとも警戒している人物。彼の存在が及ぼす影えい響きよう力りよくは大きく、抹消し闇やみに葬ほうむればそれで排されるような存在ではない。

「やってくれるな？」

「当主は兄貴だ。一言殺せと命じればいい。俺おれは従うだけだ」

　それから互いに無言のまま、酒は何杯か口に運ばれる。

「頼たのみがある」

　口を先に開いたのは蛟みずち。

「なんだ？」

「これを最後の仕事としたい」

　不坐は目を細めしばらく蛟の顔を見ていた。誰だれもが心しん胆たんを寒からしめる眼まな差ざしを、蛟は静かな目で見返していた。

　不坐の視線は不意に緩ゆるみ、横へついと外れる。その先にある神棚には鳴なる神かみの尊みことが置いてあった。

「ずいぶんと傷が増えたな」

　蛟が時と間きを失うたびに刻まれた傷。四十三個の傷は殺さつ戮りく者しやの人格、暗殺者として動いた回数を意味する。

「次で四十四、死し屍しか。引退するにはふさわしい数字かもな」

「それじゃあ！」

　不坐が蛟に視線を戻したときには、優やさしい色があった。

「子供はかわいいぞ」

　不坐は不意に話題を変える。

「兄貴？」

「末っ子の麻ま耶やは四歳になった。かわいいさかりだぜえ。いつもおとーたま、おとーたまて引っ付いてはなれねえ。抱っこしてやると喜んでなあ」

「あ、兄貴……」

　たかが子供の話に、しかし蛟の動揺は大きい。

「手を出して目の前で揺らすとな。パシッて言いながら、ぐうで挟んでくるんだよ。やあかわいいもんだよな、子供ってのは」

「し、知っているのか？」

「引退を決意する理由には充分じゃねえか。俺に隠してたってのは気にくわねえけどよ」

　不坐の目から感情が消えた。

「すまない」

　蛟はうつむき、ようやくそれだけの言葉を絞り出す。

「最後の最後で、しくじんじゃねえぞ」

「解わかった」

「いつ、行く？」

「早いほうがいい」

「そんなら明日だ。いつも通り手配はこっちでする」

　蛟みずちは強くうなずいた。







　不ふ坐ざの表情にあるのは怒りだ。

　その怒りは目の前の蛟の死体に向けられている。死体に首はない。代わりに馬ば鹿かにするかのように、頭があった位置に鳴なる神かみの尊みことが突き刺さっていた。

　真まな目め不坐は怒りの表情をしている。しかしそれは肉親を失ったからではない。

「情けねえ」

　一言、吐き捨てる。

「それでも鳴神尊の継承者か？」

　そこに肉親への情は一片も含まれてはいなかった。

「鳴神尊は暗殺の道具じゃねえんだ。あれは、あれはな……」

　そこで怒りが収まったのか、それとも無理やり抑えたのか、不坐の顔から表情が消えた。

「しかし、まあ、おめえほどの男でも無理だったとはな。ならば、峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうを倒せる奴やつはいねえ」

　不坐の顔は思案顔になる。

「いねえなら作るか」

　にっと笑った。無邪気な子供の残ざん酷こくさを秘めた笑いだ。

「候補は二人。どちらがあのクソったれを殺すか見ものじゃねえか」

　不坐は弟の死体を前にして、さもおかしそうに喉のどの奥で笑った。

「わるくはない。はっ、感謝するぜ蛟。この遊びはなかなか楽しそうだ」

　不坐は鳴神尊を拾うと、死体には目もくれず立ち去ろうとし──一度だけ振り向いた。視線は死体のさらに先、勇次郎が残したもう一つのものに注がれる。

　しばらくそれを忌いま々いましそうに見ていた不坐は、ふんと鼻を鳴らし、今度こそその場を立ち去った。
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《希望》と呼ばれる都市の下には、巨大な空洞が存在していた。

　上下数百メートルに達する用途不明の空間である。

　天てん井じようと床から大小の支柱が、からまるように伸び、巨大空間の中央に収束している。その中央に鎮ちん座ざしているのは直径２メートルほどの、鏡のような表面を持つ球体である。全ぜん貌ぼうは中央に球体を置き天井と床に根を張る、巨大な樹木のようにも見える。人工的な作りでありながら、どこか有機的な空間であった。

　しかしこの空間の本質、もっとも異質な面は見た目ではなくその機能にある。

　天井のさらに上、そこには《希望》と呼ばれる都市があった。街の名前を冠したＫＩＢＯＵという、高さ７３４メートルの世界最大のビルを中心に広がる街は、日本国内有数の成長率を誇ほこる。

　地じ盤ばん、あるいは空洞の天井と言ったほうがいいか、そこは意図的にもろく設計されていた。すなわち、樹木のように見える支柱は、天井とその上の都市を支える柱という意味に変換され、とほうもない重さがかかっているはずである。それは支柱の中心に位置する球体にもいえる。しかし歪ゆがむことなく真円を保ったまま、球体は空間の中央にあり続けた。

　世界の情報を牛ぎゆう耳じる真まな目め家と、天才科学者峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうが生み出した狂気。

　その狂気の内に秘められた真実を求め、あるいはそれがもたらす力を欲し、集まった者達たちは偶然か必然か、いま一堂に会し、正気とは思えぬ状況を作り出していた。







「闘とう真ま！」

　誰だれよりも早く我に返り、彼の名を叫んだのは峰島由ゆ宇うだ。

　彼は彼女が立つ支柱より遥はるか上の、決して手の届かない場所にいる。ならばせめてその声が届いたかといえば、それは怪しいと言わざるを得ない。

　呼ばれた少年は、無感動な目を由宇へ向ける。反応はなかった。感情の色もない。ただ音がしたからそちらを見た、そのような態度だ。

「ふはは。無む駄だよ、無駄。これは我らの傀かい儡らい。操り人形になりはてた男よ。わしの力によってな」

　隣となりにいるマジシャン、ミネルヴァと呼ばれる遺産強ごう奪だつ組織の一人は、勝ち誇ほこり、高らかに笑う。

「嘘うそですっ！」

　笑い声をさえぎったのは少女の声。真まな目め麻ま耶やであった。

「そんなことが、簡単にできるはずがありません。これは何かのまやかしです」

　このような異常事態の中、変わり果てた兄の姿を見ても動じずに、毅き然ぜんと言い放つ。それは人の上に立つにふさわしい態度であったかもしれない。しかしそばにいる怜れいだけは見抜いていた。麻耶の心の奥底に動揺が見えることを。麻耶の言葉は自分に言い聞かせているに近い。

　どのような方法か解わからないが、ミネルヴァの人間は闘とう真まを操っている。

　真目家の長い歴史の中で無敵を誇った暗殺者が、やすやすと敵の手に渡ったのだ。

「まさか、闘真君？」

　八や代しろ一はじめは予想もしなかった事態に、目をみはった。

　いま空間内にいる人間は百名前後、その七割がＡＤＥＭが率いるＬＣ部隊の兵士達たちである。手には銃器を携たずさえ、高性能の装甲服を着ている。並大抵の軍隊よりは装備品も兵士の訓練も優すぐれている。

　隣にいるアドバンスＬＣ部隊のメンバーを見た。蓮れん杖じよう、あきら、萌もえ、それにヘリに乗っている越こし塚づかは遺産技術を使った戦闘のプロフェッショナルだ。由ゆ宇うを捕まえるため急きょ呼び寄せたメンバーだが、あるいは彼らなら闘真を止めることができるか。

　八代は首を振る。あまりにもリスクが大きい。力量の解らない敵勢力、ミネルヴァのメンバーもいる。変異し化け物となった木き梨なしもいる。さらに峰みね島しま由宇を生きたまま、なんとしてでも捕えなければならない。

　木梨の体を乗っ取ったＬＡＦＩファーストに生息していた意識体は、緊きん張ちようの気配が解るのか、まるでヤモリのように、支柱に張り付いたまま眼下の様子をうかがっている。

「おまえの実力を見せろ」

　マジシャンの隣にいる若者は、闘真に短く命令した。真目家の長男、麻耶の兄である真目勝かつ司しである。

　闘真は一度勝司を見、

「どれでもいいのか？」

　と表情のない声を発し、勝司がうなずくとすぐ跳ちよう躍やくした。体の怪け我がはまったく感じさせない。包帯にギプス、病院で着せられた服。なにもかもがこの場にそぐわない。体も特に鍛きたえられているようには見えず、見た目は交通事故にあった直後の高校生を、無理やりこの場に引っ張り出してきたようにしか見えない。

　それなのに何メートルとある支柱と支柱の間を危なげなく跳び、やがてそのうちの一つに着地する。

「ひっ」

　声を上げたのは同じ支柱に乗っていたＬＣ部隊のメンバーだ。ライフルやマシンガンなどの銃器を持っているが、いま見せつけられた運動能力の前に、それは無意味に思えた。

「闘とう真まっ！」

　一つ離れた支柱にいる由ゆ宇うが声を張り上げる。

　闘真の目が由宇を見た。一いつ瞬しゆん目が大きく見開く。黒目が完全に露ろ出しゆつしている。そこから覗のぞくのはまぎれもない狂気。

　由宇は身構えた。

　彼女の知る坂さか上がみ闘真は二人いた。平凡で心優やさしい少年と、もう一人、禍まが神がみの血ちを濃く引いた、殺さつ戮りくを好む暗殺者。彼は強敵を求め、初めて自分と対等に闘たたかえそうな相手である峰みね島しま由宇に執着していた。

　もし彼が自分の意思で闘っているのなら、目の前にいるＬＣ部隊などには目もくれず、自分のもとへとやってくるだろう。

　そうでないなら、あの闘真は姿形を似せた偽にせ者ものということもありえる。由宇の観察力をもって判断するなら、それは限りなく低い数字であるが、ありえないことではなかった。しかし、

『声紋が一致した。間違いない、あれは坂上闘真だ』

　由宇と同じ声が無情にもその希望を打ち砕く。ＬＡＦＩサードの中の風かざ間ま遼りようだ。

　──だとするなら、本当に操られているのか？

　由宇は残るもう一つの可能性を検討した。表の闘真の人格のまま、催眠術かなにかで操られている。手に持つあの鳴なる神かみの尊みことは偽物。

　しかしその希望もすぐに断ち切られた。闘真は由宇の声を無視し、鳴神尊を手近な獲物、銃をかまえたＬＣ部隊へと向けた。

「やめろ、闘真！」

　由宇が止めようと、一歩踏み出す。が、間に合わない。オオカミが走るがごとく、低い姿勢の疾しつ走そうは、あっというまに距離を詰め、まだ成り行きの解わかっていないＬＣ部隊の兵士達たちを、鳴神尊の間合いに引き入れた。

　剣けん撃げきは一度。大きく振りかぶる動作。隙すきだらけであるはずの一撃は、しかし空間すら切断するのではないかと見る者を錯さつ覚かくさせ、ＬＣ部隊の構えていた銃と防弾防ぼう刃じん装備の上から、肉と骨を命ごと絶ち切った。

　返り血を浴び、顔色一つかえずその場に立つのは、まがうことなく坂上闘真。特殊装甲ごと兵士の命を一刀両断したのは、正しよう真しん正しよう銘めい、本物の鳴神尊。

　そして闘真のまわりに大量の血の雨が、降り始めた。







「……兄……さんなの？」

　真まな目め麻ま耶やは眼前で繰り広げられる惨さん劇げきの中心にいる、兄の姿が信じられなかった。

「麻耶様！」

　怜れいが崩れ落ちそうな麻耶の腕をつかむ。しかしそれにも気づかず、麻耶の目は闘とう真まに釘くぎ付づけになっている。怜の腕をつかむ手は血の気を失うほど固く握られている。

　麻耶も真目家の一員、禍まが神がみの血ちや鳴なる神かみの尊みことを知らないわけではない。闘真がその血で苦しんでいることも理解しているつもりだった。力になりたいと思っていた。他ほかの兄弟と違い、純じゆん朴ぼくで人がいいだけの兄は、唯ゆい一いつ信しん頼らいできる肉親だった。

　だからだろうか。闘真が鳴神尊を受け継いでいることを知っていても、闘真は別なのだと無意識に思いこもうとしていた。心のどこかで切り離して考えていた。現実から目を背そむけていた。しかしいま、それらの代だい償しようが一気に麻耶へ流れ込む。

「あ……」

　涙が頬ほおを伝う。それはどのような感情が流したのか、麻耶自身解わからなかった。

「麻耶様、麻耶様！」

「あ、あ……怜？」

　麻耶は目を大きく開いたまま、怜の顔をようやく見る。怜に一いつ瞬しゆんだけつらそうな表情がよぎった。

「ご無理をなさらないように。闘真様のあんな姿を見てしまっては。まして禍神の血が発動した姿を見るのは初めてでしょう」

　何かが麻耶の心に引っかかる。

「……初めて？」

　──初めてだろうか。

　誰だれかが心の中で疑問を投げかけた。

「麻耶様？　撤てつ退たいされますか？　ご指示を」

　すぐ横にいるはずの怜の声が遠くに聞こえる。鳴神尊の刀身に映る自分の顔が脳裏をよぎる。

　──いつ、どこで？

　記き憶おくはさらに過去の映像を再生する。誰かが小刀を持って、自分の前に立っている。暗い屋敷の中、空気は血の臭においで息苦しかった。

　──誰が？

　誰が鳴神尊を自分に向けているのだろう。

「……駄だ目め」

　忌いまわしい記憶を封じた殻に、亀き裂れつが入っていく。

　麻耶は思った。否いな、感じた。

　あの姿を見るのは初めてではない。闘真が鳴神尊を抜いた姿を見るのは初めてではない。目の前の血まみれの闘とう真まが、記き憶おくの中に眠る何かと重なろうとする。

「あ……ああ……」

「麻ま耶や様！」

　兄は瞬まばたきする間もなく、考えるいとまもあたえず、人間の命を紙人形のように奪っていく。

　見たことがある。

「いや……いや、ああ……」

　見たことがある、これは。

「きゃああああああ!!」

「麻耶様！」

　姿を現そうとする記憶に脅おびえ、麻耶は肺を絞り出すような悲鳴を上げた。







　麻耶が悲鳴を上げ、気を失い崩れ落ちる。それと同時に空洞内を満たしたのは銃声だった。麻耶の悲鳴が引き金となり、血の雨を降らせている闘真に、銃弾の雨が集中した。培つちかった戦闘経験からの行動ではない。純粋な恐怖からだ。

　何百という弾が闘真に向かって発砲される。

　怜れいの、蓮れん杖じようの、あるいは八や代しろの制止の声は、十数秒を賭としてようやく受け入れられた。

　しかし待ち受けていたのは新たな恐怖だ。

　何百という弾を受けた支柱は、表面が岩肌のようにへこんでいた。その上に平然と立つのは、坂さか上がみ闘真だ。
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「終わりか」

　抑揚のない声で四方を見渡す。足の裏で面おも白しろくなさそうに、弾だん痕こんをなでた。

「……あれ、なによ？」

　アドバンスＬＣ部隊、環たまきあきらは声が震ふるえないようにするので精一杯だった。

「あれが鳴なる神かみ流りゆうだよ。真まな目め家が伝える武道。聞いたこと、あるんじゃない？」

　八代も口調こそいつものように軽いが、表情のこわばりだけはどうしようもなかった。ただ必要以上のことを喋しやべらない分別は残っていた。禍まが神がみの血ちや鳴なる神かみの尊みことのことを、彼らが知る必要はない。

「鳴神流って……真目家の門外不出の武道だっけ？」

「そう。裏の黒い歴史に、その名ありのね」

「でもあれって単なる時代錯さく誤ごな戦闘方法じゃなかったの？」

「そうだな。おまえの言うとおり、彼の武器は刀一本だ。見る限りでは」

　答えたのはＬＣ部隊への撤てつ退たい命令を終えた蓮杖直なお人とだ。アドバンスＬＣ部隊を束ねる男は、あきら以上には情報を持っていた。真目家に伝わる武道、禍神の血や鳴神尊の名の一端は理解している。血塗られた歴史。ただ半信半疑であった。真まな目め家の存在を誇こ張ちようする、お得意の情報操作だと思っていた。しかしそれらは現実を前にして修正を強しいられた。

「じゃ、じゃあなんなのよ、あれは？」

　あきらはへびのようにうねる水の紐ひもを、無意識に前にやる。峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの遺産技術を使用したあきらの武器、ウィンディーネだ。水を自在に操るそれは、使い方次第では強力な武器になる。自信も自負もあったが、あの少年に対抗できるかどうかは疑問だった。







「闘とう真ま！」

　同じ支柱を踏みしめ、由ゆ宇うは背後に立っていた。しかし由宇の声が聞こえている距離にもかかわらず、手近なＬＣ部隊の一個小隊を全滅に追い込んだ闘真は、さらに次の獲物を求めて、別の一団、真目家の私設部隊に近づき、そこでも命を奪いはじめた。

「くっ」

　由宇が追いつくまで新たに二つの命が散り、支柱から落ち、本来由宇を保護するためのものだった捕獲ネットの上にひっかかった。いくつのもの死体がネットの上に壊こわれたマネキンのように散乱している。

　闘とう真まはそこでようやく振り向いた。だがそれは由宇に興味を持ったのではなく、手近にいる命が彼女だったからにすぎない。

　闘とう真まの刃がいよいよ由ゆ宇うに向けられたそのとき、意外なものが二人の間に割って入った。

　人間の姿をしたいびつな化け物が、二人の間に降り立つ。四し肢しにはまるでノズルのようなものがあり、時々そこから空気を歪ゆがませるほどの熱が噴射される。

　空から降ってきたのは、木き梨なしが変異した化け物だ。着地したのは闘真の目前。威い嚇かくするようにむき出した歯は鋭く、それは天敵と認識した相手に対する戦意を表明していた。

「シャアアアァァァアアア」

　まるで蛇へびのような威嚇音にも、闘真の目は無感動のまま。ただ無造作に振られた鳴なる神かみの尊みことが、寸分の狂いもなく変異体の首筋にある頸けい動どう脈みやくを狙ねらう。それを受け止めたのも、また刃だ。刃は変異体の腕から生えていた。その光沢は明らかに金属のそれである。

『体の鉄分を凝ぎよう固こして、武器としたか。また特異な変化をとげたな』

　感嘆の声をこぼしたのは由宇の声であったが、彼女ではない。それは由宇が抱えているＬＡＦＩサード、ノートタイプのコンピュータから聞こえてきた。

　由宇がとある取引を持ちかけ協力を仰いだかつての敵、ＬＡＦＩファーストで生まれた意識体、風かざ間ま遼りようである。

「ありえない変化ではない。海洋生物にそのような種はいる」

『ふむ、まだ生物の形にこだわっているか』

　風間と話しながら由宇は慎重に闘真に向かって歩を進める。その先では刃を交えたまま睨にらみ合う変異体と闘真の姿がある。それを隙すきと見たからだ。しかしその足はすぐに止まった。

　勝負は由宇がまばたきした間についてしまった。獣けものの悲鳴に似た鳴き声とともに、変異体の鉄の刃は腕ごと断ち切られていた。

「ふん」

　闘真が面おも白しろくなさそうに振った次の一いち撃げきで、変異体の体が傾く。すぐに支柱からずり落ち、ネットに落ちた。しかし腕の刃が仇あだとなり、ネットは落ちた勢いで簡単に切り裂かれ、変異体はその裂け目から奈な落らくの底へ消えた。数秒を待って、鈍い落下音が届いた。







　ついに狂きよう刃じんが由宇へ向けられる。闘真の足に力が入るのが解わかる。由宇はすばやく頭の中で、闘真の運動能力を計算した。目を背そむけたくなるような惨さん劇げき、闘真の体格、体の動き、いままで彼を見た機会の中で得た癖くせ等から、彼の運動能力と次にとる可能性の高い行動を予測算出する。

　計算は一秒足らずだが、それより早く闘真は動いた。その速さを正確に目で捕らえたのは、由宇ただ一人だけだっただろう。闘真は重心を低く構えると、次の瞬しゆん間かんには空にいた。

「しゅっ」

　鋼はがねの刃のように研とぎ澄すまされた呼吸とともに繰り出された一撃は、神速の領域。二人の距離は10メートル前後。足場は空洞に張り巡らされた平へい坦たんではない支柱の上、それを一秒を切る速度で走り抜けると闘とう真まは、体ごとの遠心力を加え、鳴なる神かみの尊みことを峰みね島しま由ゆ宇うへ向かって振り下ろした。

　由宇のとっさの回かい避ひ行動は、計算を上回った闘真の動きにより、彼女の予想よりほんのわずか遅れをとる。そのわずかな回避の遅れが、彼女の長い黒髪の一房を散らせ、闘真は由宇の背後に着地した。同時に由宇も体を入れ替え、闘真に正面から対たい峙じする。

　二人のほんの一いつ瞬しゆんの交差による衝しよう撃げきは、都市を支える支柱をたわませ、唸うなるような巨大な音を空洞内に鳴り響ひびかせた。余よ韻いんは十秒近く耳に残る。全員が固かた唾ずを呑のむ。はたして人の身でこれほどのことをなしえるのか。いや、目の前で実演されたいま、疑問に思うことはおろかだった。

　由宇は散りゆく髪に目をやり、次にその瞳ひとみを立ち上がる闘真に移す。

「私の計算を上回るか」

　彼女にしてみれば単純な計算故ゆえ、あってはならないことだ。この特殊な環境下に、彼の運動能力を後押しするものがあるかないか検討する。一秒で却下した。結論は一つ。闘真の能力は物理法則の枠の外にいる。世界の外にはみ出しているのだ。

　闘真は腕を無防備にだらりと下げ、横目に由宇を見る。細められた眼まなこに見える感情は由宇の余裕のない顔を見ても、暗い色に染められたままだ。

「最速の一撃だった」

　闘真の声は不ふ機き嫌げん、あるいは不快と呼ばれる感情で湿っている。

「それをかわすか、面おも白しろいな」

　闘真の興味が、ようやく由宇へ向けられた。その声こわ音ねが由宇の知る闘真に重なろうとしたそのとき、

「そのへんにしておけ」

　マジシャンの一言によって、闘真の殺意は消失した。拍子抜けするほどあっけなく。由宇の行動に虚が生まれるほど、それは不可解で、理解しがたく、ありえないことだった。

「いやいや、さすがは鳴神尊の継承者。思いのほか、優秀な手て駒ごまが入った」

　くっくと喉のどを鳴らすマジシャンの隣となりに、闘真はおとなしく引き下がり、鳴神尊を鞘さやに収めてしまう。

「さて、あれだけ物々しい兵士達たちはどこへいったのだね？」

　楽しげなマジシャンの声は続く。

　ほんの五分もしないうちに、地下空洞の景色は一変した。強い死臭をはらんだ血の華があたりに咲き、弾だん痕こんが支柱に死の痕あとを刻む。

　ＬＣ部隊、真まな目め家の私設部隊は、八や代しろと怜れいの指示によって撤てつ退たいした。木き梨なしであった変異体は地の底に消え、ここに残っているのは、由宇、八代とアドバンスＬＣ部隊の四人と、麻ま耶やを守るため怜が選んだごくわずかな兵士のみ。

　しかし楽しげなマジシャンの声とは裏腹に、睨にらみ合う両者の間の空気には、より濃密な緊きん迫ぱく感かんが満ち満ちていた。だがそれを敵意と表現するのも違い和わ感かんがある。

　ここに残った人間や組織の関係性に、どれ一つとして明確な味方や敵という概がい念ねんはない。ただ各おの々おのが自分の思惑を胸に秘め、目的を達成するためここにきたに過ぎない。そして誰だれもが自分の抱いていた予想とは大きく外れる人物や化け物が現れる展開に、己の計画の再構築を強しいられていた。

　そんな中、一人の青年がミネルヴァ側から、軽やかに一歩、足を踏み出した。

「撤てつ退たいは賢明な処置だろう。こんな人間離れした奴やつ等らの中に、普通の軍隊など何百いても無む駄だなこと」

　地下空洞に声を響ひびかせ、歩を進める真まな目め家の長男、勝かつ司しである。

　血がしたたる支柱の上を、染しみ一つないスーツと磨みがかれた革靴で、難なく移動し、優雅ともいえる洗練された動作で歩いてくるその姿は、否いや応おうなく目を引いた。

　闘とう真まや木き梨なしをのっとった変異体に対するものとは違う注目が勝司に集まる。

　勝司は気絶している麻ま耶やの数メートル前までくると、

「麻耶」

　となんの感情も感じさせない静かな声で、妹の名を呼んだ。

　しかしその真目家の者のみが持つ特有の力強さを持った響きは、麻耶を混こん濁だくの淵ふちから現実に引き戻す。

　麻耶の瞼まぶたがわずかに動いた。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

　麻耶を抱いた怜れいが心配そうに顔を覗のぞき込むと、麻耶の瞳ひとみはしっかりと怜を映した。

「……怜？　私？」

　意識の混乱はすぐに収まり、周囲の事態を瞬しゆん時じに把は握あくした。麻耶の脳裏に先ほどの惨さん劇げきが蘇よみがえる。しかし気丈にも立ち上がると、勝司を睨みつけた。

「勝司お兄様……なぜ、こんな。闘真に何をしたのですか？」

「闘真に何をしただって？　あれが闘真さ。真目家は呪のろわれた血を持つ一族だ。では、その血の由ゆ縁えんをおまえは知っているのか？」

　言葉を詰まらせる麻耶の態度が答えだった。

「おまえは、あの闘真を見て、何を思った？」

「それとこの場にいること、ましてミネルヴァなどという組織と手を組むこと、どう関係あるのです？」

「おまえがここにいるのと理由は同じだ」

　勝司の厳しい視線が、麻耶を射る。

「安全なところに潜もぐって眺めているだけでは、決して真実は手に入らない。親おや父じに太た刀ち打うちはできないだろう。俺おれは、いまある真まな目め家のあり方を根底から壊こわす」

「真目家のあり方？」

「くだらない血の連れん鎖さに終止符を打つ。おまえも俺に感謝するかもしれないぞ。おまえもまた、真目家の犠ぎ牲せい者しやだ」

　麻ま耶やの眼まな差ざしをまっすぐに受け止め、勝かつ司しは冷笑する。

「この中には峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうが作った、真目家のアイデンティティを脅おびやかす遺産【天国の門ヘブンズ・ゲート】が入っている。だから親おや父じは、こんな仕掛けを密ひそかに作り上げてまで、封印した」

「勝司お兄様」

「あれを見ろ」

　闘とう真まを目で指し、

「禍まが神がみの血ちは絶対ではない」

　勝司は静かに微ほほ笑えんだ。そこにはおとなしく傀かい儡らいと成り果てた闘真が、暗い瞳ひとみのまま、ただ立っていた。

「そこにある遺産【天国の門】こそが、真目家の血を解放する手がかり。親父がもっとも恐れた峰島勇次郎の遺産だ。そんなもののために僕らが争って血を流しても無益なこと。遺産の中身も知らぬのに、なぜ守ろうとする。親父の命令だからか？　麻耶らしくもない」

　そこまで言うと勝司はにっこりと微笑んだ。まるで敵意を感じられない、こんな場にふさわしくない微笑みだった。

「どうだい、麻耶。俺と手を組まないか？　闘真はこちらの手に落ちた。おまえと俺が協力すればその遺産を開けることもできるだろう」

　麻耶も同様に、花の様な微笑をつくり、それを兄にむけたまま、言った。

「そのあと、私と闘真はお兄様に殺されますのね」

　微笑んだまま、二人の兄妹は視線をからませ、そして次の瞬しゆん間かん、まったく同時に視線をそらした。勝司は麻耶に背を向け歩き出し、麻耶はわずかにうつむいた。

「交渉は決裂かね？」

　うつむく麻耶の前に、今度はマジシャンと呼ばれる老人が立っている。

「我らが欲しているのは、あくまでもそこにある【天国の門】。真目家の跡目争いに興味はない」

　顎あごをなで、値踏みするように麻耶の顔を見る。シルクハットとステッキを持った場違いな格好の老人に、麻耶は薄うすら寒いものを覚えた。この老人はおかしい。何かが狂っている。言葉にできない違い和わ感かんがあった。

「真目のお嬢じようさん。三日のうちに封印を解いて、我々に中身を渡していただきたい」

「いやだと言ったらどうなりますの？」

「それならば三日後に、我らの力によって《希望》の街を絶望に塗り替えてしんぜよう。真目家の名の下にある都市で、何万人もの死者がでるような惨さん事じが起きたらどうなるか」

　三日後は十周年記念フェスティバルの最終日だ。人の出入りが一番多いと思われる日である。

「我らは微力な組織に過ぎぬ。お嬢じようさんの家のような表の顔も持たぬ。大きい力もないかわりに体面や世せ間けん体ていなど関係ないのが良いところでな。なあに、手段はいくらでもある。そうだ、ためしにその少年を街に放ってみるか。解放された禍まが神がみの血ちが野に放たれた姿、お嬢さんも見てみたくはないかね？」

　と闘とう真まに目をやる。抑えていた麻ま耶やの理性は、とうとう怒りに塗りつぶされた。

「何を勝手なことを！　そんなことは絶対に許しません！」

　頬ほおを紅潮させ、叫ぶ麻耶にもマジシャンと呼ばれる老人は余裕の笑みで応こたえる。

「では、三日以内に我らを倒すか、遺産【天国の門】をよこすか。簡単なことじゃよ、お嬢さん。《希望》の都市から人払いなどしようものなら、その場でこの少年を街に放つ」

　そう言って、マジシャンは最後に一度、ステッキで球体を指した。

　そして彼らは背を向けると、リニアエクスプレスに通じるトンネルのほうへ、闘真を連れ悠ゆう悠ゆうと歩き出した。

「待て」

　悠々と引き上げようとするミネルヴァの一団を止めたのは、それまでずっと黙だまっていた峰みね島しま由ゆ宇うである。

「その遺産は真まな目め家のものではない。道理が解わかっていない愚か者同士が話を進めるのは勝手だが、たいがいにしてロクな結果にならない。第一、こういう締め方はストレスがたまる」

　まるで寝起きを起こされたような不ふ機き嫌げんな声だ。

「ほう」

　勝かつ司しは目を細め、マジシャンは逆に目を見開き、この状況において威風堂々としている娘に注目した。二つの強い眼光を浴び、ひるむ様子はまるでない。

「峰島勇ゆう次じ郎ろうの娘か。確か名は……由宇と言ったな」

　勝司は面おも白しろいとばかりに由宇から麻耶を交互に見ると、

「麻耶、一つ聞き忘れていた。ＡＤＥＭがひた隠しにしている存在、おまえまでもが世間から隠いん蔽ぺいしようと情報操作していた存在は、そこにいる娘のことか」

「私の知るところではありません。たとえ知っていても教えるはずもないでしょう」

「そうか。おまえ達たちが隠していたものは、あるいは峰島勇次郎本人かとも思ったが」

「当てが外れたな」

　言葉の最後を受け取ったのはマジシャンだ。二人は落胆を包み隠さず由宇へ向けた。

「娘、もしかしたらおまえなら知っているかもしれん。この巨大な封印の解除方法を知っているか？」

「知るか」

「はは。なんとも潔いさぎよい答えだ。さて娘よ。我らが求めるのはここに封印されている【天国の門】のみ。その知識を持たぬ輩やからと、戯たわむれる時間も暇ひまもない。手短に頼たのむ。して何用だ？」

「少し暴れたくなった」

「ほう？」

　マジシャンが面おも白しろそうに目を細めた。

「勝手な物言いにもほどがある。この遺産を開ける能力もない輩が、罪もない一般市民を人質にとって中身をよこせとは、片かた腹はら痛い」

　ひらりと支柱から支柱へ飛び移り、由ゆ宇うは勝かつ司しやマジシャンの前に真っ向から立ちふさがった。

「三流の銀行強ごう盗とう以下の連中に勘かん違ちがいさせたまま、行かせるのも癪しやくだ。八や代しろ」

「はいぃ？」

　我関せずと傍観者に徹てつしていたのに突然、名を呼ばれた八代は、由宇の短い一言に何かを感じ取ったか、声が裏返ってしまう。

「君達たちは、戦いに巻き込まれたくなかったら避ひ難なんしろ。真まな目め家の人間もだ」

「ちょ、ちょっと……由宇さん？　まさか本気で暴れるつもり？」

「問題あるのか？　この連中に遠えん慮りよなんてものは必要ない」

　由宇は体をほぐすように、腕や足を伸ばす。その準備運動を、面白いとばかりにマジシャン達は黙だまって眺めていた。

　唯ゆい一いつ慌てているのは八代だけだ。あきらや蓮れん杖じように言う。

「彼女の実力を見たいって言ってたよね？　よく目に焼き付けておいてください。ああ、でも絶対に何があっても、安全圏の距離から出ちゃだめですよ」

　八代の様子を不審に思い、蓮杖が尋たずねると意外な答えが返ってきた。

「正直に言う。僕はこの状況で闘とう真ま君が暴れようが、真目家に嫌われようが、木き梨なしの変異体がどんな形に変身しようが、最悪の事態さえ起きなければいいと思ってた」

「最悪の事態？」

　あきらが聞き返す。八代はめったに見せない真顔で答えを返してきた。

「峰みね島しま由宇が後先考えずに本気で暴れること。見ておくといい。本当の彼女がどの程度のものなのか」

　怜れいは麻ま耶やをかばいながら、しかし決して後退はしない。峰島由宇の実力を測る。これは麻耶にとっても、大きなチャンスだ。

　由宇は最後に首を軽く回すと、あたりを見渡す。死体が残した銃を拾うと、簡単に点検をはじめた。

「余裕だな。私の準備を待ってくれているのか？」

「はっはっ。興味があってね。どれほどのことをしてくれるか、楽しみにしているよ」

「君達のような人間は、一度勢いを止めておく必要がある」

「そう願いたいものだ。しかしまさかそんな小銃一丁で、我らに立ち向かうつもりか」

「いや、これはこう使う」

　言い終わるやいなや、彼女は動いた。銃の点検から全力疾しつ走そうにいたるまで、まったくのノーモーション。縦に伸びる支柱に駆け寄り、そのまま五歩、高さにして５メートルを駆け上った。

　最後の一ひと蹴けりが、小さな体を宙へ追いやる。先ほどの闘とう真まの動きを理解できた者が由ゆ宇う一人なら、由宇の動きを理解できた者は皆かい無むだった。

　体を大きくねじり、宙で二転した。その間、彼女の手から銃声がほとばしること十二回。空洞を照らす十二のライトが、いっせいに消失した。

「なっ」

　驚おどろきの声は誰だれだったか。前触れもなく訪れた闇やみに、混乱の声が満ちる。

「坂さか上がみ闘真、いまの君に驚きよう異いは感じない」

　唯ゆい一いつ冷静な声は、ミネルヴァの集団の中央から響ひびいた。

「いつのまに？」

　驚きは当然だ。

　闘真の鳴なる神かみの尊みことが奏かなでる音が一つ、ほぼ同時に一陣の風がミネルヴァの間を吹き抜ける。間かん髪はつを入れず続いた打だ撃げき音おん。短くうめいた闘真の声は、鈍い音を伴い遠ざかった。

「な、まさか」

　勝かつ司しがうめいた。完全な暗闇。いくら夜目がきくといっても、一切の光源がない場所で物を見ることはかなわない。鍛たん錬れんをつんだ怜れいも、アドバンスＬＣ部隊も八や代しろも、ミネルヴァも同じである。

　その場の状況すべてを正確無比に記き憶おくし、その場にいるものの行動を瞬しゆん時じに把は握あくし、その空間を完全に自分の支配下においている峰みね島しま由宇以外は、音と気配から察することしかできない。

　そして唯一解わかるのは、闘真がいとも簡単に素手の少女に殴なぐり飛ばされたということだけだ。

「闘真、君は速い。その速さは驚異だが、それだけだ」

　由宇の声は悠ゆう然ぜんとミネルヴァの間を抜けていく。ビッグフットとスピードが、声の方角に攻撃をしかけた。暗闇の中でわざわざ声を発するなど、自分の場所を敵に教える自殺行為だ。

　しかしその攻撃は空をきる。悠然と歩く由宇の気配は変わらない。

「私の速さについてこれるか？」

　再び風となり由宇は走る。見えないまでも肌が明確にそれを感じさせる。

　闘真が勘かんと気配を頼たよりに、鳴神尊を振った。普通の相手ならそれで倒れる。しかし刃は何も捕らえることなく、逆に由宇に腕を捕らえられた。

　そばにいる勝司は、闘真の体がいとも簡単に放り投げられる様を、目で見るように感じることができた。その高さ、距離、ゆうに５メートルに達する。１６０センチにも満たない小さな体がなしえることではない。闘真の力が利用されたことを、暗闇の中で勝司は理解した。

　落下をよしとせず、闘とう真まは体をひねると四し肢しで着地し、鳴なる神かみの尊みことを前に構える。それより一いつ瞬しゆん速く、由ゆ宇うのつま先が容よう赦しやなく闘真の喉のどにめり込んだ。防御も攻こう撃げきも間に合わない。足が一瞬床から離れるほどの威力。しかしそれで終わらない。さらに高く舞い上がった足が、今度は闘真の側頭部に叩たたき込まれる。支柱に叩きつけられ大きくバウンドした闘真の体を、さらに一撃。壊こわれた人形のように、闘真の体は転がった。支柱からずり落ちそうになるのを、なんとか支えるので精一杯になっていた。

　闇やみの戦いに、一条の光が射す。予備のライトがようやくついたのだ。と言っても由宇が発砲してから十五秒と経過していない。

　そのわずかな時間に、ＬＣ部隊を翻ほん弄ろうした殺さつ戮りく者しやは地面にはいつくばり、ミネルヴァは動くことさえできなかった。

　しかし視界を取り戻してからのミネルヴァの動きは速い。

　ビッグフットと呼ばれる２メートル半の大男と、スピードと呼ばれる濃い青の肌の青年、そしてパペットと呼ばれる痩そう躯く矮わい小しような小男が、同時に動いた。

　文字通りうなり声をあげる豪腕をかいくぐり、残像すら残さないナイフさばきをかわし、虚をつくように繰り出される攻撃をあっさりと受け止める。

　三対一の攻防は約二十秒。繰り出された五十を超える攻撃は、由宇をしとめるどころか、

「ぬるい」

　の一言を吐かせてしまう。

　同時に繰り出された三度の踏み込み、三度の攻撃、三度の打撃音。ミネルヴァ三人の足は宙に浮き、後退を強しいられる。ビッグフットは表情こそ見えないものの、自分の体と由宇の体を見比べ、信じられないという顔をした。

　由宇の目が三人を睥へい睨げいする。睥睨するというにふさわしい。

「……化け物」

　誰だれかがつぶやいた。地下１２００メートルで由宇を監視する警備兵達たちが、必ず一度は口にする台詞せりふだ。

「ああ、やっちまった」

　八や代しろは天を仰ぐ。峰みね島しま由宇はＡＤＥＭの最大の秘密であり切り札だ。彼女の本気の動きを、よりによって真まな目め家の連中の前で見せてしまうのは、あまりにも危険であるし、惜しい。

「あれが……峰島由宇」

　その横で怜れいがつぶやいた。

　由宇は勝かつ司しとマジシャンを見ると、そちらに歩いていく。

「感情のない人形では、この程度が限界だ。街に放ったところでたかが知れている」

　勝ち誇ほこることもなく、心底面おも白しろくなさそうな顔をしたまま近寄ってくる一人の少女は、どんな異形のものよりも常識から乖かい離りしていた。

　一歩、マジシャン達たちは意図せず引き下がってしまう。

「むう」

　屈くつ辱じよくを感じたマジシャンは、ステッキで一度地面を打つ。カンッと短い音が鳴り響ひびいた。

　その瞬しゆん間かん、巨大な質量の何かがぶつかり合う音と、生なま臭ぐさい臭におい、空洞内ではありえない力強い風を感じ、由ゆ宇うはとっさに後ろへ大きく跳んだ。

　ガチッと硬い音をたて、一瞬前まで由宇がいた位置に、巨大な顎あごが閉じた。獲物を仕留め損ねたそれは、子供の頭ほどの大きさはある巨大な黄色い瞳ひとみで由宇を見る。ライトに反応してか瞳どう孔こうが縦にすぼまると、大気を震ふるわせる咆ほう吼こうを長々と吐いた。

　由宇を照らすために灯ともされたはずの一条の光。しかしそれは暗くら闇やみにありえないものを映し出した。巨大なドラゴンの頭だった。

　咆哮の後、聞こえてきたのは余裕の戻ったマジシャンの声である。

「こうも早く切り札を使うのは予定外だが、いたしかたあるまい」

　全員が今度こそ凍り付く。非現実的な光景の連続であったが、それでもかろうじて常識の中にいた。いや非常識ではあるが、マジシャンの切り札はそれらを常識に押し込めるほど異常であった。

　まやかしにしてはリアルすぎた。投射された映像などではない。その場にいる全員が、ドラゴンの羽から生まれる風に髪や頬ほおをなぶられ、爬は虫ちゆう類るいに似た湿り気のある臭いに鼻び腔こうをつかれる。

　移動したライトが、ドラゴンの全ぜん貌ぼうを闇から切り取った。体長10メートルほどの巨きよ躯くを、大きな二枚の翼つばさで宙に支えている。

　ドラゴンはいま一度咆吼すると、大きく裂けた口を由宇へ向けた。

　喰くわれる、と誰だれもが思った。が、由宇はドラゴンの口が閉じるより早く後ろに下がり、数メートル下の支柱へ飛び移った。ドラゴンを見上げる由宇の顔は険しい。

　由宇の腕から、鮮血がしたたり落ちていた。

「ははははは。このデモンストレーションは昼の《希望》まで取っておこうと思ったのだが」

　ドラゴンを盾たてに、マジシャン達は移動する。途中ビッグフットが闘とう真まを拾い、肩に担かついだ。誰も手出しができない。できるはずもない。峰みね島しま由宇の腕から流れる血は、夢でも幻でもなくドラゴンがつけたものだ。正しよう真しん正しよう銘めいの常識外の化け物など、対処する術すべはない。

「避さけきれなかったか」

『ドラゴンの牙きばか？　体半分もっていかれなかっただけ、良しとしろ』

　由宇は袖そでをめくると、いぶかしむような顔をする。もう一度服を見、血の垂れた腕を見る。やがて口の形が、笑みへと変わっていった。

　だが由宇はすぐに険しい表情に戻し、高笑いするマジシャン達の背に向かってつぶやいた。

「やっかいだな。防ぐ手だてがない」

『もう弱音か？』

　由ゆ宇うのつぶやきが聞こえ、それに答えたのは風かざ間まのみである。しかし由宇は自分の声こわ音ねを使い揶や揄ゆされても答えない。厳しい眼まな差ざしはマジシャンに向けられている。

「さて、そろそろおいとまさせてもらおうか。近いうち《希望》の街を舞台に面おも白しろいものをお見せする。お嬢じようさん方、《希望》の街から目を離さぬようにな」

　勝かつ司しとミネルヴァは今度こそ悠ゆう々ゆうと空洞から立ち去った。

　それと同時に由宇もライトの明かりの外へ体を移動させ、闇やみに消えた。
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「ぎ……が……」

　全身は痛みを超え、焼け付くように熱い。

　すでに歩くこともままならず、変異体はリニアエクスプレスのトンネルを、はいずるように移動していた。

　内臓のほとんどが破裂していた。それも当然だ。あの高さから落ちたのだ。心にあるのは恐怖。あの少年を前に、手も足も出なかった。以前にも一度敗れている。殺されかけている。立ち向かうつもりはなかった。本能は、関かかわるのを避さけるように命じた。

「……が……き」

　ならばどうして、あの狂きよう刃じんの前に出てしまったのか。行動の原因が理解できない。ただなぜか、あの化け物のような少年の殺意が少女──由宇に向けられたとき、体が勝手に動いていた。

　何が自分を動かしたのか。意味不明な衝しよう動どうの元凶を探ろうとすると、やはり一人の少女の姿が現れる。

　あの長い黒い髪の少女の姿を、昔から知っているような気がする。木き梨なしの体に乗り移ったあとではない。木梨の記き憶おくの中にもあの少女の姿は記録されていたが、もっと前、もっと深い部分にあの少女の姿は刻まれている。

　ＬＡＦＩファーストに移る前か。しかしそこまで遡さかのぼると記憶は曖あい昧まいになりそれ以上たぐりよせることができない。

　解わからない。理由は、なくしてしまった脳の一部の中に記憶されていたのか。しかしそれを知る術すべはもうない。

「ぎ……きぃ……」

　口から異音が漏もれる。体が痺しびれ、神経節に分散させてあった脳のうちの一つが活動を停止した。残りはあと四つ。それもすでに二つが壊こわれかけている。

　修復しようにも、足りないものが多すぎた。細胞の半分は壊え死しし、大量の血が流れた。栄養となるものが必要だ。捕食できる餌えさが必要だった。しかしそんな都合のいい物は、人工物の塊かたまりであるトンネル内にあるはずもない。ネズミ一匹横切ることはなかった。

　細胞が死滅していくのが手に取るように解わかる。体が欠けていく。認識できる感覚が徐々に消えていく。確実に近づいてくる死。逃れようのない運命に、変異体は恐怖を覚えた。

「ぎ……きゃああ」

　死にゆくものの悲壮な叫びは、トンネル内で長く尾を引き幾いく重えにもこだまする。

　足音が聞こえたのはそのときだ。数は五。変異体の本能が息を潜ひそめさせた。餌えさの臭においがする。しかし隠れることはできない。一本道のトンネル内で身を隠す場所はなかった。

　五つの足音は変異体を前にして、停止した。変異体は消えかかろうとする感覚を駆く使しし、かろうじて会話を聞き分けた。

「ほう、面おも白しろいものが転がっている」

　若い男の声だった。

「マジシャン、どうする？　このまま捨てておくか、それとも？」

「はっはっ。わしはこういうおもちゃには目がなくてな。ビッグフット。担かつぐものがもう一つ増えたぞ」

　体が浮く感覚がした。何かに持ち上げられた感覚を知覚すると、本能は餌に対して爪つめをたて、牙きばを開けと命じる。しかしいくら体に命じても、ぼろきれのようになりはてた体はすでに動かない。折れた爪は、喰くらうどころか餌の硬い衣に傷をつけることもできはしなかった。

　意識はさらにちぎれていく。もやは細切れになったそれは、意志と呼ぶにはあまりにも混こん沌とんとしていた。

　唯ゆい一いつ残った意識の残片が無念を形作る。

　──届かないのか。

　何に？　と本能の奥底が問うた。その問いかけには答えられないまま、すべての意識は闇やみに呑のみ込まれた。
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「峰みね島しま由ゆ宇う、木き梨なしの変異体、ミネルヴァ、誰だれ一人として捕らえることはできなかったか」

「面めん目ぼくありません」

　ＡＤＥＭ本部にある一室で、八や代しろは伊だ達てに向かって素直に頭を下げた。《希望》の地下空洞からそのまま直行した八代の、よれよれになったスーツが痛々しい。

「ミネルヴァの連中が消えたと同時に、あの娘も消えたんだな？」

「はい」

「無理もないか。誰が想像できる、あの地下空洞にドラゴンが現れることを？」

「そう言ってもらえると。しかし、出入り口であるリニアエクスプレスに通じる二つの隠し通路は見張っていました。そこから逃げた可能性はなく、他ほかに道もありません」

「二つ？　隠し通路はあれが通った道だけではなかったのか？」

「いえ、二つありました。モグラのお姫様が入ってきた道と、ミネルヴァが入ってきた道。ちょうど対照的な位置に」

　そう言って、八代は一枚の図面を広げる。奨励都市《希望》が中心の二万分の一の縮尺の地図に、リニアエクスプレスの路線図を重ね、もう一枚、二本の線が赤で書き入れられた透明フィルムを一番上に乗せた。さらにモニターにＫＩＢＯＵビルの地下空洞とリニア路線の位置関係を示した３Ｄ画像が映し出される。

《希望》を中心に大きく迂う回かいしたリニアエクスプレスの路線の中心に、《希望》をまっすぐ貫く形で赤い線が通る。《希望》地下の立体モデルを回転させながら、八や代しろは言った。

「真まな目め家は本来まっすぐだったリニアエクスプレスのトンネルを、あの空洞のため無理矢理迂回させました。隠し通路はそのときの名残なごり、それに資材運搬用として真目家が使用していたものだと思われます」

「真目家の【天国の門】の隠いん蔽ぺいのあとか。なんにせよあの娘に逃げ道はなかった。ならば答えは一つだな」

「ですが……それは」

　八代は伊だ達てが言おうとしていることを察し、渋い顔をする。

「真目麻ま耶やが隠している。それ以外に可能性はあるのか？」

「まあ、確かに。いまの真目家の中で一番窮きゆう地ちに立たされているのは、真目麻耶だろうし、それを逆転するにはもう反則というくらいのジョーカーを手に入れなくちゃならないでしょうけど……」

　伊達は椅い子すを軋きしませ、しばらく考えているそぶりを見せたが、

「考えようによっては、かえって好都合か……」

　と意外な言葉をつぶやき八代を驚おどろかせた。

「好都合ですか？」

「いまＡＤＥＭは問題が山積みだ。確かに峰みね島しま由ゆ宇うの身柄を野放しにしておくのは危険だが、真目麻耶もその危険性は承知だろう。一時身を預けておくのも悪くない。その間に当面の問題を片づける」

　徐々に考えがまとまりつつあるのか、伊達の表情から迷いが消えていく。

「当面の問題。ミネルヴァですね」

「いや、彼らはもうミネルヴァとは言えなくなった」

「え？　どういうことですか？」

「ミネルヴァ側の事情が変わった」

「変わった？」

「ああ。前回の弧こ石せき島とうの事件で、どうやら内部に問題が起こったらしい。どのような問題かまでは調べはついていないが。ミネルヴァの方針としては、しばらく日本進出を見送るようだ」

「問題って？　あ、いやそれよりも、じゃあ昨日の連中はミネルヴァじゃないんですか？」

「元ミネルヴァだろう。組織の意向に逆らって、離反したらしい」

　離反と聞いて八や代しろは、いくつかの道が閉ざされた音が、本当にどこからか聞こえた気がした。できれば今回は政治的な駆け引きで、ミネルヴァに手を引いて欲しかった。しかし離反したとなると、そういう手段も通じない。

「バックはなくなったけど、よけいやっかいな連中になっちゃったわけですね」

　八代はわざとらしく呆あきれたゼスチャーをする。

「そこまでしてミネルヴァ、いえ、元ミネルヴァが遺産を欲しがる理由はなんなんでしょうか？　組織を離反してまで欲しがるものなんですか？」

「遺産の正体が解わからないことには、なんとも言えないが……八代」

　おもむろに伊だ達てがあらためて名前を呼ぶ。しかしその内容は八代がいま考えていた【天国の門】のことでもミネルヴァのことでもなかった。

「ＮＣＴでの死者、二十六名。リニアコントロール施設周辺で殉じゆん職しよくした警官五名、一般職員が十七名。リニアの事故では危うく七百名が死にかけ、捕食活動の犠ぎ牲せいになったと思われる惨ざん殺さつ死体が八名」

　伊達の口から正確に語られたのは、木き梨なしの変異体による死亡者の数だ。それはすなわち、ＡＤＥＭの管理の甘さが引き起こした大惨事の犠牲者にほかならず、ＮＣＴでの惨事以外は、ごまかしようのない事実としてマスコミが取り上げ大おお騒さわぎになっている。

　伊達は疲れたように深く目を閉じ、言った。

「真まな目め家のお家騒そう動どうはいまに始まったことではない。峰みね島しまと真目の因いん縁ねんも解わかっていたことだ。ミネルヴァのような連中はいつでもどこにでも湧わいてくる。しかし、事が一度に起こりすぎている」

「確かにそうですけど……、あの、伊達さん？」

「これは偶然か？」

「え、偶然って……それってその」

　──木梨のことは、全部彼女が仕組んだかもしれないってことですか？

　と、そこまでは言えず、黙だまって自分を見る伊達に、八代は困ったように頭をかいた。

　峰島由ゆ宇うはここ一ヶ月に起こった二つのＥＭクライム事件で、協力的とは言えないまでも解決に向けて大きな力を示した。

　しかし、彼女はどこかそういう一般的な概がい念ねんとは乖かい離りしたところにいる。八代は明確な答えを避さけた。

「そんなことを言うと、また岸きし田ださんが青筋たてますよ」

　八や代しろが軽く肩をすくめてみせると、伊だ達ては、

「おまえはそう思うのか」

　とだけ答えた。その様子に違い和わ感かんを覚えた八代は、自分は何か的外れな答えを返したのかと不安になる。だが伊達がそれ以上その問題に言及することはせず、その話題を切り上げてしまったので、聞くことはかなわなかった。

「ともかく一つずつ片づけていくしかない」

「問題は山積みですね」

　言ってもしょうがないことを言ってしまってから、八代は後悔する。

　事件が起こればいつも、矢や面おもてに立つのはＡＤＥＭの責任者である伊達なのだ。だが伊達は、はじめてふと表情を和やわらげると八代の肩に手を置いて言った。

「夜が明ける。少し休め。ひどい格好だぞ。着替えてこい」

「伊達さんもです。髭ひげもそったほうがいいですよ。これからいろんなところに頭を下げに行くんでしょう？　もしかしたら報道のテレビカメラに映るかもしれないし」

　苦笑する伊達と八代の間に、まぶしい朝日が射さしこんでくる。八代がブラインドに指をかけてつぶやいた。

「いい天気になりそうです。モグラのお姫様は、いまどこかで、この朝日を拝んでますかね」

　伊達は無言のままだ。その横顔を見て、八代は、朝日が昇っても、長い夜が明けるのはまだまだ先になりそうだと胸中暗あん澹たんたる思いにかられた。
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　まんじりともしないまま、麻ま耶やはひたすら流れる時を耐えた。

　数時間前、あの地下空洞から怜れいに抱きかかえられてこの部屋に戻ってきたとたん、張り詰めていた緊きん張ちようの糸がプツリと切れ、麻耶はソファに倒れこんだ。

　ショックで口もきけない自分を、怜がベッドまで連れて行ってくれたものの、眠ることも目を閉じることも考えることもできない。眠ったら、あの兄の姿が必ず夢に出てくる。目を閉じたら、目前で繰り広げられた残ざん酷こくな光景が繰り返し繰り返し襲おそってくる。そしてそれについて少しでも考えてしまえば、ぽっかり開いた心の深層に続く暗い穴に吸い込まれる。

　本来ならこの時間は、対策を練るなり、休息にあてるなりしなければならない時間だ。それなのに、どれも麻耶は実行できずにいる。ただ思考を停止し、感情を凍結させ、ベッドの中で身を縮めた。

　心の底を探れば、思わず悲鳴を上げてしまいそうなほどの深い闇やみがある。見てはならない。あれに絶対に呑のみ込まれてはいけない。

　何時間かたったのか。それとも五分もたっていないのか。

　時間の感覚も解わからない麻ま耶やが漂よう闇やみのしじまを破ったのは、柔らかなノックの音だ。

「少しはお休みになれましたか？」

　いつもと変わらぬ黒い服を着た怜れいが、部屋に入ってきた。麻耶の寝室に断りなく入ってこれるのは、守り目である怜だけである。

「カーテンを開けましょう」

　怜が窓辺に寄りカーテンを開けると、まぶしい朝日が麻耶の目を射い貫ぬいた。いつの間に夜が明けていたのだろう。

　明るい空を見ていると、昨夜のことが夢のように思えた。しばらくぼんやりと、麻耶は窓の外の白く輝く世界を眺めていた。

　すべては幻だったのではないか。そう思いたい。

「シャワーを浴びてきます」

　なんとかそれだけ言うと、麻耶はくるりと窓から背を向けた。

　いまの自分は、相当ひどい顔をしているだろう。怜に見られるのはかまわない。だがそれ以外の人間にこんな顔を見せるわけにはいかない。特にあの娘には。

　バスルームに入ると、熱いシャワーを出した。

　熱い湯に打たれた髪や体から、むっとするような血の臭においが湯気と一いつ緒しよに立ち上る。それを乱暴に洗い落とそうとしても、こびりついた死臭はなかなかとれない。

　一年と少し前、一度だけ見舞った兄の姿が脳裏をよぎる。鉄格子の中で膝ひざをかかえ、うつろな目で虚こ空くうを見つめていた兄。その姿にいたたまれず、麻耶はその場から逃げ出した。

　闘とう真まの姿が哀あわれでならなかった。妹である自分を逃がす時間を作るために鳴なる神かみの尊みことを抜いてしまい、その結果、あんな姿になってしまったのだと思うとどう償つぐなっていいのか解らなかった。だから兄を守るのは自分だと、ずっと麻耶は思っていた。

　しかしそれはとんでもない勘かん違ちがい、思い上がりだった。

　その思い上がりを闘真はどんな気持ちで見ていたのか。優やさしい笑顔の裏に、どんなつらい気持ちを隠していたのだろう。

　何も解っていなかったのは自分だ。守られていたのは自分だ。

　──二年……、お父様は二年以内と言いました。

　──何を？

　──殺さつ戮りく衝しよう動どうを受け入れるための、ていのいい理屈をみつけるだろう、と。そうなりましたね。

　──そうだね。

　ほんの二週間前の夜。一年半前の惨さん劇げきが起こった屋敷跡での一夜。

　闘真は自分や勝かつ司しとは違う。望んでいまの地位、鳴神尊の継承者に、なりたくてなったわけではない。ただ、自分を、妹を守るために武器をとってしまった結果だ。それなのに、そんな兄に向かって、自分はなんと残ざん酷こくなことを言ってしまったのだろう。

「……兄さん」

　言ってしまった瞬しゆん間かん、涙が一粒、床に落ちた。すぐに幾粒もの涙が頬ほおをつたう。

　我が慢まんしなくてはいけない、泣いてはいけない。いままでどれだけの血が、自分の周囲で流れたか。どれだけの命を、直接手を下していないとはいえ、自分が奪ってきたのか。泣きはらした顔で、これから真まな目め麻ま耶やとして行動することなど、許されない。

　だが、とめどなくあふれてくる涙は止まらない。口を押さえても嗚お咽えつが漏もれてくる。膝ひざは折れ、ずるずると大理石の床に体が崩れ落ちていく。

　心の底に亀き裂れつが入る。その奥底から、人の姿をした赤い影が姿を現した。

　麻耶は近寄ってくる赤い人影を必死に追い払おうとする。心の亀裂を再び閉じようと努力し、無む駄だだと悟ると人影から逃げ出そうとし、それも無理だと解わかると心の目をつむった。しかしその心の壁を、いともたやすく赤い人影は引き裂いた。

　引き裂いたのは手に持った小さな刀。目の前で真っ二つに切り裂かれたのは屋敷の扉。切り裂かれた空間に現れたのは、血を浴びた真っ赤な体。髪にも顔にもべったりと返り血がつき、両の目だけがぎょろりと異様に浮き上がって白い。

　麻耶はとうとう観念し、目の前の赤いものに目を向けた。そしていつかもいまと同じような諦てい念ねんの中にいたことを思い出し──その瞬間、ついにあやふやだったすべての記き憶おくが、麻耶の中で一本の線上に繋つながって、一人の人間の姿がはっきりと浮かび上がった。

　その人の形をしたものは、闘とう真まの顔で麻耶に向かって微ほほ笑えんだ。

　狂った刃の先を、ためらいなく麻耶に向けて。







　いくつもの連絡と書類をとりまとめながら、麻耶のためのお茶の準備を同時進行させる体とは別に、怜れいの心はただ一箇所にあった。バスルームにいる麻耶のことである。

　闘真の中にはもう一人の人間が確かに存在した。禍まが神がみの血ちと皆が呼ぶ、殺さつ戮りく者しやの人格が。

　その事実に麻耶は耐えられるだろうか。

　思い出して欲しくなかった。だから麻耶には闘真に関かかわって欲しくなかったし、闘真には遺産に関わって欲しくなかった。そのような危ない橋をいくつも渡っていたら、いつかはこんなことになるのではないかと懸け念ねんしていた。そしてその懸念は最悪の形、殺戮者の闘真を麻耶が目まの当たりにしてしまう形で現実になってしまった。

　ベッドの中の麻耶はいままで見たこともないくらい憔しよう悴すいしており、無理やりカーテンを開けてしまった怜は、自分の判断が正しかったのか、そんな些さ細さいなことにも自信がもてなくなっている。

　父に殺されかけ、兄には排除されようとし、唯ゆい一いつのよりどころであった闘真さえ、真の味方ではないと知ってしまった彼女は、果たして立ち直れるのだろうか。

　麻ま耶やは決して弱くはない。時間をかければこの事実をしっかりと受け止めることもできるだろう。だがそのような猶ゆう予よはいまの彼女に許されていない。

　ではおとなしく白旗をあげ、不ふ坐ざに従うか。

　ばかげた自分の考えに、怜れいは首を横にふった。

　あの不坐のもとで麻耶が幸せになれるなら、とうに怜は守り目をおりている。

　数日前、麻耶を襲しゆう撃げきしにきたクレールという少女を思い出し、怜は唇くちびるを噛かんだ。不坐が放った暗殺者から麻耶を守りきることが出来ない自分がふがいなく、情けなかった。

　麻耶がバスルームから出てくる気配はない。







　──痛い。

　どれほど時間が過ぎただろうか。麻耶を記き憶おくの深遠から引き戻したのは痛みだった。

　どこが痛むのか感覚をさぐり、シャンプーの泡が入った目が痛いのだと気づいた麻耶は、立ち上がってシャワーで体を洗い流した。

　どうして痛いのか。

　シャンプーが目に入ったから。

　どうすればいいのか。

　洗い流せばいい。

　どんなに心が痛んでも、それとは別に、こんな簡単なことで痛みを感じ、その痛みから逃れるために体が動いたことが、麻耶には哀かなしくそして可お笑かしかった。

　涙がこぼれるのは、目が痛いからか、それともまだ悲しいからか。

　つらい記憶から目をそらしたい。いっそのこと、また記憶を失ってしまいたい。このまま何もかもなかったことにして、父に従ってしまいたい誘ゆう惑わくにかられた麻耶の脳裏に、ふいに蘇よみがえるのは闘とう真まの声。

　──違うよ麻耶。僕のもう一つの人格をいいわけにはできない。それが……僕だよ。禍まが神がみの血ちをひいた、坂さか上がみ闘真という人間だ。

　一面の雪の中。ぽつんと残された石せき碑ひを前に、闘真が搾しぼり出すように言った言葉。

　麻耶は、いまになってやっと、どうして兄が再び鳴なる神かみの尊みことを手にとったのか心の底から理解した。

　澄すんだ水面の底に恐ろしい化け物がいる。驚おどろいて慌てて逃げてみても、それが歪ゆがんだ水面に映った自分自身だとしたら。

　どんなに逃げてもどんなに目をそらしても無む駄だだ。自分からのがれる術すべなどない。

　闘真は闘たたかうことを決意した。もう一人の自分と闘ってでも、自分自身の人生を生きることを決意したのだ。

　麻ま耶やの中ではとっくに、父と闘たたかう覚悟はできていたと思っていた。が、本当にこれから不ふ坐ざを敵にまわすと思うと、正直、恐ろしくて心がすくむ。

　しかし、ただ流されて泣いていたら、やがて遠くない将来、自分はすべてを失うだろう。泣くことすらできなくなる。

　泣いている自分は哀あわれではない。涙を流せるほど大事なものがあるうちは。

　自分の内にある狂気と闘わねばならない兄に比べれば、自分の恐怖心はいかほどのものか。

　恐怖を憎しみに、不安を怒りに、その二つを勇気にすりかえて闘うのは愚おろかな行為だと、麻耶は知っている。

　だが麻耶は、いまだけはあえてその愚ぐをおかし、自分を奮ふるい立たせた。闘とう真まと《希望》は、まだ敵の手中にある。戦いは始まったばかりだ。







「怜れい」

　名を呼ばれ、慌てて怜は表情をひきしめる。シャワーを終え、身み支じ度たくを整えた麻耶が部屋に戻ってきた。心配していた麻耶の様子は、わずかに涙のあとが見えるだけで、少なくとも表面上はいつもどおりに見える。

「あの娘は？」

「部屋に案内しました。素直にベッドに入り、すぐに寝息を立て始めました」

「そう、さすがね。ふてぶてしいというのかしら。昨日の変死体の分析は？」

「報告書はすでに作成済です」

「あの化け物はまだ行方ゆくえ不明のままなのね？」

「はい」

「……闘真の、いえ、ミネルヴァの行方は？」

「捜査中です」

　何事もなかったように振る舞う麻耶に合わせ、いつもどおり阿あ吽うんの呼吸で答えを返していたが、闘真の名を出した麻耶にはさすがにためらいが見え、怜はひやりとする。次の言葉を待ったが、麻耶は黙だまってしまった。怜は用意しておいた紅茶を麻耶の前に差し出す。

　カップに唇くちびるをよせ、一口含んでから麻耶はようやく何かを決意したように怜を見て、言った。

「怜は……知っていたの？」

　怜の返事も多少のためらいを必要とした。

「……はい」

「そう。だから私が闘真に関かかわろうとすると、いつも顔をしかめていたのね」

「いえ、その」

　怜れいが珍しく言葉に詰まっていると、麻ま耶やはかすかに微ほほ笑えむ。

「いいのよ、心配してくれていたのでしょう。ありがとう」

　感謝の言葉と一いつ緒しよに贈られた微笑みは、頼たよりなく風に揺れる花のようだ。

　麻耶らしからぬしおらしい風ふ情ぜいに、もしや彼女の心は折れてしまったのかと怜は不安になった。麻耶は何を思うか、怜から視線を窓の外に移した。

　ここはＫＩＢＯＵビルの中にある真まな目め家専用のフロアだ。最上階近くのこの場所からは下に広がる《希望》の街が、一望できる。今日のようによく晴れた日の視界は、玩具おもちやのように並んだいくつもの街並みから遥はるか遠くの山峰や海岸線まで届く。

「このビルは六年前に完成して、十歳のお誕生日プレゼントだといって、お父様が私にくれたの。世界で一番高いビルは、麻耶のものだと言ってね」

　それは怜も知っている。

　華やかな街の中心に位置する巨大なビルＫＩＢＯＵ。美しく、壮そう麗れいな外観をもつビルは、父、不ふ坐ざが麻耶の十歳の誕生日に間に合うように造らせたものであり、また、麻耶が初めてまかされた大きな仕事でもあった。

　よほどのことがない限りしない一般週刊誌への麻耶の露ろ出しゆつも、《希望》十周年フェスティバルを盛り上げようとする麻耶の意気込みの表れだった。

　しかし昨夜のあの出来事は、いま自分達たちが立つ床の８００メートル下で起こった紛れもない現実だ。

　砂上の楼ろう閣かく。

　ガラスに手をあて窓の下に目をやる麻耶の横顔を見て怜は、これ以上ふさわしい言葉がこの街にあるだろうかと思う。

　麻耶が築き上げてきたと思ってきたものは、この街と同じに、最初にすべて父が作った。真実は父の手の中にしかなく、不坐が気まぐれに翻ほん意いすれば一いつ瞬しゆんで崩れ去る仕掛けがなされている。

　この華やかなビルが麻耶なら、地下の遺産はまるで闘とう真まのようだ。

　闘真は確かに麻耶の支えであった。しかし同時に麻耶を一瞬にして崩ほう壊かいさせる弱点でもあった。麻耶を支える重要な存在は、あまりにもたよりなく、己おのが持つ力を理解しておらず、制御できないその強大な謎なぞの力に欲望は群がる。

　何も知らないまま純粋に築いてきた二人の兄妹の危うい関係は、それをあたえた父、不坐の思惑通り進むのか、それともいまは不坐の手のひらで踊らされている二人が、不坐の手を跳ね除のけるのか。そして自分はその中でいったい、どれほどのことができるのだろう。

「いまやらねばならぬのは《希望》を人質に【天国の門】を要求するミネルヴァへの対処です」

　麻耶の声が、怜を現実に引き戻した。

　麻耶はくるりと怜に向き直り、少しいたずらっぽく言った。

「ですが、その過程でお父様と対立することになるかもしれません。怜れい。守り目を降りるならいまですよ？」

「ご冗談を」

　怜はいつもの無表情に憤ふん慨がいを隠そうとしたが、上手くいかない。麻ま耶やには見透かされたか、いたずらっぽい表情に笑みが混じる。

　麻耶の顔は笑顔を作っていても、笑ってなどいない。すぐに立ち直れるような状況ではない。ただ麻耶は自分の心に翻ほん弄ろうされているときではないと判断して、心の痛みを封じているだけだ。

　しかし怜が麻耶を主あるじと決め、敬愛してやまぬのは、麻耶のそんなところだった。不ふ坐ざがこの街をどんなつもりで麻耶にあたえたのかなど関係ない。そこにどんな悪意があろうとも、闘たたかうと決めたなら、成すべきことを前に感情を後回しにできる心の強さ。

「怜」

「はい」

「どんな朝でも、怜は私にお茶を入れてくれるでしょう」

「麻耶様がお望みなら」

「では、あの部屋に、二人分のお茶をお願い」

「解わかりました」

　怜は一礼し、その部屋に続くドアを開けた。

　この部屋の先にあるのは、麻耶の前に現れたパンドラの箱だ。どんな事態が起こっても、最後に希望が残ることを信じて、麻耶はこれからその箱の蓋ふたに手をかける。
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　柔らかなベッドの上で、由ゆ宇うはゆっくりと目を開いた。

　見慣れない光景が広がっている。

　品のいい調度品と、アイボリーの壁紙に柔らかな色の絵画が飾られた部屋。緩ゆるやかなアーチを描く天てん井じようから下がる、豪ごう奢しやなシャンデリア。由宇が十年間見慣れた、ガラスの天井はそこにはない。

　しかし、ここにきても二つ、手に入らないものがあった。一つは自然光。この一見もてなすための贅ぜいをつくされたかのような客間に、窓はない。もう一つはプライバシー。巧妙に隠されてはいるが、監視カメラとマイクの存在もある。囚とらわれ人の部屋であることは、地下１２００メートルとなんら変わりはなかった。

　その証拠に由宇が目を覚まし、ベッドから床に足を下ろした瞬しゆん間かん、

「本当にきっかり三時間で目を覚ましましたわね。まるで機械のよう」

　同時に扉が開き、一人の少女が入ってくる。

　真まな目め麻ま耶やの第一声に、由ゆ宇うは片笑みを返した。

「朝の挨あい拶さつもなしか。私は憎まれ口を聞くために、ここに連れてこられたのか？」

「あら失礼。けれど、さわやかに挨拶をかわすような朝でないことは、あなたもご存知でしょう？　朝食を召し上がりますか？」

「話を先にしたい」

「ではお茶を入れましょう。怜れい」

　命じられた怜が準備しようとするのを、由宇がさえぎった。

「気の早いお嬢じよう様さまだ。顔くらい洗わせてくれ」

「解わかりました。バスルームはあちらの扉ですから」

　麻耶が指さすと、由宇はその場で服を脱ぎ始めた。まだドア付近にいた怜は、慌てて部屋のドアを閉めて出て行く。

「なっなっなっ、なにをしてるんですか!?」

　麻耶の驚おどろいた顔を由宇は不思議そうに見返してきた。

「ん？　シャワーを浴びるから服を脱いでるんだが。おかしいか？」

「おかしいに決まってますっ！」

「そうか、裕福な人間は服を着たままシャワーを浴びるのか。ふむ、もしかしたら服も一いつ緒しよに洗えて好都合という考え方か？　ケチくさいな。いや裕福な人間ほどケチとも言う」

「違いますっ！　ここで服を脱ぐなと言ってるんです。脱衣所で脱いでください。って私の話を聞いてますか？　服を脱ぐのは……」

　麻耶はすべてが手遅れになると、抗議をあきらめた。そのかわり、白い裸身に知らず見とれてしまう。由宇と麻耶の背の高さの違いは数センチだが、胸や腰のラインはその差を差し引いても負けているかもしれない。特に胸の大きさにあまり自信のない麻耶にとって、思いのほか着やせしていた由宇の胸は、正直うらやましかった。

「ここには……監視カメラもありますのよ？」

　麻耶の声がうわずる。頬ほおが赤くなった。

「この部屋の目的を考えれば、あたりまえだと思うが。それがどうかしたのか？」

　麻耶の言わんとしていることをまるで理解できない由宇は、首をかしげるばかり。

「もう、いいです。……着替えはバスルームの棚に用意してありますので、それを着てください。その破れた血まみれの服は、こちらで処分します」

「いや、それは困る。この服はＮＣＴ研究所に勤めている女性から借りた物だ。借りた物は返さないといけない。さすがに少し汚れたから洗って返したいのだが」

　脱ぎ散らかした服をまとめると由宇は麻耶へ押しつけようとする。

「わ、解りました。クリーニングに出すか、同等かそれ以上のものを用意しますから、そこに置いておいてください。借りた物を返すというなら、あの乗り捨ててあったバイク、ダッジ・トマホークも返すのですね？」

「違う。あれは買った。私の物だ。持ち主の銀行口座には、相場の二倍近い金額を入れてある」

「勝手に持ち出して、勝手にお金を入れるのは買ったとはいいません」

「なぜだ？　畑の横で売っている野菜は、対価を払えば勝手に持って行っていいぞ？」

　麻ま耶やは本気で頭が痛くなり、こめかみのあたりを指で押さえた。この娘に常識は通用しないらしい。

　じつは麻耶は昔、闘とう真まに世間知らずなことを揶や揄ゆされたことがある。闘真は気楽な気持ちで言ったのだろうが、麻耶は密ひそかに気に病やんでいたので、

　──私はそれほどでもないわ。

　と少し心を軽くしていた。

「畑の横で野菜なんて売っていません。野菜はスーパーマーケットや青果店のような場所で売っていますのよ。畑から持ち出すなんて、泥棒と同じです」

「そんなことはない。無人の野菜販売所というものがあって、小さい箱に対価の金銭を入れていく。君のようなお嬢じよう様さまは知らないかもしれないが、そのようなシステムは確かに存在する。自分の物知らずを棚に上げて泥棒呼ばわりとは失礼な」

「物知らずなんかじゃありませんわ。こう見えても私、ニースの市場で野菜を買ったこともありますのよ！」

　ドアの外で聞いていた怜れいは、不毛な口ゲンカの仲裁のため、聞こえよがしに咳せき払ばらいをした。
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　バスタオルで頭を拭ふきながらシャワールームからでてきた由ゆ宇うは、紅茶を用意して待っていた麻耶に、さっそく本題を切り出す。

「私をＡＤＥＭにばれないようかくまう手て際ぎわは見事だった。見事すぎたのが気になるが」

　由宇は余裕綽しやく々しやくで、ソファの背に身を預けると、バスローブがはだけるのもかまわず長い足を組んだ。

「あの場の判断ではないだろう？　あれは計画されていたことだ」

　麻耶ももともとそのつもりだったのか、返答はすばやくなされた。

「私達たちは協力すべきだと思います」

「まさか真まな目め家の人間から協力を請われるとはね」

「あなたが思ったよりも素直に、私達の誘ゆう導どうに従ってくれたのは意外でした。半分は承しよう諾だくしていただけたと考えてよろしいかしら？」

「よろしくない。あの空洞の中の、君の安っぽい挑発に違い和わ感かんを感じた。その真意を見たかっただけだ。それにＡＤＥＭの追っ手をかわすのに都合が良かった」

　麻ま耶やの笑みはその程度では崩れない。

「やはり半分は承諾していただけたと考えてよろしいようですわね。交渉の最初にして最大の一歩は、交渉したい相手を話し合いの場に座らせることです」

　由ゆ宇うは少し面おも白しろくない顔をするが、席を立つようなまねはしない。そのかわりティーカップを手にすると、八つ当たりのように一気に飲み干してしまう。

「もう少し香りを楽しんでいただきたいところですが、まあ、いいですわ。話を戻しましょう。私達たちは協力し合うべきです。現在、地下に安置されている遺産【天国の門】をめぐり、複数の勢力が、複雑にからみ合っています」

　と、一呼吸おいてから、麻耶は指を一本立て、

「まずは真まな目め勝かつ司しとミネルヴァの連合。これは明確な敵と言えます。どのようなトリックか解わかりませんが、ドラゴンまで操ります」

　もう一本指を増やし、

「そしてＡＤＥＭ。あなたを追い、遺産強ごう奪だつ組織ミネルヴァとも対立するでしょう」

　さらに三本目の指が立つ。

「そしてあの化け物です。あれも遺産の仕し業わざなら、ＡＤＥＭと対立します。またその凶暴性は、他ほかのどの勢力ともぶつかり合う可能性があります」

　ついに四本の指を広げ、

「そして私、真目麻耶。遺産【天国の門】を誰だれにも渡したくないというスタンスでいます。表向きはですが。ＡＤＥＭとはいまのところ協力関係にあります」

　最後に麻耶は指を全部広げた。

「そして峰みね島しま由宇、あなたです。全勢力は、あなたにとって敵です。なぜならあなたは【天国の門】を自分一人の手に収めたいと思っているからです。そうでなければ、いままで通りＡＤＥＭ側の人間だったはずです」

「それで？」

「事態は非常に複雑で流動的です。この状態で、攻防を繰り広げるとなると、私も正直頭が痛い。明確な策は打ち出せず、あらゆる状況に対応できるベターではあるけれどベストではない対策を練るのが精一杯。これは、あなたにも言えるのではないかしら」

　由宇から否定の言葉はない。ここまでを同意と見た麻耶は、さらに話を続ける。

「ですがこの複雑な勢力図を、簡潔にする方法があります。真目家である私と峰島由宇が同盟を組む。そして真目家はあなたの存在をＡＤＥＭから隠いん蔽ぺいする。こうすることにより、明確な敵はたった二つに絞られる。ミネルヴァと化け物です。遺産が欲しいと思うあなたと、守らなければならないという私は、他の勢力を淘とう汰たしてから、じっくり話し合う。いかが？」

「真目不ふ坐ざ……はどうする？　指の数は足りなかったか？」

　麻耶は内心舌を巻いた。外の事情にもっとも疎うとい彼女が、ここ一番で的確な指摘をしてくる。由ゆ宇うの指摘は、不ふ坐ざの思惑と麻ま耶やの思惑に差異があることを見抜いている証拠でもある。

「お父様は……確かにお父様の動きは予想できません。正直に言います。あなたから、遺産を守れと言いつけられています。が、いまはその言いつけは捨て置いておきます。正直七本目の勢力がなければ、峰みね島しま家の娘などに、頼たのみごとなどしません」

「なかなかいい本音だ。悪くない」

　由宇は愉快そうな顔をしたあと、すぐに真顔に戻って言った。

「それで七本目、坂さか上がみ闘とう真まはどうする？」







　二人の少女の間にしばらく沈ちん黙もくが落ちた。二人の中で特別なものが暗黙のうちに後回しにされたのは、両者の心理的プレッシャーからか。

　先に口を開いたのは、峰島由宇だ。

「使い方を間違っている」

「……使い方？」

　おだやかではない由宇の表現に、麻耶は不快そうに首をかしげた。

「闘真は……いや、殺さつ戮りく者しやの人格の根幹の一つには、強者との勝負がある。しかし地下で会った闘真は殺戮衝しよう動どうのみに特化されていた。以前の彼なら私との戦いに執着したはずだ。その根幹を抑えこみ、操り人形にしたところで強さなどたかが知れている」

「ま、待ってください。兄さんは、もっと強いと？」

　ただでさえ触れたくない話題に、麻耶の声が震ふるえてしまう。

「知らないのか？　彼の強さを。正直、私も勝負を避さけている部分がある。それに私自身、まだ彼の力の底を見ていない」

　麻耶は声よりも大きく震えている自分の内心を、黒こく曜よう石せきの瞳ひとみに暴かれてもよしとした。峰島由宇の前でどんなに表面をとりつくろっても見破られるだろう。むしろ自分の本音をさらしている何よりの証拠になる。

「しかし……操られているのは事実です。兄さんは、きっと苦しんでいます。これ以上その手を血に染めさせるわけにはいきません」

「だから、助けたいと？」

　紅茶を一口飲み、由宇は喉のどの渇きを癒いやす。

「闘真が、不坐に逆らってまで私と手を結びたい理由か？」

「ええ、何か問題でも？」

　感情の深い部分に触れられたためか、麻耶の返事は少し感情的だ。

「ある。物事の成功の秘ひ訣けつは、経験に拠よるところが大きい。しかし君のいまの行動パターンは、君自身未知のものだろう。闘真を心配して行動する。なるほど、それは過去にあったかもしれない。しかしさらに父に逆らいＡＤＥＭをだまし、真まな目め家の天敵を懐ふところに入れる。これほどの不確定要素の中で、君はどれだけ実力を発揮できる？」

　麻ま耶やに反論はできない。すべて由ゆ宇うの言うとおりだ。

「解わかっています。でもそれはあなたにも言えることじゃないかしら？　ＡＤＥＭを裏切り……」

「私のほとんどの行動は、つねに初めてに等しい。どのような行動にも同じリスクとメリットがつきまとう」

「では、あなたは闘とう真まを救うつもりはないのですか？　操られて人を殺す苦しみを味わえと？　いまはまだギリギリ自分を保っていられるかもしれません。でももし真目家を脅きよう迫はくするために一般市民を手にかけてしまったら？　兄さんは、今度こそ兄さんの心は壊こわれてしまいます」

　拳こぶしを握りしめ、麻耶はうつむく。真目家の娘という立場で交渉をしているのに、事が起こった場合の市民への影えい響きようよりも、《希望》のことよりも、闘真のことを真っ先に考えている自分を恥じた。しかしそれが紛れもない麻耶の本音であることは変えようがない。

　自分の出せるカードは残らず出してしまった。どういう返事が返ってくるにしろ、麻耶は由宇の言葉をそのまま信じるつもりだった。彼女の本心を探るのは無意味だと思っている。

　峰みね島しま由宇に、わずらわしいかけひきは必要ない。人をだましてまで何かをする手間をかけるくらいなら、彼女は自分一人でやるほうを迷わず選択するだろう。

　由宇はまだ麻耶を見つめたまま、答えを出さない。

　じれた麻耶はさらに言葉をついでしまう。

「時間が残されていません。もし私の申し出を断るなら、いますぐここを出て行ってください。三十分だけ待ってからＡＤＥＭに通報します。もしも……」

「紅茶が冷めた」

　麻耶の言葉をさえぎり、カップが麻耶のほうに押し出された。

「新しいのを入れてくれ。陰いん鬱うつな長い話し合いになる。せめて味覚くらいは楽しませてくれないか？」
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　絶妙のタイミングで扉をノックし、扉を開けたのは怜れいだ。

「お食事ができました」

「解りました。すぐにいきます。ああ、でもその前に……」

　由宇のバスローブ姿を見て、麻耶が立ち止まった。

「そのかっこうで食事というわけにもいきませんわね」

「なぜだ？　この服は特に食事に適した機能性を有しているとは言えないが、べつに困るものでもない」

「いいえ、そうではなく」

　説明を五秒で放ほう棄きした麻ま耶やは、怜れい、と忠実な部下の名を呼ぶ。

「用意してあります。由ゆ宇う様の好みまでは解わかりませんでしたので、私どもの見立てでそろえました。趣しゆ味みにあうといいのですが」

「こだわりはない。大だい丈じよう夫ぶだ」

　と言った由宇の顔はしかし、案内されたクローゼットルームを見て引きつった。

「時間がなかったため、充実した品しな揃ぞろえとはいえませんが」

　怜の言葉と裏腹に、クローゼットには連なるようにして多種多彩な服が並んでいる。

「な、なんだ、この服の山は？」

「お気に召しませんか？」

「どれもこれも非活動的でひらひらした服ばかりだぞ？」

　珍しくうろたえる由宇の反応を、麻耶は興味深そうに見ている。
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「わ、私のイメージではない」

「あら、似合うと思いますわ？　ここに来たときの服も、あなたのイメージとはかけ離れた女性らしい服でしたけれど」

「あ、あれは小さ夜よ子この……。やむを得ない事情があったんだ」

「ともかく、真まな目め家の客人になるには、それ相応の服装をしていただきます。そうね、普ふ段だんのあなたからはかけ離れた、清せい楚そで気品があっておしとやかで、殿方が理想とする淑しゆく女じよに化けてもらいましょう」

「それは私に喧けん嘩かを売っているのか？」

「あら、あなた自分が女らしいと思って？」

　由宇がうっと言葉につまる。すべてに自信満々だった先ほどまでの態度は微み塵じんもない。

　峰みね島しま由宇は、これだけの容姿にもかかわらず、自分の外見に自信がないのが麻耶にもみてとれた。

　おろおろする峰島由宇をいじめるのは意外と楽しい。麻耶は闘とう真まが見れば麻耶に対する評価を百八十度変えそうな笑いを浮かべ、

「さあ、着替えましょう。あなたが選べないのなら私が選びます。時間がありませんから、それでよろしいわね？」

　逃げ出そうとする由宇に釘くぎを刺し、麻耶は楽しそうに服選びに取りかかった。その姿を見て、由宇は半分本気で、同盟の破は棄きを検討した。







　麻耶はテーブルの対岸に座る由宇を見て、ご満悦の表情だ。由宇の服装のコーディネートに満足しているのだ。手仕事のフリルが美しいシルクのブラウスに、ベルベットのフレアスカート。

「よくお似合いよ。黙だまっていればですけれど」

　対し、由ゆ宇うは着慣れない服と真っ白なクロスがかかったテーブルに窮きゆう屈くつそうにしている。

「おまたせしました」

　だが朝食が運ばれてくると、麻ま耶やの顔がこわばった。しかし言葉は平静を装う。

「あら、今日は怜れいが給仕係？」

「はい。粗相のないよう精一杯つとめさせていただきます」

　冗談めかして怜は言うが、由宇をできるだけ人目に触れないようにするための配はい慮りよだ。

　さらに食事にも配慮がなされていたのだが、由宇の、

「私はここ数日ろくに食べていない。もうちょっとボリュームのあるものを持ってきてくれないか？」

　というリクエストによって、その配慮はあっさりと無に帰されてしまう。

　やがて並べられた料理を見て、麻耶はなかなか手をつけようとしなかった。パンを口の数センチ前まで運ぶものの、そこで手が止まってしまう。脳裏に地下空洞で起きた無む惨ざんな光景が蘇よみがえり、由宇の皿からの匂においとあいまって食欲どころではない。

「怜、私は……」

　麻耶は青い顔をして、料理の載った皿を押しやる。

「うん、うまい」

　対し由ゆ宇うは、作法を無視した食べ方で次々と料理を口に運ぶ。

「淑しゆく女じよなら、せめて美お味いしいと言いなさいな。それにしても、よく食欲がわきますのね」

「健康である証拠だ。そうだ。そういえば、咬かみ殺されたという警備員がいると言っていたな。あとで検死をしたい。いいか？」

　由宇は肉を美味しそうに頬ほお張ばりながら、こともなげに言った。

「え、ええ。怜れい、手配をして」

「できれば傷口の鮮明なものがいい。それと焼死体のほうも頼たのむ。ふむ、それにしてもこの肉は美味だ」

　麻ま耶やはますます顔を青くし、ハンカチで口を押さえた。

「君はそれしか食べないのか？　金持ちほどケチ、いや質素というのは本当なのだな。しかし衣食住のバランスがまったく取れていないではないか。見栄をはらねばならぬほど零れい落らくした家というわけでもあるまいに。よけいなお世話かもしれないが、あれだけ服に金をかけるなら、もう少し食事に金を使ったほうがいいと思うぞ」

「え、ええ……そうですわね」

　もう麻耶は、由宇に言い返すこともできない。麻耶の気分が悪いのを察したのか、由宇も話さなくなった。しばらく由宇の食事の音だけが続く。しかしそれもふと止やんだ。由宇の手が唐突に止まったからだ。

「お口に合いませんでしたか？」

　怜の問いに由宇は静かに首を振る。

「いや。誰だれかと一いつ緒しよに食事をするのは、何年ぶりだろうと考えただけだ」

　それからすぐに由宇は無言の食事を再開した。

「……怜、申し訳ないけど、さっき下げた料理を持ってきてくださる？」

「無理をする必要はないぞ。本当に顔色が悪い」

「無理なんてしてません」

　麻耶は青い顔をしながらも、なんとか一口、パンを口に運んだ。
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　これといった厄やく災さいに遭あうこともなく、かといって身に余るような幸運が訪れるわけでもなく、長は谷せ川がわ京きよう一いちはじつに平凡な毎日を十七年近く過ごしてきた。

　ここ半年、坂さか上がみ闘とう真まという非日常を学友に持ってさえ、彼の日常はいつもどおりの平へい穏おんさでもって流れていた。その日、奨励都市《希望》を訪れるまでは。

　京一が朝一番で街にきたのには明確な目的がある。ゴールデンウィーク前、友達数人で《希望》で行われるイベントに行くことになった。十周年記念で行われるそのイベントには、いまや世界的大ブームとなったフェアリーショック関連のものも含まれており、生きつ粋すいのファンを自認する京きよう一いちは、二つ返事で整理券配布並び係を引き受けた。

　ミーハー的社会現象が気に入らないとはいえ、原作の挿絵の原画展や、映画で使われた衣装や小道具を見られるのは京一にとって充分魅み力りよく的てきである。これで一いつ緒しよにいく友人の中に女の子がいれば申し分ないのだが、華やかな存在は望むべくもなく、頼たのまれた人数は京一のオタク仲間二人をあわせ、合計三名分。

　整理券は早くにきた甲か斐いあって、いい番号が手に入りそうだ。

「お一人様四枚までですが、三枚でよろしいですか？」

　受付の女性に聞かれ、ふと、京一は考えた。

　──坂さか上がみを誘さそってみようか。

　結局、コンビニで会ったときも、どうしてもはずせない用事があるからと、坂上闘とう真まは帰ってしまった。退学届けのことはあれから一度も話せていない。

「四枚ください」

　整理券を受け取り、闘真の携帯に電話をかけてみる。が、バイト中なのかコール音も鳴らず電源ごと切られているという音声案内が流れて、切れた。

　──まだ三日あるし、夜にでもまた電話してみるか。

　ダメモトで誘ってみて、もし闘真に断られても、このイベントなら他ほかにいくらでも誘うあてはあるだろう。

　そう思い、整理券をしまい《希望》の街へ繰り出した。

　今日の目的はもう一つ、下調べである。当日の派手なイベントは昼過ぎの一番混みあう時間帯に行われる。その前後の時間をどう使うかが肝要だ。

　当日、《希望》を訪れる人は、何万に達するだろう。あるいは何十万に届くかもしれない。尋じん常じようでない人の波が予想される中でフェスティバルを楽しむには、それなりに効率的な計画性を要求される。だが計画的すぎるのも面おも白しろくない。適度に予想外の出来事を織り込むことも大事だ。

　そんなことを一人考えながら歩く。まだ午前の早い時間のため、《希望》の街の活気はピークには及ばない。いい天気にもかかわらず、街は思ったよりすいていた。

　ＫＩＢＯＵビルのフロアガイドを手にとり、眺めのいいコーヒーショップのテラスの一角に座った。五月のさわやかな風が気持ちいい。あとでＫＩＢＯＵの展望フロアに行ってみようとフロアガイドを見た。十時の開場前に並べば、そんなに行列に並ばずにすむかもしれない。

　今日くらいいい天気なら、遠くまで一望できるだろう。その後は、ゴールデンウィークの三日間限定フェアリーショック特設店に行くことにした。

　時間を見ると、まだ十時まで三十分あった。

　一口、コーヒーをすすり、ドーナツをほおばる。

　そして長は谷せ川がわ京きよう一いちは、十七年近い人生の中で初めて非日常と邂かい逅こうした。

　頭上から落ちる黒い影。背筋を震ふるわせる巨大な質量感が、空から降り注いできた。同時に真っ黒な影が地面に落ちる。古い蝶ちようつがいのように頭が頭上へ回った。

「……あ」

　それだけを発し、京一の口は言葉を失う。

　映画化されたフェアリーショックに出てくるドラゴンと酷こく似じした姿。架空の存在であるはずの巨大なそれは、真っ青な空を背景に、地上のいかなる生物よりも大きい体たい躯くを、大きな羽で空中に浮遊させている。

　羽ばたきの音は、風圧をともなって耳じ朶だをうち、夢でも幻でもない確かな存在感で、まるで睥へい睨げいするかのように眼下の矮わい小しような人間達たちを見下ろしていた。

「うわああああああ」

　隣となりに座っていた男性の悲鳴が京一の呪じゆ縛ばくを解いた。

　バッグの中から愛用のカメラを出し、手慣れた動作で構えると、ドラゴンの姿をフレーム内におさめる。

　しかしシャッターボタンにかけた指は下りてくれなかった。ボタンが堅いわけではない。いくら力を込めても、指が硬直して動かないのだ。

　逃げようとした誰だれかが勢い余ったのか、店内で派手にテーブルが倒れ、ガラスが割れる音がした。悲鳴は連れん鎖さし、ドラゴンがもたらした混乱は《希望》の街を水面の波紋のごとく広がっていった。
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　人々の混乱を、楽しげに見つめる一対の瞳ひとみがあった。

「真まな目めの娘よ。峰みね島しまの娘よ。見るがいい。これがわしの力。魔ま法ほうと見まがうばかりの力。マジシャンと呼ばれるゆえんよ」

　ビルの屋上にはためく黒いマントに気づく人間はいない。哄こう笑しようも足下の混乱には届きはしなかった。

「いずれ、真目不ふ坐ざを、峰島勇ゆう次じ郎ろうをも引っ張り出してやる。娘達を殺され黙だまっていられるか？　己の築き上げたものを壊こわされ平然としていられるか？　あやつらを葬ほうむってこそ、わが復ふく讐しゆうは成し遂げられる」

　憎しみと喜びが入り交じった歪ゆがんだ顔は、まさしく狂気のそれである。

　しかし歪みは別の形に変わった。狂気が抜け落ち、歪みだけが残った。

　マジシャンは体を翻ひるがえすと、マントが風に揺れ大きくはためいた。

　はためいたマントがもとに戻ったときに、マジシャンの存在は消えていた。

　それと同時に、唐突にドラゴンも空から消える。時間にしてわずか一分たらずの出来事だった。
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　バベルの塔と揶や揄ゆされる、天に一番近いビル。

　奨励都市《希望》のほぼ中央に建ち、都市と同じ名称ＫＩＢＯＵの名を冠するそれは、７３４メートルという世界最高の高さを誇ほこり、平日の昼間は六万人以上の人間を収容し、ビル一つが小都市並みの規模と機能を持っている。

　オフィスだけではなく、ショッピングモール、映画館、各種遊ゆう戯ぎ施設、ホテル、はてには総合病院までと、そろっている施設は幅広い。平日も休日も、人々はそのビルに集つどい、最上階の展望フロアはつねに、恋人同士や家族連れが大挙して押し寄せてくる人気スポットである。

　しかし一般に広く開放されたイメージのあるＫＩＢＯＵビルだが、真まな目め家が執務にあたる一般人立ち入り禁止の専用区域も多数存在する。設計技術や巧みな内装で隠いん蔽ぺいされているが、表向きに表示されている八階分のフロアのほかに、じつに全体の一割近い十四階もの階層が、ＫＩＢＯＵビルの中で真まな目め家のみが使用できるブラックボックスとなっている。

　その階層の一つを怜れいが足早に歩いていた。取り乱すという行為とは無縁の人物に見えるが、そのときばかりは歩幅にあせりが見えた。

　やがてそのフロアの最奥にたどり着くと、重厚な扉をノックする。

「失礼します」

　返事がないので、もう一度念のためノックをし扉を開けた。

　一歩足を踏み入れようとした怜の足が止まる。それを戸惑いと見抜けるのは怜をよく知る麻ま耶やを始め、ほんの数人だろう。

「どうした？」

　この部屋の一時の主あるじ、峰みね島しま由ゆ宇うが怜を見る。

　怜の戸惑い、あるいは驚おどろきは、部屋の内装にあった。ほんの一時間前から、見事に様変わりしている。怜の知る限り、この部屋は誰だれを出迎えても恥ずかしくない上品さをかねそなえた一流の内装を持っていた。それがたった一時間で、機械とデジタルが支配するサイバーパンクな代しろ物ものと無理矢理調和させられていた。

　足下は、怜でさえ、一歩一歩慎重に歩かなければならないほどの何百ものケーブルがのたうち回り、マホガニーの重厚で風格のある家具類は、邪じや魔まだと言わんばかりに無残にも部屋のすみに積み重ねられ、代わりに壁を飾るのは、何十ものモニター、コンピュータ電子機器、無造作に張ってあるメモ。部屋の風格を完かん膚ぷ無きまでに破は壊かいしている。

　午前の早い時間なのに、部屋の中は薄うす暗ぐらい。窓がない部屋のために計算された間接照明のいくつかは、他ほかの機材の電源確保のために投げ出され、壁にならぶいくつものモニターからの光が反射していた。

　一言で表現するなら、怪しげなマッドサイエンティストの住む地下の秘密基地そのもの。

　そして、その部屋の主、峰島由宇は、白いシルクのブラウスを腕まくりし、黒いベルベットのスカートを汚す埃ほこりやほつれも気にせず、無造作に足を組んで座っていた。だが不思議とその格好に下品さはなく、由宇が持つ美び貌ぼうと内面のしなやかなたくましさを、明確な形で表現している。

「それは本当に保証できるものなのかしら？」

　隣となりではなんともこの部屋に似つかわしくない存在の麻耶が、由宇に質問をぶつけていた。

「保証の限りではない。何事も１００パーセントというものは存在しない」

　怜から麻耶に視線を戻すと、由宇はなにやら詭き弁べんを用いて麻耶を丸めこもうとしている、ように怜には見えた。

「確かにそうですけど、１００パーセントに限りなく近づけることはできるはずです。とくに安全性については、どれだけ検討してもしすぎということはありません。それか……、あら怜。ごめんなさい気づかないで。どうかしたの？　緊きん急きゆう？」

「はい。とても」

　怜れいの物言いに、麻ま耶やだけでなく由ゆ宇うも真剣な表情になる。

「何かあったのか？」

「先ほど、午前九時三十分、《希望》第２─16地区上空で、ドラゴンが目もく撃げきされました」




　　　　　　　　２




「すごい人だかりだねえ」

　八や代しろはハンカチで顔をあおぎながら、感心した。

　ドラゴンが目撃された場所を中心に、半径１００メートルほどのエリアを封鎖したのだが、非常線のロープの向こう側は、大物アーティストが訪れているかのように隙すき間まなく人だかりができていた。一般人が目を盗んでロープを越えないように、警官が並び目を光らせている。

　無理もない。

　最近のニュースは、オカルト番組もかくやの超常現象オンパレードだ。

　ここ一ひと月つきほどは、フェアリーショックのアイテムで呼び出せるという妖よう精せい王おうの白い影。ここまではまだ子供によくあるオカルトブームの範囲内だった。

　それが、謎なぞの生物に襲おそわれ、墜つい落らくした旅客機。パイロットがボイスレコーダーに残した言葉と、リアルな動物の咆ほう哮こう。さらに数日後には、ハンディカメラによるドラゴンの映像と、黒こげになって墜落したセスナ機が発見された。そして先日は矢や場ば台だい山中で目撃された謎の生き物──この正体はＡＤＥＭも知っている。

　極めつけが、今日の午前中に起こった白昼夢というにはあまりに目撃者が多い、ドラゴンの出現。

　奨励都市《希望》の上空に現れ、二百名以上に目撃されたドラゴン。時間が早かったため目撃者は少なかったが、いま現れたら、その数は万に上るだろう。

　現場の調査員は百名近い。いちおう八代はその検分もかねてこの街に派遣されたのだが、調査は無む駄だ足あしに終わることを覚悟していた。

「ミネルヴァの宣伝は効果抜群すぎる」

　八代はドラゴンが目撃されたという方角の空を見上げ、重いため息をついた。

　絵に描いたような五月さつき晴ばれだ。せめて雨でも降ってくれれば、もう少し人は減るのだろうが。着々と増えていく人だかりを見て、八代はもう一度、ため息をつく。パニックによる人死にが出なかっただけ、よしとするべきなのだろう。

「八代さーん」

　知った声が人混みを分けて走ってきた。八代の部下、萩はぎ原わら誠まことである。外見が若いことから、一月前から闘とう真まの通う学校に監視役として通っていた。

「報告書読んだ？　朝の会議出た？　よかったね、ちゃんと机あって。これも僕のおかげ」

「はい、おかげさまでって、いや、あの、八や代しろさん。俺おれ、ブレインプロテクト、強制的に限定三級に上がったんですけど」

「出世だよ。良かったじゃない」

　不安そうな萩はぎ原わらを、笑顔で突き放す。
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「イヤですよ、こんな出世。昇給も昇格もしてないですよ」

　と小声でぶつくさ言う萩原に、八代はさらに追い討ちをかけた。

「ああ、そうそう。君のあとを引き継いで闘とう真ま君を尾行した人だけどね。人手不足だったから外部の人間雇ったんだけど、死体になって発見されたよ」

「ええっ？　ああ。そうですか、それは、その……」

「いいんだよ。僕は君のそういう部分、リターナーとしての能力を買ってるから。なにせ僕の手て駒ごまは少なくてね。ぽこぽこ死なれたら困るし。やっぱり指揮権を一時的に渡されたとき以外、部下がいないなんて、かっこがつかないでしょ」

　同意を求められ、萩原は曖あい昧まいにうなずいた。自分の代わりがその後すぐ殺されたと聞いて、平気でいられるほどまだ神経は太くない。

　まあ八代に言わせれば、その神経が太くなるのと比例して、生命線が細くなるわけだから、萩原はいまくらいの臆おく病びよう者ものでちょうどいいということになるのだが。

　とりあえず、人ひと垣がきから離れるために、八や代しろは萩はぎ原わらを連れ、非常線のテープの中の建物に入っていった。そこの奥に何か死体やドラゴンの証拠があるわけではない。形式上のことである。

　大おお騒さわぎになってはいるが、ドラゴンはただ出現しただけで誰だれにも危害を加えなかったことから、世間は巨大ホログラフィを利用した、映画フェアリーショックのゲリラ的宣伝活動だと認識している。

　もちろん、何百人もの犠ぎ牲せい者しやを出し、いまだ真相がつかめていない旅客機事故のあとで、その宣伝方法はいかがなものかと非難する声は大きい。だが、本当のこと──遺産強ごう奪だつ組織が殺傷能力あるドラゴンを出現させたのかもしれない、などという真実を、発表することができるわけもない。

　とりつくろわれた報道を信じている人々が、ゴールデンウィークの軽い物もの見み遊ゆ山さんでドラゴン出現現場に来、オカルト的に信じる人々が真剣にドラゴン再来を祈ってくるのを、責めることもとめることもできはしない。

　その数は、あらかた予定されていたイベントを自粛という形で中止したにもかかわらず、午後からなお増え続けている。

「ほんとすごい人です。ここに来るまで何十メートルという人垣をかき分けてきました」

　驚おどろくというより、懸け念ねんの意味で萩原もそれを口にした。

「ＫＩＢＯＵビル一帯、立ち入り禁止とか、できないんですかね」

「無む駄だだよ。理由はどうするの？　今朝出たドラゴンは本当に危ないって、警告する？　ますますパニックになって収拾つかない。避ひ難なん勧告だしたって、その先にドラゴン移動させられたらおしまいだし」

　これほど大規模なデモンストレーションを起こしたのだ。要求が通らなければ、マジシャンらは間違いなく、脅きよう迫はくを実行に移すだろう。

　もう一つの問題、変異体も完全に消息を絶った。

「変異体も《希望》で一人二人殺してくれると、閑かん散さんとして好都合なんだけどねえ。……やだなあ、もちろん冗談だよ」

　いつもの笑顔で物ぶつ騒そうなことをつぶやく八代を見、萩原はこれからも最悪事態の撤てつ退たい時どきは八代の命令でなく自分の勘かんに頼たよろうと決めた。
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「以上が本日九時三十分に起こった、ドラゴンの目もく撃げき情報の詳細です」

　怜れいは報告書から目を離すと、私見ですがとことわりを入れて、話を切り出す。

「このドラゴンの登場には先日起こった飛行機墜つい落らく事故と対極の特徴があります。一つは多数の目撃者がいること。現在解わかっているだけで二百十八名の目撃証言が集まっています。そしてもう一つの特徴ですが、これだけの目もく撃げき情報がありながらカメラなどの映像に残した人間はいないということです。目撃者の中にはカメラを携帯している人もいましたが、彼らは口をそろえてそこまで頭が回らなかった、もしくはパニックで指が動かなかったと証言しています」

「偽証の可能性は？」

　麻ま耶やはその可能性は薄うすいと思いながらも、確認を取る。

「それはほぼありえません。目撃者の身元を洗っている最中ですが、状況からして偽証とは考えにくいという結論です」

　怜れいもそれは検証済みのようで、答えに迷いはない。

「しかし、ドラゴンの写真はこうして出回っている」

　由ゆ宇うは、怜と麻耶に、モニターを目でさした。モニターに映っているのは、ドラゴンのニュース画像だ。

　事件が起きてから一時間もしないうちに、インターネット上にはすぐにニュースがアップされ、ドラゴンの写真と称するものも掲載された。すでに話題騒そう然ぜんである。テレビのどのチャンネルを回しても、《希望》のドラゴン騒さわぎを報じている。興こう奮ふんしたレポーターが出現した上空を背景に、事件のあらましを喋しやべっている。

「その映像は偽にせ物ものです」

　怜は珍しく断言した。

「真まな目め家の目を盗んで、偽の映像を流す。先日の飛行機事故とまったく同じ手口です。勝かつ司し様の手による情報操作でしょう。我々の調査では、誰だれ一人写真のシャッターを押せた人間はいませんし、それに」

「一人一人、ドラゴンの外見の証言は少しずつ違っていた、か？」

　自分の言葉の後に続いた由宇の言葉に、怜はうなずいた。由宇は黙だまってニュースが映るモニターに目をこらしている。

「はい。さらに細かく憶おぼえている人間ほど、細部はフェアリーショックという物語に登場するドラゴンに似ていたと証言します」

「うん、思った通りだ」

　由宇はフェアリーショックの映画のパンフレットを、もう用なしとばかりに放り投げた。

「さて、始めるとするか」

「何を始めますの？」

　由宇は立ち上がり首を回し骨を鳴らすと、麻耶の質問になんていうことでもないように、ぽつんと喋る。

「ドラゴンのトリックの解明だ」







　麻ま耶やはハンカチで口を押さえ、異臭に耐えた。

　それに対し由ゆ宇うは、まるで平気のようだった。死体の細部を点検し、さわり、ひっくり返し、口や目を覗のぞき込んでいる。

　霊れい安あん室しつに並んでいる死体は、昨夜ＫＩＢＯＵビルで犠ぎ牲せいになった警備員達たちだ。ある者はナイフで喉のどを裂かれ、ある者は首を強ごう引いんにねじ切られ、ある者は体がひしゃげていた。

「慣れてますのね？」

　麻耶はぼそぼそと喋しやべる。

「ん？　ああ」

　由宇はまるで壊こわれた電化製品を調べるかのように、チェックを繰り返していく。

「大だい丈じよう夫ぶですか、麻耶様？」

　もう一人平気そうな人物がいた。怜れいである。同じように慣れているのか、態度や声は普ふ段だんと変わりがない。

「ええ」

　そして問題の死体に由宇は取りかかった。腹に大きな傷跡がある。Ｕの字にならぶ穴のような傷跡は、大型の獣けものの歯形を連想させる。

　ルーペで傷跡を覗き込み、ふむとうなったきり、由宇はしばらく静止した。

「服は？　この警備員の服を点検したい」

「そこのかごに」

　由宇は服を取り出すと、損傷箇所がないか調べ始めた。上着やシャツに血こそついているものの、破れているような箇所はなかった。

「物質を透過する遺産のようなものですか？　服をすり抜けて、人の体だけに影えい響きようをあたえる武器とか？」

「そうだな。マジシャンが使うこれも、そういうものだと言えないことはないな」

「やっぱり遺産なのね」

　責めるような麻耶の口調に由宇は苦笑いを返すのみ。

　その表情を見て、麻耶は慌ててとりなすように言った。

「けれど、怪しげなオカルトでなく遺産であれば、防ぐ手段もあるでしょう？」

「それがやっかいなことに、いまのところ防ぐ方法は思いつかない」

「どのような武器なのですか？」

「武器ではない」

　眉まゆ根ねをひそめ、解わからない、という顔をする麻耶と怜に由宇は一言、答えた。

「暗示の力だ」




　　　　　　　　４




「暗示の力。それがあなたの見解か？」

「ええ。状況を考えると、そう結論付けるのが妥当でしょう」

　岸きし田だ博士は椅い子すを軋きしませ、伊だ達てはふむと思案顔になる。

「私なりに最近の事件をいろいろと調べてみました。ドラゴンの出現や妖よう精せい王おうに会えるというフェアリーショックブーム。どうも何かの意図を感じてならない。伊達さんの話を聞いて確信しました。これらの事件は、ドラゴンという幻想を見せるための下地作りだと」

　伊達はますます考え込む表情になる。

「暗示が体に生理的変化をもたらすのはよく知られています。似た事例は過去を掘り起こせばいくつでも出てくる。暗示で火傷やけどをしたと思わせると実際に皮ひ膚ふが火傷すること。あるいは水すい疱ほうや湿しつ疹しんなどの皮膚異常。敬けい虔けんな信者の体に神と同じ聖せい痕こんと呼ばれる痣あざが生じるケース。病は気からという言葉もあります。実際の医い療りように使われるプラシーボ効果、脳の認識が肉体に影えい響きようをあたえる例は枚挙にいとまがありません。そう、由ゆ宇う君の報告の中で、スフィアラボの事件でも似たような例が。そこでは飢き餓がの意識のみでやせこけた男がいたそうです。風かざ間まです。もともと意識体という脳の働きに特化した彼は、体への影響も顕著だった。ドラゴンに咬かみ殺されたと強く思いこまされてしまえば、体がそのように変質し死に至らしめることはありえるかと」

　伊達の難しい顔は、さらに険しくなった。

「そんな強力な暗示が可能なのか？　しかも、いつ、行われた？」

「暗示とは言わば、脳への働きかけです。精神に影響をあたえるものは無数にあります。とくに聴ちよう覚かくと視覚からの情報が、脳にあたえる影響は大きい。しかし、話を聞くにどうもそのようなたぐいのものではなさそうです。となると考えられるのは、共鳴反応でしょうな」

「共鳴反応？」

「複雑な共鳴反応で脳を揺すり、ダイレクトに暗示をかける。感覚の共鳴、ナイトメアと勇ゆう次じ郎ろう君は名付けていたはずです」

「しまらない名前だな」

「名前はどうでもいいでしょう。ちょっと待ってください。資料がありますから。これです」

　伊達は岸田博士が表示した資料を見て、納なつ得とくのいかない顔をした。

　資料によると、脳とのダイレクトリンクが必要とある。これは脳に直接手術を施ほどこすことを意味する。平易にいえば人体実験だ。手術の成功率５パーセント未満。さらに適性にいたっては、０・３パーセント。完全な成功は六千人に一人の割合。ランクはＦ。

　資料を読み進めるにつれ、伊達のうなり声は大きくなる。遺産研究の手術の成功率はガンや心臓病の手術とは根本が異なる。人体実験の被検体を手に入れるのは、峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうとはいえたやすいことではない。適性を持った０・３パーセントの人間を何千人も並べて片っ端から手術していけるわけではないのだ。六千人に一人という数字は、実現不可能に近い。

「それだけではありません。この技術は未完成なんです。影えい響きよう範囲も少なく、勇次郎君が望んでいたほどの結果は得られなかった。ですからＦランク。それも扱いはロストランク同然です。マジシャンの力は、ちょっと普通では考えられない。あれだけの成功を収めるには、技術でなくむしろ、被検体の適性に大きな秘密があると私は見ています。たとえばもともと脳の使い方に長たけている人物です」

「脳の使い方に長けている人物？　抽象的すぎて解わからないが」

「簡単に言えば、資質です。何か特別な資質がマジシャンにあったと思うのです」

「解った」

　伊だ達てが立ち上がろうとすると、岸きし田だ博士は慌てて呼び止めた。

「伊達さん、私の処分がまだ決まっていないようですが？」

　岸田博士は由ゆ宇うが脱走するとき、それを見過ごしている。またそのことで伊達とも対立した。わだかまりは両者の間にいまだ残っている。

「今回の事件は複雑で難解だ。我々だけで解くことは困難だろう。峰島由宇がいない以上、代わりのブレインがいる」

「私ではあの娘の代わりにはなれませんよ」

「なれと言うつもりはないが、近づくように努力してくれ。いまＡＤＥＭで遺産に一番詳しいのは岸田博士、あなただ。処分はこの事件が終わってから考える」

　──もっともこの事件が終わったとき、私がそれを決める立場に、まだいればの話だが。

　最後の思いは言わないまま、去ろうとしていた伊達は、足を止め振り返った。

「もう一つ聞きたいことがあった」

「なんでしょうか？」

「この一連の事件。岸田博士、あなたは偶然だと思うか？」

　八や代しろに投げかけたのと同じ質問を、伊達は岸田に向けた。八代が、そんなことをいったら岸田が青筋をたてて怒ると言った、陰いん謀ぼう説せつだ。だがはたして岸田博士は、

「私もあなたと同意見です」

　と、怒るどころか、伊達の意見に賛同の意を示す。

　その岸田博士の答えを聞いて、伊達の口元が、ふとほころんだように見えた。

「八代に同じ質問をしたら、あいつは私が疑っているのは峰島由宇だと思ったらしい」

　その答えに、かまえていた岸田博士の肩の力もふっと抜ける。しかしすぐに二人の表情はかたくなる。

「あの娘でさえ、この事件を構成する部品の一つにすぎないのだとしたら」

　伊だ達ての言葉は憶おく測そくの形をとっていても、その口調は断定に近い。岸きし田だ博士は重くうなずいた。

「しかし偶然であるならば、これだけの犠ぎ牲せい者しやを出したＬＡＦＩファーストの実験は無む駄だだったということになってしまいます。それではあまりにやりきれない。あなたも由ゆ宇う君も」

「私のことはどうでもいい。だがそうなると、この一連の事件の影には」

　まるで忌いみ言葉を言うように、伊達はその名前を吐き出した。

「峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうがいる」

　同意する岸田博士の表情は、一段と険しくなる。

「ええ。一連の事件をすべて、勇次郎君が画策したとは思えません。ですが」

「干渉している可能性は大きい、と」

「はい」

　そう言ったのち、岸田博士は難しい顔のまま押し黙だまった。伊達はそのまま扉に向かって歩を進める。だが扉のところでもう一度振り返り、

「あなたにそう言ってもらえて、迷いが晴れた」

　と言った。それは詫わびなのか、それとも礼なのか。

　岸田博士は膝ひざの上に乗せていたファイルを閉じると、立ち上がって伊達を見送る。

「伊達さん。実のところ、私はまだ迷っています。由宇君をあのとき外に出したのが、正しかったのか否いなか」

「……その答えは当分出そうにないが」

　ドアに手をかけた伊達の視線の先には、まだほんの数十時間前の惨さん事じのあとを色濃く残す廊下がある。

「天才を追えるのは天才だけだろう」

　伊達は最後にそう言い残し、部屋から出て行った。
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　由宇の説明が終わると、麻ま耶やはしばらく考え込んでいた。

「一つ、確認したいことがあります」

　ようやく口を開いた麻耶の唇くちびるは震ふるえている。顔が真っ青なのは、無残な死体を直視したせいだけではなかった。

「それだけの幻影、ドラゴンなんていう非常識なものを普通の人が簡単に信じるとは思えません。だからドラゴンに咬かみ殺されるという状況を、人々が信じてしまう土台が必要だったのではないかしら？」

「気づいたか？　兄と違って、優秀で助かる」

　思案顔の眉まゆが一いつ瞬しゆんにしてつり上がった。

「闘とう真まだって、これくらいのことは……」

　しかし語尾が小さくなる。

「闘真のいいところはそういうところではありません。ともかく」

　無理矢理話の軌道を戻すと、麻ま耶やは推論を口にした。

「間違っていたら訂正してください。マジシャン達たちの計画の第一段階は、人々に疑惑を植え付けること。それがフェアリーショックです。常識から外れた存在を、徐々に人々の心に、いるかもしれないと思わせる。本や映画の影えい響きようは大きいわ。とくに感受性の強い子供には。最初の頃ころのフェアリーショックの目もく撃げき報告は、きっかけを作る偽証でしょう。でも自分にも見えるかもしれないと思う。それがマジシャンの幻想を受け入れる基き盤ばんとなり、フェアリーショックのブームが始まった」

　由ゆ宇うが軽くうなずくのを見て、麻耶はさらに説明を続ける。

「計画の第二段階は、さらに広い世代に、さらに常識外なことを信じ込ませることです。それがドラゴンの関かかわる二つの飛行機事故。実際はどちらも人為的なものによって墜つい落らくさせられました。勝かつ司しお兄様の手配によって」

　麻耶の表情に少しだけ影が落ちた。

「二つ目のセスナ機の事故は、精巧に作られたドラゴンのビデオ映像を墜落現場に落とし、飛行機を燃やすことにより、ドラゴンに墜落させられたと人々に思いこませました」

　由宇はそこで疲れたように補足した。

「さらにやっかいなことに、ＡＤＥＭで起こった事件が重なった。意識体に乗っ取られ変異した木き梨なしが目撃されることにより、人々の堅い常識はさらに崩れることになる。あれは予想外のＡＤＥＭの支援だったな」

「運はマジシャンや勝司お兄様に味方したのですね。そして仕上げは《希望》で起こったドラゴンの目撃談です。これで世間の常識に確実にヒビが入りました。マジシャンの狙ねらい通り世界中に放映されたドラゴンの映像によって、人々は常識外のこと、ドラゴンはいるかもしれないと信じ始めました。これで巧みだと思ったのは、フェアリーショックという映画のブームを利用したことです。病気や怪け我がを暗示に使った場合、なじみがあるため、人々の抱くイメージに個人差がある。これは大勢の人を同時に暗示にかけるには都合が悪い。そこでなじみのない、つまり常識外、さらに共通のイメージを持たれるものを、暗示の基盤にしました。世界的に大ヒットした映画です」

「そこまで解わかっているなら補足することはない。まったく用意周到なことだ。ここまで暗示の基盤を人々に埋め込むと、マジシャンの操る擬ぎ似じ感覚は本物と言っても差し支えない。奴やつの思い描く世界を人は我わがこととして体験するだろう。最初に見せられた空飛ぶドラゴンの映像は、精密なＣＧによる偽にせの映像だった。しかし今度は本物の感覚となる。ドラゴンが炎を吐く映像を脳に送れば、人々は焼け死ぬ。一度たがが外れた常識は、マジシャンの見せるどんな映像も受け入れてしまうだろう」

「では、肝心なことを。マジシャンの能力はどんな遺産なのか。そしてその防ぎ方は？」

　由ゆ宇うの顔はそこで難しくなった。頬ほおの片方を釣り上げ、鼻を鳴らす。

「おそらくはナイトメアと呼ばれるＦランクの遺産、脳波を共鳴振動させる技術だ」

「Ｆランクですって？　あれが？　ＡＤＥＭはどのような基準でランク付けしてるんですか!?」

「そこが悩みどころだったりする。本来ナイトメアの影えい響きよう範囲はもっと狭く暗示の力も弱い。しかしマジシャンの力は予想外に大きい。ちょっと普通ではない。よほど適応した被検体を見つけたか。いやそれにしても、大きすぎる」

　由宇は少し疲れたように一息つく。普ふ段だん人と話さない彼女にとって、長話は必要以上に体力をそぐのかもしれない。

「ともかく遺産の力のようですわね。どうやってあんな大規模なものを見せるのか。さすが悪あく趣しゆ味みな峰みね島しま親子の発明品」

「私と勇ゆう次じ郎ろうを一いつ緒しよに数えるな」

「あら失礼。遺産と呼ばれるものの中には、あなたが作ったものもずいぶんあるようですから」

「うるさい。さて肝心の防ぐ手段だが、結論を先に言えば」

「先に言えば？」

「ない」

「ない？　でも幻影と解わかっているのですから、逃れることはできませんの？」

　食い下がる麻ま耶やに、由宇は容よう赦しやなく首を横に振った。

「これがマジシャンの持つ遺産能力のややこしいところだ。君はいまの説明でマジシャンの能力はまやかしだと解ると同時に、まやかしの力で、人の心が肉体レベルにまで傷つけると理解してしまっている。君はマジシャンの遺産能力に直面したとき、それをまやかしだと断じ、自分には絶対効かないと信じることができるか？　まやかしの力が肉体に影響を及ぼしたらどうしようと、不安を感じないのか？　それではマジシャンの能力から逃れられたことにはならない。あれはそんな生易しいものではない。影響範囲にいる限り、いかなる方法を使っても防げるものではない」

　最悪の答えに、麻耶の難しい顔はさらに難しくなる。

「ただし……」

　由宇の言葉はさらに続く。

「使い方に制限がある。人の脳にイメージを送り込むのは、難しい。同時に複数の幻影を見せるのはもっと難しい。一つの脳が操作できる幻影は一つ。ドラゴンともなればなおさら。まず二つ同時は無理。つまり」

「ドラゴンを出している間のマジシャンは本物……。それが唯ゆい一いつつけいる隙すきですのね。それで《希望》を悪夢に陥おとしいれる影響範囲内は？」

「推定だが《希望》の半径10キロ以内がせいぜいだろう。その中にマジシャン達たちは潜ひそんでいる。あまり遺産のそばを離れたくないという理由もあるだろうが。どちらにしても、無力化するには、居所をつきとめてナイトメアを破は壊かいするしかない」

　由ゆ宇うは言いよどむ。

「ナイトメアはダイレクトリンク、つまりマジシャンの脳に直接組み込まれている。破壊するにはマジシャンの脳を破壊する、殺すということだ」

　続く言葉はない。しかし何を言おうとしているのか麻ま耶やには解わかった。由宇は自分の手を汚すというのだ。おそらく彼女は人を殺したことなどないのにだ。

　麻耶は少し考え込む顔をするが、すぐに決断した。

「怜れい、真まな目め家のスーパーコンピュータ、トゥルーアイの全データをバックアップ。それが完了したら、重要機密は削除し使用権限をすべて峰みね島しま由宇に移行して」

「いいのか？」

　他ほかならぬ由宇が、疑問を投げてくる。

「あれこれと迷っている時間を、敵はあたえてくれそうにありません。これより最優先事項はミネルヴァの捜索とします。この事項の前では、あらゆる業務はあとまわしとします。怜、手配を。いますぐ」

　怜はすぐに電話でそれらの手続きをした。

「どれくらい、時間がかかる？」

　由宇が問うと、怜は一時間以内には、と簡潔に答えた。

「問題は動機ですわ。なぜマジシャンは遺産を欲しがるのか。【天国の門】とはなんなのか？」

「真目家をつぶしたい人間、その動機で犯人が絞れるほど君の家は清廉潔白なのか？」

「峰島の遺産を欲しがる人間が、あとからあとから湧わいて出てくるのと同程度ですわね」

　ふう、とでたため息は同時であった。

「因果な家に生まれたものだ」

「あなたもね」







「それで由宇様の仮説は、以上ですか？」

　どこか疲れた様子を見せる二人に、怜は質問を滑すべり込ませた。

「いや大事なことが一つ残っている。マジシャンの能力が脳に影えい響きようをあたえるものだと仮定すると、もう一つの不可解な出来事が説明づけられる」

　麻耶はもう一つの不可解な現象を思い出そうとし、うまくいかなかった。

「薄はく情じような妹だな。君の兄、闘とう真まがなぜ操られているかだ」

　ここで闘真の名が来るとは思わなかったのか、麻耶は息を詰まらせる。

「なぜ操られているか。それを説明するには、そもそも二重人格とは何かから始まる。二重人格は脳への過大なストレスから生まれることがある。とくに幼い頃ころの虐ぎやく待たいや精神的なストレスは、人格を複数にするきっかけになりやすい。真まな目め家は遺伝的なレベルで適性のある人物を選び、人為的に昔から行ってきたようだが」

　由ゆ宇うは麻ま耶やの言葉を待つが、彼女は首を振った。何も知らないのだ。

「まあいい。ともかく人格の切り替えは鳴なる神かみの尊みことで行われる。一度機会があったら、あの小刀を徹てつ底てい的てきに分析したいものだ。話がそれた。脳波に介入できるマジシャンの能力を駆く使しすれば、ストレスからもう一つの人格を目覚めさせることはできる」

　麻耶はしばらく考えるそぶりを見せていたが、

「解わかりました。あなたの怪しげな仮説が正しいとしましょう」

「怪しげはよけいだ」

「でもここでさらなる問題が浮かび上がります。なぜあの老人は、そんなことを知っているのかしら？」

「知識を得る機会はあるじゃないか。君のもう一人の兄、真目勝かつ司しと言ったか。彼から聞いたのではないか？」

「はたしてそうでしょうか……」

　麻耶の声には何か納なつ得とくのいかないものがあった。

「私としては、情報の出所よりも禍まが神がみの血ちというものに興味を引かれる。そもそも彼の血統は、なぜ何百年も最強の暗殺者として君臨できたのか。闘とう真まを骨格レベルで見ると、理想的な体格をしているが、それだけでは強者として君臨はできないだろう。才能では埋まらない決定的な何かがある」

「禍神の血を探るのは、真目家では禁きん忌きに近い行為とされているので、お答えしかねます」

「あの刀を抜いた瞬しゆん間かん、何が切り替わる？　人として何が変わる？　何が見える？　あののほほんとした男を、そこまで押し上げるものはなんだ？　やはり【脳の黒点】に関かかわることか。世界を外から見れば……」

　思考に埋没する由宇の口から、麻耶は気になる単語を耳にとめた。

「なんです【脳の黒点】というのは？」

「いや、気にするな。なぜ禍神の血があれほど強いのかと考えて生まれた理論にもなっていない理屈だ」

　麻耶の心に何かが引っかかる。しかしそれを深く追求することはかなわなかった。

　ちょうど怜れいに連絡が入り、先ほどの指示が完了したと知らされたからだ。
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「これより真まな目め家が管理するトゥルーアイ１００００への全権限を由ゆ宇う様に移行します」

　怜れいは本当にこれでいいのかという顔を麻ま耶やに向けるが、麻耶は黙だまってうなずいた。葛かつ藤とうの表情はある。由宇に情報網の大きな権限を渡すことになる。しかし、ミネルヴァがあのような手段で脅きよう迫はくしてくる以上、選択の余地はない。これは危うい賭かけだった。

「１００００？　２００００はどうした？」

「以前の事件でスクラップです。あなたのおかげで。お忘れになりました？」

「ふむ、そういえばそうだった。では今日から三日、自由に使わせてもらう」

　由宇は椅い子すに腰を落ち着けると、ＬＡＦＩサードを機器の一つに繋つなげ、指を鳴らす。

「最初に、どうなさるつもりですか？」

「ん？　ああ、ちょっと本気を出すだけだ。風かざ間まっ！」

　後半はＬＡＦＩに向けて呼びかけられている。

『なんだ？』

　応じた声の質は由宇と同じもの。麻耶も怜も初めは、由宇が独り言を言っているのかと錯さつ覚かくした。

「ネットワーク状況をチェックしろ」

『範囲は？』

「ＫＩＢＯＵビルを中心に半径10キロ。オンライン上にあるものなら、どんなものも見逃すな」

『了解した。由宇、君はどうする？　私だけを働かせるつもりではないだろうな？』

「私はこの出来損ないのコンピュータのＯＳをブラッシュアップする」

　そう言っている間に、モニターに表示させたトゥルーアイ１００００のハードウェアの設計図面と、ソフトウェアプログラムを複数の画面に表示させた。モニターの表示はめまぐるしく変わっていき、見ているだけで目眩めまいを起こしそうである。

「あの、由宇さん？」

「なんだ？」

「いまの声は？　独り言ではないですわよね？」

　正気を疑う可能性を１パーセントほどにじませながら、麻耶は恐る恐る問う。

「もちろん私の頭脳は限りなく明めい瞭りようですみやかだ。もう一人の私の声は風間。ＬＡＦＩサードに住み着いている意識体の一つだ」

　由宇はめまぐるしく変わるモニターを見ながら、ＬＡＦＩサードに風間の人格の一部を写したいきさつを説明した。

「そんなことって……」

　信じられないと思うもＬＡＦＩからの声は由ゆ宇うの言葉に受け答えしている。その内容には高い知性が感じられた。

　由宇は手と指と口を休むことなく働かせている。キーボードの上で躍おどる指先に麻ま耶やは一種の感動すら覚えた。まるでピアノを弾ひいているかのように、その姿は美しかった。

「よし、トゥルーアイのブラッシュアップは完了した。これで40パーセントは処理能力が向上しているはずだ。風かざ間ま？」

『私のほうも準備は整った。選別は完了した』

「これからハッキングを開始する。まずは警備会社が設置している監視カメラを全部チェックしろ。他ほかにも観測等に使われるカメラも見逃すな」

『うむ』

「電気、ガス、水道の使用状況も監視下に」

『まかせたまえ。それとネットワーク上にある監視カメラのすべては制御下に置いた。赤い印がカメラの監視下にある地域だ』

　モニターの一つに《希望》の街が映る。赤い光点が無数に点滅する。

『街の７パーセントを把は握あく。ただしこの７パーセントの領域に引っかからずに行動できる範囲は42パーセントまで限られる』

「解わかった。監視対象は解っているな？　ミネルヴァ、真まな目め勝かつ司し、そして坂さか上がみ闘とう真まだ。映像に捉らえたら最優先で報告しろ。それからオンラインではないカメラがどれだけある？　その中で簡単な工事でオンライン化可能なものは？」

『それらも含めると索敵範囲は58パーセントから77パーセントに上昇する』

　由宇は怜れいに目をやる。

「オンライン化の手配をしろ。関連会社に適当な理由を作って、二十四時間以内にオンライン化させるように」

　問うような眼まな差ざしを怜は主あるじに向けると、麻耶からは、

「言うとおりにして」

　と間かん髪はついれずに返事がきた。

「解りました。由宇様、他には？」

「いまのところはそれだけだ。ああ、待て、風間、日本上空にあるスパイ衛星の数は？」

　モニターの一つがすぐに切り替わり、日本を中心にした広域の世界地図と、衛星の軌道を示すラインが表示される。

『全部で十二ある』

「これらも支配下に置け。ただし悟られないようにな。つねに《希望》を見張っておくように」

　犯罪の臭においはますます強くなっていく。

「万が一介入がバレたら、真まな目め家のほうでなんとかしろ。こういうのはそちらの得意分野だろう？」

「面倒くさいところだけ、こちらに押し付けますのね」

「心外だ。分業と言ってくれ」

　同じ声が、二箇所から同時に聞こえる。由ゆ宇うと風かざ間まの声だ。

「いいか風間、今日一日で《希望》の街全部を私の支配下に置くんだ」

　これでやっと攻勢にまわることのできる開放感に似た喜びが、由宇の言葉の端々にあふれていた。

「すぐにいぶしだしてやろう」

　この閉ざされた部屋は、由宇の城。そしてこの閉ざされた部屋から、彼女は《希望》を支配下に置くべく、軽やかにキーを叩たたき始めた。
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　麻ま耶やはＫＩＢＯＵビルの執務室に戻るため、カツカツと廊下を歩いている。怜れいはそのいつもと変わりない足音に、不安定な気持ちが隠れているのを察した。

「ねえ、怜。あの子を見ていると自分のすべてを否定された気持ちになるわ」

　思いがけない言葉に、怜は思わず足を止めてしまう。




「私なんていなくても、あの娘が全部解決してしまうんじゃないかしらって」

　麻耶は振り向かない。怜は慌てて麻耶の後を追い、部屋のドアを開けた。

　麻耶は、自分の机の上に山積みされた資料の束と目を通さなくてはならないモニターの向こうにある気の遠くなるような情報を前にして、一いつ瞬しゆんひるんだような様子を見せ、

「十分だけ、休きゆう憩けいさせてください」

　と、デスクの椅い子すではなくソファに腰を下ろした。

　麻耶は峰みね島しま由宇のように、一つのことにかかりきりというわけにはいかない。彼女がサインしなければならない数多あまたの書類の中には、この事件に比べれば雑務に等しいものもある。だがそれも、表向きはなんの問題もない真まな目め家を演じなければならない以上、彼女がやらねばならぬことだ。

「どうぞ」

　甘い香りが部屋に満ちた。いつものダージリンストレートではない。アッサムに砂糖と豆乳を入れてある。麻耶はここ数日、ほとんどろくに食べていない。栄養剤の注射と気力で、なんとか体を支えているような状態だ。ミルクでなく豆乳にしたのは、脂肪の香りを抑え少しでも飲みやすくなればという思いからだった。怜が大きめのカップにたっぷり入れた紅茶を、ありがとうと言って麻耶は受け取ったが、口にはしない。そのままテーブルに置くと、また思案するようにうつむいてしまう。

「怜れい、気がついた？」

「何をです？」

「ドラゴンの映像を見ていたときの峰みね島しま由ゆ宇う」

　先ほどからの麻ま耶やらしからぬ断片的な物言いに戸惑いながら、怜はそのときのことを思い浮かべた。

　怜がドラゴンの正体から導かれるマジシャンの能力について由宇と話しているとき、麻耶はほとんど無言を通していた。先ほど廊下で麻耶がつぶやいた弱気な言葉も気になる。

「解わかりません」

　怜はしばし思案したが、的確だと思える回答は見つからず、目を閉じ首を横に振った。

「私は戦えない。強くもない。いつも守ってもらってばかりだわ。兄さんにも、怜、あなたにも。真まな目め家として築いてきた情報収集能力すらもさっき、あっさり彼女に超えられたと感じた」

　麻耶は窓の外に広がる青い空を見ながら、ゆっくりと語り始める。

「いままで少しでも自分が人より賢いと奢おごっていた人間であれば誰だれも、峰島由宇のあの能力を目まの当たりにして、平静を保つことは難しいと思うの。浅はかなプライドだと解っていてもね。たぶん、そうやって身を滅ぼしてきた人達たちがあの子のまわりにはたくさんいるのだと思う」

　語り始められた言葉もやはり断片的でつかみ所がない。だが怜はあせらずに麻耶の言葉を黙だまって聞いている。

「確かに鼻持ちならない、高慢な態度を見せることもあるわ。でも、あの子に強く根付いているのは徹てつ底てい的てきな孤独からくる人間不信なのではないかしら。それが彼女のまわりに厚い殻を作っている」

　そこでやっと麻耶は、ティーカップを手にした。しかし、まだ口をつけるところまではいかない。

「現に、彼女はあの部屋から出ようとしない。移動するときも、何かを恐れているようなそぶりを見せる。もちろん、あの子が通る通路に窓はない。でも窓辺で食事をしましょうと誘さそっても、ここでいいと断るの。最初は警戒しているのかと思ったけど、違うわね」

　麻耶は、窓の向こうに広がる真っ青な空を見たまま、かたわらに立つ怜に何か大事な秘密をうちあけるように、つぶやいた。

「ねえ、怜。あの子は、ドラゴンやニュースを見ていたんじゃなくて、その後ろに映った青い空に目を奪われていたのだと思う」

　陽ひの光は、あらがいがたい自由への誘ゆう惑わくなのだろう。麻耶には解ってしまった。峰島由宇はこの事件が終わったら、また地下に戻る気だということが。また一人で食事をする生活に帰るつもりなのだということが。

　その言葉を言い終わると、麻耶の中で何かが軽くなったのか、麻耶の視線はしっかり怜をとらえ、滑なめらかに話し出した。

「あの子が同盟を組んだのは、もちろんいろんな計算があってのことでしょうけど。一番の理由は、誰だれかに監視されること、いえ、青空から、自由という誘ゆう惑わくから、あの子を守ってくれるものが必要だったからじゃないかしら。そのことに本人が気づいているかは解わからない。ただ、本人が思っているより、私達たちが思っているより、彼女は脆もろいわ」

　そして麻ま耶やは、やっと一口甘いミルクティに口をつけた。

「心配しないで、怜れい。さっき私は、守られていてばかりだと言ったけど、そのおかげで私は硬い孤独という殻で自分を守らなくてもすんでいるのよ。だから逆に、強くいられる。プライドが傷ついても、そんなくだらないプライドは捨ててしまえと思える」

　紅茶をコクリと飲み込むと、美お味いしい、と怜に微ほほ笑えむ。さらに麻耶は、添えてあった特製のクッキーにも手を伸ばした。

　麻耶が食べたのを見て、怜は大きく安あん堵どし、思わず表情に出してしまう。そのそぶりを見た麻耶は、

「だから、だいじょうぶ。峰みね島しま由ゆ宇うを前に、自滅するような愚は冒しません。自分のすべきことは解っています。私は私のすべきことに専念しましょう」

　とにっこり笑い、クッキーをもう一つ、口に運んだ。
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「ようやく繋つながりましたわ」

「なんでえ？　そんなにお父ちゃんの声が恋しかったか？」

　電話の向こうでは、不ふ坐ざのふざけた声が聞こえてきた。

「お父様、いま《希望》で何が起こっているかご存じだと思います」

「んー、どうだったかなあ」

「知っているという前提で話します。三日以内に地下の遺産の封印を解き、渡せという脅きよう迫はくを受けています」

「おお、難なん儀ぎだなあ」

「それでぜひお父様に、あの地下空洞の球体の取り出し方をお聞きしたいのですが。あれを作ったのは、他ほかならぬお父様ですから」

「そうかそうか、あれの取り方な、うん。あれはな」

「はい」

「どうやって取るかというとだな」

「ええ」

「……忘れた」

　素直に教えてくれるとは思っていなかった。いまある怒りは、少しでも期待してしまった自分に向けられたものだ。努めて冷静な声で麻ま耶やは返事をする。

「ふざけている時間は、私にはあまり残されていませんの」

「歳としは取りたくねえな。最近物忘れが激しくてよ」

「お父様っ！」

「それにおめえだって、俺おれからそんなカンニングみてえなまね、できるとは思ってないんだろう？　なにせ峰みね島しま由ゆ宇うと手を組んだくらいだからな」

　──なぜ、それを？

　言いかけて止やめた。情報戦ではまだ父が上を行く。それに単なる憶おく測そくという可能性もある。

「なんのことでしょうか？」

「いいなあ、女の子二人華やかでよ。俺も中立の立場なんか忘れて、おめえらに肩入れしようかな」

　中立の立場。思わぬところで気になる単語が耳に届く。

「麻耶、俺の言いつけを破ったりしねえだろうな？」

「なんのことでしょうか？」

「俺は地下の遺産を死守しろと言った。まさかおめえも若じやく年ねん性せい健忘症というつもりか？」「お父様はもう若年ではなく壮年、いえ老年に足を半分踏み入れていらっしゃるようですね。もし私が峰島由宇と手を組んでいたとして、それと地下の遺産を守ることは、必ずしも相反することではないと思うのですが」

「うわっ、やだねえ。口ばっかり達者になってよ」

「それで遺産のことですが、どんな機能かも教えてもらえないのでしょうね？」

「おう、解わかってるじゃねえか。おまえらが右往左往しているのを見るのが、俺の道楽なんだからよ」

「そうですか。では勝手に喋しやべります。私なりにいろいろ推察しました。ずっと疑問でしたの。ただ危険なだけの遺産なら破は壊かいすればいい。しかしお父様はそれを行わず、代わりにとんでもない封印を施ほどこしてしまった。これが何を意味するのか」

「おう、女探偵さんよ。どんな結論が出たんだい？」

「人目に触れてはならない。しかし壊こわすこともならない。つまり、いつか必要なときがくる、あるいはその可能性があるから破壊できなかった。違いますか？」

「おお、ぱちぱちぱち」

　不ふ坐ざのふざけた口の拍手が、返ってくる。麻耶は平静を保つ。不坐のペースに巻き込まれたら、おしまいだ。

「それはどのような種類のものか。並大抵の機能、いえどんな機能でもお父様は破壊なさるでしょう。しかし壊こわさなかった。いえ、壊せなかった。ならば遺産の機能の威力より、能力の意味に問題はあるのではないか。その遺産の機能は真まな目め家を脅おびやかすもの、峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうがいずれまた現れたときに備え、対抗策としてもっておかなければならないもの。そのような種類のものではないでしょうか？」

「いい線いってるな。真目家廃業しても、興信所に就職できるぜ」

「勝かつ司しお兄様はこういいました。真目家のアイデンティティを脅かす遺産【天国の門】と。これを聞き私はさらに確信しました」

「待て」

　不ふ坐ざの声が怖いものに変わった。

「なんでしょうか？」

「勝司のやろうが、そう言ったのか？」

「え、ええ」

「あいつ、どこからその情報を仕入れた？」

「さあ、そこまでは私も……」

「そうか。じゃあな」

　電話は突然一方的に切られた。ツーツーという音が虚むなしく繰り返される。それを耳にしながら、麻ま耶やは思考した。

　不坐は勝司が【天国の門】を知っていることに驚おどろきと怒りを感じている。勝司の、そして不坐の情報網と人間関係を知る、これは重大な手がかりだ。しかし問題の本質はそこではない。

　不坐は激怒していた。裏を返せば動揺していた。漏もれるはずのない秘密が漏れたからだ。問題は二つ、遺産の内容と、それを勝司がどこから知ったのか。

　麻耶はそこで大きなひっかかりを憶おぼえた。

　麻耶がいま、不坐に軽々しく【天国の門】と口にしたのは、地下空洞でマジシャンも勝司も峰島由ゆ宇うも、あたりまえのようにそれを口にしていたからだ。だから父、不坐にとってもたいした秘密ではないと、いつのまにか思い込んでいた。

　だがそれは違ったらしい。

　勝司がどこから情報を得たのかは、いまは置いておく。たぶん本質はそこではない。

　大きな違い和わ感かんの元凶は、勝司の行動にある。

　いままで麻耶は、勝司の目的を、自分や父を失脚させるために遺産強ごう奪だつ組織と手を組み、力を手に入れることだと思っていた。その行き着く先が【天国の門】、真目家の禍まが神がみの血ちに深く関かかわる遺産であり、しかしそれを取り出せないがために、闘とう真まやドラゴンを使い、不坐と麻耶を脅きよう迫はくしている、と。

　だが、それなら勝司にとってその情報は大事な切り札のはずだ。それをどうして麻耶の前で軽々しく口にしたのか。それもご丁てい寧ねいに、真目家のアイデンティティを脅かす遺産だということまで教えてくれた。

　自分は、不ふ坐ざとドラゴンにばかり気をとられて、勝かつ司しを軽んじすぎていたかもしれない。

　思考は電話の音で中断させられた。怜れいからだ。

『麻ま耶や様。由ゆ宇う様を第七ラボに案内しますが、ご同行されますか？』

「すぐにいきます」

　いまはまだ情報が足りない。

　その鍵かぎの一部は峰みね島しま由宇が握っている。彼女の持つ知識をうまく引き出し、うまく活用すれば、この状況を突破できるに違いないと麻耶は信じた。
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「まいったな。弱みをみせちまったか」

　切れた電話を前に、不坐は顎あごをなでた。十秒ばかり何かを思案し、まるで子供がイタズラを思いついたような、無邪気さの中に残ざん酷こくさを含ませた笑顔を作る。

「まあ、いいか」

　携帯電話をしまうと、テーブルの向かい側に座っているクレールを見た。感情の薄うすい少女は、特大のパフェを機械的に口に運んでいた。

　不ふ坐ざとクレールがいるのは、どこにでもある喫茶店の一つだ。客は多くもなく少なくもなく、甘党の通の間でデラックスチョコレートパフェが絶品という評判以外、平凡そのものの店である。

「うまいか？」

　クレールは返事をせず、うなずくだけだ。

「どれどれ、一口食わせろ」

　不坐は指でパフェをひとすくいすると、口の中に入れた。しかしその顔はすぐに難しいものになった。

「よくまあ、こんな甘いもの食えるな。俺おれはもっとしょっぺえほうがいいな。大根おろしと醤しよう油ゆでもかけるか？」

　そこでクレールの視線に気づく。

「なんだよ？　一口食ったくれえで怒るな」

「はい」

　素直にうなずくと、クレールはまた食べる作業に戻った。その規則正しさは作業と言って差し支えない。しかしそれでもクレールが人間らしい感情を見せる数少ない動作の一つである。あらゆる感情を排した反動か、味覚に関してのみクレールは異常な執着を見せた。

「さてクレール、おまえさんのお仕事だ」

　不ふ坐ざは二枚の写真を並べる。麻ま耶やと勝かつ司しの写真である。クレールは相そう貌ぼう失しつ認にんという、人の顔を覚えられないという障害を抱えている。他ほかのものを覚えるのは何も問題はない。これは人の脳は顔を覚える機能と、それ以外のものを覚える機能が別であるという証拠でもあった。

「ちょいと尻しり叩たたいてやりゃおとなしくなるかと思ったが、どうも俺おれのこさえたガキは反抗的でいけねえ。もう一度、おめえにお灸きゆうをすえてもらわねえとな」

　聞いているのか聞いていないのか、クレールはパフェを機械的に食べ続ける。

「制限時間を忘れんなよ。おっと、そういやこいつもいたなあ」

　闘とう真まの写真を見て、不坐はしばし思案するが、

「ついでだ。こいつにもとばっちり食らわせてやれ。今度は写真をなくすなよ」

　そう言って二枚の写真の隣となりに、闘真の写真を置いた。
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　人の手足が宙を舞い、血が噴出する。

　──ああ、いつもの夢か。

　しかしそれを思うと同時に、無視できない違い和わ感かんが心を揺さぶった。

　──違う。

　これは俺じゃない、と語りかける誰だれかがいる。いったい誰が。

　血がし吹き、人の手足が宙を舞う。

　欠けている。決定的なものが欠けている。代わりにあるのは、熱と痛み。我慢しきれずうめき声が出る。

　また短刀が振られた。鳴なる神かみの尊みことは豆腐でも斬きるように、人の体を解体する。バラバラになった人の欠片かけらは地の底に落ちていく。

　──違う、これは俺じゃない。

　誰かがまた、叫ぶ。自分と似た自分ではない声が必死に何かを訴えてくる。

　一つ、また一つ目の前で命が散っていく。まるでゴミのように捨てられていく命。作業のように。命を捨てる動作は繰り返される。

　──違う、違う、違う。

　自分に似たその声は、激しくこだまする。それは無視できないほどに大きくなり、ひどい頭痛をもたらした。全身をさいなむ熱と痛みはさらに激しくなる。際限なく、体を痛めつけてくる。

「闘真！」

　呼ぶ声に振り向いた。そこに一人の少女が立っている。髪の長い信じられないくらい綺き麗れいな少女だ。よく知っている。しかし視界は興味なさそうに手近な命へと向かう。

　──違う！

　ようやく違い和わ感かんの正体に気づいた。いつもの夢と違う決定的な差異を理解した。

　高揚がない、喜びがない、猛たけり立つものがない。

　人に死をあたえる行為は作業と化している。強者を前にして、目前の命を奪うことに専念している。ありえない。これが殺さつ戮りくを好む人格の所行なら、それは決してありえない。

　──ふざけるな！　俺おれはあの女と思う存分殺しあいたいんだ。命のやりとりをしたいんだ。雑ざ魚こを斬きって何が楽しい？　最高の獲物を前にしてなにをしている？

　怒りの声が流れてくる。狂気や殺戮の衝しよう動どうがそれに混じり、さらに一つ。違う方向からもう一人の声が、流れてくる。

　──違う、僕は彼女を守りたい。守りたいんだ。それなのにどうしてまた、こんな情けないことになっている！

　二つの心が混じる。自分と自分に似た自分ではない存在と、混じっていく。

　──俺はあいつと殺し合いたい。

　──僕は彼女を守りたい。

　相反する叫びは真っ向からぶつかり合い、やがて一つの収束点を見つけ同調していく。それが重なったとき、二つの心は一つの言葉を叫んだ。

　──ちくしょう、ちくしょう、ちくしょう！　これは俺じゃない！




「ちきしょうっ！」

　叫び声と大きな音に、闘とう真まは目を覚ました。叫び声は自分。そして大きな音は、壁に叩たたきつけた拳こぶしのものだと、痛む手が教えてくれた。

「……ちくしょう？」

　何かに引きずられるように叫んだ、ような気がするが記き憶おくは曖あい昧まいだ。

　曖昧な記憶は自分がいまどのような状態であるかも忘れさせてしまう。体中に包帯が巻いてある。体を少し動かすと鈍い痛みがあった。

「ああ、そうか。リニアの施設で……」

　しかしそこから記憶に霞かすみがかかる。覚えのない怪け我がが増えている。とくに喉のどがひりひりし、声はしゃがれていた。

「……どうして？」

　記憶は糸をたぐり寄せるように、徐々に思い出していった。

　病院に忍び込んできた奇妙な少年。勝かつ司しに呼び出され、そして老人と出会い、

「……ああ」

　闘真は青い顔をして、頭を抱える。

　その先にある記憶はさらに曖昧で不ふ明めい瞭りよう。夢の光景のようだ。しかし闘真は知っている。体の感覚がそれを事実だと言って逃してくれない。

　鳴なる神かみの尊みことの前に散っていった大勢の命。

「また……殺しちゃったんだ」

　闘とう真まは膝ひざを抱え、震ふるえる声でようやくそれだけをつぶやいた。

[image: ]







「気がついたの？　大だい丈じよう夫ぶ？」

　誰だれかの声がする。扉の外だ。

　小さな足音が近づくと、扉の小窓が開いた。細いスリットから、目だけを覗のぞかせ闘真を見た。幼い、まだ子供の目だった。

「え、あ？」

　幼い瞳ひとみは、不思議と闘真の気持ちを落ち着かせた。

「もどったんだね？」

　闘真は曖あい昧まいにうなずく。声を聞いてすぐに誰かと思い出す。

「才さい火か君、だったよね？」

「うん。六りく道どう才火」

　名字は初めて聞く気がする。

「ここから出してくれ」

　喉のどのつぶれた声は自分のものとは思えなかった。

「駄だ目めだよ。若様に怒られる」

　若様とは闘とう真まの腹違いの兄、真まな目め勝かつ司しのことだろう。記き憶おくはすでに明めい瞭りようで明確だった。兄がなぜあんな暴挙に出たのか、闘真には解わからない。解るのは一つ。真目勝司は敵であることだ。

「僕が一いつ緒しよに謝るから。だからだしてくれ」

「駄目だよ。絶対だすなって言われてる」

「解った。じゃあ鳴なる神かみの尊みことを知らないか？　僕の小刀」

「たぶん、若様が持ってる」

「ステッキと帽子をかぶった老人は？」

「さあ」

「さあって」

「僕よく知らないから」

　なんとも要領の得ない答えが返ってくる。ただ子供だと侮あなどれないのは、病院にいた見張りをなんなくくぐり抜けたことから学んでいる。

「ねえ、なんで君は勝司さんなんかの味方をしているの？」

「なんか？」

　ずっと無邪気な表情を見せていた才さい火かの顔つきが変わった。

「若様の悪口言わないで。若様はいい人だよ。僕は真目家の中で若様が一番好き」

「でも勝司さんは嘘うそをついた。僕に禍まが神がみの血ちの制御の仕方を教えてくれると言ったのに」

「教えてあげたじゃない。ちゃんと」

「え、教えてもらってないよ」

　あれは利用したっていうんだよ、と言おうとし、目の前のこの子供にそんな複雑な事情が解っているのか疑わしいと、闘真は自制した。

　子供相手に怒鳴っても仕方がない。

　才火は闘真が黙だまったのを見て、非を認めたと思ったのか、激しい怒りを一いつ瞬しゆんで収めて笑った。

「ご飯持ってきてあげたんだよ。痛み止めも持ってきた。そろそろ薬が切れる頃ころだからって、若様が。ね、若様優やさしいでしょ？」

　一瞬で変わる笑顔の裏に隠された何かなどあるようには見えない。才火が怒ったのは子供ならではの率直さと直情に見える。

　才火は扉の下から、食事ののったトレイを差し出し、スリットを閉めると行ってしまう。せめて足音から廊下の先を知ろうとしたが、才火の足音は気配とともに、すっと消えてしまった。
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　由ゆ宇うと麻ま耶や、それに怜れいは真まな目め家の関係者のみが利用可能な高速エレベーターに乗り込んでいた。使用用途の目的上、世界最速を誇ほこるそれは時速68キロに達する。

　と麻耶が説明すると、

「ＮＣＴ研究所の最下層直通エレベーターは時速75キロだ」

　と由宇が対抗する。

　二人の言い争いを、呆あきれつつも微ほほ笑えましいと思いながら聞いている怜は、そのような感想をポーカーフェイスの下に隠し、露つゆほども漏もらさない。

「それで、どこまで下がる？」

「地下十二階です」

「ＫＩＢＯＵビルの地下は七階までではなかったか？」

「なにをいまさら。さらにその下にあんな空洞を隠し持っていますのよ」

「それもそうか。ラボはそこに？」

「ええ。第七ラボはそこにあります。設備も充実していて、Ｐ４レベルの実験も可能です」

「都市の下でＰ４レベルの実験？　それは充実ではなく非常識というのではないか？」

「普ふ段だんは使用しません。バイオテロなど非常事態用の設備です」

　二人が話している間に、目的の階に到着した。エレベーターは真目家専用フロアから地下十二階までの約４００メートルの距離を二十数秒で通過する。

　到着したラボでは数名の研究員スタッフが待ち受けていた。

「この女性については、何も聞かないでください。それがあなたがたのためです」

　麻耶の一切の質問の余地がない紹介が終わると、一人の研究員が、厳重に密閉されたガラスケースを持ってくる。中には溶けた肉汁のようなものが入っていた。あまり気持ちのいい眺めではなく、麻耶は気持ち悪そうに口を押さえた。対照的に、由宇は興味深そうに顔を近づける。

「これが変異体の残した肉片のなれの果てか。どろどろに溶けている。これは最初からか？」

「いえ、最初は体の一部として原型を保っていたのですが、時間の経過とともに、このような状態に」

　細胞の一部を採取すると、由宇はそれを顕微鏡で覗のぞいた。

「なかなか興味深い細胞です。ここに他ほかの細胞片があります」

　研究員が他の生物の細胞片を変異体の細胞に近づけると、またたく間に細胞片を飲み込んでしまった。

「バクテリオファージの現象に似ているな。同化速度が驚きよう異い的てきだ。そうなると変異体が人の姿をしていたのはなぜだ？　口こう腔こうから食物摂取器官を経由する必要もないわけだが……。生前の記き憶おくに影えい響きようされているか。性質は粘ねん菌きんに似ているな」

「あれはどのような生き物なのですか？」

　疑問を口にしたのは、珍しいことに怜れいだ。

「生き物のあらゆる可能性を模も倣ほうする」

「あの錆さびた鉄のような剣も？」

「鉄分を吸収して鉄の衣を作り防壁とする貝類も深海にいる。進化のあり方としてないわけではない」

　いままで黙だまっていた研究員が突然口を挟んできた。

「進化だと？　あれが？　あのおぞましい姿が進化だと言うのかね？」

「どうしてこうも君達たち学者は進化という現象を神聖化したがるのか？　理解に苦しむな。自らの存在をそれほど孤高のものにしたいか？　進化と変化の境界線など、言葉遊び以上のものがあるのか？　変異の原因がなんであろうとも、環境に適すれば生き延び、そぐわなければ死滅する。それだけの話だろう」

「そんな考え方は、生命への冒ぼう涜とくだ」

「冒涜？　知らなかった。化学式の中にいつから道徳が盛り込まれた？　生命の進化はＤＮＡの不完全な転写、歪ゆがみの積み重ねだろう。進化というものはもともと歪んでいる」

「君のようなモラルを軽んじる人間が、峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうという狂人を生み出し、その技術を発展させて人類を狂気の淵ふちへ追い込むんだ」

「物事の見方がシンプルだな。あの男がもたらした技術も多い。生活に役立つ物、人の命を救った物もあるだろう。そもそも技術と善悪は無関係ではないのか？」

「おやめなさい」

　麻ま耶やの不ふ機き嫌げんな声は、怒りを表していた。

「この少女は真まな目め家の客人です。この意味が理解できますね？」

　その言葉に研究員は引き下がった。が、聞こえないほどの小声で、

　──峰島勇次郎信奉者か。

　罵ののしったのを、唇くちびるの動きで理解する。

「どちらかといえば対極の位置にいるつもりだが」

　どうにもかみ合わない自分と世間の認識の隔へだたりに、苦笑交じりで由ゆ宇うは答えた。







「ミネルヴァ、あの化け物、そしてあなた。誰だれもが【天国の門】を欲しがっています。あの遺産はなんですか？」

　上の階に戻る途中、麻耶は唐突に問うてきた。

「前にも説明したと思うが、私もよくは知らない。勇次郎がライフワークにしていた研究の一つ。あの男をもってしても、研究には長い年月をかけている」

「よく知らないもののために、よくここまで来ましたわね」

　由ゆ宇うは押し黙だまる。

「遺産を欲する別の理由があるのですね」

　麻ま耶やは真意を探るように由宇の目を見ていたが、無む駄だと悟る。

「解わかりました。いまはそれを不問とします。では、これから述べる私の推察から、【天国の門】がなんであるか予想できますか？」

「推察の内容による」

「ええ、もちろんですわね。でも重要な手がかりになると思います」

「解った、始めてくれ」

　エレベーターは到着し、話の続きは由宇の部屋で行うことになった。

「闘とう真まの鳴なる神かみの尊みことの前任者に、真まな目め蛟みずちという男がいました。私の叔お父じにあたります」

「ふむ」

「叔父は十二年前、死亡しています。死因が何か、記録は一切残されていません。ただ、当時の真目家の動きを探ったところ、興味深いことが判明しました。それまでお父様、不ふ坐ざは峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうに多くの探りを入れているのに、叔父の死後はぱったりと途絶えています」

「つまり、なにか？　峰島勇次郎が蛟の死に関かかわっていると？」

「ええ。そう考えるのが自然だと思いますわ。はっきりと言えば、お父様は峰島勇次郎を殺そうとし蛟叔父様を派遣し、そして返り討ちにあった。誤解なさらないで欲しいのは、私は別に叔父が勇次郎に殺されたことを言うつもりはありませんの。ここで注目するべきなのは、数百年無敗だった禍まが神がみの血ちが敗れていることなんです」

　喉のどを潤うるおすため、麻耶は紅茶を一口飲み、話を続ける。

「さらにもう一つ、興味深い事実をお教えいたします。奨励都市《希望》の建設が決まったのも、十二年前なんです。お父様が都市の名前は何にしたいと問うたのを、いまでもはっきりと覚えていますわ。この奇妙な符号は何を意味すると思われます？」

「トゥルーアイといい、君のネーミングセンスは最悪だ」

　麻耶の手が勢いよく机を叩たたいた。

「ふざけないで！」

　そして痛そうに手のひらを振る。

「解った。そんな怖い顔ですごむな」

「すごんでなんかいません。怖い顔なんかしていません！」

「無駄話はやめよう。勇次郎が蛟を殺した。同じ年に真目家では《希望》開発に着手し、その地下には遺産が封印された。ふむ、じつに明めい瞭りような答えがそこにはあるな」

　麻耶は不満をたっぷり残しながらも、由宇の言葉に同意し、話を再開した。

「ええ。勝かつ司しお兄様の言っていた真まな目め家のアイデンティティを崩す遺産。それは禍まが神がみの血ちを敗るものだと思われます。いかが？」







　由ゆ宇うはその案を検討するためにか、しばらく考え込む顔をする。

「興味深い。じつに興味深い。さて、それでは禍神の血を敗る遺産とはなんだ？　武器か？　それとも絶対的な防御力か？　君はどう思う？」

「私もそこで答えに詰まりました。それに釈然としない部分もあります。禍神の血は真目家の裏の歴史を語る上で欠かせない重要なファクターです。いえ言葉を飾るのはよしますわ。邪じや魔ま者ものを暗殺してきた血統です」

　その血を濃く受け継いだ闘とう真まを思ったか、麻ま耶やはつらそうに唇くちびるを噛かんだ。

「でも昔ならまだしも、現代において優秀な暗殺者というのは、真目家のアイデンティティと結びつくものなのかしら。少し弱いように思えます」

　麻耶は自信なさそうだ。

「それを検討する前に、禍神の血の強さの秘密を検討しようか。憶おく測そくに過ぎないが」

「ええ、お願いします。無む駄だな茶々はなしで」

　麻耶は釘くぎを刺し、由宇は解わかったと安請け合いにしか見えない返事を返した。

「鳴なる神かみの尊みことは人の脳にある種の働きかけを行う役を担になっている。それで人格の切り替えが行われる。つまり禍神の血の強さとは人の脳の働きに直結している。ここまではいいかな？」

「ええ、解ります」

「では脳を解体しよう。脳とは無意識と意識という領域に分けられる。そして無意識の領域、潜せん在ざい意識を人は自覚することができない。しかし人の行動の大半は潜在意識によって行われる。たとえば走るという動作、これに使われるそれぞれの筋肉の動きを君は意識したことがあるか？」

「まさか。走ると考えるだけですわ」

「そうだ。腕を振る、足を動かす、それだけの動作でも、それぞれ十以上の筋肉を使用する。それを意識している人間などいない。潜在意識がそれぞれの筋肉の動かし方を命令する。筋肉だけではない。代謝機能、内臓の働き、数えればきりがないが、どれも意識することはない。これらの動作は複雑極まりなく、人の意識で行えば肉体に悪あく影えい響きようをあたえる。では意識は無意識に影響をあたえることはないか？　そんなことはない。この二つは密接にからみ合っている。ホルモンの調節は自由に行えないが、想像妊娠で本当に生理がとまったり、吐き気がしたりするように、強く思い込み意識すれば体はそれに同調できる。意識で考えることはすべて潜在意識に伝わるんだ。話が少し横にそれるが、マジシャンの能力はこれにつきる。ナイトメアの脳波共鳴は、暗示を直接潜在意識に働きかけ肉体を変調させる。変異体の初期の肉体変異もこれに関かかわる。ここで一つの共通点が見つかった。偶然か否いなかは解わからないが、この事件に関わる遺産の多くは、脳の働きに関係する」

「ずいぶんと難しい話になってきましたのね」

「ついてこれてるか？」

「ご心配なさらずに。どうぞ続けてください」

「解った。さて、闘とう真まに話を戻す。闘真の驚きよう異い的てきな肉体能力はどこからくるのか。いままで述べてきたとおり、人の動作は無意識に大きく左右される。意識、つまり培つちかわれた道徳観や知性、感情は、無意識の行動を大きく左右する。しかし翻ひるがえってそこを排除できれば、人間の能力は大きく飛ひ躍やくできる可能性がある。無意識レベルの解放。それが禍まが神がみの血ちだ」

　麻ま耶やは黙だまって聞いている。しかし闘真に関わるためか、真剣な表情に緊きん張ちようが加わる。

「そしてその切り替えを担になうのが鳴なる神かみの尊みこと。脳の未使用領域、【脳の黒点】を利用することを可能にした。鳴神尊が切替え装置。微弱電流で脳波に影えい響きようをあたえ、【脳の黒点】を開かせ、無意識下にある潜せん在ざい能力を引き出す」

「【脳の黒点】？　そういえば以前もそんな話をしていましたね」

「【脳の黒点】とは、本来人が知覚できないはずの領域、潜在意識領域へのアクセス経路だ。これにより闘真は、そして歴代の鳴神尊の継承者は強さを得てきた。ただこれらは正確には副産物と私は考えている。それよりも【脳の黒点】が、真まな目め家のいまのあり方に関わっていると考えたほうがいい。いや、いまは明言するのは避さけよう。私自身、確証がもてていない。機会と必要性と気分がのれば、いずれ話すかもしれない」

「それって、とても話す気があるようには聞こえませんけれど。まあいいですわ。いままでの話を総合すると、【天国の門】とは、禍神の血の発動となる【脳の黒点】に関わるものと、考えて良さそうですわね。たとえば自由に【脳の黒点】にアクセスできる、誰だれでも禍神の血、鳴神尊の継承者になりえる遺産と……」

「可能性としてはあるが、憶おく測そくの域だ。……麻耶、どうした？」

　ぼんやりとした顔を見て、由ゆ宇うはいぶかしがる。手のひらを前で振っても麻耶に反応はなかった。

「クレール！」

　麻耶は突然立ち上がると、大きく叫んだ。

「男性にしか現れないはずの禍神の血をクレールは使っていた。あの子の年齢は十二歳前後。間違いありません。あの子はきっと遺産の力で鳴神尊を使えるようになったんだわ！」

「実例がいるのか？」

　さすがの由宇も、その事実に大きな驚おどろきを覚えている。

「ええ、います。いるんです」

　麻耶は先日己の身に起こった事件のあらましを説明する。クレールに襲おそわれたこと、そのときの、少女の体つきに見合わない運動能力と、不可解な刀。

「闘とう真まはクレールの持つ刀を、鳴なる神かみの尊みことと同質のものだと見抜きました」

「鳴神尊と同質の刀？　そんなものが存在していたのか？」

「ええ。私も先日まで存在は知りませんでした。おそらく当主のみが知る存在ではないかと」

　由ゆ宇うはその説明に腑ふに落ちない顔をしていたが、口は閉ざしていた。麻ま耶やがいま別の何かを考えているからだ。

「ともかくこれで色々とつじつまが合いますわ。由宇さん、これからとても大事なことを聞きます。もし【天国の門】が私達たちの考える【脳の黒点】を開くものなら、閉じることもできるのではありません？」

「その可能性はある」

「もし、もしそうなら兄さんの禍まが神がみの血ちを永遠に閉じることも、できなくて？　それにクレールも犠ぎ牲せい者しやです。あの子も解放してあげないと」

　由宇は呆ぼう然ぜんとつぶやく。

「闘真の禍神の血……を閉じる」

「ええ、忌いまわしい血の呪のろいから、お父様の呪じゆ縛ばくから、解放してあげるんです。そのためにも早く、ミネルヴァと兄さんの居場所を見つけないと！」

　小さな光明に、麻耶は明るく笑った。
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　その日の朝、麻耶は上じよう機き嫌げんだった。

　昨日までの減退した食欲は嘘うそであるかのように、朝食をぺろりとたいらげ、

「君の体格から考えると、いまの食事は過剰摂取だ。太るぞ」

　という由宇の的確な指摘にも、笑顔で毒を返すことができた。

　由宇がもうヒラヒラした服はいやだというと、彼女の望むカーゴパンツにＴシャツを素直に選んだ。

　闘真を救えるかもしれないという気持ちが、一時的に彼女を高揚させている。もちろん【天国の門】が禍神の血とは何の関係もない遺産である可能性はある。しかし昨日立てた仮説通りの可能性も充分にあった。

「由宇さん？　卵はお嫌い？」

　麻ま耶やは由ゆ宇うの食事に気を配る余裕もできた。彼女はなぜか、目玉焼きだけを残している。

「ベ、べつに嫌いではない。ただ、今は好きじゃないだけだ」

　よく解わからない答えでも、微ほほ笑えんで受け流す余裕がある。麻耶は食後のフルーツを食べ終わると、ナプキンで口をふいた。

「好き嫌いはいけませんわ。子供じゃあるまいし」

「食欲が戻ったのはいいことだが、ちょっと浮かれすぎではないか？」

「だって希望が出てきたんですもの」

　麻耶に遅れてフォークを置いた由宇は、少し不ふ機き嫌げんそうに言った。

「私は希望という言葉が好きではない」

「私は大好きです」

「希望という言葉は得てして、半分より確率が下回る場合に使われる。希望という言葉の裏には、本来ある確率に人の願望や思いこみが上乗せされている」

「それは弱虫さんの台詞せりふね。あなたみたいに失敗したときの予防線を張っておくほうこそ、私は好きになれませんけど」

「ぼんやりとした兄と違って、口はよく回るようだ」

「ぼ、ぼんやりって……兄さんはそんなんじゃありません！　優やさしくて、大きな包容力を持っています。純じゆん朴ぼくでおおらかで、それにいざというときは、勇敢なんです」

　由宇のため息は嫌いやみでもなんでもなく、心底心情を表したものだった。

「思うに君は坂さか上がみ闘とう真まを理想化しすぎだ。純朴でおおらかに見えるのは馬ば鹿かで反応が鈍いだけだ。包容力と感じるのは、後先何も考えていない結果で、勇敢などという表現にいたっては、無む謀ぼうと無む茶ちやを無理やりに捻ねじ曲げた解釈以外のなにものでもない。さらに言うなら女性に対してなんの配はい慮りよもできない無神経な男だ」

　聞き流そうとしていた麻耶だが、最後の一言には反応する。

「あら、女性に対する配慮？　そんなものがあなたに必要ですの？」

「失礼だな。私だって一応生物学的には女性に分類される。別に優しくしろとは言わないが、気絶させた自分を女である私に運ばせるのは、世間一般でいう男の沽こ券けんとやらに関かかわるのではないか？」

「ど、どうやって運んだんですか？」

「肩に担かついだだけだ」

「そ……そうですの。それはぎりぎりセーフです」

　なにがどうぎりぎりセーフなのか解らない台詞で自分を慰なぐさめ、麻耶は必死に心を落ち着けようと試みる。しかしさらに由宇は気になることをつぶやいた。

「そうか。セーフなのか。では、あれも男の沽券には関わらないかもな」

「な、なんですの、その奥歯に物の挟まった言い方は？」

「たいしたことではない。君の兄は、私に陰部をさらした。それだけのことだ」

　麻ま耶やは人生で初めて、飲みかけた紅茶を思い切り吹いてしまった。

「なんだ、おい、どうした。はしたないな。だがそうだ、思い出したぞ」

「ご、ごめんなさい。で、な、何を思い出したんです？」

「そうだ。あの男ほど破は廉れん恥ちで恥知らずな男はいない。己の汚けがらわしいものをさらしただけでなく、私のも……」

「に、兄さんのは汚らわしくなんか……って、私のも、私のもってどういうことですの!?」

　身を乗り出す麻耶に、由ゆ宇うは身を引いて考えるしぐさをした。

「まて、私にも一応だが乙おと女めの恥じらいがある。うん、たしか本にそう書いてあった。使い方は間違ってないはずだ」

「あ、あなたいったい兄さんに何をしたんですか!?」

「したというより、されたというほうが日本語として正しいと思うが？」

「なっ、なっ……」

　真まな目め家の情報網にひっかからないうちに、いつの間に？　混乱の極みの中、憤死しそうな麻耶を現実に引き戻したのは、怜れいのノックの音だ。現れた怜の表情を見て、麻耶は我に返る。

　怜はいっさいの前置きを省いて、用件を告げた。

「第七ラボで緊きん急きゆう事態が発生しました」
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「なにがあったの？」

　由宇と麻耶はエレベーターの中にいた。怜の姿もある。

「緊急事態です」

「それは、解わかっている」

「事故が起こったのは第七ラボです」

「昨日案内されたラボか。……まさか採取した変異体の肉片に異変が起こったか？」

　怜の固い表情が肯定となった。麻耶はエレベーターを下りると先を急ぎ足で歩く。昨日と同じ順路を倍の速さで進んでいく。

「変異体の細胞に触れてしまった研究員の末路です」

　分厚いガラス張りのＰ４レベル区画の中央に、ベッドがあった。そこに一人の男が横たわっている。物覚えのいい由宇でもその男が昨日、勇ゆう次じ郎ろうのことで突っかかってきた研究員であると理解するのに、十数秒を必要とした。

　なぜなら研究員の体の半分は、奇妙なもので覆おおわれているからだ。まるでひどい火傷やけどの痕あとのようにひきつれた皮ひ膚ふのようなものが、脈を打っている。色は赤ん坊のような綺き麗れいなピンクがかった肌色で、それがかえって不ぶ気き味みさを増していた。

「……私の体のサイズに合う防護服を用意してくれ」

　由ゆ宇うの顔は緊きん張ちようにこわばっていた。







　十五分後、由宇の体はダイビングウェアのようなものに包まれていた。着替えを手伝った女性職員が、

「綺き麗れいな体ですね」

　とため息混じりにほめても、屈折したコンプレックスの持ち主は、

「世辞はいい」

　とすねたようにはねのけてしまう。世辞ではないのだが、ややとうが立った女性職員は深く追求することはせず、話題を切り替えた。

「この防護服はＰ４レベルの病原体に充分対処できる作りをしています。体を動かしてみると解わかりますけど、薄うすい素材で体にフィットしているので動きやすいですよ。プロポーションに自信のない私なんか、恥ずかしくて着られません」

　由宇は説明を聞きながら、確かめるように体を動かす。最後に髪をまとめると、視界の広いヘルメットをかぶり、由宇の体は完全に外気から密閉された。

「はい、これでおしまいです。酸素ボンベの制限時間は一時間。でもこれは個人差があって、あなたの場合は、ああ」

　酸素ボンベのメーターを見て、女性職員は感心した声を出す。

「ダイビングか登山の経験がありますか？　酸素の消費効率がすごくいい。あなたなら二時間以上持ちそうですね」

「必要とあらば四時間十二分はいける」

　ご冗談を、と言いかけた女性職員が、不思議そうな顔をしてメーターを見た。由宇はいま確かに喋しやべったのに、酸素の消費を示すメーターにほとんど変化がない。

「大だい丈じよう夫ぶだ、壊こわれているわけではない。私はこういうものの扱いに長たけている。心配するな」

　内心を読んだかのような少女の返答に、女性職員は少女が自分で言うように、みかけによらない何か豊富な経験を持っているのだろうと、なかば無理やり自分を納なつ得とくさせた。

「防護服は薄い素材ですが、頑丈で、材質の異なる層を八重に重ねてあるので、まず破れることはありません」

　準備運動をするように由宇は軽やかに体を動かすと、

「うん、悪くない」

　満足そうにうなずき、そのまますぐにＰ４区画に向かった。




　三重のエアロックをくぐり、由ゆ宇うは浸食された研究員が収容されているＰ４区画に入った。助手をつけると言われたが、かえって足手まといなので断る。

　分厚いガラス越しに、麻ま耶やと怜れいの顔がある。

　変異体は研究員の左腕を全体的に覆おおい、左胸から首筋、顔の半分までに広がっていた。他ほかの研究員の話を聞くと、ちょっとした不注意で触れてしまったらしい。

　由宇はＰ４区画に設置されているターミナルコンピュータから、オンラインでＫＩＢＯＵビルの上にあるＬＡＦＩサードに繋つなげると、端末越しに風かざ間まへ話しかけた。

『なんだ？』

　オンラインを流れて届いた風間の不ふ機き嫌げんな声を無視して、由宇は問答無用に研究員と変異体の細胞片のデータを送る。

「私のサポートをしろ」

『君には暴君の才能があるようだ。せめてサポートを頼たのむと断った後、データを送るものだろう』

「時間がない。いままでの分析結果を適当にまとめて表示してくれ」

『君は人の話を聞く癖くせをつけたほうがいい。礼れい儀ぎも学びたまえ』

　風間は文句を言いながら、綺き麗れいに整頓されたデータを表示する。

　由宇はモニターに表示されたレントゲンと、横たわる体を見て、状況が思ったよりも困難であることを理解した。

「心臓部に達してないのは幸いだな。腕以外は表面的に付着しているだけか。ただ内部に達している根のようなものはやっかい、と。左腕は完全に駄だ目めだ。深部にまで変異体に浸食され、原型をとどめていない……か」

『毎分０・３ミリメートルの速度で浸食している。このままだと二百三十五分後に心臓に達し死ぬだろう。どのような過程で人間の体を浸食し、どのような結末を迎えるか私は興味はあるが、君はそうもいかないだろう』

　風間の問いは無視し、由宇は資料をひっくり返す。

「変異体と人の体の融ゆう合ごうは、細胞版バクテリオファージか。驚きよう異い的てきな現象に見えるが、なんてことはない。自然界ならどこでも起こっている」

　解決策が見つかり、緊きん張ちよう感かんがほどけた由宇は、ガラスの向こうの麻耶と怜に向かって、調査にしばらく時間がかかることを告げる。麻耶はうなずき、何かあったらすぐに呼ぶように言い残して自分の執務室に戻った。

　それから由宇は、一時間ほど、風間の助けを借り、様々な方向から変異体の浸食細胞を検討した。

「パルス信号。つまり微電流に面おも白しろいように反応している。電気信号か……」

　やがて一つの光明が見える。

　体をひっくり返そうとすると、変異体の表面がざわりと動いた。表面のさざ波が集まるとまるでアメーバのように由ゆ宇うの体へ伸びてくる。しかし手にからみつくものの、防護服に阻はばまれ、研究員のように取り込むことはできず、表面をはいずり回るだけだ。それでもざわめくように這はいずる感触はおぞましく、由宇は不快な顔をし、無理矢理引き離した。

「電気信号の反応を調べる。風かざ間ま、ランダムなパターンのパルスを送ってみてくれ。パルスパターンの反応のしかたから、変異体細胞を制御できないか検討しよう」

『了解した』

　電極を変異体の細胞に刺すと、難なく飲み込まれていく。硬い泥に刺しているような、奇妙な感触だった。




　　　　　　　　３




　──ここはどこだろうか。

　昏こん迷めいと覚かく醒せいの狭はざ間まで、もうろうとした思考はあまりにも鈍い。体が妙に軽く、己が定かでない感覚が全身を包んでいる。

「面おも白しろいものを回収したな」

「はっはっ。ミネルヴァなどという組織に身を置いていたせいか、このようなゲテモノには興味がつきなくてね」

　やけに濁にごった人の声がする。

「何かに利用できそうなのか？」

「さて、それはいかがなものか。遊びに使えればと思ったくらいなのでね」

　目を開けた。視界はぼやけていた。目が損傷しているのだろうか。しかしそのような事実は記き憶おくの中にはない。

「……ぃ」

　声を発しようとして、うまくいかなかった。その代わり泡のようなものが、口から上へ昇っていく。変異体はようやく自分の体が液体に浸されているのだと気づいた。液体と変異体が入っているのは、直径１・５メートル、高さ２・５メートルほどのガラスの円柱だ。

「ん？　マジシャン、この化け物に意識はあるのか？」

「おお、どうやらそのようだ。しかし体の損傷は酷ひどく動けまい。回復力は驚きよう異いの一言だが、まだ一両日はかかると見た」

　老人と二十代半ばの若者が、ガラスケースの向こうから見ていた。変異体は体を動かそうとし、命令が神経を伝わらないことを知った。体の受けたダメージは大きい。

　二人はいくつかの会話を交わし、やがて変異体の前から姿を消した。

　変異体はしばらく目をつむり己の体に注意を向けた。内臓の損傷は激しく、半分以上が破裂してしまっている。それでも生命を繋つなぎ止めているのは、この液体の中だからだろう。体に繋げられた各種のケーブルの先にあるものが損傷した内臓の代わりをはたしてくれている。

　それでも変異体は、外を渇望した。あの地下空洞に行かなければならないという強迫観念が変異体を突き動かす。

　──体が動かないなら。

　変異体の体の一部が変異を始める。それは根のように足下に伸び、機械の一部に張り付く。壊こわさないように気をつけながら、徐々に機械を浸食していった。機械はオンラインで外部から管理されている。変異体は機械に意識を繋ぐと、そこから外の世界に目を向けた。

　そこには懐なつかしくも変異体が知るものより、遥はるかに広大な世界が広がっていた。様々な情報が乱雑に、あるいは整理され、散乱している。

　それは人間が作り出したコンピュータネットワークの世界だった。全世界の情報が無防備にある。厳重なセキュリティも、ＬＡＦＩから生まれた変異体にはないに等しい。ゆえに何もかもが無防備だ。

　変異体の意識はさらに伸びていく。しかしその意識は途中で止まった。奇妙なことに、己と同じ反応をする意識──の破片のようなものを発見した。変異体の核となる部分がないため、それ自体に思考能力はない。しかし生存本能は存在し、その破片は生きるために何かに寄生したようだ。

　変異体はその自分に似たものが、どのような状態なのか興味を持ち、その破片にネットワークの触手を伸ばした。
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　変異体は細胞の表面に埋め込んだ電極に、しばらくは反応を見せなかった。ときどき痙けい攣れんするようにざわめくがそれだけだ。由ゆ宇うの防護服に変異体細胞から伸びたものがからみつこうとする。由宇は何度か面倒くさそうにそれを払った。

『由宇、たいへんなことが起こっている』

　風かざ間まの真剣な声が聞こえたのは、作業を始めて三十分もしてからだ。

「どうした？　パルス信号に何か反応はあったか？」

『いや、外部の出来事だ。何者かがものすごい勢いでネットワークを侵略している』

「なんだと？　逆ハックはできるか？」

『そんな余裕はない。すでにハッキングの侵略を受けている。防ぐので手一杯だ』

　由宇の座っていた椅い子すが倒れた。勢いよく立ったからだ。

「馬ば鹿かな。おまえをハッキングで苦戦させる相手、いやコンピュータなどないはずだ。まさか……オリジナル、ＬＡＦＩファーストか？」

『……違う。これは……。すまない……。いま繋つながっている……回線に割り……込まれた』

　風かざ間まの声がとぎれとぎれになった。ハッキングを防ぐのが精一杯で、喋しやべるという行為すらままならなくなっているのか。

「割り込まれた？　割り込んで何をしている？」

　また変異体の細胞片が由ゆ宇うの腕にからむ。適当に払おうとしたそのとき、モニターに表示されているパルス信号のパターンが、突とつ如じよ変化した。

「風間、このパターンはなんだ？」

『私……ではない。ハッキングしている……誰だれかが送ってい……る』

　緊きん急きゆう事態を示すアラームが鳴り、隔かく離り区画が赤いランプで包まれた。

「なんだ？　今度はどうした？」

　スピーカーからの答えを聞く前に由宇は何が起こったのか把は握あくする。しかしそれは同時に信じられないという意味も含んでいた。着ている防護服を見て顔色を変えた。

「防護服の第一層が損傷！」

　由宇の認識を、隔離区画の外でモニターしていた職員が悲鳴混じりに追つい随ずいした。無理矢理引き離した変異体細胞の裏から現れた防護服は、表面がぼろぼろになっている。

「くそっ、分解されてる」

　さらに伸びてくるアメーバ状のものが由宇の体に巻き付いた。それを何度もはぎ取るが、からみつく数のほうが圧倒的に多く、しだいに数が増えていき、由宇の自由を奪っていく。

「きりがない。風間！」

『……』

　ついに風間からの返事がなくなった。返事をするどころではないのか、それともここと繋がる回線が切断されたか、あるいは別の理由か。

「第二層の腐敗が始まりました！」

　モニターしている職員が叫ぶ。

　体を離そうにも肉片が全身にからみつき、エアロックまで行き着けない。行き着けたとしても、この危険な変異体細胞がからみついた状態では、隔離区画から出られるはずもない。

「これは、あのパルス信号のパターンのせいか。いったい誰が」

　由宇の驚おどろきは並大抵ではない。風間は世界最高峰のコンピュータＬＡＦＩで生まれた存在だ。いわばコンピュータの申し子。それを超えることなど、由宇ですら難しい。それができる人物を由宇は一人しか知らない。

「まさか……勇ゆう次じ郎ろうが介入したのか」

　突如、ひらめいた男の名前に、由宇はしばし呆ぼう然ぜんとする。

　しかし釈然としないものが残る。こんな無防備なやり方はあの男らしくない。

　第三層の腐敗が始まったことを告げる声に、由宇は我に返った。いまはそれを悩んでいる暇ひまはない。防護服の説明を思い出す。材質の違う八層構造のうち三層が破られた。

「残り五層か」

　誰だれだか解わからないが、変異体の細胞片をパルス信号でネットワーク越しに操っているなら、それを切断すればいい。それがコンピュータ上でかなわないのなら、物理的に切断するしかなかった。ターミナルコンピュータと外部を繋つなぐケーブルを切断することだ。しかし由ゆ宇うの体は巻き付いた変異体の肉片で、満足に動けない。

「エアロックが開かないぞ」

「くそっ、ラボの全施設が乗っ取られている」

　エアロックの外では扉を開けようと慌てている職員がいた。

「四層まで浸食しました」

「……くっ」

　由宇は並んでいた医い療りよう器具からメスを取ると、ターミナルコンピュータに腕を伸ばす。メスをドライバー代わりに、メンテナンスハッチの蓋ふたを開けにかかった。ネジを一本ずつ回していく。しかし変異体細胞は蛇へびのように伸び、全身にからみつきさらに自由を奪う。

　五層の浸食を知ったとき、ようやくネジが一本外れた。残り三つ。不自由な体で、それは気が遠くなりそうな作業だった。

「パルス信号により形態や行動を変える細胞。いわゆる細胞の形を模したコンピュータ回路だ。変異体の本体は、体全体をパルス信号で管理していた。プログラム化可能な細胞群。それが変異体の正体……か。なかなかやっかいな進化をする。聞こえてるか、風かざ間ま？」

　期待してはいなかったが返事がないのが解ると、由宇の表情に陰りが差す。

　二つ目のネジが外れた。同時に六層が破られる。残り二層。それが破られる前にケーブルを切断しないと、由宇も変異体細胞に飲み込まれた研究員の二の舞となる。

　三つ目が外れ、ネジは残すところ一つになった。しかしそのときメスを持つ指に変異体細胞がからむ。

「痛っ」

　凄すさまじい締め付けに、メスが床に落ちた。

「七層突破しました。残り一層です」

　片腕の自由は奪われた。残った片方の手で、メスをつかむ。しかしその手首に変異体細胞がからみ、しばりつけた。もう両手の自由はほとんどない。動かせるのは指先程度。

「ふざけるな」

　由宇はメスを持った指先で器用に投げる。弧の軌道の先にはターミナルコンピュータ。そこで自由を失っているもう片方の手だ。

　キャッチと同時に、まるでジャックナイフを扱うようにメスの先を翻ひるがえすと、最後のネジを外した。蓋が音を立てて床に落ちる。

「駄だ目めです。八層突破」

　変異体細胞が皮ひ膚ふに直接張り付いた感触は、生暖かくナメクジのようにうねっていた。その気色悪さは防護服越しのおぞましさなど比ではなかった。

「終わりだ」

　嫌けん悪お感かんを殺し、由ゆ宇うはハッチの中のケーブル類をまとめて引っこ抜いた。ターミナルコンピュータの電源は途絶え、パルス信号は喪そう失しつする。同時に変異体細胞は溶けるように由宇から離れると、床に滴しずくを垂らしながら落ちて動かなくなった。
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　──切れた？

　変異体はネットワーク上で見つけた仲間からの信号が途絶えたことに、喪失感を覚えた。しかしそれもまもなく消えた。慣れないことをしたためか精神的疲労が大きく、大きな睡すい魔まが襲おそってくる。

　変異体は睡魔に身をゆだね、眠りについた。
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「風かざ間ま」

　ＬＡＦＩサード本体を前に、由宇は呼びかける。しかし返事はない。

「……風間」

　もう一度呼びかける。やはり返事はなかった。

「完全に、やられたのか」

　キーを打つが何も変化はなかった。画面のすみでカーソルが点滅している。それは風間の存在証明なのか、それとも消滅を意味しているのか、由宇には解わからない。

　できることと言えば、これ以上外部からのハッキングの驚きよう異いにさらされないため、ネットワークを物理的に切断することくらいだ。

　由宇は力なく椅い子すに座った。

　真まな目め家が用意したコンピュータ、トゥルーアイ１００００は正常に動いている。ただしネットワーク上を縦横無尽に歩き回る謎なぞのハッカーの存在に抵抗しなければの話だ。風間は抵抗し、そしてつぶされた。

「ネットワーク上の機密情報を事前に退たい避ひしていたのは、幸いでしたわ。いまもハッカーは好き勝手に暴れています」

　麻ま耶やが疲れた顔でやってきたとき、外はもうずいぶんと陽ひが傾き暗くなっていた。すでにハッカーの事件が起こってから半日が経過している。マジシャンの宣言した期日まで、残り一日半となっていた。

「食事は？　昼も夜も食べないなんて。食事をきちんととらないと、体に悪いといったのはあなたよ」

「いい」

　由ゆ宇うの反応は薄うすい。麻耶は息の塊かたまりをはき出すと話題を変えた。

「ハッカーですが、幸い情報を覗のぞくだけで、それ以上の悪さはしないようです。いまのところ大おお騒さわぎには発展していません。いえ、発展しないように我慢していると言ったほうが近いかもしれませんね」

「そうか」

「ＬＡＦＩの調子はどうですか？」

　由宇の顔を見て、答えを聞くまでもなく察する。

「生きているか死んでいるかも解わからない。生きているなら、自己の再構築に時間はかかるだろうが、いずれ憎まれ口を叩たたくようになるだろう」

　コンピュータの破損を生き死にで語ることに麻耶は違い和わ感かんを覚えたが、あえて口は閉じていた。

　由宇の城であったこの部屋は、主人の状態を映す鏡のごとく、同じように暗い。雰ふん囲い気きだけではない。壁いっぱいにあったモニターの半数以上が光を失い、由宇の横顔に暗い影を落としていた。

「現在、ハッキングの出所を探っている最中ですが、難航しています」

　やはり由宇の反応は鈍い。

「トゥルーアイ１００００は使わないの？　システムは壊こわされていないはずですし」

「ＬＡＦＩサードは最高峰のコンピュータの一つだ。そして同系列のコンピュータで生まれた風かざ間まは、ＬＡＦＩをもっともうまく使える一人だ」

「……」

「もし私が風間をつぶそうとしたら、ＬＡＦＩシリーズを用いて、入念に策をめぐらし、奇き襲しゆうに近い方法でハッキングをしかけ……そう、これだけの条件をそろえながら、三十分はかかるだろう。それでも確率は五分五分。風間が操るＬＡＦＩとはそれほどのものだ」

「だから？」

「その風間が一分足らずでつぶされた。これが何を意味するか解るか？」

「いいえ、まったく」

　麻耶が意図的に冷たい言葉を返しても、由宇の口調は変わらない。それどころか目の前の麻耶を見ることもせず、目は点滅するカーソルに奪われたままである。

「ＬＡＦＩによる監視網は75パーセントに達していた。今日中に90パーセントになる予定だった。街を監視するシステムのベースは風かざ間まの中にあった。リアルタイムで毎分万単位の画像を処理し、そこから特定の人物を探し出す。風間でなければ不可能な作業だ。ミネルヴァが引っかかるのも時間の問題だったのに……追う手段が絶たれた」

　麻ま耶やの手のひらが勢いよく机を叩たたいた。

「あなた、まさかもう逃げ腰になっているんじゃないでしょうね？」

　そして痛そうに手のひらを振る。

「逃げ腰などにはなっていない。ただ、対抗する手段が思いつかないだけだ」

「それを世間一般では逃げ腰といいますの。お解わかり、世間知らずの穴倉娘さん？」

「私は……」

　由ゆ宇うがようやく麻耶のほうを見た。

「それともう一つ教えてあげます。天才さんの重大な欠点を。あなたはあらゆるものが見えている。あらゆる可能性もなにもかも。逆に言えば、見えない可能性は放ほう棄きしてしまうの。あがくことを知らない。あなたは天才で努力家なのかも知れない。ええ、それはとてもすばらしいわ。でも、あなたはいまだ自分の可能性を超えたことはないのよ。自分の可能性を隅々まで把は握あくしているから、だから超える努力はしない」

　由宇が喋しやべろうとするのを無視して、麻耶は背を向けてとっとと部屋を出てしまう。しかし最後に振り返って、最後の言葉を喋る。

「あなたに比べれば拙つたない真まな目め家のコンピュータ部門ですけど、謎なぞのハッカーが奇妙なデータを不定期的に発信しているのを発見しました。いまのところそれがなんなのか解析不能ですが、トゥルーアイ１００００にそのデータは残してあります」

　バタンと音をたてて麻耶が扉を閉めた後、由宇はしばらく天てん井じようを見ていた。

「……兄妹そろって、往おう生じよう際ぎわの悪い性格をしている」

　そう言うが早いか、視線をモニターに向けると、由宇の指は軽やかにキーボードの上を躍おどった。真っ先にしたのはトゥルーアイ１００００へのアクセスだった。
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「超然としているように見えるのはうわべだけ。思ったよりも本当に情じよう緒ちよ不安定な娘ね」

「峰みね島しま由宇ですか？」

　麻耶と怜れいはエレベーターで由宇がいる階を目指す。

「ええ。十年も地下に閉じこめられていれば、しかたのないことなのでしょうけど」

「はい」

　エレベーターの扉が開くと、二人は並んで由ゆ宇うの部屋を目指した。

「真まな目め家の優秀なスタッフが、半日がかりで何十人という人数で解析したにもかかわらず、いまだ解決の糸口がつかめない、あの謎なぞのデータを」

「はい。お手上げでした」

　部屋の前につくと、麻ま耶やは不ふ機き嫌げんそうに開ける。

「いきなり立ち直ったと思ったら、たった三十分で解析するとは、どういう了見なのかしら？」

　生き生きとしている由宇の顔を見て、麻耶の表情はますます憮ぶ然ぜんとなった。







「説明をしていただけますか？」

　由宇と麻耶が口論を始める前に、怜れいが先手を打つ。

　二人の開きかけた口は、それでいったん閉じた。

「あれは暗号ではない。解析は必要だが、とあるデータを垂れ流しただけのものだ。ん？　どうして眉み間けんにしわがよっているんだ？　不機嫌なのか？」

「不機嫌なんかじゃありません」

「じゃあ小じわか？」

「小じわなんかありません！　……それで、とあるデータとはなんですか？」

「何種類かのデータが混合して収められている。それらを分解し、それぞれ違った形に変換する。十二種類ほどあるが、役に立ちそうなのはこの二種類だろう」

　由宇がキーを叩たたくと、スピーカーから水の音のようなものが聞こえてくる。

「これが、役に立つうちの一種類ですか？」

「そうだ。この音は間違いなく水中の水の音。一定の水流を表している。他ほかのデータはコンピュータ上で再現しにくいが、以下のように推測できる。味覚、嗅きゆう覚かく、触覚、他にもいくつかあるが、人の感覚器官に該当するものはない」

「それは人の五感データを流している、ということ？　いえ、人以外の感覚もあるのね。では……」

「ハッカーはなんらかの生物の感覚器のデータを、ネットワークに垂れ流している」

　奇妙な結論に麻耶と怜は顔を見合わせる。目的が解わからないという領域を飛び越え、意味不明にしか思えなかった。

「感覚器官のデータ……？　では、視覚もあるでしょう？　視覚のデータを見せてください」

「期待はするな」

　由宇がキーを操作すると、真っ黒な画面が現れた。

「これが視覚に該当すると思われるデータ。しかし真っ黒で何も映っていない。最初に送信されたデータは八時間前。それから不定期に送信されているが、全部同じだ」

「目をつむっているのかしら？　それとも見えない？」

「おそらく目をつむっているだろう。先ほどの聴ちよう覚かくのデータを細かく分析すると、心音や呼吸音が残っていた。そこから分析すると、この生命体は睡すい眠みん状態にあると推測できた」

「睡眠……何時間寝るのかしら？」

「最新のデータでは心音と呼吸音に変化があった。目覚めは近い。と……説明している間に次のが送られてきたか」

　由ゆ宇うはキーボードを叩たたき、最新データをすばやく解析し、視覚データをモニターに表示した。それはいままでと違い、黒い色ではなかった。

　映像が現れると、三人はそろって息を呑のんだ。あまりにも思いがけないものがそこに映っていた。

「マジシャン！」

「勝かつ司しお兄様！」

　由宇と麻ま耶やは同時に声を発する。

　映像は縦に歪ゆがんでいるものの、見間違えるはずのない二人の姿が、はっきりと映っていた。







　由宇は己がすべきことを思い出すと、キーをすばやく打つ。今度は聴覚データの解析だ。しかし期待していた勝司やマジシャンの声はない。

　映像データから解わかるのは、液体で満たされた丸いケースに入れられた生物が、ケースの外のマジシャンと勝司を見ていることだけだ。部屋の様子はほとんど解らず、唯ゆい一いつ見える扉は開いてはいるものの見えるのは廊下だけである。部屋に特徴はなく、場所の特定は難しかった。

　しかし由宇の表情から、まだ余裕は消えない。

「まだ解析の余地はある」

　由宇はまず水すい槽そうによる歪ゆがみを修整する。

「しかし映っているものは、変わりませんね」

　麻耶の気は急せいている。マジシャン達たちの居所を知る唯一の手がかりかもしれないのだ。そしてそれは闘とう真まの居場所にも通じる。

「ドアノブ、蝶ちようつがい、蛍光灯……、まだあるぞ。ふむ、簡単じゃないか」

　由宇の手が凄すさまじい速度でキーボードを叩き始める。何かのプログラムを作っているらしいのは解るのだが、数式があまりにも複雑で、麻耶や怜れいの理解の範はん疇ちゆうを超えていた。

「いったい何を？」

「解らないか？　物を反射する物、つまり鏡だ。鏡に映っているものの中に、廊下の先が映っている可能性がある。」

「確かにそうですが、それがドアノブ、蝶つがい、蛍光灯ですか。それは……」

　怜れいは渋い顔をして写真を覗のぞき込む。それは写っていると言っていい代しろ物ものではなかった。ステンレス製と思われるノブの表面は歪ゆがみ、つやがなく、まともに何かを映しているわけではない。写真を最大限までピンボケさせさらに歪ませたような感じだ。他ほかの物も似たり寄ったりで、そこから何か手がかりが得られるわけではない。

「思考を早まるな。ここにあるものはみな映した映像を劣化させるが、形状に大きな変化がない以上、劣化の仕方は一定のはずだ」

「確かに理論的にはそうかもしれませんが、……しかしどうやってその一定の劣化の仕方とやらを判断するのです？」

　怜は食い下がる。

「劣化した映像を再現すると考えるから難しくなる。映像がどのように劣化されたかを考えれば簡単だ。劣化して映っている映像から、逆算的に再現すればいい。ただそれだけのことだ。映像がどのように歪み劣化しているか解わかれば、ある程度の再現は可能だ」

「しかしそれでは限界が……」

「だから複数の反射物のデータを採取する。幸い、候補はノブ、蝶ちようつがいなどいくつもある。五分待て」

　それから先は由ゆ宇うはプログラム作業に専念する。

　麻ま耶やと怜は舌を巻く。いま目の前で、科学捜査分析方法が進化している。

　その発想、その技術。希代の天才科学者、峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの娘の名にふさわしいものだった。

「よし」

　そして解析された映像が映し出される。劣化し歪んだ映像を複数重ね合わせて完成させたそれは、おせじにも見やすいとは言えない。

　しかしそこには明らかに扉の外、廊下が映し出されていた。廊下はまだ工事中の姿をありありと残し、機材や施工途中の壁がそのまま残っている。かろうじて見える窓の外の景色には、いくつかの建物の影のようなものも映っていた。

　その画像を見た麻耶は、由宇に力強くうなずいてみせる。

「これだけあれば充分です。真まな目め家の総力をもってこの建物の場所を突き止めます」

　麻耶の言葉は五分で実行された。
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「ミネルヴァの居場所が判明した。確認を急げ。ＬＣ部隊の招集、道路封鎖、各省への根回しをしろ。確認が取れ次第、作戦行動に移る」

　伊だ達ての指示に数人の男性が敬礼し、それぞれの職務をまっとうすべく、散っていく。

　残った一人の若い腹心の部下に向かって、伊達は問いかけた。

「真まな目め家からのこの情報、どう思う？」

「当たっているかどうかですか？」

「首になりたいか？」

「解わかってますよ。言ってみただけです。問題は誰だれが居場所を突き止めたか、ですね。情報収集能力に優すぐれている真目家ですから、別に彼らが見つけたとしてもおかしくはないと思います。ただ……」

　八や代しろは言葉をいったん止め、

「真目家にもぐらのお姫様がいるという可能性は濃くなりましたね。しかしよくこの短期間で場所が判明したなあ。きっかけは、例の謎なぞのハッカーでしょうか」

　各地の情報を覗のぞき回っているハッカーのことは、当然のことながらＡＤＥＭでも問題になっていた。それが遺産に関かかわる事件なのかどうか、見極めるため監視と解析が行われていた。

　十分後、報告が入った。

「確認が取れました。クロです」

　ＡＤＥＭはにわかに騒さわがしくなった。







　伊だ達てが入室すると号令がかかり、ＬＣ部隊四十名、蓮れん杖じよう達たちアドバンスＬＣ部隊四名はいっせいに立ち上がり敬礼をした。全員の引き締まった表情は、この招集の目的がなんなのか、そしてどれほど過か酷こくなのか解っている顔だ。

「ブリーフィングを始める」

　伊達は厳しい顔で、話を始めた。

「ミネルヴァが潜せん伏ぷくしていると思われるビルを特定できた。諸君は、これからこのビルを強きよう襲しゆうする。作戦開始時刻は本日二十二時。なおこの作戦は大きな危険が伴う。遺書を書く義務を怠おこたっている者は、ブリーフィングが終了次第、急いで書いておけ」

　続いて潜伏しているビルの位置、見取り図などが表示された。次々と説明される伊達の言葉を、誰もが固かた唾ずを呑のんで聞いている。

「潜伏している敵の詳細を伝える。頭に叩たたき込んでおくように」

　四人の人間、否いな、異形が映し出される。

　伊達はビッグフット、スピード、パペットの三人の身体的特徴、能力を紹介した。さらに事前に岸きし田だ博士と打ち合わせていた対抗策を説明する。

　最後にマジシャンの紹介に入った。

「そしてミネルヴァ側の主犯格と思われるマジシャンと呼ばれる老人。このメンバーの中で一番危険な男だ。知っていると思うが、ここ数日ドラゴンの出現という騒ぎが起こっている。またドラゴンに食い殺されたという報告もある。しかし言っておく。これらはすべてまやかし、幻影だ。詳しい説明ははぶくが、幻影で人を殺すこともできる。現在これに対抗できる手段はない。ドラゴン等この世のものとは思えない何かが現れたら、ドラゴンにはかまわず、マジシャンを探し、攻こう撃げきしろ」

　全員に薄うす手でのインナーが配られた。

「いま君達たちに配給したのは、遺産技術を使った耐幻影インナースーツだ。それを着ていれば、幻影の持つ影えい響きようを抑えることができる」

　嘘うそであった。隊員達に配られたのは、単なるインナースーツで特別な機能はない。では効果がないといえばそうとも言い切れなかった。

　発案したのは岸きし田だ博士である。

　──マジシャンの能力は、いわば精神攻撃です。こちら側にそれを受け止める心の準備があれば、少しでも威力は緩かん和わできます。ですから幻影を防ぐと言って、適当な装備をあたえてください。彼らの心の持ちようは、そのまま幻影を防ぐ手段となります。

　岸田博士の言葉は、医い療りようで言うところのプラシーボ効果と一いつ緒しよであった。伊だ達ては納なつ得とくし、岸田博士の助言をすなおに受け入れた。

「これから保護あるいは捕獲対象の人間を紹介する」

　今度はまともな容姿を持った三人の男女が表示される。

「一人は主犯格の真まな目め勝かつ司し、その名を聞いて驚おどろく者もいると思うが、あの真目家の長男だ。必ず生きて捕まえるように。そしてもう一人が坂さか上がみ闘とう真ま。この少年は場合によっては諸君らに襲おそいかかる可能性がある。遭そう遇ぐうした場合生きて捕らえて欲しいが、やむを得ぬ場合は彼に対し銃器の使用、あるいは一時撤てつ退たいを認める。死亡した場合の責任は私が取ろう。最後の少女は名を明かせない。万が一この女が現場にいた場合、できる限り生きて捕らえろ。その際、頭部以外はどれだけ損傷をあたえてもかまわん。だが他者の手に渡るような事態になった場合は、どんな手をつくしてでも阻そ止し。殺してもいい。そして確実に脳だけは破は壊かいしろ。以上」

　伊達と入れ違いに、蓮れん杖じようが立ち上がると叱しつ咤た激げき励れいした。

「急いで準備しろ。十五分後に第三格納庫に集合。強きよう襲しゆうヘリ三機を使って移動する。解散！」
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「だりぃ」

　駅のホームで徹てつ夜や明けのサラリーマンのごとく、だらしなくのけぞり醜しゆう態たいをさらしているのは、萩はぎ原わら誠まことである。しかしそれでいて絵になるのは、彼が端整な顔の持ち主だからだ。

「こんな仕事、かわいい子と組まないとやってらんないよ。誰だれだよ、あんな根暗な男と組ませたの。ほんと、疲れたー。俺おれって気使っちゃうタイプだからなあ」

　ＡＤＥＭはいま総力を挙げて、《希望》都市の警備に力を入れている。同時にそれは峰みね島しま由ゆ宇うの捜索をも意味していた。人手不足のため萩はぎ原わらもかり出され、知らない相手とチームを組まされ、一日足を棒にし、結局のところ成果は上がらず終わった。

「サーチ対象があんな綺き麗れいな子じゃなかったら、俺おれはもう投げてるねこの仕事。八や代しろさん、なんで名前、教えてくれないんだろう」

　資料として見せられた峰みね島しま由ゆ宇うの写真を思い浮かべ、萩原はへへっとだらしない笑いを浮かべる。いい男が台無しである。

「ああ、別のかわいい子でもいいから、話しかけちゃおうかな」

　本来の目的をあさっての方向に飛ばし、萩原は人の多いホームを見渡した。たまにおっと思う女性もいるが、体の疲れも手伝っていま一つ触手が動かない。

　そうこうしているうちに、萩原の目の前を一人の小柄な少女が横切った。それを視線だけで追い、口笛を吹く。

「外人？　ハーフか？　惜しいな、ちょっと俺の守備範囲外。あと十年、いや五年早く生まれて……ん？」

　つい最近も同じような台詞せりふを話した気がし、萩原は考え込んだ。

「あの娘だ！」

　勢いよく立ち上がると、萩原はまだホームの端に少女の背中が見えることを確認する。危険信号が頭の片隅で明滅したが、迷いは一いつ瞬しゆんだ。




「ええい」

　萩原はやけっぱちの心境で、クレールの背中を追った。
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　単車のエンジン音が、ＫＩＢＯＵビルの地下駐車場で反はん響きようする。

「ご希望の性能に見合う物と思いますが、いかがですか？」

　怜れいが問うと、バイクにまたがっている由宇は満足そうにうなずく。革のつなぎ姿がよく似合っていた。

「うん、問題ない。これなら思うように運転できるだろう」

　そう言って麻ま耶やの鼻先で、アクセルターンを決める。風圧で乱れた髪をなおしながら、麻耶は釘くぎを刺す。

[image: ]

「くれぐれも無む茶ちやをなさらないように。闘とう真まの命の次の次くらいに自分の命を大事にしてください。それと連絡は随ずい時じ行うよう心がけていただけますわね？」

「ん、善処する」

「それと、これを」

　麻耶が差し出したのは小銃だ。Ｓ＆Ｗモデル６４２。リボルバータイプのその銃は、ハンマーが内蔵された特徴ある外見をしている。小型軽量で女性にも扱いやすいことから、麻ま耶やのものかもしれない。

　由ゆ宇うは少しだけ長く麻耶の顔を見て、それを受け取る。麻耶の表情は、何かの痛みに耐えるかのようにこわばった。

「君の罪悪感は見当はずれだ。そんな顔を見せられても困る」

　由宇は銃を点検しながら、淡々とした態度で喋しやべる。麻耶は何も言い返さなかった。

　次に怜れいが免許証など、いくつかの小物を差し出した。

「何カ所か検問があります。身分証明書を偽造したので、携帯してください」

　由宇は適当にポケットにつっこむと、髪をまとめてヘルメットをかぶった。

「では行ってくる」

　麻耶達たちが返事をするまもなく、由宇はロケットのように発進する。

　小さくなっていく背中を見送りながら、麻耶がぽつりとつぶやいた。

「ねえ、怜。あの子はどうして遺産を使わないの？」

　疑問の形をとっていても、その問いかけが自分に向けられているわけではないことを察している怜は、ただ黙だまって、主あるじの疑問を聞いている。

「凄すさまじい威力を持った遺産を武器として使えば、あの子はうんと楽に戦えるのよ。なのに、どうして」

　麻ま耶やの問いに答えるものは誰だれもいない。由ゆ宇うの乗るバイクのエンジン音も、遠くなりやがて聞こえなくなった。
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　闘とう真まはあいかわらず監禁されていた。いまが昼か夜かも解わからない。食事の回数から、一日半は経過していると推測したが、それも正しいかどうか解らない。

　ずっと動かないでいられたおかげで、体の痛みはやわらいだが、それでも体を動かすと鈍痛に顔をしかめることになる。どのみち部屋から出られない。

　しかし何もしないわけにもいかず、闘真は自分なりに状況の打破を考える。動けないのなら、動く必要のないことを。

　考えること。頭を振り絞って考えること。

　自分は操られていた。

　かすんだ記き憶おくから察することができるのは、信じられない事実だ。地下空洞で殺さつ戮りくを行っていた闘真は、もう一人の自分ですらない。ただ作業として、それを行っていた。

　内の自分をまた見つめる必要がある。上半身を起こすと、目をつむり心を静かにする。

　いま、ここに鳴なる神かみの尊みことがないのが悔やまれた。あれがあれば、蛟みずちの家のときのように、自分との距離を縮めることができるだろうに。だがいま手元にそれはない。

　それでも孤独の中で闘真は、ひたすらに己と対たい峙じする。

　これからどうすればいいか。

　──二重人格を自在に操れるようになる。

　出た結論はそれしかなかった。

　いままでは五ご里り霧む中ちゆうだった。自分ではどうしようもない操れないものだと思っていた。しかし、スフィアラボで再び鳴神尊を抜いたときから、いまのこの一ヶ月間に至るまで、自分は七回鳴神尊を抜いている。

　スフィアラボで一回、弧こ石せき島とうで二回、さらにこの数日で四回抜いている。

　一ヶ月のうちに七回という回数と状況の多彩さは、自分の二つの人格はまさしく表裏一体で、お互いに影えい響きようしあい、決して別つことができないということと、もう一つ、人格の切り替えの方法は、一つだけではないということを教えてくれた。

　であるならば。

　必ず自分自身で制御できる術すべがあるはずだ。いままでの鳴神尊の継承者は皆、できたことなのだという。自分も完全に自分の意思でないにせよ、ある程度は裏の人格をコントロールできたときもある。

　呼吸を整えマジシャンに支配されたときの感覚を思い出そうとする。マジシャンは闘真の人格を操った。これは手がかりだ。心を引き締めるため、正座して目をつむる。記き憶おくをさかのぼる。

　勝かつ司しに案内されマジシャンが現れてから、一いつ瞬しゆんのことだった。意識が根こそぎひっくり返され、殺さつ戮りく者しやの人格が闘とう真まの体を支配していた。うすぼんやりとそのことを思い出す。いつにもまして切り替わったときの記憶はあやふやだ。

　闘真の顔は時々つらそうに皮ひ膚ふが引きつれる。あのときの感覚を思い出そうとすると、どうしてもついてまわる記憶がある。人も景色も曖あい昧まいな記憶の中で、鮮血の赤が散る。しかし闘真はねじ伏せる。記憶から感情を排し、なんとか記録のみを再生する。

　感情を排すると、残ったのは何かが流れ込んでくる感覚である。これは人格が切り替わるときの感覚に似ていた。脳に何かが満たされる。複雑な脳神経、シナプスに注がれていくどす黒い感覚。表面から中心へスポンジが水を吸収するように、中心へ向かって流れていく。あっというまの感覚だが、細かく思い出そうとすると、意外といろいろなことが浮かび上がる。

　ふと、なぜこうまでして自分が必死なのだろうと頭によぎる。かつては逃げてきた禍まが神がみの血ち。いまはためらうことなく、こうして向かい合おうとしている。

　なぜそんなことを思ったのかは解わからない。ただ答えは瞬時に生まれた。脳裏に浮かび上がった。髪の長い孤独な少女の顔だ。

　──そうだ。彼女のためだ。

　それがすべてのきっかけだった。

　──そうだ、彼女のためだ。

　自分ではない自分に似た声が、それに同調した。

　──あの娘の孤独を知って、

　──あの娘の強さを知って、

　──僕は守ろうと、

　──俺おれは殺そうと、

　──違う！

　思考に不純物が混じる。黒い流れをはじき返す。しかしそれを笑う声がする。

　そしてまた操られるか？

　自分ではない自分に似た声は、さらに笑う。

　それであの娘を守れるのか？

　だが笑い声はやがて怒気へと変へん貌ぼうしていく。

　──俺はまっぴらだ。

　──僕も嫌いやだ。

　目指すものは違っても、そこだけは同調する。

　ならば、俺を受け入れろ。

　──駄だ目めだ。

　よどんだ流れが、まわりを渦巻く。

　では。また操られるのか？

　その問いかけは心の奥深いところから発せられた。

　──嫌いやだ。

　絶対に嫌だ。もう嫌だ。命令されることも操られることも。これからは自分の意思で戦う。

　その闘とう真まの答えを、奥底の自分はせせら笑った。

　何を言ってる。もうおまえはとっくに自分の意思で殺しただろう。

　あのまま勝かつ司しのもとに行って、何事もなく帰してもらえるとでも思ったのか。

　その先に血があることを覚悟していったんだろう。表面上は気づかないふりで。心の底では期待して。これから血なまぐさい現場に連れ出されることを期待して。その先に峰みね島しま由ゆ宇うがいることを期待して。

　強くなりたいか。自分の意思を持ちたいか。

　──強くなりたい。由宇を守るために。

　──強くなりたい。由宇を殺すために。

　それならば、操られることを拒め。かわりに自分の殺さつ戮りく衝しよう動どうを受け入れろ。

　哀あわれな傀かい儡らい。なぜ逆らえない？　おまえはもう解わかっているだろう。

　操られていると思えばいいわけもたつからだ。自分の脆ぜい弱じやくな精神が。だがそんな弱さを残したままではおまえはいつまでも半はん端ぱもの。いままでの腑ふ抜ぬけた継承者達たちと同じ末路をたどる。殺戮を楽しむ自分を拒み、操られているからだと他人のせいにし、結局のところ自分の意思を持たない。哀れな傀儡よ。

　強さを求めるなら、受け入れろ。俺おれを、受け入れろ。

　受け入れろ。

　凶暴な思念が押し寄せてくる。心が決けつ壊かいし、いまにもそれが一気に流れ込んできそうになった刹せつ那な──

「なにをしておる？」

「うわっ」

　聞き慣れない声のあまりの近さに、闘真はのけぞった。いつのまにか１メートルも離れていない場所に、ステッキを持った老人が立っていた。扉も開いている。

「あ、あの……」

「なにをしていた？」

「ね、寝ようとしただけです」

　鼻先にステッキを突きつけられた。

「ほう、きさまは寝るとき、正座をして寝るのか？」

「え、は……い」

　今度鼻先に迫ったのは、マジシャンの顔だ。強い眼光が闘とう真まの心の底を射い貫ぬかんと、見つめてくる。

「あの、僕の刀はどこにありますか？」

「不ふ坐ざの小せがれが持っている。興味があるといってな」

「じゃあ、勝かつ司しさんは？　どこですか？」

「知らん」

　とりつく島もない。

　ふと気づいた。いまここにいるのは闘真とマジシャンの二人だけだ。外への扉は半分開いていた。目の前にいるのは貧相な体格の老人で、力があるように思えない。闘真の人格を切り替えた奇妙な力さえ使わせなければ、素手でも勝てるのではないか。老人に暴力をふるうのは気が引けるが、いたしかたない。と心の中で割り切ろうとしたとき、

「命を縮めたいか、小僧？」

　と非友好的な笑みを浮かべたマジシャンがさらに闘真に詰め寄る。廊下から分類不可能な獣けもののうなり声が響ひびいたのは、そのときだ。

　半分開いた扉に目をやり、闘真はそのまま動けなくなった。巨大な黄色い瞳ひとみが、扉の隙すき間まから闘真を見ている。眼めのまわりを覆おおうのは、岩のように硬そうな鱗うろこだ。それ以上の輪郭は解わからない。あまりにも体が大きすぎて、扉の隙間程度では判別がつかない。闘真の知る限り、あんな生物は地球上にいない。唯ゆい一いつ近いのは恐竜だ。生なま臭ぐさい息が額にかかり、心を萎い縮しゆくさせる。

「食い殺されたければ、そこから出るがよい」

　反論の言葉は出ない。凶悪な牙きばが並んでいる顎あごを見て、気持ちごと封じられた。

「小僧、一つ尋たずねることがある」

　次の質問に、わずかな逡しゆん巡じゆんが見えた。

「真まな目め不坐が手て駒ごまにしている、クレールという少女を知っているか？」

「手駒？　クレール？」

　闘真は二つの意味で戸惑った。一つはクレールという名に聞き覚えはないこと。そしてもう一つは真目不坐という名前を発したとき、マジシャンから抑えきれない憎ぞう悪おが、かいま見えたこと。

　──親おや父じを憎んでいる？

「あ、あの僕は……何も」

　闘真の言葉と表情から何も知らないと察したのか、マジシャンはふんと鼻を鳴らし闘真への興味をなくした。しかしすぐに別の感情に塗りかえられる。

　闘真を見るマジシャンの目はなぜか、不坐の名を発したときと同種の憎しみに似た感情を宿していた。そして、そしてなぜだか解らないが、闘真を哀あわれんでいるようにも思えた。

「どうして、そんな哀あわれんだ目で僕を見るんですか？」

　その瞬しゆん間かん、哀れみの感情だけが綺き麗れいに抜け落ちた。残るのは憎しみだけだ。触れてはならないことに触れたと気づいたと同時に、ステッキで頬ほおを強く打たれた。唇くちびるが切れ、口の端から血が流れる。しかし痛みよりもマジシャンの表情が気になった。

　──なんて疲れた顔をしているのだろう。

　マジシャンの貌ぼうを見て、闘とう真まは素直な感想を抱く。

「きさまなど……哀れむものか」

　その言葉は嘘うそのようでもあり本当のようでもある。もし本当だとしたら、哀れみの目は誰だれに向けられたのだろう。

　何かが頭に引っかかった。ずっと引っかかっていた。マジシャンと会うのは、勝かつ司しに案内されたときが初めてだ。それなのに初めてという気がしない。何か共有する感覚のようなものを感じる。

　マジシャンの目を見た。狂気に取りつかれている部分もある。憎しみの感情がマジシャンを動かしているようにも見える。しかし奥底にあるのは、

「まさか……」

　頭の底に浮かんだ突拍子もない考えに、闘真は頭を振る。理性が否定する。しかし感覚はそれが正しいと言う。相反するものが、闘真をよけいに混乱させた。

「あなたは……」

　すべてを口にする前に、マジシャンの顔色が一変した。哀れみの感情は完全に消えた。あるのは狂気、憎しみ、そして殺意だ。

「わしが、なんだ？」

「い、いや何も……」

　マジシャンは濁にごった目を剥むいた。

「……気づいたか？」

「な、なにを？」

「あなどれぬ小僧だ」

　怨おん念ねんと呼ぶにふさわしいほどの殺意が、闘真にからんでくる。それこそが頭の中に浮かんだ仮説を裏付けることになった。

「やっぱり、あなた……」

「死ぬがいい」

　ステッキが床を叩たたいた。

　背後から巨大な質量を感じさせる咆ほう吼こうが響ひびき、生ぬるい呼吸らしきものが首筋にかかる。連想したのは、扉の外にいた獣けもの。いつのまにか背後にいた。牙きばの感触が、首筋に刺さろうとする。

　死の過程を中断させたのは、マジシャンの持つ通信機だ。

「どうした？　そうか。すぐに行こう」

　通信を終えると、マジシャンの表情が一変した。

「勝かつ司しめ、このときにいないとは運がいいな。それとも事前に察して、逃げたか」

　闘とう真まの顔を凝ぎよう視しし、凶暴なそれは狡こう猾かつへと変へん貌ぼうする。

「まだ使えるか」

　その言葉を残し、マジシャンは去った。

　背後から嘘うそのように気配が消えた。おそるおそる振り返っても、見えるのはガラクタと壁ばかりだ。

「ふう」

　命拾いしたことを実感し、体を壁にあずけた。しかし脳裏に浮かぶのはマジシャンの哀あわれみの目だ。

「あの老人は……」

　いまだ信じられない答えを、闘真はどう受け止めていいか解わからなかった。
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　ＬＣ部隊の三機の強きよう襲しゆうヘリがビルに接近する。ローター音はないに等しく黒いボディは闇やみにまぎれている。二機のブラックホークと最新鋭偵察攻こう撃げきヘリＲＡＨ─66コマンチは改良され、奇襲と呼ぶほうがふさわしい性能を付け加えられていた。さらに空を覆おおう厚い雲のため、星も月の明かりもない。闇の世界が奇襲を支援する。

　しかしビルの屋上には、すでに四つの人影があった。

「思ったよりも、ここを突き止めるのは早かったか」

　先に口を開いたのは元ミネルヴァのリーダー格、マジシャンだ。口調からいらだちが覗のぞいているが、老人はそれを隠そうともしない。闇に溶けたヘリの行方ゆくえを、視線は正しく追っていた。

　後ろにいる三人を見る。

　ビッグフット、スピード、パペット。共通点皆かい無むにもかかわらず三つ子である彼らは、じっとマジシャンの言葉を待つ。

　マジシャンは一言命じた。

「おまえ達たち、三兄弟の実力を見せてやれ」

　三人は無言のまま、屋上から去っていく。ミネルヴァにあってさえ異物である彼らは、より強大な力を求め、必要とされれば戦せん闘とうにためらいなく参加する。それが彼らのアイデンティティだ。ゲノム・リモデル技術により体をいじられた、哀れな犠ぎ牲せい者しやでもある。

「ふむ」

　マジシャンは思案顔になる。数日前までは力量に不安を抱いてなかったが、地下空洞で会った峰みね島しま由ゆ宇うのこともある。ＬＣ部隊相手に不覚を取らないとは言い切れない。

「あやつらだけで大だい丈じよう夫ぶかとは思うが……」

　マジシャンは人気のないいくつかの廊下と階段を通り、とある一室の前にきた。扉を開けると、部屋の中央には巨大な水すい槽そうがある。

「念には念を入れておくか」

　水槽を満たした培養液に浮いている変異体を見て、マジシャンは冷れい徹てつそのものの笑みをこぼした。そして、ＬＣ部隊だけではなく味方さえも無差別に攻こう撃げきしかねない生物を、ためらうことなく解放した。







　水槽が開くと、変異体の体は培養液ごと外に流れ出た。床の上を転がり、壁にぶつかって停止する。

　変異体は建物の中を見渡し、戸惑うように喉のどの奥を鳴らした。なぜ突然、自由になったのか変異体には理解できない。

　死にかけていた体は、なんとか回復していた。しかしまだ足りない。死こそ遠ざかったものの、血肉は補充しなければならない。

　変異体は餌えさを求め部屋の外に出ると、ビルの中を徘はい徊かいし始めた。

　マジシャンは気づいていない。ＬＣ部隊が現れる前、小さな侵入者の来訪を許してしまったことを。

　建築中のコンクリートがむき出しのビルの中を、コツコツと小さな足音がする。そのような場所を一人で歩くには、あまりにも場違いな人物だ。

　歳としの頃ころ十二，三の少女は、長刀を片手に廊下を歩く。手には一枚の写真。

「……坂さか上がみ闘とう真ま」

　写真をしまうとクレールは、ターゲットを探し夜のビルを一人歩く。
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「全員、配置につけ」

　蓮れん杖じようの号令の下、ＬＣ部隊は予定通りに散開し、建築中のビルを取り囲んだ。その数は四十人を超える。七つある出入り口のすべては包囲し、上空にはアドバンスＬＣ部隊の越こし塚づかが操縦するＲＡＨ─66コマンチが待機している。本来二人乗りの複座であるヘリは、越塚用に単座に改造されていた。

　ビルの形状には特徴があった。下半分は普通のビルだが、上半分は二つのタワーに分かれている。東京都庁のビルの形状に似ていた。タワー間は、二本の通路で橋渡しされている。

　夜の静寂しじまでは静音設計のヘリのローター音も大きく響ひびく。対し周辺は息を潜ひそめているように静かだ。《希望》都市の外れ、新たな開発地区のためほとんどが工事中の建物か、あるいは着手していないのが現状だ。ゴールデンウィークのさなか、夜ともなれば人影はまずなくなる。

　指揮権を持つ蓮れん杖じようは時計を確認する。あと五分で作戦開始だ。元ミネルヴァのメンバーはすでにＬＣ部隊の包囲に気づいているだろう。しかし内部に動きはない。事前に逃げたという報告もなく、彼らが中にいるのは明白だ。

　残り二分。

　蓮杖は最終チェックを各部隊にやらせると、あとは時間が過ぎ去るのを息を潜めて待った。

「この時間の緊きん張ちよう感かんが一番好き」

　あきらは乾いた唇くちびるをなめると、猫科の動物のように目を大きく開いた。

「突入！」

　号令と同時に、全員が動いた。先陣を切るのはアドバンスＬＣ部隊のメンバー、蓮杖とあきら、そして萌もえである。蓮杖の頭には、変わった形のゴーグルが装備されている。

　一番大きな正面ゲートからＬＣ部隊は雪崩なだれのように、突入した。
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　その様子を高台から見ている人影がある。双眼鏡でＬＣ部隊の様子を一部始終探っているのは、単車にまたがった少女だ。ヘルメットを脱ぐと、長い髪が背中に広がった。

　ＬＣ部隊がビルの中に消えた。それを見送った由ゆ宇うは、感心するというめったにない感情を表に出した。

「あれはコーザリティゴーグルか？　使いこなせるとしたら、思ったよりも侮あなどれないな」

　由宇は双眼鏡をおろすと、ツインタワービルを見る。あそこにはミネルヴァが潜せん伏ぷくしている。そしておそらくは、闘とう真まも。

　──あなたが直接行くことには賛成しかねます。あなたはＡＤＥＭに追われている。その自覚はありますの？　それに……。

　ビルに向かうと言った由宇に、麻ま耶やがまっさきに返した言葉だ。もっともな言い分だろう。しかし由宇は自分でもよく解わからない理由をこねて、いまここにいる。さらにその後、それに、と言いかけた麻耶は、結局そのまま何も反論を口にせず、どういう理由かあっさり折れたということもある。

　思いつめたような顔で、自分に銃を渡すときの麻耶の表情を、どこかで見たことがあると思った。

　ほんの数秒考え、そして記き憶おくの中から思い当たるものを見つけ出した由ゆ宇うは、不思議な、やりきれないような気持ちで、胸の奥が痛くなる。

　似ているのは小さ夜よ子こだ。ＮＣＴの惨さん事じのとき。ほんの数日前。怖おそれずに由宇に近づいてＬＡＦＩサードを渡した小夜子。吐と瀉しや物ぶつと失禁で汚れたシートを、由宇のためにためらわずに自分の服でふいてくれ、その見えない目で必死に何かをうったえてきた。

　──絶対に、無む茶ちやはしないでくださいね。お願いです。

　自分はあのとき、小夜子に何を言いかけたのか。

　小夜子の顔が麻ま耶やに重なる。そして麻耶の心配そうに揺れ動く大きな瞳ひとみが、よく似た面おも影かげを持つ一人の少年に重なったとき、由宇は、

「……ああ」

　と深く嘆息した。

　過去二回、闘とう真まは遺産がらみの事件に積極的に関かかわってきた。そのときの心境がどういうものなのか、由宇は推測しかできない。

　ただ自分がいまやろうとしていることは、そのときの闘真と似ているような気がした。自分と同じ気持ちを闘真も抱いていたのだろうか。もう自分に関わるなと言われた闘真は、それをどんな気持ちで受け止めたのか。

　空を見る。月も星も見えない。厚い雲が空を覆おおっている。それでも、ある種の感動と安らぎを由宇にあたえてくれた。

　揺さぶられた心が落ち着くまで、少しだけ景色を見ることを、由宇は己に許す。

　──無茶はするな。

　この言葉を、この一ヶ月の間に自分は何度言っただろうか、何度言われただろうか。

　空を見上げていた由宇の唇くちびるが、ふっと持ち上がった。

「いくか」

　ＬＣ部隊が突入してジャスト一分、単車のエンジン音が跳ね上がる。由宇は単車ごと、ツインタワーに乗り込んだ。
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「なにがどうなってこうなってるんだか解わからないけど」

　ツインタワービル近く、同じように建設中のビルのてっぺんのクレーンの横で、萩はぎ原わらの心臓はバクバク音をたて、いまにも破裂しそうであった。

「ったくなんでこんなときに使えないんだよ。っんとに、役にたたねえ、このＰランク」

　亜あ麻ま色いろの髪の少女を見つけてすぐに、八や代しろに報告しようとスイッチを入れたら、スクランブルコードが変わっていた。何かの作戦に入ったからか、とにかく解わからないままここまで来たら、ＡＤＥＭのロゴが入った三機のヘリコプターが頭上をかすめていった。ブラックホークが二機、さらに、

　──な、なんであんなのまでいるわけ？　いつの間に配備されたの？

　ＲＡＨ─66コマンチが一機。

　自分には知らされていない、ＡＤＥＭの極秘作戦であろうことは予想できた。

　危険信号が限界にまで高まる。

　──ひ、引き返したほうがいい……よな。

　とそのとき、いきなり謎なぞの美少女がバイクに乗って現れた。

　夜、遠目、後ろ姿と悪条件がそろっても、萩はぎ原わらは、今日一日追っていた少女だと、一目で見抜いた。中年オヤジや野郎ならともかく、あれだけの美少女。見間違えるなどあり得ない。その点において、萩原は己の目に絶対の自信を持っている。

　だが意味が解らない。亜あ麻ま色いろの髪の少女も、この黒髪の少女も、あんなにかわいい美少女が、なぜそろいもそろってこんなヤバそうな、完全包囲されたビルに単独でつっこんでいくのか。あまりにも現実離れした光景に、萩原は自分の正気を疑いかける。

　少女はなぜか一分ほど、ビルの前でためらっていた。

　迷いか恐れか心の準備か作戦か。萩原には解らない。ただ、その時間のおかげで、萩原は障害物をいくつか飛び越え、少女の顔を正面からフレームにとらえることができた。

　──何するつもり？　あの娘何モノ？　まさかこれからつっこんでいくとか？　まさか、まさかね。

「って、うわあ、行っちゃったよ！」

　思わず叫びながら、シャッターを押すことだけは忘れない。

「もしかしてビンゴ？」

　由ゆ宇うの写真がちゃんと撮れていることを確認すると、萩原は今度こそ撤てつ退たいを決めた。
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　ＬＣ部隊の先頭を行くのはアドバンスＬＣ部隊の三人である。

「コーザリティゴーグルの出番がきたね」

　トラップをチェックし、最初に部屋を見渡すのは蓮れん杖じようである。その間もゴーグルをはずすことはない。ゴーグルの側面にならぶ小さなスイッチを押ししばらくして、

「クリア」

　蓮杖の言葉のもと、少人数を残し次々と奥へ入っていく。およそ隠れる場所はいくらでもあるのだが、チェックすることなく彼らは進む。それを疑問に思う人間もいない。

　何事もなく十階まで到着した。ここで初めて彼らの足が止まる。

「およそ二十七秒前、推定身長２５０センチ前後の男が、奥の扉に入った」

　部屋の中は空だ。床に足跡はあるが、どれが最新のものか一見したところで解わかるものではない。しかし蓮れん杖じようの言葉は断定として述べられる。

「了解」

　あきらと萌もえが、奥の扉の壁にはりついた。

　ノブを回そうと萌が手を伸ばした。まるで爆破されたように扉が吹き飛んだのはその瞬しゆん間かんだ。

　中から現れたのは身長２メートルを超える巨漢の男、ビッグフットである。

「さすが、蓮杖さん。ドンピシャ」

　ビッグフットの丸太と見まがう腕の一いち撃げきをバックステップで回かい避ひし、あきらは感心したように口笛を吹く。

　コーザリティゴーグル。蓮杖のみが使える遺産技術である。

　滴しずくの落ちた水面を見て、人は何を思うか。水がどこからか垂れてきたと推測する。少し上に目をやり、そこに水源があれば、そこから垂れてきたのだろうと、過去を推測できる。

　因果律の名を冠するゴーグルの機能の一つである過去視は、過去の推測を広げたものである。空気や熱の流動など様々な要因を計測し、短い過去ならばそこに何が起こったのか推測する機能が備わっている。いわば峰みね島しま由ゆ宇うの分析能力を技術化したものと言える。

　しかしそれほどの機能を持ちながら、コーザリティゴーグルは遺産としてランク付けされていない。ロストランク、いわば不良品扱いである。

　理由は二つ。一つは使用状況が限られる。計測し分析するにしても、外的要因が大きければ計測不可能となる。密閉された空間でなければ使い物にならない。

　二つ目の理由はコーザリティゴーグルの致命的な欠けつ陥かんを露ろ呈ていする。計測できる事象から推測される過去の姿が、あまりにも幅広いのである。過去に遡さかのぼれば遡るほど、候補となる過去は増えていく。つまるところ計測できないに等しい。しかしその欠点を蓮杖は経験則で補い、使いこなしている。

　もう一つの機能、未来視にいたってはまったくの役立たずだ。膨ぼう大だいな計算から、一秒先を計測するのに十秒近い時間を費やす。未来を算出した頃ころには、もうそれは十秒過去のこととなっている。

「ふんっ！」

　萌の渾こん身しんの一撃が、ビッグフットの頭部に決まった。コンクリートをたやすく粉砕する一撃は、ビッグフットをわずかによろめかせるだけにとどまる。あきらがウィンディーネの水で巨漢を搦からめ捕ったが、数秒で破られる。

「砲撃隊、準備」

　あきらと萌がビッグフットを足止めしている間、四人のＬＣ部隊が前に出る。バレットＭ82Ａ、呆あきれるばかりに大きい大砲のようなライフルが四丁、ビッグフットに狙ねらいを定めた。装甲車をも貫く凶悪な銃である。

「撃うてっ！」

　ほぼ同時に鳴った四つの銃声は轟ごう音おん。装甲車をも貫く徹てつ甲こう弾だんは見事にビッグフットの鎧よろいのような装甲に命中した。しかし遺産技術であるト02型合金を貫くには至らない。かわりにビッグフットの体が大きくよろけた。

「撃てっ！」

　追つい撃げきの銃声に、しかし今度はビッグフットは揺るがない。腕を取ろうとした萌もえの手は、まるで濡れた石けんをつかむかのように滑すべり、逆にビッグフットの一撃を食らってしまった。

　ビッグフットの鎧のもう一つの機能、フリクション・キャンセルの効果だ。摩ま擦さつ係数を限りなくゼロに近づけるその機能は、あらゆる衝しよう撃げきをナチュラルに軽減あるいは回かい避ひする。

　萌はビッグフットの攻撃を受け止めようとするが、壁に叩たたきつけられた。壁に萌の体がめり込む。さらに無む慈じ悲ひな連撃が萌を襲おそう。体重を乗せた左右のパンチが、装甲の上からおかまいなしに叩きつける。原始的だがその威力は絶大だ。戦車砲さえはじき返す萌の装甲が、徐々に変形していった。

　援護のバレットＭ82Ａの一斉砲撃も効かない。萌は腕で体をなんとか守っていたが、それも崩れるのは時間の問題に見えた。
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「なんの音？」

　闘とう真まが扉に近づくと、どこからか爆音が聞こえる。断続的、あるいは連続的に銃声が鳴っていた。

「何が起こってるんだ？」

　あきらかに戦せん闘とうの銃撃音だ。何と何が闘たたかっているのか。もしかしたらＬＣ部隊か警察か、ミネルヴァのメンバーと闘っているのかもしれない。

　ノブを回そうとしても、ピクリとも動かなかった。

「くそっ」

　体を何度か扉にぶつける。もう幾度となく繰り返したこと。そのたびに絶望的なほど頑丈そうな音が、跳ね返ってくる。

「おーい！」

　声を張り上げる。誰だれかいるかもしれないのだ。

　扉の覗のぞき穴から見える狭い景色に目をこらす。何か見えないかと期待した。そして闘真の期待に応こたえるかのように、足音が近づいてきた。

「誰だれか……」

　覗のぞき穴に、足音の持ち主が映ったとき、闘とう真まの言葉は消えた。音を漏もらさないよう口を押さえ、部屋の隅に逃げる。

　──な、なんであいつがいるんだ。

　覗き穴の向こうには、ズルズルと歪いびつな体を引きずるように歩く、変異体の姿があった。
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　由ゆ宇うの単車が階段を駆け上る。モトクロス用のバイクはそのような芸当を可能にする。それを差し引いても、由宇の操るバイクは速い。ときに手すりを利用し、ときに未完成な鉄筋の細い場所を走る。その運転さばきは、堂に入っている。

　しかし由宇がバイクに初めて乗ったのは、つい先日のダッジ・トマホークと知ったら、バイク乗りはどう思うだろうか。しかもダッジ・トマホークはモトクロスバイクとはある意味対極の位置にある。速度のみを追い求めたマシンでは、オフロードバイクを操る参考にはほとんどならない。

　由宇は十年慣れ親しんで乗っているかのように、バイクで階段を上っていく。

『器用ですのね』

　由宇がしているイヤホンから麻ま耶やの声がする。由宇のつけている発信器の動きから、バイクで階段を上っていると判断しての発言だ。

『ただ単に、上の階に上り続けているようですけど、何か作戦があって？』

「マジシャンは自分の力に自信を持っている。土足で踏み荒らされれば、向こうから出てくるだろう」

『闘真はあと回しですか？』

「意識があるなら、あの男のことだ。下の音を聞きつけて、考えなしに騒さわいでいる。その音を聞き逃さなければいい。それに……」

『操られている可能性も、考えないといけませんのね』

　由宇は無言のまま上を目指す。
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　ビッグフットの猛もう撃げきは止まらない。

「フリクション・キャンセルか」

　しかし蓮れん杖じように慌てる様子はなかった。

　蓮杖の指示の下、撃うったのはただのペイント弾に見えた。しかしビッグフットは体に付着した塗装を見て、戸惑う。フリクション・キャンセルが効いているなら、塗装がつくことはない。

「よし。無効化に成功」

　ビッグフットの装甲に付着したのは、ミネルヴァの情報を元に、ＮＣＴが用意した特殊ペイント弾である。由ゆ宇うが数週間前に提供した摩ま擦さつ係数を下げるコーティング剤を応用し、急きょ数発が作られた。数に限りはあったが、それは一発もはずすことなく全弾命中した。

「この部屋から退去しろ」

　次の指示がビッグフットをさらに戸惑わせる。萌もえを残し、ＬＣ部隊全員が部屋からいなくなってしまう。

　いぶかしむビッグフットの耳にヘリのローター音が届いた。越こし塚づかが操る攻こう撃げきヘリが窓の外でホバリングし、パイロットの視界に連動した三銃身20㎜機関砲を向けている。

　機関砲が火を噴いた。一発一発がバレットＭ82Ａの破は壊かい力りよくを凌りよう駕がする。それが雨のように襲おそいかかってきた。

　ビッグフットは突然の激しい銃弾にひるむ。まさか味方ごと撃うつとは予想していなかった。フリクション・キャンセルが無効化され、衝しよう撃げきをまともに受ける。いかに頑丈な装甲といえども、ビッグフットの行動は阻はばまれる。ひるむ間に萌は立ち上がっていた。彼は銃弾の雨をものともしなかった。

「痛かったよ」

　踏み込みは一歩。まるで地じ響ひびきすら錯さつ覚かくさせる凄すさまじい音のあとに、綺き麗れいな腰の回転としなるような腕の振りが加わった。ボクシングの教本に載っていそうな、鮮やかなパンチだ。

　それがビッグフットの腹に決まった。装甲と一いつ緒しよにビッグフットの体がくの字に曲がり、萌のちょうどいい高さに頭が落ちる。

「ふんっ！」

　横よこ殴なぐりのフックも鮮やかであった。ビッグフットの鎧よろいのような頭の装甲が外れた。

「あっ……」

　むき出しになったビッグフットの頭は、どのような顔か確認するまもなくＲＡＨ─66コマンチの機関砲の砲火を浴び、砕け散った。
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　静かになった。

　闘とう真まはおそるおそる覗のぞき穴から外を見る。いない。異形の姿はどこにもない。それでも二分ほど、凝ぎよう視しし異変がないか見た。そして何事もなかった。

「……行っちゃった？」

　それでもさらに何分か、闘真は待った。息を殺し物音一つ立てなかった。状況に変化はない。どこにも動くものはない。

「はあ……」

　緊きん張ちようを解き、背中を扉に預け、その場に座り込んだ。そしてなぜあの化け物がここにいるか考える。

「見当もつかないな」

　唯ゆい一いつ考えつくのは、あの化け物は勝かつ司しやマジシャンの仲間だということだ。

「でも、違う気がする」

　何かが釈然としない。それは化け物のあり方が人とまるでかけ離れているためか。

　唐突に扉が激しく叩たたかれた。

「うわっ」

　飛ぶように扉から離れる。

　気づかれた。あの化け物は頑丈な扉を開けることができるだろうか。

「誰だれかいるのか？」

　扉の覗のぞき穴から何かが覗いた。人の目だ。

「大だい丈じよう夫ぶか？　怪け我がはないか？」

　男の声が闘とう真まに呼びかけてくる。

「あの、あなたは？」

「自分はＬＣ部隊の者だ。坂さか上がみ闘真君か？」

「は、はい」

「いますぐに救出する。扉を破は壊かいするから離れていてくれ。おい、爆破の用意だ」

　最後の言葉は背後のもう一人の隊員に向けられたものだ。

「それと坂上闘真君を発見したことを伝えろ。ただちに救出作業にはいると」

「ＬＣ部隊がこのビルに？」

「ああ、もう安心していい。さあ危ないから下がって」

　ＬＣ部隊の男達たちは手早く鍵かぎの爆破準備を進める。一分も待たず、鍵が爆破された。爆破のショックで、扉が半開きになる。

「あ、ありがとうございます」

　扉を開けて外に出ると、闘真の顔は喜びのまま凍った。

　床は血の海になっていた。血の海にばらばらになって沈んでいるのはＬＣ部隊の隊員の体だ。

「しゃあああぁぁぁぁあああ」

　その体の一部をおぞましい咀そ嚼しやく音おんを立てて食べている変異体が、目の前にいた。

「あ、あ、うあああぁぁっ」

　驚おどろきは叫びとなり、ツインタワー内に響ひびいた。
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　由ゆ宇うの耳に叫び声が聞こえたのは、十五階まで上ったときだ。

「闘とう真まか」

　悲鳴は外から聞こえてくる。窓から外を見ると、ツインタワーのもう一つのタワーが見えた。

「くそっ、あっちのほうか」

　視界を下にやると、二つの塔を繋つなぐ連絡通路を見る。由宇のいる階より四つ下だ。

　アクセルをふかし、無む謀ぼうとも言える速度で由宇は階段を下りる。しかしパンッという破裂音とともに由宇はバイクごと倒れた。とっさに受け身を取り、体のダメージを最小限に食い止める。

『どうしました？』

　麻ま耶やの慌てた声が、イヤホンから聞こえてくる。

「パンクだ。ここは工事中の建物、タイヤをパンクさせるものはいくらでも転がっている。私の判断ミスだ」

『……』

　なぜ判断ミスをしたのか、麻耶は追求しない。奇妙な沈ちん黙もくだけが返ってくる。

　由宇はバイクを見限ると、自分の足で駆け下りた。
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　闘真との出会いは、変異体にとっても意外だったのだろうか。

　威い嚇かくするように一度吠ほえたが、それ以上襲おそってくる様子はない。それどころか警戒するように何歩か下がると、闘真の出方を見ている。

「そうか……」

　変異体は過去に二度、闘真に敗れている。それで警戒しているのだろう。

　闘真はあまり刺激しないように位置をゆっくりと変えた。床には目を向けないようにする。切断された体からはみ出る内臓が生々しい。靴越しに伝わる床の血のぬめりが、背筋の毛を逆立たせた。

　変異体は闘真の動きを首を動かすだけで追う。動く様子はない。

　──逃げられるか。

　扉を抜け、変異体とは反対側の廊下に体をゆるゆると動かした。

　トンッと音もなく変形した変異体の指先が、床に浅く突き刺さる。変化は瞬しゆん時じ、その姿は長刀そのものだ。さらにもう一つの手も変形する。手に持っていた肉片を切り裂き、長刀と化す。

「に、二刀流だね」

　由ゆ宇うが聞けば、この少年が根本的な部分では図太いと気づくだろう。この状況でそのようなコメントを言えるのは、闘とう真まくらいだ。

　変化は両手だけに止とどまらない。足がいびつに伸びていく。手と違いその変化は緩ゆるやかだ。

　闘真は本能的に逃げる唯ゆい一いつのチャンスをかぎ取ると、ダッシュした。そして血に足を取られ、見事に床を二回転する。それでもなんとか姿勢を立て直し、立ち上がる。振り向いてはいけないと思いつつ、後ろを見てしまった。

　足の変形は終わっていた。ダチョウのように発達させた足は逆関節に折れ曲がり、大地を力強く蹴けり、猛然と追いかけてきた。
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　闘真の叫び声は蓮れん杖じよう達たちの耳にも届いていた。しかし彼らはいま前に歩を進めることはできなかった。

　先行した部隊と分断させるように、Ｓの名を冠するスピードが彼らの前に立ちはだかった。

　廊下にはもう何人もの人間が倒れている。それらすべてスピード一人の仕し業わざだ。

「予想外の伏兵だな」

　蓮杖はうめく。

「なんなのよ、あれ？　峰みね島しま由宇より速いよ。地下で見せたていたらくはなんだったの？」

　あきらは距離を取り、蓮杖に聞く。あのときと違うのは一点、上半身が裸ということくらいだ。服の下から現れた体が異質なのは、肌の色だけでなかった。左の胸には脈打つ巨大なこぶがある。

「……気持ち悪い」

　萌もえの感想は素直だ。

　廊下のあちこちには血に濡ぬれた足跡がある。それは床だけでなく、壁や天てん井じようにもおよぶ。狭い通路を跳ね、重力がないかのように縦横無尽に移動し、弾丸をかわし、二本のナイフをふるう。床に沈む犠ぎ牲せい者しやが増えていく。

　蓮杖達は、スフィアラボで彼女が見せた戦い方に似ていると思った。しかしそれよりすばやく、目にもとまらない速さで繰り出されるナイフは、由宇以上にやっかいだ。

「あのこぶは肋ろつ骨こつを割ってむき出た巨大な心臓か……」

　ゴーグルの計測結果を蓮杖は口にした。

「体が青いのは静脈だ。血管の密度が通常の数倍高いのだろう。そしてその血管に血をめぐらすのが、あの胸におさまりきらない心臓だ」

　ゲノム・リモデル技術はここまで人を変えるのか、と蓮杖は唸うなった。あきらが決意の表情で前に出る。

「みんなを下げて」

「どうするつもりだ？」

「大だい丈じよう夫ぶ。対峰みね島しま由ゆ宇う用に考えていた必殺技があるから」

「解わかった。やつの足止めは頼たのむ。俺おれは第一、第二部隊を連れて、Ｆルートを行く」

　蓮れん杖じよう達たちが別の通路に進もうとするのを、スピードが阻はばもうとする。さらにそれを阻んだのはあきらだ。廊下の中央でたたずみ、スピードに対たい峙じする。

「さあ、あたしと遊ぼうか、色男さん？」

　遺産ウィンディーネが操る水のうねりを従え、あきらは不敵に笑った。
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「前もこんなこと……してた気が……する」

　リニアエクスプレスコントロール施設と違うのは、走る衝しよう撃げきに怪け我がの痛みがぶり返すこと。そして鳴なる神かみの尊みことを持っていないことだ。

「はあ、はあ……」

　化け物の動きも違う。以前はジェット噴射でミサイルのようにとんできた。しかしいまはダチョウのように発達させた足で、走って追ってくる。両手の光沢は切れ味のいい刃物だ。あの姿には見覚えがある。地下空洞のぼんやりとした記き憶おくの中に、似た姿があった。しかし輝きが違う。鋭さが違う。以前の刃物はフェイクのような嘘うそくささがあった。いま追ってくるあれは、名刀の輝きだ。

　進化、あるいは変化している。二度闘とう真まに敗れ、いま三度目の勝負を挑んでくる。徐々に体の構造が、対剣術向きのものに、あるいは対闘真として発達している。

　化け物は一定の距離を保つ。

「もしかして……疲れるのを待ってるの？」

　もしそうだとしたら、狡こう猾かつな狩人だ。真綿で首をじわりと絞めてくるような感覚。しかし対抗手段のない闘真にとって、それはありがたいことだったのかもしれない。それがたとえ死期を先延ばしするだけの、無む駄だな抵抗であったとしてもだ。

　化け物との距離が開いた。少しだけ気がゆるみ、足が緩ゆるやかに止まろうとする。その瞬しゆん間かん、床を蹴ける音が連続的に鳴り響ひびき、一気に近づいた。

　転がって逃げる。しかし化け物の剣の間合いから、完全に逃れることはできなかった。太ももを浅く裂き、闘真を追い越し、通路の十数メートル先で止まった。すぐさまきびすを返し、闘真へ近づいてくる。緩やかな足取りで、肉体的にも精神的にも追いつめるように。

「くっ」

　闘とう真まは来た道を引き返すように逃げる。一歩走るたびに、太ももから血が噴き出て、体力と命を削っていく。




　　　　　　　　25




「あの馬ば鹿かが！」

　悪態をつき由ゆ宇うは走る。小さな体が、無む駄だな動きをすべて排除して、まっすぐに空気を突き破っていく。

　階段を飛ぶように下りる。否いな、事実跳んでいる。数十段の段差を躊ちゆう躇ちよせず滑降するかのように跳ちよう躍やくし、着地と同時に反動を方向転換と次なるジャンプに変換し、次の階段の下を目指す。

「あと一つ」

　ようやく闘真のいるタワーへ続くフロアへ到着した。ここから渡り廊下で、行けるはずだ。

　渡り廊下を中ほどまで走り、そこで足が止まった。柳りゆう眉びがキリッと逆立ち、奥の闇やみを睨にらみつける。右足を半歩退ひき半身に構えたそれは、戦せん闘とう体勢だ。

「ふむ。よく気づいたな」

　奥の闇から姿を現したのは、マジシャンだ。

「峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの娘、いやはや血は争えぬか。手て強ごわそうだ」

　由宇の意識がわずか、戦闘から離れる。

「勇次郎を知っているのか？」

「はんっ、知らいでか。真まな目め不ふ坐ざを葬ほうむった次は、あの男よ」

「……恨みか？」

　マジシャンは答えない。代わりに値踏みするように由宇を見た。

「峰島由宇と言ったな」

　今度は由宇が無言だった。

「おまえは本当に、《希望》の地下の球体の取り出し方法を知らないのか？」

「知らない」

　簡潔な返答は疑う余地をあたえなかった。いともたやすくマジシャンは由宇の言葉に納なつ得とくする。

「そうか。ならば生かしておく価値はない。いや、生かしておいては、強敵として立ちはだかるか」

　マジシャンのステッキが、床を叩たたいた。

　背後の暗闇に、黄色い光が二つ生まれる。

「ここで死んでもらおう」

　幻影のドラゴンを従え、マジシャンは宣戦布告をした。
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　どれほど走ったか。

　意識が朦もう朧ろうとする。血を流しすぎた。体中の痛みも鈍くなっている。体の感覚が鈍くなっている。

「まずいよ……」

　揺れる視界の中、闘とう真まは必死に走った。少しでも休憩しようとすると、どんなに距離が開いていても、一気に詰めて攻こう撃げきをしかけてくる。走り続けるしかないのだ。

　体力は、もう限界に近い。

　それでも走る。先の見えない闇やみの中、狭い視界の中を走る。行き先に現れた影に、心臓が跳ね上がる。いつのまにか先回りされたのか。

　しかし違った。化け物にしては影は小さすぎた。闘真は用心深く距離を詰めていく。小さな影は立ち止まったままだ。

　やがて人影が明確な輪郭を伴い、さらにある程度の色彩や顔立ちが解わかるようになる距離まで近づくと、あまりにも場違いな姿があったため、闘真は危険も忘れて立ち止まってしまった。

「き、君は……」

　見覚えのある幼い少女だ。容姿に特徴があった。白いワンピースに亜あ麻ま色いろの長い髪。手には１メートルほどの細長い包みを大事そうに抱えている。

「な、なんで君がここにいるの？　どこから迷い込んだの？」

　後ろを振り向く。化け物の姿が少しずつ迫ってきている。幸いいまは一気に間合いを詰めて攻撃をしかける様子はない。

「いや、事情はあとで聞こう。いまは逃げるんだ。さあ、早く」

　手を取って走ろうとするのを少女──クレールは拒んだ。

「どうしたの？　僕のこと覚えてない？　あ、そういえば人の顔覚えられないんだっけ」

　クレールは闘真の顔をまじまじと見る。それを闘真は以前の記き憶おくを掘り返そうとしているのだと勘かん違ちがいした。

　クレールはポケットに手を入れると一枚の写真を出す。闘真と見比べることほんの一秒。

「坂さか上がみ闘真」

「名前を覚えてくれたのはうれしいけど、早く行かないと」

　再度取った手は、乱暴に振り払われた。

「……どうして？」

「写真照合一致。抹まつ殺さつ対象、一。これより任務を開始します」

　紫の布が取り払われ、中から現れた刀の鞘さやを、クレールはなめらかに抜いた。その切っ先はためらうことなく、闘とう真まを向く。

「抹まつ殺さつ」

　感情のない声で、少女は静かに告げた。
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　ドラゴンを目まの当たりにして、しかし由ゆ宇うの表情に変化はない。柳りゆう眉びは逆立ったまま、双そう眸ぼうはまっすぐにマジシャンを見ている。ドラゴンの存在などまるで気にとめている様子はなかった。

「強がっていられるのも、どこまでかの？」

　マジシャンがステッキの先で由宇を指すと、背後のドラゴンは地じ響ひびきを立てながら、狭い通路をゆっくりと歩く。地響きも、ふいごのような呼吸も、生なま臭ぐさい臭においも、すべては幻影にすぎない。しかし何人の人間が目の前のそれを幻影と断じて平静でいられるだろう。

　現実以上のリアルさをもって、ドラゴンは由宇の目の前まで歩んできた。視界のほとんどはさえぎられ、マジシャンの体はドラゴンの裏に隠されている。

「これは幻影だ。私に害を及ぼすものではない」

「ほっ、さすがにカラクリは見抜くか。しかし愚かなり、峰みね島しまの娘よ」

　マジシャンは鼻で笑い、同時に失望した。

「きさまが《希望》の地下で怪け我がを負ったのを忘れたか？　たとえ幻影でも、心に根ざせば死に至る。心が体にあたえる影えい響きようを、知らぬわけでもなかろうに」

「私には効かない」

　由宇の態度も意見も変わりない。

「ふははは。己に言い聞かせて幻影を打ち破れると思うか？　浅知恵に過ぎぬ」

　ドラゴンは吠ほえた。

　由宇は思わず耳を押さえ、声に押されるように二，三歩後ろに下がってしまう。

「見たか聞いたか、我わが幻影の生み出す威力を。しかときさまにも効いているぞ！」

　大きく開いたドラゴンの口が、由宇を咬かみ殺そうと迫った。
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　背後に体を投げ出すことによって、闘真はクレールの刃から逃れた。手加減のない一いち撃げきは、小さな体から繰り出されるにはあまりに鋭く、肉も骨も両断する威力を秘めている。

「な……」

　しかし驚おどろく暇ひまは闘真にあたえられていない。少年が跳んだ先には、化け物の姿が待ちかまえていた。長剣をつけた右手が大きく円を描く。切っ先は苦もなく壁や床を切り裂くと一いつ緒しよに闘とう真まも切断しようとする。

　それを転がって避さけた。文字通り紙一重の距離を剣が過ぎ去り、同時にまっすぐに打ち込んでくる刀の切っ先をよけなければならなかった。クレールの一いち撃げきである。逃げることに関して闘真の体はよく動く。闘真は体をのけぞらせ、あわやという一撃を皮一枚の犠ぎ牲せいにとどめ回かい避ひした。

　キンッと火花が散ったのは、のけぞった闘真の鼻先だった。クレールの刀と変異体の剣がぶつかった。それは故意か偶然か。両者の沈ちん黙もくは一いつ瞬しゆん。次に繰り出された両者の斬ざん撃げきの応おう酬しゆうは、闘真を唖あ然ぜんとさせた。

　変異体の二剣に対し、クレールは一刀。三つの刃が凄すさまじい速度で宙でぶつかり合う。ぶつかり合うたびに火花が散る。その火花が散る前にもう一つ火花が生まれる。描かれる剣と刀の軌道は、目に映るだけで十を超える。

[image: ]

　闘真の驚おどろきは二つあった。

　一つは当然のことながら刀を使うクレールである。幼い子供が自分の命を狙ねらい、いま化け物と互角の戦いを繰り広げる。

　そしてもう一つは化け物、変異体にである。剣さばきが様になっている。地下空洞で見せた刃物の使い方は、素人しろうとのそれと変わりない。しかしいま目の前の剣の軌道は、理にかない、堂に入っていた。一いち撃げき一撃は重く、そして速い。

　鳴なる神かみの尊みことを抜いた人格で負けるとは思わないが、簡単に勝たせてくれる相手でもなかった。

　そのような化け物を相手にしてなお、クレールは互角の戦いを繰り広げていた。己の非力を、巧みに剣を受け流すことによってカバーしている。あらゆる手段を駆く使しし、体格の圧倒的不利をカバーしていた。

　否いな、わずかにクレールが押していた。







　均きん衡こうは意外な形で壊こわれた。

「あっ……」

　クレールの無表情な顔がわずかに崩れる。

「時間切れです」

　後ろに飛び退のくと、それだけを口にする。

　クレールはつねに退路を意識した戦い方をする。しかしこのときばかりは、変異体の存在は計算外だった。退路がない。

　しかたなく彼女は、変異体に刀を向ける。

　再び繰り広げられる斬ざん撃げきの応おう酬しゆう。しかしクレールに先ほどの鋭さはない。ひたいには玉のような汗が浮いていた。







　いまが絶好の逃げる機会なのは解わかっていた。変異体は闘とう真まを殺そうとする。少女もなぜか自分の命を狙ねらっているらしい。味方ではない。その両者がお互いに足止めをしている間、逃げるべきだとは解っていた。

　しかし闘真は動けない。

　──子供を置いていけないよ。

　他人が聞いたらその甘さに罵ば声せいを浴びせるだろう。少女は明確な殺意を自分に向けたのだ。しかし見捨てて逃げることは闘真にはできなかった。

　クレールがすばやく打ち込む。それを変異体の剣が受け止める。刃の性能差から欠けるのは変異体の剣である。切断まではいかないが。深く欠ける。普通の刀ならば、いずれ折れる。しかし変異体のそれは、打ち合ううちに修復していった。一度で折らない限り、変異体の体内に剣を生成する成分がある限り、無限に打ち込むことができる。

　身体能力の限界をむかえたのかクレールは、急速に動きがにぶくなっていく。対し変異体の一撃は、さらに速くさらに重くさらに鋭くなる。戦いのさなかに成長していた。剣のさばきは一流のそれである。

「あ……」

　変異体の重い右腕の剣の一いち撃げきに、クレールの体がよろける。そこに左腕の一撃が追い打ちをかける。防ぎきれないと悟ったか、小さな体は後方に跳ぶ。しかしそれより速く深く変異体は踏み込んでいた。

　岩をも砕かんとする一撃をかろうじて刀で受け止めようとするが、宙にある小さな体にそれがなしえるはずもなかった。

　まるで引っ張られるように後ろに吹き飛んだ。その先には壁がある。叩たたきつけられ、死か、あるいは致命傷にいたる傷を負うに見えた瞬しゆん間かん、

「危ない！」

　闘とう真まの体がクレールと壁の間に割り込んだ。砲弾のように跳んでくるクレールの体を受け止め、闘真の足がずれた。優に数十センチ、床に引きずられた靴跡を残す。

　変異体は強敵を仕留めた余裕からか、あるいはまだ闘真を警戒しているのか、ゆっくりと近づいてくる。

　闘真の頭の中に一瞬逃げることがよぎる。クレールは腕の中で気を失っていた。小さいとはいえ、少女一人を抱え逃げるのは無む謀ぼうに等しい。さらに足には怪け我がも負っている。だが逃げるという選択肢はなかった。一人で逃げるくらいなら、とっくにここから逃げている。

　──それなら。

　闘真は近づく変異体の前に立ちはだかった。足は情けないことに震ふるえていた。武者震いだと自分に言い聞かせる。

　武器もなく、どうやってあれほどの化け物と打ち合うというのか。ここで立ちふさがったところで、なす術すべもなく殺されるのが落ちだというのに。

　──せめて鳴なる神かみの尊みことがあれば。

　しかしそれは望むべくもない願い。

　唯ゆい一いつ武器になりそうなものが目に入った。しかしそれを手にしたところで、なんの意味があるのか。闘真の能力は鳴神尊があってこそだ。

　変異体はついに剣の間合いまで距離を詰めてきた。両手が大きく振りかぶる。大上段の二連撃。いまの闘真に回かい避ひは奇跡に等しい。

　それでもあきらめず勘かんと経験から、最初の一撃を横っ飛びにかわした。跳んだ先に武器がある。鳴神尊でなくても素手よりはましだ。追い打ちをかける二撃目が闘真を追う。

　指先に武器が、クレールの落とした刀が触れた。

　──な……んだ？

　頭の中に突然流れた負のイメージ。どす黒い感情が脳神経を塗りつぶしていく。それは鳴神尊を抜いたときの感覚と一いつ緒しよだった。

　──なぜ？

　と問う余裕もない。意識が奪われそうになる。歯を食いしばり、その感覚に抵抗する。闘とう真まの精神の変化からか、あるいは取った刀は鳴なる神かみの尊みことに似て非なるものであったからか、たぎるような破は壊かい衝しよう動どうの芯しんに冷静な意識が残る。

　キンッと甲高い音と同時に、変異体の剣が跳ね返される。

「いい気になるなよ、化け物が」

　長刀を斜に構え、坂さか上がみ闘真はこれから起こる戦いを思い、うれしそうに笑った。
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　鮮血が散る。

　浅くない傷に、あきらは膝ひざをついた。すでに十を超えるナイフの傷があきらの体にきざまれていた。

　上空から迫る殺気。転がって避さけると同時にウィンディーネの水流を、スピードに飛ばす。しかしその速度に追いつかず、水流は虚むなしく壁を叩たたき砕いて終わった。当たれば一いち撃げきで行動不能にする威力だが、スピードの速度の前には意味がない。

　二本のナイフを回転させながら、スピードはゆっくりとあきらのまわりを反時計回りに移動する。

「はあはあ……レディの体を傷つけるなんて、どう責任取ってくれるのさ？」

　あきらはよろけながら立ち上がると、次の攻撃にそなえた。

　萌もえは心配そうに見守っていた。しかしあきらの言葉を信じて待っていた。事実、あきらの牽けん制せいで、スピードははからずもこの場に釘くぎ付づけになっている。あるいは仕留めきれないプライドからか、あきらを殺すことにこだわっていた。

「まあいいけどね。そんな不ぶ気き味みな体で責任取るなんて言われても、あたしのほうが嫌いやだし」

　スピードの顔に憎ぞう悪おが加わる。

「あれ、怒った？　そもそもあんた日本語解わかるの？　キャンユースピークジャパニーズ？」

　ふらついた体であきらは笑う。しかし余裕なのは笑顔だけだ。それ以外は満身創そう痍い。いつ倒れてもおかしくはない。

「無ぶ愛あい想そうだね。無口だし。いい男ってのは……」

　喋しやべりながら放った水流を、スピードは余裕で回かい避ひした。同時にあきらに突進し、さらに傷を一つ増やす。

「痛いてぇ……、ちょっとは女の子に花を持たせなさいよ……って、あれ？」

　体がふらつき、膝が折れる。

「はは。血流し過ぎちゃった。……こんなことで流すなら赤十字に献血に行くんだけど……ねっ！」

　スピードは慎重だった。動けなくなったあきらに油断せず、手から放たれた水流をよける。あきらの手から放たれる水流はふいにとぎれ、力なく床に落ちた。

「あちゃぁぁ……、水も切れちゃったか」

　武器も失い、動けなくなったあきらを見てもなおスピードは慎重さを崩さず、速度を上げていく。やがてそれは床、壁、天てん井じようをはね回る一陣の風となる。あきらは目で追うのをあきらめた。追ったところで見えるものではない。

「まったく、よくまあ目がまわらないよね。あたしは別の意味で目をまわしてるけど……」

　ふらふらと頭を揺らすあきらに、天井から脳天めがけてスピードの一いち撃げきが繰り出された。

　血が噴いた。

　スピードの体は天井とあきらの間で固定されていた。固定しているのは赤いロープのようなもの。否いな、それは針のようにするどくとがった血液であった。血液の針は、あきらの全身の傷口から全方向に向かって、何十本も伸びている。

「伝導率さえ解わかってれば、ウィンディーネが操れるのは水だけじゃないんだよ。って聞いてる？」

　むき出しの心臓に突き刺さった血の針を見て、あきらは力なく笑った。

「悪かったね、最後まであたしのお喋しやべりに付き合わせて」

　血の針がほどけ、スピードの体が落ちると同時に、あきらも倒れ気を失った。
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　由ゆ宇うはとっさに後ろに下がり、ドラゴンの牙きばをかわした。それでも間に合わず腹にかすり、痛みが彼女を襲おそう。

　よろけながら腹に手をやる。出血はない。打だ撲ぼくに近い。目眩めまいがするほどに痛いが、問題なしと由宇は断ずる。

「ふむ、精神力は強いか。普通なら血を流し膝ひざをついている」

　マジシャンは感心したように言うが、余裕の姿勢に揺るぎはない。己の能力に絶対の自信を持っている。

「失敗作に等しいナイトメアが、ここまで驚きよう異いになるとは私も予想外だった。ナイトメアの影えい響きよう力りよくの範囲の拡大は、たいしたものだ」

　脇わき腹ばらに手をやり苦痛の色を見せながらも、由宇の目は強くマジシャンを見る。

「はっはっ。やはり遺産の正体までは解明していたかね。さすがは勇ゆう次じ郎ろうの娘」

「しかしもう一つの欠点を克服できたか？」

「なに？」

「これほどの幻影のイメージ、送り込めるのは一つだろう」

　由ゆ宇うは腰の後ろに手を回す。

「つまり、いま私の目の前にいるマジシャン、おまえは本物、実体はここにある」

　取り出したのは麻ま耶やから手渡された拳けん銃じゆう、Ｓ＆Ｗ６４２。

「弾丸に幻影は効かない。幻をすり抜け、おまえの命を絶つ」

　迷いは一いつ瞬しゆん、銃声は一発。

　弾丸は幻影のドラゴンをすり抜け、マジシャンの体に突き刺さった。
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　闘とう真まは感触を確かめるように、クレールの刀を右へ左へと振り回す。

「ふん、悪くない」

　笑う。

「長刀版鳴なる神かみの尊みことってところか。なんであんな小娘が持ってるんだ？」

　喜びの笑みである。

「まあいいか。さあ始めようか、化け物。少し遊んでやる」

　変異体は唸うなる。目の前の少年の雰ふん囲い気きががらりと変わった。本能が危険信号を鳴らす。

　しかし闘真は思考の時間をあたえない。長刀はまっすぐに変異体の命を絶ちにきた。それを変異体は一つの剣で受け止め、さらにもう一つの剣で攻こう撃げきを仕掛ける。闘真はそれをすばやく戻した刀で受け止めた。変異体とクレールが行った攻防が再び繰り返される。火花が暗い廊下を照らした。

　数十の撃うち合いの末、両者は離れた。

「やるねえ」

　刀を肩に担かつぎ、闘真は軽く口笛を吹く。以前は一刀で、骨と肉を断っていた。しかしいまだ変異体は二本の足で立っている。だが互角かと言えば、それは否いなとなる。変異体の剣はぼろぼろになりはてていた。再生が間に合わない。闘真のつける刀傷は深く速いためである。

「ぐるるるうううぅぅ」

　唸る。己の不利を悟って唸る。

「だが、まだだ。それじゃ俺おれには届かない」

　届かない。その言葉に反応したかのように、唸りは大きくなり、叫びにまで達し、咆ほう吼こうと化した。窓ガラスがびりびりと振動する。

「駄だ々だをこねたって、実力差は埋まらないぜ」

　それを風のように闘真は受け流し、歩を進めようとした。力量の底が見えたいま、闘真の目から変異体に対する興味は失うせていた。

　変異体は剣を構える。再生していくのが目に見えて解わかる。しかし闘真は慌てることなく、床をなでるように歩み間合いに踏み込もうとする。そのつま先が、ついと止まった。

「なんだ？」

　変異体の剣に異変が起こる。形状が変化する。剣の表面に線が生まれた。光の線である。それはみるまに数を増やし、複雑な幾き何か学がく模様を作る。

　その電子回路のような光学模様をまとった剣に、闘とう真まは見覚えがあった。
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　マジシャンの額に、弾丸の穴が開く。

　──由ゆ宇うの目は綺き麗れいだ。その闇やみを僕みたいに根付かせちゃ駄だ目めだ。

　──そのときは、代わりに僕が殺す。

　人の命を奪ってはならないと由宇に言った闘真の言葉は、いまも思い出せる。

「……すまない」

　初めて人を殺あやめたことより、闘真との約束を破ったことのほうが心に響ひびく。人を殺めるときは、いつかくるだろうと覚悟していたことだ。しかしこれまで自分の代わりに手を汚してきた少年の心情を考えると、胸が苦しくなる。

「まさか人を殺したのは、初めてかね？」

　由宇の苦悩は、残ざん酷こくな形で裏切られた。

「一つの脳が生み出す幻影は一つ。それすらも破っているとは思わなかったのかね？」

　マジシャンの額の傷はみるみるふさがっていく。再生しているのではない。幻影だからこそできる芸当だ。

「ありえ……ない」

　幻影範囲の拡大や影えい響きようの大きさは、あくまでナイトメアの延長上にある。一つの脳で一つの幻影。それは崩れるはずがない原則、脳の限界だった。

「浅はかよな。しかし思いの外ほか、峰みね島しまの娘は驚きよう異いではない。ならば生かし、地下空洞の封印を開ける知恵程度にはなってもらうか」

　前触れもなく、マジシャンとドラゴンが目の前から消える。まるで最初からその場にいなかったように。いや、実際にいなかったのだ。

「馬ば鹿かな……」

『由宇さん、いまの銃声は!?』

　イヤホンから麻耶の心配そうな声がした。

「いや、なんでもない。マジシャンが想像以上に手て強ごわかっただけだ」

『それって……いえ、無事でなによりです』

　萎なえる気持ちを追い払い、由宇は闘真を目指して走り出す。

　麻ま耶やも気持ちを切り替えるためか、話題を変えてきた。

『あの映像は、変異体が送っている可能性が高いといいましたね？』

「そうだ。おそらく体の一部をネットワークに繋つなげたことによる、意識の混こん濁だくが起こした現象だ。マジシャンも手て強ごわいが、変異体にも私は大きな懸け念ねんを抱いている」

　由ゆ宇うは闘とう真まのいる場所を目指してひたすらに走る。

『懸念？』

「私がこれから言うことはあくまでも可能性だ。変異体にその変化が起こるかどうかまでは解わからない」

『聞かせてください』

「いままで変異体は体を様々に変化させてきた。その変化は生物の基き盤ばんにのっとったものだった。私はそれにずっと違い和わ感かんを感じていた。変異体はＬＡＦＩコンピュータで生まれたもの。変化する形が、あまりにも生物に捕らわれすぎていた」

『はい』

「変異体が生物の形にこだわるのは、なじみのない体への興味からだろう。しかしその興味が失うせたら？　あるいは興味より優先するものがでてきたら？　変異体はどういう変化をする可能性がある？」

『つまり、生物以外の変化を遂げると言うことですか？』

「そうだ。現に変異体は自らの体を使って、ネットワーク接続をしている可能性が高い。その知識はどこから得られた？　簡単だ、ＬＡＦＩの中にそういう知識は五万とある」

『ま、待ってください。ＬＡＦＩの中の知識を作るって、それはつまり……』

「遺産を生成する」

　由宇達たちの耳に、変異体の咆ほう吼こうが届いたのはそのときだった。
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「……くっ」

　闘真は肩を震ふるわせる。

「くっはっは……」

　変異体はゆっくりと光学模様をまとう巨大な刀を構えた。

「はっはっはっはっ。俺おれをどこまで楽しませてくれる？　まさかそんな……」

　変異体の剣が唸うなる。闘真はそれを受け止めず、紙一重で見切り、かわした。巨大な剣はそのまま壁に激突する。しかし壁は裂けることなく、砂となって砕けた。

「確か……人ならかするだけで溶かし、鉱物は砂のように砕く。そんな遺産だったか。名は確か霧む斬ざん」

　対象物の結合を弱める超ちよう震しん動どうを送り破は壊かいする遺産、霧む斬ざん。かつてスフィアラボで起こった事件で、犯人グループの一人が使用したＤランクの遺産である。

　闘とう真まが喋しやべっている間も剣は振り回される。そのたびに、まわりのものは砕かれ砂となっていった。闘真は刀で霧斬を受け止めることはしない。受け止めては刀ごと砕かれ体はミンチにされてしまう。

　闘真は一度霧斬を破っている。しかしそれは鳴なる神かみの尊みことを使ってのことだ。使い勝手がどこか異なるクレールの刀では、それができないことを闘真は悟っていた。

　方法は一つ。剣をかいくぐり一いち撃げきのもと変異体を葬ほうむることである。しかしそれは非常に困難だ。変異体の剣は精密機械のように速く正確である。隙すきも少ない。さらに身体からだの耐久度は度し難がたいほどに高い。二度殺したと思ってもいまだ生きている。ちょっとやそっとの傷では、死に至らしめることはできない。正確に一撃で心臓を止めなければならない。

　それでも死ぬのかという疑惑はある。

　闘真に残された手段は少ない。しかしその状況の中で闘真は笑っていた。追いつめられた状況が楽しくてしかたないという顔だった。

「闘真っ！」

　その一時を邪じや魔ましたのは、由ゆ宇うの声だ。

　その声に反応したのは闘真だけではない。変異体もびくりと体を震ふるわせると、由宇の姿を見る。そして歌うような鳴き声を送った。

　由宇の目が闘真を見る。闘真の目が由宇を見る。由宇の目には喜びが、闘真の目には禍まが々まがしさが。両者の視線はからみ合った。

「……闘真」

　少女の口は、まるでそれ以外の言葉を忘れてしまったかのように、他ほかには何も出なかった。言葉を失い、ただ目の前の少年の名を呼んだ。

「……闘真」

「由宇……？」

　少年の口からは驚おどろきと戸惑いが生まれた。殺さつ戮りくの申し子は、戦いのさなか、ありえない隙を敵に見せた。

　だが、それにつけこまれなかった僥ぎよう倖こうすら気づかず、少年もまた、それ以外の言葉を持たぬように、ただ目の前の少女の名を呼んだ。

「由宇！」

「しゃああぁぁしいいぃぃ」

　うなり声が、二人を現実に戻す。由宇は視線を闘真から引きはがし、変異体に目をやった。

「まさか……霧斬を生成したのか!?」

　光学模様の剣と砂のように砕けたコンクリートを見て、唖あ然ぜんとする。変異体の進化は彼女の思惑を遥はるかに超えていた。たとえ遺産を生成するにも、もっと単純な構造のものと考えていたからだ。由ゆ宇うは反射的に鋭い殺意を変異体に向ける。

「しいいいしゃああああぁぁぁ」

　変異体の能力も予想外なら反応も予想外であった。なぜか脅おびえるように変異体は後ろに下がり、やがて闇やみの中に姿を消した。

　それでもしばらく二人は闇の奥を見る。潜ひそんでいるのではないかという疑いを持ち続ける。それでいてなぜか、どちらとも確かめに行くような行動には移らなかった。

　先に緊きん張ちようをとき、吐と息いきをついたのは、由宇のほうだ。

「……行ったか」

　それから横目でそっと闘とう真まを見て、

「わ、私は……あっ、うん」

　裏返った声を咳せき払ばらいでごまかし、

「き、君に謝らなければ、い、いけないと思って……あ、いや、これは、あとでもっと、ゆっくり話せるときでいいんだが、その、どうしてここにいるかというと、これは……」

　由宇は拳こぶしで自分の頭をこづく。そして痛そうに頭を抱えた。

「ゆ……由宇」

　かすれた声を闘真は絞り出す。その顔を見て、由宇の気持ちは一気に冷静になった。そこには会えた喜びと殺し合える喜びと、二つの似て非なる感情が混じり合っていた。

「……会いたかった」

　その言葉は二人の闘真の本心だ。しかしその意味は、けして交わることのない大きな隔へだたりがあった。

　由宇は迷う。いま闘真に近づくべきか、否いなか。闘真の手に鳴なる神かみの尊みことはない。しかし知らない長刀が握られている。

　ためらいがちに近づく由宇に、刀の切っ先が向けられた。

「これは鳴神尊と同質の刀だ」

　由宇の疑問を察し、闘真が答える。

「近づくな」

　鋭い叱しつ咤たと同時に、闘真の顔がつらそうに歪ゆがむ。

「いまの俺おれに近づいては駄だ目めだ」

　剣先が震ふるえている。闘真は必死に何かを堪こらえていた。

「その子を抱えて早く逃げろ。このままだと俺は、どちらかを殺してしまう」

　由宇はそこで初めて、廊下の隅で倒れている小さな体に気づいた。背格好から麻耶から聞いた禍まが神がみの血ちの使い手、不ふ坐ざの暗殺者クレールだと察する。ならばその手に握られているのは、鳴神尊と同質と評された刀か。

「しかし……」

「早くしろっ！　もう限界が近いっ！」

　由ゆ宇うは唇くちびるを噛かみしめる。闘とう真まとここで闘たたかうことになったら、クレールをかばいながらになる。それは不可能だ。それでもクレールを抱きかかえると闘真を見た。

「早く……行くんだ」

「この娘を安全なところにやったら、すぐに戻る」

「無む駄だだ」

　返事をしたのは闘真ではない。いつのまにかその隣となりに、マジシャンが立っていた。

「くぅ」

　闘真は狂気の矛先をマジシャンに向けようとした。それより早く、マジシャンのステッキが地面を叩たたく。刀は振り切られることなく、闘真の膝ひざが落ちた。

「さて、またわしの傀かい儡らいとなってもらうか」

「闘真っ！」

　闘真は膝をついたまま荒い呼吸を繰り返す。汗まみれの顔をなんとか由宇へ向けた。

「むっ、まだ傀儡にならぬか。しぶといな」

「これが役に立つことかどうか解わからない。でも大事なことだと、思う」

　闘真の目が優やさしい。傀儡にされかかっているはずなのに、いまの闘真は普ふ段だんの優しさを感じる。

「マジシャンの正体は……」

　闘真はその名を口にし、由宇はしっかりと記き憶おくに刻んだ。

「よけいなことを」

　マジシャンは毒づくともう一度ステッキをならそうと、振りかぶった。

　意識が別のものに塗りつぶされていくのが、由宇の目にも解った。それがステッキの音で、さらに加速される。

　苦く悶もんはさらに深くなり、必死の抵抗は闘真の意識を混こん濁だくさせる。

「こんなんで、あの女を殺せるか。守らなきゃ駄目なんだ」

　相反する言葉が、一つの口からこぼれていく。闘真自身、自分が何を言っているか理解しているのかどうか。

　思わず、由宇は闘真の姿から目をそらした。

「由宇っ！」

　かすれた、しかし意思のこもった声が由宇の視線を再び闘真へと向かわせる。そこには何かに呑のみ込まれかかった闘真の姿がある。それなのに、決して何者にも支配されまいとする力強い眼まな差ざしが、まっすぐに由宇を射い貫ぬいた。

「俺は、俺は強くなってみせる。誰だれよりも。そして君よりもだ！」

　その言葉が、由ゆ宇うの心に突き刺さった。

　それは誓ちかいにも似た闘とう真まの意思だ。どちらの闘真が言ったものか、由宇には区別がつかない。あるいは二つの心が共鳴する、唯ゆい一いつのものとして、マジシャンの支配に抵抗し、何よりも力強くはき出されたのか。

「闘真……」

「……僕を、信じて」

　見つめあう闘真と由宇の間を、コンと静かなステッキの音が裂いた。

「解わかった」

　闘真の声がとぎれ、闘真の体から苦しみの色が消えていく。

「闘真！　私は、君を信じる」

　由宇の言葉は、はたして闘真に伝わったか。苦しみの色が抜けていくとともに、闘真の瞳ひとみに意思の色もなくなっていく。

　由宇は思い切ったように、背を向け、走り出した。殺さつ戮りくに狂った闘真の目をみたくなかった。

　走り出した由宇にマジシャンは逡しゆん巡じゆんする。

「追うか、いややはり封印を解いてもらう役目となるか」

　思案するマジシャンの前に、闘真の長刀がすべりこんだ。

「慌てるな」

「……なんだと？」

「あの女は最高の獲物だ。最高の舞台で殺してやる」

　マジシャンは疑惑の目で闘真を見る。その横顔はマジシャンが思わず身み震ぶるいするほど、残ざん酷こくな色で染められていた。
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　あきらが担たん架かで運ばれていく。

「伊だ達てさん、傷だらけの体、気にするかな。気にしないよね？　そんな心の狭い人じゃないし」

「あきら、僕は気にしないよ！」

「萌もえちゃんはいい子だねえ。あとで新しい編み物教えてあげるね」

「伊達司令は気にしないだろう」

「え？　ほんと！」

「どうでもいいという意味でだが」

「うわっ。あんた最悪」

「上官に向かってあんたとはなんだ。だが、よくやった。環たまき。その傷は、ＡＤＥＭの医い療りよう技術で痕あとも残らないだろう」

「え？　褒ほめてくれるの？　直なお人とさん、最高」

　げんきんな様子に大だい丈じよう夫ぶだろうと判断した蓮れん杖じようは、越こし塚づかにすぐに病院に運ぶよう合図を送った。あきらを乗せたヘリが遠ざかっていくのを見送ると、蓮杖はＬＣ部隊に撤てつ退たいの準備をさせる。

　遺体となり運ばれるビッグフットとスピードを見て、蓮杖の表情は晴れなかった。

　あきらにスピードを任せ先に進んだものの、残っていたのは戦せん闘とう跡あと。そしてさらに先行していた部隊の惨ざん殺さつ死体だ。そこからコーザリティゴーグルで割り出せた状況は、四人の人間と、unknownと表示される謎なぞの生き物のみ。

「ここに変異体もいたのか。それにあの娘も」

　コーザリティゴーグルにデータが蓄積されていく。長期戦は望ましいことではないが、不利一方でもない。

　蓄積されたデータは峰みね島しま由ゆ宇うの行動パターンを解析し、やがてあらゆるものを赤裸々にするだろう。
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　クレールを抱きかかえ、由宇は死闘のあったビルを遠くから眺める。

「二重人格の家系。そうか、そうだったのか」

　一つの幻影は一つの人格が生み出していた。繋つながった。すべての情報が繋がった。

「マジシャン、望み通り封印を解いてやろう。【天国の門】を見せてやる。それがきさまの最後だ」

　由宇は最後にもう一度、ビルを見た。

「……闘とう真ま」

　──俺おれは強くなって見せる。誰だれよりも。そして君よりもだ。

　闘真の最後の言葉を心に刻み、クレールを抱きかかえた由宇は、闇やみに消えた。






　　　四章　五月四日
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　それは日付が変わってまもなくのことだった。

　夜も十二時を回ると、いかにフェスティバルでにぎわっているとはいえ、《希望》の街にも静けさは訪れる。とはいえ、大通りから車の姿は途絶えることなく、大型のトラックなど運搬車の率が増え、騒そう音おんはそれほど変わらない。

　しかしあたりは静寂に支配されている。音だけではない何かがなりを潜ひそめたのだ。風も月明かりもない。

　大通りを人が二人並んで歩いている。何の変哲もない姿だが、歩き方を見れば訓練された人間だと解わかる。それもそのはずである。万が一にそなえＡＤＥＭが配置した警備だ。二人でチームを組み、街に異常はないか見回りをしている。

「なんだ？」

　見回りの二人は、上空を見上げた。風一つない夜のはずだった。頭上から感じた強い風を不自然に思わないはずはない。

「ひっ」

　そして二人は見る。夜の中、やけに鮮明な巨大な口の赤い色を。口はそのまま二人の上半身を飲み、二人の視界を夜から永遠の赤い闇やみへと切り離した。
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　伊だ達ては腕を組んだまま、微動だにしない。

　作戦は結果から言えば、失敗だった。ビッグフットとスピードの二人は仕留めた。敵の戦力をそいだのは、それなりの成果だと言っていいだろう。

　しかし主犯格がいまだ捕まっていない。マジシャンは取り逃がし、勝かつ司しはおそらくすでにツインタワーにいなかった。さらに闘とう真まの救出も失敗している。

　対しＬＣ部隊の損害は必要経費諸もろ々もろに、死者八名、重軽傷者十三名を出している。とても割に合うものではない。

　そしてつい一時間前、《希望》の警備に被害が出た。死因は出血多量によるショック死。体には獣けものの咬かみ痕あとがある。マジシャン操るドラゴンの報復行動である。

「どうぞ」

　プラスティックのカップに注がれたコーヒーを置いたのは、八や代しろだ。いつもと同じように何を考えているのか解わからない笑顔。しかしこの変化のなさは、多少なりともいまの伊だ達ての救いとなった。

「いろいろ遺産犯罪に関かかわってきましたけど、今回の事件は別格ですね」

　経済と人命、どちらも過去五年の遺産犯罪の中で飛び抜けた被害を出しているだろう。

「俺おれも進退を考えないと行けないな。この事件に片が付いたら、処分を言い渡されるだろう」

「はは。それで後任は誰だれがやります？　これだけ責任が重くて、いろんなところから叩たたかれて、極大のマイナスをゼロにしたところでお褒ほめの言葉はもらえない。しかも給料は激安。僕なら給料百倍にするって言われても、首を縦に振りませんよ」

「いいことを教えてやろう。ＡＤＥＭの極秘事項だ。これは一級権限の中でも、俺と岸きし田だ博士しかしらない」

「な、なんですか？」

　八代は思わず唾つばをごくりと飲み込む。

「給料が安いのは、おまえだけだ」

「ええ！」

　派手に驚おどろく八代を見て、伊達はひさしぶりに口を綻ほころばせた。

「もしかして、経費は俺の給料からさっ引かれてる？　横暴ですよ！」

「冗談に決まっているだろう」

「でも安いのは本当ですよ」

　八代はぶつぶつ言いながらも、一枚の写真を取り出す。

「それで、これはどうします？」

　バイクにまたがった由ゆ宇うの写真を見て、伊達の表情は別の厳しさに変わる。

「真まな目め家にいるのは、ほぼ確定か」

「否定はされるでしょうけど」

「向こうもあせっているだろう」

「次はどうでると思いますか？」

「おそらく地下空洞の球体を取り出すだろうな。できるだけ人を集めておけ。協力を求められる」




　　　　　　　　３




　白い病室に鳴り続ける規則正しい電子音は、ベッドに横たわる小さな少女が、とりあえずは小康状態であること教えてくれた。もともと色白の顔がさらに白くなり、死人のようであるが、呼吸は穏おだやかだ。

　麻ま耶やがその姿を黙だまってみていたのは一分か二分。その時間で心にけりをつけたのか、病室を出ると、待っている怜れいに命じた。

「もしかしたらお父様がクレールの身柄を要求するかもしれません。そのときはクレールの身柄を決して渡さないように」

「よろしいのですか？」

「かまいません」

　ＫＩＢＯＵビルに収容されている総合病院の一室だ。警備はよほどの武力行使をされない限り大だい丈じよう夫ぶだが、不ふ坐ざ相手にどこまで通じるか正直不安でもあった。

「クレールの所持品の中で、気になるものを見つけました」

　怜が差し出したのは数枚の写真とスケジュール表のようなものだ。写真は闘とう真ま、麻耶、勝かつ司し。スケジュール表に関しては、よくもこれだけ細かく調べたものだと感心するくらい、麻耶や勝司の行動、想定される居場所が書かれている。やはり真まな目め不坐の持つ情報網に、麻耶は己がまだおよばないと実感した。

　闘真に関しては何も書かれていないと思ったら、写真の裏におおざっぱなツインタワーの地図が、不坐の筆跡で書かれている。

「……たぶんココってなんですか」

　呆あきれながらも、久しぶりに見る父の直筆は、麻耶の心に一いち抹まつの複雑な感情をもたらした。

　父みずから書いた、ふざけた走り書き。父がこれを書き込んだとき、どのような心持であったのか……。

　麻耶は、沈み込みそうな気持ちをなんとか持ちこたえた。

　大きな手がかりを得た。これで勝司の居所をかなりしぼることができる。

「ＡＤＥＭから詳細な情報が入りました。強化警備で見回りをしていたＡＤＥＭの職員、六名が亡なくなったそうです。死因は幻影によるドラゴンと推測。例の服はやぶけない咬かみ痕あとですね。これは間違いなく」

「先の報復と警告でしょうね。明日、十周年フェスティバルでこれを実行に移すという。それがいやなら【天国の門】をよこせ、というわけね」

「残り一日ですが」

「マジシャンにはそんなことは関係ないのでしょう。それよりも彼がそこまでして【天国の門】を欲しがる理由のほうが気になります」

「真目家への復ふく讐しゆうでしょうか？　【天国の門】が真目家の根幹を崩すものなら、それを乱用する可能性もあります」

「え、ええ。でもそれだけかしら？」

　麻耶の表情に迷いがある。

「峰みね島しま由ゆ宇うは、どこにいます？」

「いまは人払いをして、地下空洞の【天国の門】を調査しています」

　あの娘も何か思うところはあったのだろうか。帰ってからやたらと無口なのが気になった。

「有効期間はあと一日。明日には十周年記念フェスティバルです」

「もし彼らが脅きよう迫はくを実行に移すとしたら、やはり」

「私の講演が予定されてますから、おそらくはそのときでしょうね。その前にこちらからしかけましょう」

　麻ま耶やは決意を秘めた顔で、足早に歩く。一つの計画が頭の中で完成しつつあった。

「二十四時間以内に、けりをつけます」







　由宇は支柱の中央に安置された球体をじっくりと観察していた。拳こぶしで軽く叩たたき、まわりを適当に歩いては、広大な空間に目を向ける。

　その姿は調査というよりは、興味半分で見ている観光客に近い。

「もっと科学的な調査をしているのかと思いました」

　麻耶は思ったことをそのまま口にすると、由宇へ近づいた。

「何か解わかりましたか？」

「ん……。いままでこれを調査したことはあるのか？」

「ええ、過去に何度か。調査団を組んで」

　けれど果はか々ばかしい結果は得られなかった。

「難なん儀ぎな父親だな」

「ええ、お互い様に」

　麻耶の言葉に由宇は嫌いやそうな顔をする。由宇は勇ゆう次じ郎ろうの血縁者あつかいされるのを嫌がるのが、この短い付き合いでもよく解った。

「で、その調査団は何も解らなかったのだな？　この球体の取り出し方も？」

「ええ。もう取り出せないように作られている、と結論づけられました」

　しかし麻耶の表情から、それに納なつ得とくしていないのは明らかだった。

「不満か」

「もし取り出させたくないのならこんな空間は不要です。【天国の門】を保管などせず、壊こわすのが一番簡単です」

「奇遇にも同意見だ。調査団の人間と会ったことはないが、おそらく根本的な勘かん違ちがいをしていたのだろう」

「というのは？」

「これを設計したのは、真まな目め不ふ坐ざだ。峰島勇次郎ではない。峰島勇次郎の技術はあくまでも材料に過ぎない」

　それはあまりにも大きな盲点だった。峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの名が持つ魔ま力りよくにも似た呪じゆ縛ばくを、由ゆ宇うはこれからあばこうとしている。

「そこに落とし穴があるのですね」

「そうだ。先人の調査団はそれが解わかっていたかどうか疑問だな。見かけにだまされてはいけない。これは峰島勇次郎の作った材料を使用しただけであり、本質は真まな目め不ふ坐ざの遊び心にある」

　球体を叩たたくと澄すんだ音が鳴る。由宇はそれを楽しむかのようにしばらく目をつむり、耳を傾けていたが、音が鳴り止やむとその黒こく曜よう石せきの瞳ひとみを麻ま耶やに向け、さっき麻耶が言ったのとまったく同じ言葉を口にした。

「この球体を取り出す。二十四時間以内にケリをつけよう」
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　麻耶専用のＶＴＯＬ機がゆっくりと上昇する。

「その研究所までは、どれくらいの距離なんだ？」

　麻耶の隣となりに座る由宇は、窓の外を見たままに問う。

「これに乗って、一時間くらいかしら？」

　同意を求めて怜れいを見ると、怜は礼れい儀ぎ正しくうなずいた。

「はい。それくらいの時間かと」

　ＶＴＯＬ機はすぐに雲に突き刺さった。ＫＩＢＯＵビルの屋上から空はとても近い。真っ白な景色が窓を埋め尽くすが、すぐに突き抜け雲の上の景色が広がった。

「あっ」

　由宇の顔が、小窓に寄った。

　なにか話しかけようとした麻耶は、その声に何も言えなくなる。

　短い感嘆の声。ただそれだけなのに、あまりにも重かった。

　夜の雲の上は、どんな言葉も陳腐に思えるほどの美しい景色があった。限りなく黒に近い紺こん色いろの空の下、海のように広がる白い雲を、青白く輝く月が照らしている。

　初めて見るならば、誰だれもが嘆息する光景だ。外をほとんど知らない由宇にしてみれば、その感かん慨がいは余人のはかれるものではない。

　由宇の目はじっと外を見ている。微動だにしない黒い瞳。呼吸すら忘れているかのように静かだ。

　その横顔を麻耶は美しいと思った。見とれるのも悔しいが、いまは素直に見とれた。外の景色に負けないくらい冷厳とした美しさ。

　由宇の目に何か光るものが見えた。それがこぼれる前に麻耶は目をそらした。見てはいけないようなものを見てしまった気持ちになり、罪悪感に心が締め付けられた。

「麻ま耶や様？」

　怜れいが麻耶にいつもより優やさしい声をかける。

「なんでもないわ」

　麻耶は恥ずかしそうに微ほほ笑えむと、そっと由ゆ宇うに視線を戻した。彼女はもう外を見てはいなかった。お互いの目が合う。

「すまない」

　由宇の口から意外な言葉が出る。それがかえって麻耶を混乱させた。

「い、いえ、悪いのは私のほうです。み、見るつもりはなかったのです。その、だから、綺き麗れいだなって。悪気は本当になくて、ほんとに、でもこれではあなたに覗のぞき屋なんて言われても、しかたありませんわね。でも本当に悪気だけはなくて、これだけは信じて……」

　由宇の眉み間けんが思い切り寄った。

「君は何を言ってるんだ？　なぜ悪いのは君のほうなのだ？　綺麗だからとか覗いていたとか、言ってることが支離滅裂だぞ。まったく兄妹そろって意味不明な行動が多い。理解に苦しむ」

「なっ……あ、あなたに言われたくありませんわ。意味不明で常識知らずな行動はあなたのほうではありませんか。だいたい、なんであなたが謝るんです!?」

「君の兄、闘とう真まのことだ」

　場が静かになった。

「私がもっと慎重に対処していれば、また敵の手中に落ちることもなかっただろう」

「それは……」

「すまない」

　もう一度わびると、由宇はそれきり黙だまった。麻耶も怜も何も言えなかった。

　ミネルヴァを捜索するという手段はほぼ絶たれた。ならば球体の遺産を取り出し、取引の材料に使う。

「見えてきました。真まな目め家の第二ラボです」

　麻耶が口を開いたのは、研究所に到着する直前のことだった。
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解明、その一



「この女性については、何も聞かないでください。それがあなたがたのためです」

　麻耶のお決まりの紹介にラボの研究員は全員目を丸くした。一人、くすりと笑ったのは由宇だ。

「何がおかしいのですか？」

　口調こそ穏おだやかだが、誰だれもが部屋の温度が下がったと感じる。

「たいしたことじゃない。やっと思い当たった。あの男と同じ紹介のしかたをすると思っただけだ」

「あの男？」

「動機は清廉潔白だが、手段はいとわない。ふむ、いままで考えたこともなかったが、君とあの男はよく似ている」

「どうよく聞いても、ほめられているわけではなさそうですね」

「気にするな」

「気にするなって。確かにあなたほど神経が図太ければ、気にしないでいられるかもしれませんが、私はあいにくあなたより繊せん細さいにできてますの」

　見み目め麗うるわしい二人が繰り広げる会話は、なぜかまわりに潤うるおいではなく緊きん張ちようをもたらす。見かねた怜れいが咳せき払ばらいをした。慣れたもので、最良のタイミングで行使されるそれは、二人の言い合いをあっさりと終了させる。

「では参りましょうか」

　怜は有無を言わせない口調で、由ゆ宇うと麻ま耶やに第二ラボへの扉を指し示した。







　第二ラボの一番深くに、それは安置されていた。

　直径２メートル程度の鏡のような表面を持った球体が二つ、静かに鎮座している。

「瓜うり二ふたつか。いやまったく同じ物だろう」

　それを見て由宇は眉まゆ一つ動かさなかった。思っていたより反応が薄うすく、麻耶は少しつまらない。

「お父様から《希望》を受け継いだとき、これも一いつ緒しよに託されました。この二つの球体は、おそらく予備に作られたのだと思われますわ。中を開けてみると解わかりますが、直径80センチ程度の穴が開いてます」

　球体のまわりには、真まな目め家がかかえる研究所のスタッフがいた。彼らの目には憔しよう悴すいの色が浮かんでいる。

「ようこそ、おいでくださいました」

　麻耶に握手を求めたのは責任者らしい落ち着いた風ふう貌ぼうの中年の男だ。

「解析は順調ですか？」

　中年の男は、残念そうに首を振る。

「あらゆる分析を防ぐ物質。確かに学者にしてみれば、興味のつきない代しろ物ものだろう。これを見せられ、探求心をくすぐられない学者などいない」

　由宇が球体を拳こぶしで軽く叩たたくと、澄すんだ音が鳴る。

「どういう意味ですか？」

「技術を膨ぼう大だいに投入したブラフ、とでもいうべきか。この封印球体に必要なことはただ一つ、異常な硬さだ。しかもダイヤのように衝しよう撃げきに弱く砕けることのない。あとの機能はどうでもいい。この封印法を考えたのは、真まな目め不ふ坐ざか。なかなかやってくれる。ふんだんに放り込まれている遺産技術が単なるブラフに貶おとしめられている。皮肉が効いている」

　麻ま耶やが慌てて由ゆ宇うに問い求めた。

「ま、待って。あなた、まるで封印の解き方が解わかったような言い方をしているけれど」

「ようなではなく、解ったんだ」

　手を握りしめ返事を待つ麻耶に、由宇はいともたやすく肯定した。いっせいに周囲の研究者から異論の声があがる。

「いったい、どうやって！」

「我々が何年かけても解らなかったのに」

「いい加減なことは言うなよ」

　その場にいた全員、とくに学者達たちが口々に由宇へ詰め寄った。由宇は彼らの反応などおかまいなく、いつもの調子で喋しやべる。

「封印を解くための道具はすべて用意されていた。それがあまりにも大きくて、一見道具と気づかないだけだ」

「もったいぶらないで、早く方法を言ってください」

「気が短いな、覗のぞき屋の看板娘は」

　麻耶は反論したい気持ちを我慢し、痙けい攣れんしそうな頬ほおを隠し、紅潮しないよう心臓の鼓動を抑え、平常心そのものといった穏おだやかな声で聞いた。

「それでどうやって、あの球体を取り出すのかしら？」

「こめかみに血管が浮いてるぞ」

「さっさと答えなさいっ！」

　切れた。

「これ以上興こう奮ふんさせて、卒倒されても困るか。これから言う方法は私一人の力では、なかなか難しい」

「素直に真目家の力が必要だとおっしゃったらいかが？　それで、どうやってあの球体の封印を解きますの？」

「簡単だ」

　由宇の手のひらが、球体を軽く横に叩たたいた。

「だるま落とし」








準備、その一



　受話器を置く伊だ達ての顔は、苦悩と評してかまわないほど難しいものになっている。長い電話ではなかったが、電話を受ける前と表情は一変していた。

「やはり真まな目め家が、いや真目麻ま耶やが遺産の封印を解く協力を申し出てきたか」

　やがて送られてきた資料に目を通し、ますます難しい顔になる。しかし決断はすばやく、伊達は己がすべきことを迅じん速そくに実行に移した。

　真目家から送られてきた計画書をＮＣＴ研究所に送り、検討させ、必要となる人材の手配を腹心達たちに指示する。

　一通りの作業が終わった頃ころに、ノックの音がした。

「入れ」

　扉が開くと、八や代しろがいつもの軽い調子で入ってくる。

「真目家から伊達さんのところに直接、協力の要請があったそうですね。球体を取り出すとかなんとか？　まいったなあ、窓口の僕をすっとばして上に直接だなんて、立場ないです」

　言葉とは裏腹に、まるでまいった顔をしていない顔を見て、伊達は苦笑するがとがめるようなことはしない。この男の一風変わった話の運び方だ。軽口に見えて要所は押さえている。

「煩わずらわしい交渉を避さけたのだろう。緊きん急きゆうのいま、俺おれもそのほうが助かる」

「普ふ段だんからそうしてくださいよ。僕の繊せん細さいな神経のためにも」

　胃のあたりを押さえて八代はアピールしてみるが、伊達はまるで取り合わなかった。

「それがおまえの仕事だ。あきらめろ」

「もうとっくにあきらめてますけど……。ともかく、これまではだいたい読み通りですね。で、どんな方法を提案してきたんですか？」

「だるま落としだそうだ」

「は？　何ですか、それは？」

「これが計画書だ」

　書類を受け取ると八代は、真目家がよこした技術的専門用語が並ぶ本格的な代しろ物ものを難なく読みこなし、すばやく目を通していった。しかし最後まで読み終わつても、八代の顔から、半信半疑の感情は消えない。

「こんな方法で……本当にできるんですか？」

「ＮＣＴ研究所に解析を急がせている。しかし可能か否いなかにかかわらず、俺はこの申し出を受けるつもりだ」

　伊達の真意を読み取り、八代は浮かべている笑みをまるで違う意味へと変換させる。伊達の懐ふところ刀がたなとしての表情が垣かい間ま見みえた瞬しゆん間かんだった。

「この計画書の発案が誰だれかと考えれば、当然だと思います。しっぽをつかむチャンスですね」

「相手も承知の上だろう。生なま半はん可かなことでは無理だ」

「任せてください」

「以後、本作戦は９号作戦と呼称する」

　八や代しろは珍しく真顔になると、伊だ達てに向かって背筋を伸ばし、敬礼した。








解明、その二



「だるま落とし？」

　麻ま耶やと怜れいは異口同音に返してくる。

「そう、あの球体を取り出すにはこれしかない」

　自信満々に答える由ゆ宇うに、しかし向けられる視線はどれも懐かい疑ぎ的てきだ。中にはあからさまにため息をついて、首を振る姿まである。

「つまり、真横から衝しよう撃げきをあたえて、取り出すと。そう言いたいのですか？」

　麻耶は自分の言っていることが間違った解釈だと信じたかった。自分には思いもつかない方法論を期待した。そういう意味では思いもしない方法である。しかしそれはあまりにも荒こう唐とう無む稽けいすぎる。いや、はっきり言って馬ば鹿か馬ば鹿かしかった。

　麻耶が由宇に無意識に期待した感情は、彼女自身否定するだろうが、由宇の力を認めてのことなのだ。認められない感情にすがったからこそ、落胆はひとしおであった。

「球体がなくなれば、上の支柱が下りて下の支柱に着地し支えられる。中心部が２メートル沈下するだけで、街全体の斜度の変化は１度以下だ。問題ない」

　そんな感情を知ってか知らずか、由宇は淡々と説明を続ける。いや淡々と話しているように見えるが、由宇をよく知っている人物が観みれば、彼女が得意げになっているのを見て取れただろう。

　我慢できなくなった麻耶は、感情を殺した声で尋たずねる。

「あなた、あそこにどれだけの力が加わっているか、解わかっています？　だるま落としのように叩たたいて球体を取り出すのに、いったいどれだけの力が必要か。それに強度の問題もあります。たとえその条件をクリアしたところで、それだけの力が球体ごしとはいえ、支柱に加えられたら、曲がるか最悪の場合折れてしまいます」

「問題ない」

「問題ないって……？」

「すべてクリア済みだ。強度は問題ない。支柱への影えい響きようを最小限に抑える方法も、見当はつけている。叩くのにちょうどいいハンマーも見つけた」

　由宇はこんこんと研究室の球体を叩いた。

「これなら強度も申し分ない。ダイヤより硬く衝撃にも強い」

「あ、あの……あまりさわって、汚さないでください」

　気弱そうな研究者の友好的とは思えない笑みを返し、由ゆ宇うは説明を続けた。

「気にするな。これからもっと汚れる。同型の巨大な球体を、高速でぶつける。そうだな……秒速数キロメートルに達すれば可能か」

「び、秒速数キロメートルって……戦せん闘とう機きより速い速度じゃないかっ！　いったいどうやって？」

　学者達たちの反論に由宇は余裕の顔をする。それが麻ま耶やには少し面おも白しろくなかった。

「簡単だ。道具も状況もすべて用意されている。私達はそれを使うだけでいい」

　誰だれもが顔を見合わせる。いまだ由宇の言葉を信じている者はいなかった。








準備、その二



「気をつけて、運べ。落としても壊こわれるような物じゃないが、慎重にやれよ」

　ラボから慎重に運び出されているのは、封印に使われている物と同じ銀色の球体だ。都市一つ支えることができる球体を、丁てい寧ねいにコンテナに乗せる。ロックを厳重にかけたコンテナを今度は輸送ヘリに乗せ、一路《希望》都市へ向かった。

　その様子を遠くから一部始終見ていた一対の瞳ひとみがあった。

「ようやく重たい腰を上げたか」

　マジシャンはそれだけつぶやくと、霧きりにかすむように姿を消した。








解明、その三



「解わかりやすく説明しよう。この球体を弾丸だと思えばいい。いま世界でもっとも速い銃はなんだと思う？」

「レールガンですか？」

　怜れいが即座に答えた。

「そう。フレミングの左手の法則、磁気で射出する構造をしている」

「レールガンをどこからか運んできて、あの球体を発射しろと？　あんた、いま世界で一番大きいレールガンの弾の大きさを知っているのか？」

　からんできた科学者は指先で小さな丸を作る。

「こんなサイズだぞ。しかも、これだけのサイズの物を射出するのだって、研究室を埋め尽くすほどの施設が必要なんだ。それを２メートルものサイズを発射しろだなんて」

「二ツ橋重工は、こぶし大の大きさの弾を射出するレールガンを、戦車に搭載可能な兵器サイズにまで小型化している」

「ええ、そう言えばそうでしたね。でもここの人達が知らないのは無理もありませんわ。遺産技術を違法使用したものですから。あの事件そのものも極ごく秘ひ扱いになっていますもの」

　麻ま耶やの顔からも疑惑の表情が晴れない。

「それはともかくとして、もしかしたらあなたに設計を任せれば、２メートルの弾を射出できるレールガンを開発小型化はできるかもしれませんわね。でも、それを開発している時間は私達たちには……」

　由ゆ宇うの動じない態度に、麻耶の言葉は尻しりすぼみになる。

「確かに、現実的な方法とは思えません」

　とぎれた麻耶の言葉を受け継いだのは怜れいだ。

「待って、怜。まさか、あなた……」

「気づいたか。そう私達はそんなものを一から作る必要はない。何度も言うが、レールガンに必要なものである、膨ぼう大だいな電力と砲身。もうすでに用意されている。世界最大のレールガンになりうるものがね」

「世界最大のレールガン？　そんなものがどこに」

「あるわ」

「麻耶様？」

　科学者の一人が、麻耶の顔を覗のぞき込む。

「……リニアエクスプレス」

　呆ぼう然ぜんと麻耶はつぶやく。








準備、その三



「以上をもちまして、本日〇二〇〇時より、リニアエクスプレスコントロール施設は、我々ＡＤＥＭに徴集されることになりました。これが命令書です」

　八や代しろが出した書類を見て、リニアエクスプレスコントロール施設の最高責任者は顔を青くした。ついこの間、訳の解わからない化け物によって、大勢の所員を失ったばかりなのだ。事後処理で疲ひ弊へいしているところに、これではたまらないだろう。

「いや、しかし」

「大だい丈じよう夫ぶです。この徴集により被こうむった損害は、すべてＡＤＥＭと真まな目め家がかぶります。これがその書類。豪気ですねえ」

「真目様が……」

　最大の株主の名の効果は大きかった。書類に目を通し、最高責任者は少しほっとした顔をする。

「無事に返していただけるのでしょうね？」

　書類にサインをしながら、おそるおそる聞いてきた。

「最善は尽くします」

　書類のサインを確認し、八や代しろはにっこりと笑った。

「ご協力感謝します。これより四十八時間、リニアエクスプレスコントロール施設はＡＤＥＭの管かん轄かつ下かに入ります。職員の方々にもそのつもりでいるよう通達してください」

「あの、具体的に何をするんですか？」

「僕もよく原理は解わかってないんですが、特定の区画で、オーバーロードぎりぎりまで出力をあげるとか。一部機材はプラズマ化するかもしれません。でもご心配なく。きちんと修理してお返ししますから」








解明、その四



「これは世界最大のレールガンと言っていい。乱暴な言い方をすれば、リニアエクスプレスもレールガンも、用意する道具は一いつ緒しよだ」

　由ゆ宇うはそう言うとモニターに《希望》周辺の地図を表示し、そこにリニアエクスプレスの路線図を重ねた。

「砲身と砲身内を通電する施設……」

「そう、ちょっとした工事でこのトンネルは、巨大な多段加速式のレールガンの砲身となる。そして《希望》を前にリニアエクスプレスは不自然なカーブを描いている。しかし、これをまっすぐに伸ばすと……」

「あなたが忍び込んできた隠し通路ですね」

　路線図から延ばしたラインは《希望》の隠し通路のラインとぴたりと重なった。

「この通路に沿って、直線を伸ばすと、さてどうなるか」

　隠し通路から延ばしたラインはやがて《希望》の地下空洞に到達し、さらに先に延ばすと中心に位置する球体を貫いた。

「できすぎてますわね」

　麻ま耶やは苦い顔をした。

「さらに線を延ばすと、反対側のもう一つの隠し通路に到達する。はじかれた球体は、ここを通り、同じ原理で、今度はブレーキをかける」

「まさか、あの事件は……」

　怜れいが何かに気づく。

「変異体がリニアエクスプレスを乗っ取った事件か？　そう、あいつの目的も同じだったのだろう。ただ行動に意識の混こん濁だくが見えた。手順を間違えて、あのような事件に発展した」
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「いそげ。予定の時間まで、もう十二時間ないぞ」

　二日前の夜、由ゆ宇うがダッジ・トマホークで通り抜けた隠し通路にいま、そのときの冷え切った寂しい光景はどこにもなかった。何十人という作業員が、工事にいそしんでいる。

　さらに違うのは地面だ。そこにはいままでなかったレールのようなもの、リニアエクスプレスのガイドウェイが引かれている。ガイドウェイが長い通路上に次々と伸びていく。やがてそれは、真まな目め家の地下空洞に届こうとしていた。

　ガイドウェイと一つ違うのは推進用コイルが伝導体に置き換えられていることだ。リニアエクスプレスは磁力の反発力による推進に対し、レールガンはローレンツ力、フレミングの左手の法則による推進という違いがある。そのための処置だ。

「４キロの距離を一日でやれか。人海戦術とはいえ無む茶ちやを言うな」

　それでも現場監督は汗を拭ふくと、部下達たちにハッパをかけた。

「作業が遅れてるぞ！　残り３キロ、死ぬ気でやれ！」








解明、その五



「しかし本当にその方法で可能なのでしょうか？　どれだけ条件を満たす速度で球体同士をぶつけても、球体と支柱の摩ま擦さつにより、柱に影えい響きようを及ぼします」

　麻ま耶やの言葉は疑問というより、確認に近い。

「大だい丈じよう夫ぶ、考えてある。少し前ＡＤＥＭに、常温下でも摩擦係数を限りなくゼロに近づけるコーティング剤を伝えた。その開発が順調なら、いまごろ完成していてもおかしくない。それとなく摩擦係数を軽減する遺産はないかと聞いてみてくれ」

　しかし三十分後、怜れいの持ってきた答えは思わしくないものだ。

「開発は最終段階に入っていたようです。しかし変異体の事件のとき、破は壊かいされた施設の中に、例のコーティング剤の研究部門が含まれていたそうで、すぐには無理だとか」

　由宇は珍しく眉まゆをひそめていたが、すぐに明るい顔で怜に言った。

「確かミネルヴァのメンバーも同じ技術を使っていたな。あの鎧よろいを着ていたでかぶつだ。鎧に使われているものを使おう」

「ではＡＤＥＭに鎧の回収をお願いしましょう」








準備、その五



「萌もえちゃん重くない？」

「大丈夫、60キロくらいだから」

　萌もえはビッグフットが着用していた鎧よろいのような装甲を担かつぐ。

「60キロ？　あたしより重いじゃない」

「大だい丈じよう夫ぶ、あきらも重くない」

「あんたの重くないは信用できない」

「それよりあきらこそ大丈夫？」

「あたし？　血流しちゃっただけだから。輸血したから大丈夫だって」

　痛みを笑顔の下に隠し、あきらは足だけはふらつかないように気合いを入れる。

「あきらは重くなんてない。それに頑丈」

「それまさか褒ほめ言葉のつもり？」

　笑う萌の顔が急に曇くもった。

「どうしたの？」

「あれ、あそこに」

　萌の見ている場所を見て、あきらは事情を悟った。そこには遺体収容用の巨大な袋があった。中は解わからないが、特注の巨大な袋のサイズから、中が誰だれなのか察することができた。

「萌ちゃんと闘たたかった相手だね」

「……」

「さあ、気にしないでさっさと行こう」

「……うん」

　あきらと萌が立ち去ってしばらくして、袋が動いた。ちょうど遺体の手に当たる部分だ。遺体袋を縦に割るジッパーが下りた。袋が左右に割れ、頭がないビッグフットの遺体が、機械のように腰を曲げ起きあがった。

　音もなく床に下りると、ビッグフットは萌達たちのあとを追うように歩き出した。








解明、その六



「手はずは整えました。時間内に計画が実行できることをお約束します」

　怜れいの報告に、由ゆ宇うはかぶりを振る。

「いや、もう一つやることがある」

「やること？」

「ビリヤードだ」

　そして由宇は、最後のしかけを説明する。

「あなた、詐さ欺ぎ師しになれるわ」

　呆あきれ半分に、麻ま耶やはその計画を実行に移した。





準備、その六



「そっとおろせ。気をつけろ」

　真まな目め家のラボから一時間の短い旅を終え、２メートルの球体はリニアエクスプレスのレール、ガイドウェイ上に収まり、役目がくるのを待つだけになった。

　こうして計画発動から約十六時間、五月四日二十時に世界最大のレールガンは完成したのである。




　　　　　　　　６




　工事の完成を聞き、麻ま耶やは小さく安あん堵どした。無む茶ちやな工事だったが、現場の人間達たちががんばってくれたようだ。それともう一つ、ＡＤＥＭの手て際ぎわの良さがある。良すぎるとさえ言えた。おそらく行動を読まれていた。峰みね島しま由ゆ宇うを真目家でかくまっていることも、ほぼ確信しているだろう。しかしそれでも麻耶は問題なしと考えている。

　この作戦のため急きょ作られたモニタールームに行くと、由宇がじっと座っていた。各種モニターから複数の映像と音声が聞こえ、けたたましいことこの上ない。しかも由宇はそれらをすべて個別に認識しているのが、麻耶には信じられなかった。

「聖しよう徳とく太たい子しも真っ青ですわね」

「あの程度と一いつ緒しよにするな」

　不ふ遜そんここに極まれりだ。麻耶は呆あきれた顔をすると、隣となりの椅い子すに座った。

　由宇は麻耶の表情を見ると、眉まゆ根ねをひそめた。

「迷いのある顔だな」

「ええ。この計画はあまりにも大きな危険をともないます。失敗したら、街を支える支柱は折れ、一つの都市が崩ほう壊かいしてしまう。どれだけの犠ぎ牲せいが出るか……。もちろん私達も、その犠牲者名めい簿ぼに名を連ねることになるのですけど」

「私は身元不明だな。そうならないためにも、こうして監視している。失敗しても最悪の事態だけは避さけてみせよう」

　麻耶は由宇の顔をじっと見つめる。その顔に不安はないか、偽いつわりはないか、何かこの計画に影を落とすようなものはないか。しかし端整な顔立ちだと再確認するだけで、真意を読み取るのは難しかった。

「工事は完了しました。予定通りあと一時間で、作戦開始です」

　由宇は何かを思案しているのか、しばらく眉をひそめていた。

「何を考えています？」

「……話すべきかどうかを迷っている」

「隠しごとですか？」

　由ゆ宇うは椅い子すに座り直し背もたれに体を預けると、麻ま耶やを見た。

「いや、確信のないことを話すのは好きではない。それだけだ」

「たまに確信があっても話すのが、好きではない場合もあるようですけど」

　麻耶の皮肉を、由宇は涼しい顔で受け流した。

「作戦の開始まであと一時間あります。それまで何かやることは？」

「……待つだけだ」

「では、お茶でも飲みませんか？　おいしい茶葉が今朝、送られてきましたの」

　きっとこれが由宇との最後のお茶の時間になるだろうと、麻耶は予感した。
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　時計の針が二十二時を指した。

　八や代しろは時刻を確認すると、息を深く吸い込み宣言する。

「９号作戦を開始します」

　リニアエクスプレスコントロール施設に急きょ設置された作戦司令室は、慌ただしさが増した。

「全機器チェックオールグリーン。射出準備完了しました」

「警備状況はいかがですか？」

『こちらＡ班。現在異常なし』

　蓮れん杖じようが報告する。

『Ｂ班、異常ありません』

　あきらも珍しく緊きん張ちようした声を出す。

『Ｃ班、異常ありません』

　萌もえの声はいつもどおりだ。

　八代は時計をもう一度確認した。

「発射予定時刻まであと五分。カ─13からケ─11区画までのガイドウェイに電力供給開始」

「電力供給開始、問題ありません」

「出力２００パーセントまで上昇」

「発射開始まで、三分」

「２００パーセントまで上昇、問題ありません」

「よし、出力３００パーセントまで上昇」

「３００パーセントまで上昇、問題ありません」

「出力４００パーセントまで上昇」

「４００パーセントまで上昇……ク─08区画に異常発生。高電圧による破損と思われます」

「破損箇所を補ほ填てんする再計算。終了と同時に再計算値まで一気に上昇させます」

「再計算終了、出力最大値。……問題ありません」

「発射開始まで、一分。秒読み開始します」

　オペレーターの声が静かにカウントダウンを告げる。

「30、29、28」

　全員が時計を見つめる。

「10、９、８」

　失敗は許されない。一度発射に使ったリニアエクスプレスのガイドウェイは、高電圧に耐えきれず使い物にならなくなる。

「２、１」

　もう引き返せない。

「発射」

「異常発生！」

　二つの声が同時に上がった。

　トンネル内で鎮座していた銀色の球体は、爆はぜるように大気を切り裂き、ばく進した。




　　　　　　　　８




　発射より一分ほど前、トンネル内の変電施設を見回っていた萌もえは、何が起こったのか解わからなかった。

　突とつ如じよ、現れた巨漢の影に殴なぐられ、地面を転がった。

「だ、誰だれ？」

　ようやく膝ひざ立だちになり、もうろうとする意識をむりやり覚かく醒せいさせた。巨漢のシルエットを見て、まだ意識が混こん濁だくしているのかと萌は思った。

　そう考えないとおかしい。目の前に立っているのは昨日死んだはずのビッグフットだ。別人であるはずはなかった。死に至らしめた原因、ガトリングで吹き飛ばされた頭は、消失したままだった。

　立ちはだかる首のない姿に、萌は恐怖する。

「な、なに？」

　ビッグフットは容よう赦しやないパンチとキックを繰り出してきた。そのたびに転げて逃げるか、かろうじてガードして受け止めた。

「殺してやる」

　頭のないビッグフットから声がする。

「よくも殺してくれたな。殺してやる。殺してやる」

　呪じゆ詛そのように甲高い声が続く。攻こう撃げきの激しさよりも、恐怖から萌もえは防戦に回る。

「死ね、死ね、死ね」

　声は続く。

　攻撃が一いつ瞬しゆん、やんだ。

　ビッグフットは萌が落としたＭＰ５サブマシンガンを拾い、それを電力ケーブルに向けた。ビッグフットの巨大な手が持つとおもちゃのように見える。

「や、やめて！」

　制止は遅かった。引き金は引かれ、何十発という弾が、電力ケーブルを引き裂く。暗いトンネル内がスパークした電気によって明るくなる。

　同時に、

『発射』

　通信機から八や代しろの合図が聞こえる。発射された。もう手遅れだ。十秒を待たず、発射された球体は封印された球体にぶつかり、吹き飛ばされた球体は、萌がいるトンネルに猛スピードで到着する。いるのは萌だけではない。他ほかにもＬＣ部隊のメンバー、そして同じアドバンスＬＣ部隊のメンバー、あきらがいる。

　すぐさま次の通信が入る。

「ブレーキ用電力に異常発生。ただちにブレーキ区画にいる職員は……」

　避ひ難なんなんて間に合わない。

　あと残り数秒。

　脳裏にあきらとの出会いが蘇よみがえった。

　──萌？

　──そっ。吉よし見み萌。それがあんたの名前。前の名前かわいくないし。気に入った？

　──よく解わからない。

　──まっ、無理もないか。あたしの名前はあきら。よろしくね。

　──あきら？

　萌は立ち上がると、走った。途中、ビッグフットが銃口を向けてくる。そんなものは関係ない。９㎜の銃弾など、萌には雨つぶに等しい。

　──でも上の人間もひどいよね。いくら超法規的処置だって。

　──ひどい？　何が？

　──ううん。気にしない気にしない。ほら、それより覚えることがいっぱいあるんだから。

　立ちはだかり止めようとするビッグフットを横よこ殴なぐりに殴った。巨漢は床をボールのように跳ねながら壁に激突し動かなくなった。

　その行く末を萌もえは最後まで見ない。そんなことはどうでもよかった。

　──あきらは僕が怖くないの？　みんな怖がって近寄ってくれないんだ。

　──そんな意い気く地じなしな連中、気にする必要ないよ。それにかわいい名前になったし。ああ、なんで泣くのよ？　ほんと子供と変わりないのね。

　あきらが死ぬのだけは、いやだった。

「あきら、ありがとう」

『え？　誰だれ？　萌ちゃん？』

　あきらへの通信回線を開き、一言だけ伝える。ずっと照れくさくて言えなかった。最後に言うことができた。

　人の体は電気を通す。

　萌は放電するケーブルめがけて、体を投げた。
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「ブレーキ区画の電力、正常値に戻りました」

　リニアエクスプレスコントロール施設に安あん堵どの声が戻る。

「原因は？」

「解わかりません」

　八や代しろの疑問は、違う意味の不安になる。

　──何が起こったんだ？

　外部からの干渉があったのか。それなら考えられる理由は多くない。どちらにせよ確認と手配をするために、通信機を手に取る。しかしその行動は一時、停止した。球体の位置を追跡するモニターが、《希望》都市地下空洞間近であることを告げたからだ。
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　球体はトンネル内を飛ぶように突き進む。多段加速式により速度はとどまるところを知らない。球体の生み出す衝しよう撃げき波はと莫大な電力の負荷に耐えきれず、機材の一部が次々と破損し、後方では放電と爆発音が鳴りやまない。しかし音速を超えている球体に、それが届くことはなかった。目的地に向かい、加速と直進を続けた。

　発射からものの数秒で４キロの距離を突破すると、球体は地下空洞に到達した。宙を飛び推進力を失った球体は、それでも音速の十倍以上の速さで中央の支柱めがけて直進する。

　発射された球体、支柱に固定された球体、二つの球体が凄すさまじい速度で衝突した。その衝撃波は、地上の《希望》にも伝わり、住人に地じ震しんが起こったと錯さつ覚かくさせる。

　支柱に固定されていた球体は、フリクション・キャンセルにより支柱との摩ま擦さつを軽減され、支柱の間からすり抜けた。否いな、大砲のように発射された。球体はそのまま目に見えないレールの上を走るように、もう一つの隠し通路へ吸い込まれる。

　支柱の球体を押し出したもう一つの玉は弾はじかれ、地下空洞の壁の一つにめり込む。

　そして球体を失った支柱は、その２メートルの空白を埋めるべく、ストンと上部が下がり、下の支柱に着地した。しばらく振動を続けていた支柱は、やがて静まり、何事もなかったように、静寂を取り戻した。

《希望》の街は、中心に向かい１度以下の傾斜が生まれたが、気づく人間はいなかった。ただ希望の街だけに起こった軽度の地じ震しんと、正体不明の爆音に首をかしげていた。
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「萌もえちゃん？　萌ちゃん？」

　切れた通信にあきらは必死に呼びかける。胸むな騒さわぎが止まらない。なぜか涙が出た。まるで誰だれかの死を悼いたむかのように。否定しようとあきらは目をこすった。

　世界を吹き飛ばすような爆音が鳴った。同時に凄すさまじい風が、あきら達たちのところに押し寄せる。トンネル内をばく進する封印されていた球体が空気を圧迫し、到着予定地点であるあきら達のところに風として届いているのだ。

　しかしそれもすぐに緩ゆるやかになった。

　秒速キロ単位で走る球体は、ローレンツ力によりブレーキをかけられ、みるみる減速する。やがてトンネルの奥に見えた球体は、あきら達を前に予定通りの位置で停止した。

「成功……したの？」

　あきらは呆ぼう然ぜんとつぶやく。球体の発する熱が風となって顔を叩たたいた。空気の摩擦と高電圧が生み出した熱だ。

　世界最高峰の硬さを誇ほこる球体は、球体同士の衝しよう突とつの衝しよう撃げきで、多少歪ゆがみが生じている。真円の形が、いまはよく見ればほんのわずか楕円になっている。

「よ、ようし、回収作業開始」

　あきらは我を取り戻すと、萌を心配する気持ちを無理矢理脇わきに追いやり号令をかける。球体に冷却用の水がかけられ、発生した水蒸気はあっというまに換気口から吸い上げられる。

　ようやく触れられる温度にまで冷却すると、【天国の門】回収班が球体の解体に取りかかろうとした。

　しかしそれを止める声がある。

「さすがさすが。よもやそのような方法で取り出すとは」

　あきら達が見たのは、トンネルの暗くら闇やみから現れた老人だ。

「くそっ、警備の連中はなにをしてるの」

　毒づくがマジシャン相手に、通常の警備が意味をなさないことは知っていた。

「考えたのは峰みね島しまの娘か？　それとも真まな目めの娘か？　あるいは解答を知っていながら、隠してきたか？　ふん、いまとなってはどちらでもいいが」

　ステッキが球体を指す。

「ご苦労であった。それはわしがもらっていこう」

　いつのまにかマジシャンの背後ではドラゴンが目を光らせ、トンネル内に低いうなり声を響ひびかせていた。

　ＬＣ部隊の銃がいっせいにマジシャンへ狙ねらいをさだめる。

「待って！　撃うってはだめ」

　それを制止したのはあきらだ。

「ほっ。賢明なお嬢じようさんですな。さよう、わしに銃器は効かぬ。後ろのかわいいペットもな。しかしこやつの牙きばは、おまえ達たちの命を奪うであろう」

「みんな、下がって。ここは撤てつ退たい。あの幻影には対抗手段がない」

「しかし」

「ここで死んでも犬死に。反はん撃げきの機会はまだある」

　作業員をかばいながらＬＣ部隊はゆっくりと下がる。

「いずれ、あんたはほえ面づらをかく。覚えときな」

　マジシャンは逃げる者達を追うようなまねはしなかった。それは決して高潔な精神からもたらされた行動ではなく、目の前の球体の中身を早く見たいという気持ちからである。

　はたして、それらの心情はすべて峰島由ゆ宇うの推察どおりと知ったら、この老人はどう思うだろう。

　それでも簡単に引き下がったＬＣ部隊を、マジシャンはいぶかしむ。

「あっさりと引き下がりおったか。まさか球体は偽にせ物もの？　それとも中身は抜き取られているのか？」

　その可能性を吟ぎん味みし、マジシャンはすぐに首を振った。ありえない。球体の射出、封印の球体と衝しよう突とつ、押し出された封印の球体はもう一つの隠し通路へ、そして停止。

　一連の作業の中で球体から遺産を抜き取る時間はなかったはずだ。断言できる。

　マジシャンは背後の奥にいた勝かつ司しが用意した手勢に指示を出す。球体はいらない。中をいただくだけでよかった。

　やがて作業員の手によって球体は開いた。

「マジシャン様、来てください」

　言われるまでもなく、マジシャンはそばによると中を覗のぞき込む。

「どういうことだ？　これは、どういうことなのだ！」

　悲鳴に近いマジシャンの驚おどろきが、トンネル内をこだました。球体の中には何も入っていなかった。
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　萌もえの体は切断されたケーブルの間に埋もれていた。

「も、萌ちゃん！」

　あきらはひっ迫した声を出し、萌に駆け寄った。

「萌ちゃん、ねえ生きてるでしょ？　死んでないよね？」

　あきらは必死に巨体を揺すり、呼びかける。涙で視界がぼやけていた。

　萌の顔がぴくりと動く。やがてうっすらと目を開けると、泣いているあきらの顔をきょとんとした顔で見た。

「あれ……あきら？　なんで僕生きてるの？」

「なんで生きてるのじゃないよ！」

「ここ天国？　もしかして、あきらも死んじゃったの？」

　あきらは泣きはらした顔で、萌の頭を思いきり殴なぐる。

「馬ば鹿か！　縁えん起ぎでもないこと言うんじゃない」

　萌はケーブルの間から体を起こし、不思議そうにあたりを見渡した。

「だって、ここ、電気でバチバチって」

「誰だれだか解わからないけど、この区画の電力を切って、一いつ瞬しゆんにして再計算をしてくれた人がいるんだよ。まったくもう、無む茶ちやするんだから」

「良かった。あきらが生きてる」

　萌はまだ実感がなく、

「あきら、なんで泣いているの？」

　無邪気に聞いてきた。
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「いっぱい食わされたな」

　マジシャンの報告を聞き、しかし勝かつ司しはそれほど驚いた様子は見せなかった。

「だが中を抜き取る時間はなかった。これは絶対だ」

　勝司の落ち着いた態度が腹立たしいのか、マジシャンは声を荒らげ、部屋の中を落ち着きなく歩き回った。

「そもそも本当に中に遺産は入っていたのか？　親おや父じ、あの仕掛けを作った真まな目め不ふ坐ざに最初からだまされていたという可能性もあるぞ」

　マジシャンは呆ぼう然ぜんとし、しかしすぐに首を振る。

「そんなはずはない。あるはずはない」

　論拠も何もない。ただあるはずだと繰り返すマジシャンを見る勝かつ司しの目に、複雑な感情が宿った。しかし、すぐにいつもの冷れい徹てつな眼まな差ざしに戻り、言った。

「麻ま耶やがなんらかの方法で、先に遺産を抜き取っていたとしよう」

「どうやってだね？」

　いらだった声を勝司は受け流す。

「方法はいい。いま彼らの手元にあると仮定してだ。問題はどこに運んだか？」

　報告書を手に、勝司は淡々と話す。

「まずリニアエクスプレスを使った摘出方法以前に、抜き取られていた可能性は低い。ブラフにしては大規模で危険をともなう。つまりどうにかして、あの方法で我々の目から逃れて、運び出された」

「ふむ」

「しかし外部に運び出せたか？　リニアエクスプレスの通路は、無理矢理レールガンとやらに改良して使い物にならないし、我々の監視の目もある。となると可能性は一つ。あの空間から我々の目を盗んで運び出せる場所は、リニアエクスプレスに通じる通路以外一つしかない」

「……ＫＩＢＯＵビルか」
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　ＫＩＢＯＵビルの地下にあるラボの一角に、封印されていた球体は安置されていた。そのまわりには、由ゆ宇う、麻耶、怜れい、そして何人かの研究者と作業員の姿があった。

　彼らの間には一種独特の緊きん迫ぱく感かんが流れている。開けることに焦こがれながらも、それを行うのを恐れるという二律背反アンビバレンスにも似たものがあった。

「これが十年以上、地下で封印されていた遺産……」

　麻耶はようやく声を出すと、いまここに【天国の門】がある奇跡のような出来事に、戸惑いと感動を同時に覚えた。

　由宇はどのような気持ちでこれを見ているのだろう。横顔を探ってもそれは解わからない。ただ由宇の奇策がなければここに遺産はなく、マジシャン達たちに奪われていた可能性は高い。それだけでなく計画実行中に起こった電力トラブルも、瞬しゆん時じに解決している。

　麻耶は一日前の、由宇の言葉を思い出す。







　──二十時間前。

「いや、もう一つやることがある」

　リニアエクスプレスのトンネルをレールガンに緊きん急きゆう改造する手配を整えた麻ま耶や達たちに、由ゆ宇うは最後の策を口にする。

「やること？」

「ビリヤードだ」

　由宇の口調は真剣か否いなか迷う部分がある。少なくとも表現方法に真剣みは感じられなかった。

「だるま落としの次はビリヤード？　からかってるんですの？」

「まさか。私はいたって真ま面じ目めだ。順を追って説明しよう。いままで説明した一連の作業は大規模で、いくら真まな目め家といえどもミネルヴァに隠し通して行うのは不可能、ではないか？」

「ええ、そうね」

　由宇の問いを麻耶は素直に認めた。それがこの計画でもっとも大きな懸け念ねん材料だ。【天国の門】を取り出し、マジシャン達たちとの駆け引きに使おうにも、奪われてはもともこもない。

「したがって、彼らが強ごう奪だつにくる可能性もある。そのタイミングは取りだした直後」

「異論はありませんけど、それに対する案がビリヤード？　もう少し具体的に言ってくださる？」

「予備の球体は幸い二つある。これを使う」

「一つはレールガンで射出用。でももう一つは？　どう使いますの？」

「簡単だ。ここに置く。それだけでいい」

　由宇が指さした地点は、レールガンを射出する側とは反対の隠し通路である。

「支柱から押し出された封印の球体は、この通路に飛び、反対方向にかけられたレールガンの磁力によってブレーキがかかる。でもその通り道であるトンネルに同じ球体を置いたらどうなる？」

「それでビリヤードなのね」

「そう。二つの球体はぶつかり、運動エネルギーは置いてあった球体に移動し、今度はこの球体がトンネル内を転がる。封印の球体は入れ替わるように、衝しよう突とつ地点に停止する。支柱から追い出すときの衝突音と通路内での衝突音は、ごくごく短い時間で鳴る。知らない人間には一度の衝突音に聞こえるだろう。そして通路の奥、停止予定地点に球体は予定通りの時間に到着する。おそらくミネルヴァがしかけるのはこのとき。なぜなら彼らがもっとも懸念するのは、中身が入れ替えられることだからだ。球体は予定の時間に到着する。彼らは気づくまい、じつはもう入れ替えられていたということに」

　麻耶は真顔で感心しつつも呆あきれて言った。

「あなた、詐さ欺ぎ師しになれるわ」




　そしていま、由ゆ宇うの思い描く計画通り、封印の球体はＫＩＢＯＵビルにある。

　神妙な面おも持もちで麻ま耶やは球体を見た。二度の衝しよう突とつにより、歪ゆがみは目に見えるほど大きい。

　──これが、真まな目め家のアイデンティティを崩すもの。もしかしたら闘とう真まやクレールを救えるかもしれないもの。

　麻耶は意を決し命じる。

「中を開けてください」

　麻耶の言葉を待っていたかのように、作業員が球体の開封作業に取りかかった。

　球体を開けると、中は何重にも特殊な衝しよう撃げき吸収材で覆おおわれていた。それだけでも富を作れるほどの峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの遺産である。しかしこれは中のものを保護する役目でしかない。さらにそれを取り除くと、50センチ四方の箱が出てくる。

「それは、私が開けます」

　由宇の顔を見て同意を求める。彼女の顔に異論はなかった。というより誰だれが開けてもどうでもいいという顔をしている。

　麻耶は緊きん張ちようした面持ちで箱の蓋ふたに手を乗せる。真目家のアイデンティティを崩すもの。目をつむり、えいっという声を内心に隠して、息をとめて蓋を開けた。

　中から現れたのは、あまりにもあっさりしたものだ。ごてごてと奇妙奇き天て烈れつな装置のついたヘルメット。それが麻耶の第一印象だ。その安っぽさは、とても真目家のアイデンティティを崩すなどというだいそれた物には見えなかった。

「本物……ですの？」

　なんとなくかつがれているのではないかという気持ちを、由宇がやんわりと否定する。

「それに間違いないだろう」

「でも……」

「禍まが神がみの血ちは脳に深く密接している」

「……」

　由宇は麻耶からヘルメットを手に取ると、彼女には珍しく厳おごそかな口調で喋しやべった。

「これこそ禍神の血、【脳の黒点】を開き、鳴なる神かみの尊みことを使えるようにさせる遺産だ」







　由宇はそれを手にしたまま、まるで独白であるかのようにつぶやく。

「峰島勇次郎は、脳の働きに着目していた。【脳の黒点】はその一つ。勇次郎が作り上げた脳に関かかわる遺産、ブレインプロテクト、エレクトロン・フュージョン、ナイトメア、いずれもこれを生み出すための副産物に過ぎない。【脳の黒点】を以前は人の能力を引き上げるようなものだと説明したが、本質は違う。そしてこれも以前に話したが【脳の黒点】は真目家の本質に関わりがある。勇次郎は禍神の血に対抗する手段として、真目家の脳の特異性に着目していた。脳の黒点と呼ばれる未使用の領域。その領域の開放こそが禍まが神がみの血ち、真まな目め家の力の一端だった。ここから先は心理学や集合的無意識、シンクロニシティの領域か」

　由ゆ宇うは麻ま耶やの目を見て、

「クレールの持っていた長刀。鳴なる神かみの尊みことと同列の刀であるはずなのに、知らなかったと言ったな？　昔から真目家に存在していたのに知らなかったのか？　それとも歴史に刻まれるほど、古くないという可能性からか？　どちらだと思う？」

「いまとなっては……後者の確率のほうが高いと思いますわ」

「私も、勇ゆう次じ郎ろうが作り出したものではないかと推測する。おそらく遺産の一つだろう。十二年前、【天国の門】と一いつ緒しよに、真目不ふ坐ざが手に入れた」

「遺産ですって？　まさか！　……い、いえ、確かにその可能性は否定できませんけど」

　言葉が途絶えたのは、わずか。その間に麻耶はどのような思索があったか、言い返すことはせず、由宇の言葉を待った。

「すべては【脳の黒点】の研究の延長線上。その過程に、真目家の血の解明があった。なるほど、峰みね島しま勇次郎が真目家に嫌われるのも無理はない。その本質に迫る遺産を作り上げたとしたら、危険視するのは当然だろう」

　麻耶は由宇に問おうとする。真目家の本質とはいったいどういう意味なのか。しかしそれは問われないまま終わった。わずか数日のつきあいだが、由宇は答えないだろうと解わかっているし、麻耶自身、自らの力で到達する必要があると思うからだ。

　真目家の裏の顔を完全につぶす二つの発明。不坐が壊こわしきれなかった勇次郎の悪意。真目家の力を科学的に解体し、神秘を暴いてしまった存在。

　麻耶はとんでもないものが自分の手の中にあることに、身み震ぶるいした。

「これを使ってマジシャンは何をしようとしていたのかしら？　そして何者なのかしら？　ミネルヴァを抜け出してまで」

　マジシャンの正体を闘とう真まから伝え聞いた由宇は、口を閉じたままだ。

「何か知っていますの？」

「いや、そんなことはない」

　きっぱりとした返事は、かえって麻耶に疑心を植え付けた。しかしそれを無理に問いただそうとはせず、これから自分が何をすべきか思案する。複雑にからみ合った糸をときほぐす方法がないか、考えた。

　そして一つの計画を頭の中で構築した。
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　薄うす明あかりの中、鳴神尊の刀身が鞘さやからゆっくりと姿を現した。

　鳴なる神かみの尊みことを抜いたのは、真まな目め家の長男、真目勝かつ司しである。

　鞘さやから抜く一連の動作は、扱いなれているのが見てとれる。何を思うのか表情は読めない。

　刃こぼれ一つない刃が、鈍にび色いろの暗い色彩を放つ。切っ先を天に向け、勝司は鳴神尊を見つめていた。

　──抜いてみろ。

　いつだったか。まだ幼い勝司に父は言った。

　言われたとおり、勝司はなんの変哲もない小刀を鞘から抜いた。

　──これがどうしたの？　お父さん。

　鳴なる神かみ流りゆうの構えで小刀を何度か振る。型を一通りなぞる。体がよく動いた。調子が良かった。最後に空へ向かった一いち撃げきは、会心の出来映えだ。

　しかし父の顔に浮かんだのは明らかに落胆だった。自分は何か、父を失望させるようなことをしたのだろうか、まだ鳴神流の修行が足りず、どこか自分に至らないところがあるのだろうか。

　──僕、これが欲しい。

　言ってみただけだ。欲しいものは有形無形、労なくなんでも手に入った。だから勝司は一度も、何かを心の底から欲しいと思ったことはなかった。ただなんとなく口にしただけ。本当に欲しかったわけではない。

　──いや、おまえにはやれない。

　だが、その父の言い方がいままでに聞いたことがないほどに重く、真剣な響ひびきを持っていたことが勝司を驚おどろかせ、そしてむきにさせた。

　──いやだ、欲しい。ねえ、これ僕のものにする。

　──駄だ目めだ。

　頑として父は勝司の言葉を受け入れず、勝司の手から小刀を奪った。するりと手をすり抜けていく感触はいまでもこの手に残っている。

　勝司は鳴神尊を握り、薄うすく笑った。十八年の歳月を経へて、いま鳴神尊は勝司の手の中にある。

「たしかに俺おれには無用の長物だったさ」

　いまなら不ふ坐ざがなぜ勝司にこの小刀をあたえなかったか解わかる。抜いても闘とう真まのような変化も、精神の変革も起こらない。

　乱暴に置いた鳴神尊を、興味深そうに見ていた才さい火かが手に取ろうとする。

「さわるな」

「若様？」

「才火、おまえは、さわるな」

「はあい」

　あっさりと引き下がり、才火はソファに座るとつまらなそうに足を揺らす。

　電話が鳴った。けだるげに受話器を取るが、すぐにその顔は楽しそうなものになった。

「どうした？　面会人？　ふむ、そうか。いいぞ。解わかった通せ」

　受話器を置くのを待って、才さい火かが尋たずねてくる。

「どうしたの若様？」

「面おも白しろい人物が訪ねてきた」

「誰だれ？」

　勝かつ司しが答える前に、ノックの音がした。

「開いている。勝手に入ってこい」

　数秒の間をおき、ノブが回った。扉がゆっくりと開く。

「どうしてここが解った？」

　廊下には厳しい視線を向けてくる麻ま耶やが立っていた。







「それで、なんの用だ」

「交渉に参りました」

　勝司の軽い口調に対し、麻耶の声は固い。

「ほう、つまらない交渉なら、さっさと追い返すぞ」

「いいえ、勝司お兄様。あなたはきっと興味を持つはずです」

「言ってみろ」

「マジシャンと手を切ってもらう話です」

　勝司の目から遊びが消えた。

「座ってよろしいですね？」

　麻耶は部屋にはいると扉を閉め、勝司の前のソファに座った。部屋の中を見渡し、麻耶は意外と質素な内装に驚おどろく。そして麻耶を興味深そうに見ている才火の存在に気づいた。

　──子供？　まさか勝司お兄様の子供？

　しかし子供の年齢を考えると、それは考えにくい。

「その子は？」

「俺おれのボディガードだ。気にするな」

　クレールの実力を先日、目まの当たりにしていなければ、驚きはもっと大きかっただろう。しかし、その子供にはクレールのような強者の持つオーラのようなものがない。麻耶にもそれくらいは見切ることができた。

　さらにテーブルの上に無造作に置かれている鳴なる神かみの尊みことに驚く。やはり勝司が持っていたかと思ったが、そのあつかいのぞんざいさは、なんとなく腹立たしい。

[image: ]

「世間話をしに来たわけではないのだろう？　用件を聞かせろ」

　勝かつ司しの言葉はきつい。麻ま耶やは気を取り直し、ここに来た目的を果たすべく交渉を開始した。

「【天国の門】を手に入れました」

　勝司の表情に変化はない。内の心情を隠している様子もなかった。

「……やはり勝司お兄様は、最初から【天国の門】に興味はなかったのですね」

「ないわけじゃない。禍まが神がみの血ちを人為的に発動させるものだったか？」

　どうでもよさそうに聞いてくる。そしてそれは本心だと麻耶は気づいた。

「ええ。……私はずっと疑問でした。なぜ裏で糸を引く立場の勝司お兄様が、地下空洞で姿をさらしたのか。覚悟を見せた、という意味もあるでしょう。でもそれだけでは納得がいきません」

「ほう、それがどうかしたのか？」

「あの日から、私は勝司お兄様が統括する会社の乗っ取りをさせていただきました。資金源を断ち切るために。順調に進み、アメリカの三分の二とヨーロッパ諸国の半分近くを、掌しよう握あくさせていただきました」

　勝司の表情は変わらない。大きな動きだけに勝司はすでに知っているということもあるだろうが、もっと超然とした部分を感じる。そしてそれが麻耶の推測を確信へと押し上げる。

「やはりそうでしたか。すでに表舞台の企業から、勝司お兄様は手を引いていたのですね」

　唇くちびるがつり上がり笑みの形を作る。余裕たっぷりのそれに、麻耶は眉まゆをひそめた。

「それで、俺おれはどうするつもりだと思っている？　まさか隠居生活するとは思っていないだろうな」

「ええ。表の世界から手を引いたのなら、残すのは裏の世界です。勝かつ司しお兄様、あなたは裏の世界に潜もぐるつもりですね。真まな目め家やミネルヴァの手すら届かない、裏の世界から世の中に干渉する組織を作るつもりなのです。あなたが管理していた企業から多額のお金がどこかに消えています。小さな国なら買えてしまえるほどの金額です」

「この短期間によくそこまで調べたな」

「裏の世界に潜る。だからミネルヴァと一時的に手を組んだのですね？　真目家ですら実体がつかみきれていない組織のノウハウを盗みたかった。ノウハウさえ盗めば、もう用済みの組織です」

「……それで？　何を聞きたい？　それだけ解わかっていれば俺から補足する部分はないだろう」

　──どうだろうか。

　疑問はずいぶんと残る。麻ま耶やは内心唇くちびるを噛かみしめていた。父不ふ坐ざにばかり目が行き、勝司がいつのまにかここまで得え体たいのしれない存在になっているとは、予想外だった。

「マジシャン達たちはミネルヴァとの繋つながりが切れました。もう彼らと一いつ緒しよに行動するメリットはないと思います。それどころか、あの得体のしれない連中を懐ふところに入れておくのは、得策ではないと思いますが？」

「それで奴やつらと手を切れか。まあ妥当な交渉だな。しかし肝心の内容が抜けている。おまえからの見返りはなんだ？　ここで奴らと手を切っても、このまま手を組み続けても、俺はどちらでもかまわない」

　麻耶は一枚のＣＤを勝司のほうに差し出す。

「中身はなんだ？」

「お父様の持つ、私達には知らされていない情報網です。百三十四系統の極秘ルートの詳細です」

「ほう」

　ＣＤを手の中で遊びながら、勝司は麻耶を真正面から見る。

「したたかだな麻耶。いずれ親おや父じとぶつかる可能性を考えて、これを俺に教えておくか。おまえは痛くもかゆくもない」

「解釈はご自由に」

「どこから入手した？」

「教えられません」

　勝司はしばらく黙だまっている。口を開いたのは五分は経過してからだ。

「いいだろう。才さい火かはマジシャンの力を見切った。組織のあり方も解った。もう用はない。ここに一人で乗り込んできたおまえの度胸も買ってやろう」

　勝かつ司しは拍子抜けするほど、あっさり承しよう諾だくした。しかしそれよりも違う言葉が麻ま耶やの心に引っかかる。

　──マジシャンの能力を見切った？

　麻耶は子供、才さい火かを見る。かわいらしい無邪気そうな子供だ。

「才火君、名前教えてくれる？」

　勝司が止めるかと思ったが、傍観している。

「六りく道どう才火。才火でいいよ」

　名字が六道と聞いて、麻耶はやはりと思う。

　六道家は八はち陣じん家けに名を連ねる家の一つだ。ただ麻耶の記き憶おくに才火という名前はない。

「おまえがどのように、マジシャンに太た刀ち打うちするか。お手並み拝見といこうか」

　麻耶の思考を断ち切るように、勝司の言葉が割り込んでくる。

「ほら、おまえが欲しいのはこれだろう？」

　もう無用とばかりに、鳴なる神かみの尊みことを麻耶に放り投げた。さらにＣＤも放り投げる。

「俺おれは俺のやり方でやらせてもらう。そのルートも、その刀も、おまえが勝手に使え」

　そう言って、部屋の扉を開けた。

　出て行こうとする麻耶の背中に、勝司が語りかける。

「マジシャンが操るドラゴンは手て強ごわい。峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの遺産もだ。だが、麻耶。おまえの真の敵を見まがうな」

　気になる言葉に麻耶は振り向いた。予想に反し、そこにはいつもの勝司らしい傲ごう慢まんな表情はなかった。

「え、どういう……？」

「いずれ、解わかる」

　麻耶の問いに答えられる前に、扉は閉められた。扉の隙すき間まからつかのま見えた勝司の横顔には、なぜか寂しそうな表情があった。

　釈然としない感情を抱え、麻耶はそこに立ちつくす。しかし扉が開く気配はない。交渉は終わったのだ。
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　マジシャンは一人たたずむ。

「ついにここまで手て駒ごまが減ったか」

　老人のそばにいるのは、二つの影。

　一つは、坂さか上がみ闘とう真ま。彼は腕を組み、壁により掛かり、ただ黙もくしている。一度目に操作したときと異なり、その横顔には以前にはない静かな凄すごみがある。

　もう一つははたして人と表現していいものかどうか。甲かつ冑ちゆうのような装甲に身を包むのはビッグフットである。ただし首より上が喪そう失しつしている。異臭は腐った死体の臭においだ。しかし動いている。

　真まな目め勝かつ司しは去った。戦力でこそ当てにしていなかったものの、日本で活動する便宜をいろいろとはかったのは、あの男だ。しかしもともと利害のみの関係。それに彼もまた真目家の人間、復ふく讐しゆうの対象だ。いずれ始末しようと思っていたが、その前に去られてしまった。

「まあ、いい」

　ステッキを一つ、コンと床で鳴らすと、老人の背後には巨大な獣けものの影が出現する。

「わしにはこの能力がある」

　ドラゴンを見て、マジシャンは笑う。この遺産の能力が己にある限り、無敵であるという自負がある。

「いまだＫＩＢＯＵビルに遺産はあるか。ならば直接踏み込んでくれる」







　ＫＩＢＯＵビルが静かなのは、夜のとばりにつつまれているからだけではない。

「人払いをしたか」

　あらかじめマジシャン達たちの襲しゆう撃げきを予想していたのか、夜でも何千と人がいるはずのＫＩＢＯＵビルから、人の気配が綺き麗れいに消えていた。おそらくビルの維持に必要な最低限の人数と、マジシャン達を待ち受けている戦力のみが、いまこのビルに息づく命のすべてだろう。

　勝司が最後に残した情報、ＫＩＢＯＵビルにある【天国の門】の安置場所。これすら罠わなの可能性もある。勝司が裏切ったとしてもおかしくない。しかしマジシャンは臆おくすことなくＫＩＢＯＵビルに乗り込んだ。遺産ナイトメアの絶対の自信の表れだ。

　背後には二人、闘とう真まとビッグフットが続く。

　ＫＩＢＯＵビルに入り、安置されている地下へと降りていく。嘘うそのように阻はばむものがない。

　──おかしい。

　罠である可能性はますます高くなる。しかし歩みが鈍ることはない。

　──望むところよ。

　いかなる手段をもってしても、己は殺せない。

　はたして勝司の情報通り、遺産【天国の門】はそこにあった。待ち受けている巨大な兵力もなければ、トラップのようなものも仕掛けられていない。

　そこにいるのは、遺産の前にたたずむ少女が二人と、わずか数名の護衛の者のみ。銃器こそ携たずさえているものの、マジシャンを前にしてそれを武力というのはおこがましい。

「峰みね島しまの娘よ。こりずに我々の前に現れたか」

　由ゆ宇うの返事はない。ただ固い決意の眼まな差ざしを返してくる。しかしそれはかえってマジシャンに余裕をもたらした。どんな策があるにしても、悲壮な決意が必要なほど、策の成功の可能性は低い。

「……兄さん」

　由ゆ宇うの隣となりでは麻ま耶やが心配そうに闘とう真まを見る。しかし返ってくる瞳ひとみは殺意だ。麻耶は思わず目をそらす。恐れたからではない。このような闘真の姿を見たくはなかった。

「して、我らとこの少人数で挑むか？」

「いや」

　前に出たのは由宇一人だ。

「私が相手をする」

　片手は腰の後ろ。そこに由宇の切り札が隠されているのか。

「無む駄だ死じにするか？　素直に渡したほうが身のためなのだがね」

「それはできません」

　麻耶は断固たる意志を込め答えた。その力強さは老人に思わぬ疑惑と怯ひるみをもたらした。

「己の立場が解わかっていないか？　ここにいる人間、全員を殺すのに、我らが苦労すると思うのか？」

　麻耶は眉まゆをひそめる。マジシャンの言葉は誇こ張ちようではない。それでも首は縦に振らなかった。

「それはどうでしょう。何事にも絶対というものはありません」

「もう少し賢い娘だと思ったが。しかたあるまい。せめて肉親の手で死ぬがいい。闘真」

　ずいと闘真が一歩前に出る。由宇も一歩詰めた。闘真は持っていた長刀を抜くと、その切っ先を由宇へ向けた。

　５メートルの距離を置き、両者は対たい峙じする。まるで時間が停止したと錯さつ覚かくするような沈ちん黙もくの時間が流れる。

　麻耶は手を握りしめ、黙だまってみているしかない。涙が出そうなくらい、それは悔しかった。

　静寂は静かな声で、やさしく破られる。

「……闘真」

　由宇は優やさしい声で彼の名を呼び、闘真へ近づいてくる。声こわ音ね同様、優しく微ほほ笑えむ由宇の姿は無防備で、それは闘真を戸惑わせた。

「昨日の君の最後の言葉、覚えているか？」

　由宇は緊きん張ちように満ちた５メートルの距離を、無造作に歩き出した。どんな状況にも対応できる自然体とは違う。それが本当に無防備な歩みであることを、闘真は知り、戸惑いを大きくした。

「最後の言葉だと？」

「私は覚えている」

　ついに歩みは刀の目前にまで届き、刃の切っ先が由宇の喉のど元もとに触れた。いまここで刀を少しでも突けば、あるいは一振りすれば、由宇をあっけなく殺すことができる。しかし闘真にそれはできなかった。まるで心の迷いを表すかのように、切っ先は揺れていた。

　由ゆ宇うの優やさしい表情には、抗あらがいがたい強さがあった。

「あれはどちらの闘とう真まが言ったのだろう」

　由宇はさらに闘真へ近づいた。喉のどに刀が触れた。血がひとしずく、体のラインに沿って流れた。

「強さを求めるか？　私より強くなりたいか？　それなら私に示してみろ」

　ただ唯ゆい一いつ、闘真の二つの心が求めるものに由宇は賭かけた。

　強くなる。由宇を超える。

　二つの心の目指すものは違うが、その手段は一致する。深く結びついている。

「選ぶがいい。私を殺し一生マジシャンの傀かい儡らいとして生きるか、それとも強くなるか」

　闘真はよろけるように二、三歩下がる。しかし刀の先が由宇から離れることはなかった。下がった分だけ、由宇は歩みを進めてくる。いや、わずかだがさらに距離を詰め、喉にめり込む刃はさらに深くなる。

　由宇の手が刃をつかんだ。手のひらが切れ、肘ひじに向かって血が伝う。

「君の求める強さは、その程度か？　それで私に勝てると思うのか？　数日前と同じく、砂をかむのが精一杯だ」

　刀がゆっくりと喉から離れていく。由宇の刃を握った手が押し戻している。

「もし君がいまのままなら」

　由宇の顔が、ふいに厳しくなった。

「私が君を殺してやろう」

　その言葉が由宇の唇くちびるからこぼれると同時に、周囲の空気が揺らめいた。

　凄せい絶ぜつ、としか形容しようのない微ほほ笑えみを由宇の美しい顔が形作る。そこにこめられているのは本物の殺気。峰みね島しま由宇が人に対して初めて見せた、心底からの殺気であった。

「初めて奪う命が君というのなら、それも悪くない」

　殺さつ戮りく者しやの人格は、生まれて初めて、自分以外の生物を恐れ、恐怖する。

　ただ唯一己だけにまっすぐにぶつけられた殺気。

　闘真が、一歩さがった。刀が震ふるえる。由宇はもう歩み寄るまねはせず、闘真の姿を黙だまってみている。

「ちっ」

　マジシャンは舌打ちをすると、ステッキを一つ鳴らす。

「おまえでは駄だ目めか。ビッグフット、遊んでやれ」

　首のない巨漢がゆっくりと由宇へ近づいた。その姿は不ぶ気き味みそのもの。しかし由宇は構えるでもなく近づく体を黙ってみている。

「……恐怖だと？　ちくしょう、ふざけるな」

　闘とう真まのつぶやきを耳にした人間は何人いたか。ただ由ゆ宇うのみが笑みの形を深くする。

「俺おれは……強くなる。誰だれよりも。おまえよりもだ、峰みね島しま由宇！」

　閃せん光こうは一いつ瞬しゆん、音は皆かい無む。

「え？」

　由宇を目前にしてビッグフットがゆっくりと後ろに倒れる。クレールが苦心した装甲は背中を縦一文字に両断されていた。地面に激突すると同時に装甲は割れ、中から臓物が飛び出す。

「ひひゃああ」

　首のない死体から奇妙な声がこぼれる。死体の腹が割さけ、中から飛び出してきたのは節くれ立った四し肢しを持つ小男だ。腹に深手を負い、顔には死相が浮き出ている。三兄弟最後の一人、パペットである。

　さらに横に一ひと太た刀ち、闘真の長刀が奔はしる。両断された小男は地面に落ちて動かなくなった。

「な、なんだと？」

　戸惑うマジシャンの声を無視して、闘真の刀の切っ先は由宇へまっすぐに向いた。

「悪いが期待通りにはいかない」

　気配が変わる。殺気が一段とふくれあがる。それでいて闘真の顔は、まるで聖人のような穏おだやかさがある。そのうちに凶暴な殺さつ戮りく衝しよう動どうがあるとは、誰も思えないほどに。

「解わかってる。呪じゆ縛ばくを解いたとしても、鳴なる神かみの尊みことを抜いているからには、そちらの人格だと思っていた」

　闘真は鼻で笑う。

「お見通しか」

「屋上で待っている」

　由宇はその一言を残すとくるりと背を向け、廊下の奥へ消えた。そのあまりの引き際ぎわに、マジシャンすら追つい撃げきを忘れるほどである。

「じいさん、ありがとよ。あんたのおかげだ」

　マジシャンに刃を向け、闘真は笑う。殺戮を楽しむ殺人鬼の笑いだ。

「あんたがさんざん、俺をおもちゃにしてくれたおかげで、今の俺があるんだ」

「なっ」

「礼と言っちゃなんだが」

　一歩踏み込み、

「死ねよ」

　袈け裟さ斬ぎりに刀を振るう。

　驚おどろいた顔のまま、マジシャンの体は両断された。しかしその顔はすぐに笑みへと変へん貌ぼうする。

「あなどるな。わしにおまえの武器が効かぬことくらい知っていよう」

　傷口からほどけるように大量の蛾がが生まれた。しかし蛾は途中で霧む散さんし、マジシャンの顔に苦く悶もんの色が加わる。

「かはっ！」

　傷口を押さえ、マジシャンは膝ひざをついた。

「恐怖したな」

　まさしく闘とう真まの言葉通りの目をマジシャンはしていた。

　マジシャンの本体はここにはない。しかし闘真に斬きられたと感じてしまった。深い心の恐怖は、肉体にも影えい響きようを及ぼし、結果、闘真に斬られた。

「俺おれの恐怖を安いと思った、あんたの負けだ」

　マジシャンは何かを言おうとしたが言葉にならず、音もなく倒れるとその姿は空くうにかき消えた。

　なんの感かん慨がいも抱かず、闘真は背後の麻ま耶や達たちを見る。緊きん張ちよう感かんが走る中、闘真はまっすぐに麻耶を見た。

「屋上は、この先でいいんだな？」

　由ゆ宇うが去った廊下を指さし、闘真は問う。

　いまにも崩れ落ちそうな震ふるえる足をなんとか持ちこたえ、麻耶は闘真を睨にらみ返した。

「峰みね島しま由宇。あの女のことだ。この程度、先は読んでいたんだろう？　ここは場所が悪い。邪じや魔ま者ものが多すぎる」

「……ええ」

　深呼吸一つを置き、肯定する。

「この先の直通エレベーターを使ってください。屋上まで行けます」

　闘真はすでに麻耶に興味をなくしたのか、麻耶に背を向けエレベーターに向かって歩き出す。

「……兄さん」

　闘真は足を止めた。しかしそれは一呼吸の間も持たなかった。闘真はすぐに歩き出し、もう麻耶の声に立ち止まることはなかった。

　廊下の先に消えた兄の背を見送ると、麻耶の足はついに崩れ落ちる。

「うっ……ああ」

　自分の呼び声に、兄が立ち止まったことが、どうしようもなく悲しかった。

　流すまいと思っていた涙が、一粒だけ床に弾はじけた。
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　エレベーターはまっすぐ屋上を目指す。闘真は心待ちにしていた戦いを控え、壁により掛かり目をつむっていた。それは精神統一をしているようにも、眠っているようにも見える。

　時々、砂のようなものが地面に落ちる。しかし闘真は気づかないのか気にしていないのか、動く様子はなかった。

　静かな時間は続く。エレベーターのメーターがビルの中ほどを通過したことを教えたとき、闘とう真まの顔がふいに上へ持ち上がった。

「いつまで隠れてる？」

　天てん井じようの一点を見据え、闘真の口調は激しくも静かだ。

「決着をつけたいだろう。屋上に着くまでの時間、相手をしてやってもいい」

　闘真の見つめる天井の一角が砂のように崩れた。同時に落ちてきた巨大な物体は、砂の散らばる床に音もなく着地すると、光学模様に光る剣をかまえた。

　変化を繰り返した変異体である。その姿は闘真が最後に見たときよりさらに姿を変えていた。肌の色が金属のように鈍い光を放っている。

「ほう」

　それがなんであるか解わかったのか、闘真の感心する言葉に濁にごりはない。

「遺産技術のなんとか装甲って言ったかな。攻守ともに完かん璧ぺきというわけだ」

　面おも白しろそうに闘真は笑う。ツインタワーでの劣勢をまるで意に介していない。不敵な自信があふれていた。

「いいだろう、面白い」

　闘真の背が壁から離れる。

「あの女のためのとっておきの技、まずはおまえに見せようか」

　ゆっくりと近づく闘真に、変異体は不安を覚える。いままで闘真から感じたどんな威圧感より、不ぶ気き味みで恐ろしいと感じた。

　勝負は一いつ瞬しゆんでけりがついた。




　　　　　　　　18




　世界一の高さを誇ほこるビル「ＫＩＢＯＵ」の屋上は、雲で覆おおわれていた。濃のう霧むがたちこめ、10メートル先の視界も定かでない。

　由ゆ宇うは空を見上げる。やはり白い霧きりが視界をさえぎる。どこよりも天に近い場所で、空を見ることができないのは皮肉以外の何物でもなかった。

「ここにいたか」

　気配に振り向くと、坂さか上がみ闘真が立っていた。霧で輪郭程度しか視認できないが、先ほど見せた禍まが々まがしい殺気はそのままだ。

　闘真は軽く刀を振った。彼を取り巻く雲は、刃の先端の影えい響きよう範囲をさらに超え、数メートル先まで、綺き麗れいに断ち斬きられる。やがて渦巻いた雲はゆっくりと形を戻すが、それでもまだそこに刀の断層があるかと錯さつ覚かくしてしまいそうなほど、鮮烈に瞼まぶたに焼き付く。

　──かまいたちと呼ばれる現象が、これほど美しいのか。

　由ゆ宇うは表情にこそ出さないが、感嘆していた。

　闘とう真まの表情は硬い。それは緊きん張ちようからではない。あふれる喜びを抑えるため、彼は無表情を強しいられている。そうしなければ、叫んでしまいそうなほどに、内は喜びにあふれていた。

　一段と強い風が吹く。割れるように雲は流れ、亀き裂れつから空が広がった。一片の曇くもりもなく、空が開ける。

　明かりが降り注ぐ。明かりに誘さそわれ、由宇は空を見た。見てしまった。

　天空には月が一つ、煌こう々こうと輝いていた。

「……綺き麗れい」

　戦いを前にして、否いな、すでにさなかと言って差し支えない状況で、由宇は一いつ瞬しゆんそれを忘れ、月に魅み入いられた。

　彼女以外心奪われることがないだろうありふれた眺めだ。満月が持つ完成された姿ではない。わずかにやせた、いびつな円形。

　しかし彼女の心はずっと渇いていた。飢えていた。ずっと封じていた渇望を、もっともやってはいけないタイミングで、許してしまった。

　しかし闘真もまた動かない。

　その致命的な隙すきを、黙だまって見過ごした。彼に恩という感情はない。ただ由宇と心ゆくまで命の削りあいをしたいという彼の望みは、過去二度にわたり機会はあったのだが、どちらも成し遂げられないまま終わってしまった。

　──今度こそ、邪じや魔まが入らない。

　由宇の隙を見過ごしたのではない。闘真自身、由宇が空に見とれるように、この機会に心を震ふるわせていたのだ。

　上を向いていた双そう眸ぼうは、ゆっくりと闘真へ降りた。闘真もただその視線を見返す。

　彼女の武器は己が頭脳のみ。それに応こたえるよう訓練された体は、しかし力の強さだけを考えるなら、同年代の少女よりわずか上という程度。

　峰みね島しま由宇は、じっと闘真を見る。

　彼女の分析能力をもってしても、闘真の身体能力の底を見ることができない。機会はあった。たいていの相手なら充分すぎるほどの機会。相手の筋肉の付き方、ちょっとした動作、思考の傾向、それらの情報から彼女は行動パターンを的確に読む。相性さえよければ、戦いの始めから終わりまで、脳内でシミュレートすることもできる。予知の域にまで達している分析能力。蓮れん杖じようの使う遺産コーザリティゴーグルの能力と同等かそれ以上のことを、由宇は頭脳のみで成し遂げる。

　しかし闘真に限っては、それが不可能。予知の域に近づいた予測の、さらに内側へ一歩踏み込んでくる。計算のみでは理解できない、否、知覚のみでは理解できない何かが彼にはある。

　それこそが禍まが神がみの血ちだろうと考える。何百年と続いた骨格や筋肉による優良種の選別。人を殺すという部分を特化した人々。人の枠より少しだけ外にはみ出た亜人種とも言うべき存在。それは競走馬の交配に似ている。

　しかしそれだけでは、闘とう真まの身体能力のすべてを説明したことにならない。由ゆ宇うの予測を超えることはできない。さらにもう一つの要因が、彼を人の姿のまま人外へと昇華させている。由宇の観察力ですら知覚できない、いわば知覚の外から闘真は攻こう撃げきを仕掛ける。

　──それこそが禍神の血か。

　由宇はそれを見極めるために、いまここに立つ。

　闘真を見据え、由宇は呼吸を静かに繰り返す。この一いつ瞬しゆんのみ、感情は殺した。ただ真実を見極めるために。

　屋上を吹きぬけていく風は強い。耳の横を強風がうなりを上げて吹いていく。

　闘真の振り上げた長刀が、天空の月を貫く。それは不ふ遜そん極まりない冒ぼう涜とくのようでもあり、ある種の荘そう厳ごんささえ感じさせる不思議な光景でもあった。

「始めるぞ」

　刀がまっすぐに降り、由宇を指さした。







　長刀と素手。

　その勝負は長刀を持つ闘真が、圧倒的優位であるように思える。しかし銃弾の雨すらかわす由宇にとって、それはどれほど意味のあるハンデか。

　中距離を制するのは長刀を持つ闘真、逆に長刀の弱点である近距離を得意とするのは、素手の由宇だ。由宇には闘真に対し不完全ながらも先読みの手段がある。攻撃を読み一刀をかわし、懐ふところに潜もぐり込めば、勝負の行方ゆくえは由宇へ傾く。シンプル故ゆえに防ぐ手だてが難しい。由宇は全知を尽くし、闘真の動きを注視し、分析する。

　床を蹴けったのは同時、時間にして千分の一秒も誤差はない。偶然ではなく、由宇の読み故である。剣術においての三つのタイミングの基本、先の先、対の先、後の先のいずれにも該当しない、峰みね島しま由宇のみがなしえる戦法。さらに行動を読んだことを端的に闘真へ解わからせる、二重の意味での、心の虚をつく最高のタイミング。

　闘真の心に迷いは生まれたか、あるいは動揺に陰るか。下段から跳ねるように飛び上がった剣先は、ミリ単位の距離を残し由宇には届かなかった。否いな、同じ走法に見せながら、速度を落とした由宇が届かせなかったのだ。数本の髪が宙を舞い、両者の走りが生み出す烈風に、翻ほん弄ろうされる。

　天をついた刀の切っ先が翻ひるがえり、懐へ飛び込もうとする由宇を両断しようとする。しかし最後のバネを残していた由宇は、そこからなお加速し、一歩速く剣の内へ飛び込んだ。

　容よう赦しやない一いち撃げきが、闘とう真まの腹に叩たたき込まれる。吹き飛んだ闘真の体は床を二転三転し、しかし地に伏すことなくそのまま跳ね上がって立ち上がった。

「……浅いか」

　拳こぶしの感触に、由ゆ宇うは不平の声を漏もらす。とっさに闘真は後ろに跳び、威力のほとんどを殺した。それだけではない。つうと由宇の額を割るように、一筋の血が頭から流れる。闘真の斬きり返しの二振り目は、読みより速く、皮ひ膚ふを浅く裂いていた。

　それでも由宇の優位は変わらない。それが解わかっているのか、闘真は喋しやべる。

「……あと少しか。しかしわずかに劣る俺おれの剣速では、一生おまえに届かないだろう。紙一重がこれほど遠く感じるとはな」

　闘真の声に負の感情らしきものはない。淡々と事実を告げている。そういった感じである。

　わずかに届かないと言うが、それは紙一重にも満たない薄うすさだ。状況次第で簡単にひっくり返る。由宇は刀の切っ先に意識を集中している。状況の把は握あくに全神経を張りつめている。紙一重の差を、保ち続けるために。

「ならば己の最速を超えるまでか」

「なんだと？」

　闘真の真意を測りかねて、由宇は警戒心を高めた。それがおかしいのか闘真は喉のどの奥で一度だけ笑った。ぎりぎりの命のやりとり。これこそが彼の望んだ闘たたかいだった。

「このままだと俺が勝ってしまうぞ」

　現状の不利を、まるで意に介さず笑う。次の行動は由宇の予想外だ。

　闘真は刀の構えをとく。それだけでなく刃を鞘さやに収めてしまった。本来なら戻るはずの人格も、殺さつ戮りく者しやの顔が表に出たままである。

「それじゃ、つまらん。あがいてみろ」

　刀を納めたのは闘いの終了を意味するものではなかった。膝ひざを軽く落とし、刀の鞘を持つ左手は腰の位置に、右手は軽く柄つかを握る。その構えを見て、由宇は唸うなった。

「抜刀術、居合い斬りか」

　鞘走りを利用した日本剣術最速の技。刀を鞘に収める必要のある性質上、闘真には絶対に不可能な技術のはずだった。

「速いぞ。あの化け物が反応できず、真っ二つになるくらいにな」

　おごりも謙けん遜そんもなく、闘真は事実のみを伝える。彼の言葉がまさしく真実であることは、その言動から由宇も察した。

　どれほど闘真の刀は速くなるのか。紙一重の攻防の中で、それは致命傷となる。

「このままだと私の負けか」

　そして由宇もまた正しく状況を分析する。しかし闘真との決定的な違いは、すでに最大限の速度を出すために、彼女はあらゆる手段を出し尽くしてしまっていることだ。本来ならそれで勝てるはずだった。

　だが土ど壇たん場ばで闘とう真まにジョーカーを出された。禍まが神がみの血ちと鳴なる神かみの尊みことの性質上絶対にあり得ない技を構えられてしまった。

「俺おれを落胆させるな。もう一つ高みに登ってもらえないと、つまらねえ」

　決定的な勝利を前にして、闘真の口調はつまらなそうだ。

　唯ゆい一いつつけいるなら、いまの闘真のおごり。由ゆ宇うはすばやく判断すると、闘真に向かって踏み込む。異様に低い前傾姿勢のそれは地をはう猛毒の蛇へびだ。闘真の反応が遅れた。

　これなら刀を抜く前に勝負をつけられる。

　由宇の確信は次の瞬しゆん間かん、木こっ端ぱに砕かれた。

　闘真はゆらりと動く。踏み込みが一瞬なら、抜刀はゼロタイムに等しい。由宇が気づいたのは、剣の軌跡、瞼まぶたにかろうじて残った月光の反射のみ。

　反応はできず、肩を浅く裂かれ、そのまま転倒し転がった。その姿を闘真は冷ややかな目で見ている。

「思ったよりも遅かったな。いや俺が速すぎたのか。命をもらい損ねた」

　闘真の足下では、コンクリートから煙が出ている。超速に耐えきれず、すり切れた靴が溶けた跡だ。

　怪け我がの痛みを殺し、由宇はなんとか立ち上がった。左肩を動かし、痛みを我慢すれば動きに支障がないことを確認し、闘真を見た。

　両者は三度目の対たい峙じをする。

「あまりこの手は使いたくなかったのだが」

　由宇の言葉を聞き、闘真はうれしそうに笑う。

「まだ奥の手を残してあるか。そうこなくちゃな」

　由宇は腰の後ろに手をやった。

「偏頭痛がひどい。気分も最悪だ。頭がくらくらする。これを使うのは最初で最後だ」

　後ろから出したものを前に掲げる。紫の細長い包みである。

「そうきたか」

　闘真はよほどこの勝負が楽しいのか、禍まが々まがしいまでの喜びを発散する。

「私も君と同じ力を使わせてもらおう。【天国の門】を自分に使うのはこの一度のみ」

　包みを取り払って現れたのは、鳴神尊であった。







　由宇は小刀を半分のみ引き抜く。そこで手が止まった。顔が苦痛に歪ゆがんでいた。

「なるほど、脳みその奥を引っかき回される感じだ。すこぶる気持ちが悪い」

　ためらいは一度、残りの刀身は一気に引き抜いた。と同時に爆発的な何かが由宇の頭の中に流れ込んでくる。景色は何も変わらない。それなのに何もかも違って見えた。人間の感じることができる五感にさらにもう一つ、何かの器官で世界を感じているようである。

　由ゆ宇うがいつも脳で計算し編み出すことを、感覚が教える。どのような道筋をたどるのか、ぼんやりとだが感じることができる。

「これは……」

　──これが闘とう真まの生きる世界か。

　感動と恐怖がある。自分を含む世界を俯ふ瞰かんで見ているような気持ちになった。

「次で決着だな」

　刀を鞘さやに収め、闘真は構える。殺気が渦のように取り巻いている。先ほどの一いち撃げきは、まだ余裕を残していた。

　由宇も鳴なる神かみの尊みことを構える。

　勝負は一撃、勝敗は一いつ瞬しゆんで決まるだろう。

　長い、長い時間が過ぎていく。再びＫＩＢＯＵビルの上空は雲に覆おおわれ、視界が狭せばまる。お互いの姿しか見えなくなり、世界から二人だけが切り離されたような錯さつ覚かくに陥おちいる。

　息詰まる緊きん張ちようを破ったのは闘真。鞘の中を刃が奔はしり、閃せん光こうの抜刀が繰り出される。否いな、由宇も同時に動いていた。短刀を構え、抜刀術の間合いにためらいなく踏み込んでいく。

　二本の剣線が、霧きりを十字に裂いた。

　両者の立ち位置は入れ替わり、たがいの背が向き合う。霧に刻まれた十字は溶けるように消え失うせた。

　由宇の首筋に血の線が生まれる。白い喉のどを赤い滴しずくが一筋流れた。傷を押さえ振り返る前に、どさりと人の倒れる音がした。

　由宇の一撃が速かった。
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　マジシャンの肩から斜めまっすぐに、刀傷が走っていた。

「うがぅ……ぐぅ」

　足はよろける。なんという皮肉か。己の能力の理論を、ナイトメアの能力の一端をそのまま返された。

　幻影が斬きられただけに過ぎないのに、マジシャンは自身が斬られたと恐怖を感じてしまった。それほどの一刀。脳の深くにまで踏み込んだ恐怖は、肉体にそれを反映させた。

　胸を押さえる手がべっとりと濡ぬれている。粘つくような感触は気味悪く、自分のものとは思えなかった。しかし致命傷ではない。

「く……」

　幻影を闘とう真まに斬られたとき、マジシャンは別のフロアにいた。ようやくここまで逃げた。まだナイトメアの幻影能力は有効だ。その姿を認識させることなく、警備の間をすり抜けていく。

　足がもつれ倒れた。血を流しすぎたせいだ。

　ＫＩＢＯＵの上には病院もある。そこなら幻影を見せ、輸血もできるだろう。敵地の深くに入る危険性はあるが、このままだと失血死の可能性が高い。

　マジシャンはエレベーターのスイッチを押すと、中を確認せず転がるように入る。かすむ目で、病院の階を思い出し、ボタンを押した。

　上昇する感覚が、わずかにマジシャンを安心させる。

　エレベーターの中はむせかえるような血の臭においが充満していた。それほどまでに血を流してしまったのか。

「……違う」

　ゆっくりと後ろを振り返り、エレベーターの惨さん状じようを目まの当たりにする。床も壁も天てん井じようも、赤いペンキをぶちまけたように、血で塗りたくられていた。自分の血であるはずがない。ここまで流したら死んでいる。

「何が……起こった？」

　よく見れば、赤い細切れになった肉片が、床のあちこちに散乱していた。マジシャンは目をこすった。気のせいではない。肉片は動いている。まだ生きているかのようだ。

「な、なんだ？」

　今度は自分が幻覚を見せられているのか。

　天てん井じようの上で、音が鳴った。一度ではない。何かがはいずり回るような音がしていた。

「ぎ……きぃ」

　苦しげな鳴き声が加わる。何かが上にいるのだ。

　何かが垂れてきた。肩についたそれを指ですくう。天井から垂れた血かと思ったが、違った。得え体たいのしれない肉片のようなものだ。もぞもぞと動いている。

「うおっ……」

　慌てて振り払おうとするが、指先から離れてくれない。それどころか指先が熱くなり、痛みへと変わっていく。肉片が指先から手の甲へと、徐々に広がるのと共に、痛みも広がっていく。

「く、食われるっ！」

　本能からかマジシャンは、肉片が何をしているのか理解した。

　さらに天井からいくつもの肉片がしたたり落ちる。それは肩や頬ほお、耳、傷口に付着し、痛みの箇所を増やしていった。

「ひっ……ひぃ」

　マジシャンを、生きたまま食べられるという恐怖が襲おそう。

　そのとき、視線を感じた。天井には穴があり、そこから覗のぞいている異形の顔に見覚えがあった。

「おまえは……」

　それはずるりと体を動かすと穴から落ちて、下にいたマジシャンに覆おおい被かぶさった。マジシャンはなす術すべもなく、下敷きになり、己の上に乗っている異形を恐怖の目で見た。

　異形は生きているのが不思議なくらいだ。体の下半身はない。かわりに内臓が、垂れていた。胸にも深い刀傷があり、それは明らかに心臓まで達している。

　化け物はマジシャン以上に死にかかっていた。

「ぎいっ……」

　だが、のしかかるそれを払いのけることはできない。密着した皮ひ膚ふや服がすでに食われ始めている。否いな、同化を始めていた。

「う……あ」

　化け物の手がマジシャンの顔を包む。頬に、こめかみに、ひたいに、指がずぶりとめり込んでいく。指は皮膚から頭とう蓋がい骨こつへ、そして脳にまで達する。

　声にならない悲鳴をマジシャンがあげた。痛みからではない。何かが頭に流れてくる根源的な恐怖。そしてそれと同時に、マジシャンの記き憶おくが頭から外に流れていく。

「そうか、そうか、そうかっ！」

　悲鳴はやがて喜悦の声へと変わった。

「食らえ！　食らうがいい。骨の髄ずいまで食らえ。わしの記憶を、ＤＮＡを食らい、己のものとせよ。禍まが神がみの血ちもくれてやろう。ただし忘れるな。わしの無念の記き憶おくを忘れるな。真まな目め家に復ふく讐しゆうを！　必ずや復讐を！」

　マジシャンは甲高く笑うと、絶命した。

　あるいは、情報の塊かたまりとして、変異体に飲み込まれてしまった。







　エレベーターが目的の階についた。

　一人の老人が下りてくる。

　エレベーターの中は異形の化け物も、そして血の痕あとすら綺き麗れいに消えていた。ただ異臭だけが残っていた。
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「まったく君は、面倒をかけすぎだ」

　気を失った相手に悪態をついても、どうしようもないのは解わかっているのだが、それでも由ゆ宇うは言わずにはいられなかった。

　もちろん意識のない闘とう真まが答えるはずもない。峰みね打うちとはいえ、風より速い一いち撃げきを受けたのだ。しかし平和そうな顔は、見ているとなぜか無む性しように蹴け飛とばしたくなる。大きく振りかぶった足を闘真のこめかみの直前でなんとか収め、由宇は疲れたようにその場に座り込んだ。

　鳴なる神かみの尊みことを鞘さやに収める。もうすでにあの感覚は消え去り、鞘に収めても収めていなくても変わらない。禍神の血の経験、【天国の門】の効果は、一分にも満たないものだった。時とともにあの感覚は、由宇の中からあっさりと霧む散さんしていった。

　マジシャンのナイトメアと同じく、脳の適性に大きく左右される。禍神の血が欲しいわけではないが、才能なしと解ると子供じみた悔しさが、胸をつく。

「私は……疲れた」

　闘真の隣となりに、大の字になって寝る。雲は晴れ月明かりが優やさしく由宇を包み込んでくれた。

　いまの死し闘とうを帳消しにしていいほど、月の眺めは美しく、由宇の心と体を癒いやしてくれる。

「うん、悪くない」

　星もいくつか見えていた。月はまわりの雲を白く照らし、雲は月の前を通り過ぎ、風とともに流れていく。

「……さてと」

　由宇は体を起こすと、まだ意識を取り戻さない闘真を見る。そろそろこの場所を離れなければならない。ＡＤＥＭの人間が押し寄せてはいろいろと面倒なことになる。

　まだ【天国の門】をどうするかが決まっていないのだ。

　闘とう真まに起きる気配はなかった。

「またこいつを背負うのか？」

　そんなのはごめんだとばかりに、闘真の足をむんずとつかみ、そのまま歩き出す。引きずっていくことに、０・０１秒で決定した。時々引きずられ地面とこすれあう闘真の頭が、何かに当たる鈍い音をたてるが、断固無視する。

　エレベーターのボタンを押し、念のため物陰に隠れる。しかし開いたエレベーターの中は、何もない。

　由ゆ宇うは中にはいり、そして顔をしかめた。

「……血の臭においだ」
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　幼い少女は、昏々と眠り続ける。規則正しい寝息は、その眠りが穏おだやかであることを教えてくれた。

　外には真まな目め家がつけた警備がいる。不ふ坐ざがいつ強ごう引いんな手段で取り戻すとも限らないからだ。麻ま耶やにクレールを不坐のもとに返す意志はない。それどころか徹てつ底てい抗戦のかまえを見せている。

　扉が静かに開いた。

「……クレール」

　入ってきたのは老人、マジシャンである。廊下に警備員の姿はなぜかない。

　マジシャンは足音を立てないように、忍び足で近づいてくる。しかしその行動に悪意は見えない。それどころか、

「眠ってるのかい？」

　マジシャンは慈じ愛あいの表情で、優やさしくクレールの頭をなでた。

「おまえを探し求め、元に戻す方法を探し、もう十二年もたつ。わしはもう、おまえの力にはなれない。なる資格を失った。ならばせめて……」

　慈愛の表情は一変して、修しゆ羅らのそれになった。

「真まな目め家をつぶしてやろう。おまえとわしの人生を狂わせた真目家を」

　そう言って老人は部屋を出て行く。

　クレールが目を覚ましたのはそれから数分後である。

　昏こん睡すいしてから一日半が経過していた。

「……」

　クレールは自分がどこにいるのか解わからず、どうしてここにいるのか理解できず、あたりを見渡す。

　ただ一つだけ、なぜか知っていると感じるものがあった。鼻をひくひくさせ消毒の匂においに混じるかすかな香りを探る。

　懐なつかしいという感情を彼女は知らない。だが胸の奥を何かがきゅっとしめつけた。
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「認めていただけますね？　真まな目め家が峰みね島しま由ゆ宇うをかくまっていたことを？」

　八や代しろの質問に、麻ま耶やの反応はない。完全な放心状態だ。仕事柄麻耶と会うことの多い八代だが、このような様子を見るのは初めてだった。

「まいったな」

　などと喋しやべりつつ頭をかくが、内心本当にまいっていた。原因は坂さか上がみ闘とう真まと峰島由宇であることは、想像に難かたくない。

「麻耶様はお疲れです。今日はお引きとり願えますか？」

　怜れいがやんわりと帰れと言う。

「はいそうですかって帰りたいのは山々なんですけどね。このままだとおまえは子供の使いかって、うちの伊だ達てにどやされるんですよ。峰島由宇と坂上闘真がこのＫＩＢＯＵビルのどこかにいる。その可能性が消えるまで、僕としてはここにいるしかないわけで」

　ははと笑ってごまかすが、怜の帰れと言う顔は変わらない。怜を無視し麻耶を見る。麻耶はみじろぎせずソファに座っている。八代の言葉が耳に届いているかも怪しかった。

　言葉が息詰まった頃ころを見計らったように、扉が無ぶ遠えん慮りよに開かれた。そこにいた人物を見て、麻耶も八代も驚おどろきのあまり、言葉を発するのがワンテンポ遅れた。

　最初に反応したのは麻耶だ。ソファをひっくり返しかねない勢いで立ち上がると、小走りに扉のほうへ駆け寄る。

「に、兄さん！」

　由宇は闘真を引きずりながら、部屋の中に入ってきた。麻耶は駆け寄るなり闘真を抱き起こし、まだ生きていることに安あん堵どした。

「よかった」

　意識のない頭を抱きしめ、髪をなでた。流れた涙が、闘真の頬ほおにしたたる。

「心配ない。命はある。途中走ってきたからか、何度かぶつけて致命的な音がした気もするが、問題ないだろう」

「大ありです！」

　なでた頭の歪いびつさに合点のいった麻耶は、キッと由宇を睨にらんだ。

「そんなことより、大事な話がある」

「兄さんの頭がそんなことですか？　これ以上馬ば鹿かになったらどうするんですか！」

　なにげなく二人とも酷ひどい言いようだなと思っている八代に、麻耶の抗議を無視した由宇の視線が止まる。思い切り八や代しろと由ゆ宇うの目が合った。

「これで、真まな目め家が峰みね島しま由宇をかくまっていたことは決定ですね」

　それに対し由宇は、なんのことだと切り返した。

「私はたまたまここにいただけだ」

　臆おく面めんもなく言い放つ。八代は不毛な議論は切り捨て、先ほど由宇が言いかけていた言葉の先を促した。

「それで、大事な話ってなんなの？」

　部屋を見渡し、由宇は言った。

「この事件、まだ終わっていない」
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　五十二階の警備室。

　電話が鳴り、警備についていた男の手がそれを取る。

「はい、こちら五十二階第二十七警備室。異常ですか？　いえ、そのようなことは」

　電話に出た警備員は疲れているのか、精気のない顔で受け答えをする。しかし口調だけははっきりと、よどみない。

「はい。監視モニターにも異常はありません」

　モニターも見ず、警備員は答えた。全監視モニターが砂すな嵐あらしでまともに映っていなくても、彼が気にする様子はなかった。

「はい。では何人か向かわせます。異常がありましたら、折り返しすぐ。はい、はい、解わかりました」

　受話器を置くと、警備員は壊こわれたように倒れた。しかし硬質な床に当たる体はなかった。代わりにぴしゃりとしめっぽい音がする。

　理由は見れば明らかだ。

　床は一面奇妙な物で覆おおわれていた。指ほどの太さのある網あみのようなものだ。それは、は虫類のようなぬめりとした肌の色をしていた。網と言うよりは神しん経けい網もうに近いかもしれない。いたるところの表皮は脈打ち、こぶのようなものが破裂しそうに膨ふくれてはしぼむ。ときにはしぼまずに破裂し、赤黒い血液に似た液体を、異臭とともにあたりへまき散らした。

　神経網が覆っているのは床だけではない。床から壁、そして天てん井じようへと続いている。さらには警備員にもからみつき、目や鼻、口から体内へ潜もぐり込んでいた。涙を流している目が、四し肢しが、思い出したように痙けい攣れんする。体を覆う神経網は時間とともに面積を増やしていく。体は覆われるだけでなく、形を失っていった。高熱に溶ける鉄のようである。溶けたそれはやがて神経網の一部に取り込まれ、やせていく肉体と裏腹に神経網が増殖していった。五分もしないうちに、警備員の体は消え去り、服のみが取り残される。

　神しん経けい網もうの一端が持ち上がった。ぬるりとした表面に亀き裂れつが入り、割れた。赤黒い空洞の中に白い歯が並んでいる。

　さらにもう一本持ち上がった神経網は、有様を変え手の形を作る。受話器を手に取り口だけ生えている神経網へ近づけた。

「はい。調査したところ、異常ありませんでした。はい、はい、引き続き調査を続けます」

　先ほどの警備員とまったく同質の声を発すると、やがて受話器を置き、形を崩した。

　神経網はさらに開きっぱなしの扉から廊下へと続いている。その廊下も、そこかしこが神経網に覆おおわれ、まるで生物の体内のような有様となっていた。

　廊下の一角で神経網が集まり、巨大なこぶが生まれる。それは破裂することなく膨ふくれると、やがて一つの形を作り始める。

　いびつながらも四し肢しと頭、いびつに折れ曲がった体ができあがった。

　それは変異体と呼ばれるものだった。
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「異常ないようです」

　全警備室に連絡を終えた怜れいは、次の命令を待って麻ま耶やを見る。

「だ、そうよ？」

　麻耶だけでなく、全員の視線が由ゆ宇うに集まった。

「どこも異常はなしか。……マジシャンの遺体は？」

「地下のエリアで発見されたよ。ついさっき」

　八や代しろは答えながら、いつ隙すきを見て由宇がここにいることを外部に連絡するか算段する。八代の動きを警戒してか、由宇が八代を見る目は厳しい。下手をしたら気絶させられかねないので、怪しい動きは控えた。

「その死体は本物か？」

「は？　いや、詳しい検死結果はまだだけど。聞いてみるかい？　ついでだけど闘とう真ま君にやられたらしい変異体の死体も見つかった。マジシャンの遺体のそばにね」

　由宇の疑惑の表情はますます強くなる。

「変異体の遺体も見つかった……」

「納なつ得とくのいかない顔をしていますのね？」

　由宇は顎あごに手を当てたまま、考えている。誰だれもが言葉を発する機会を失った中、思いがけない方向から声がした。

「変異体の遺体はどこで見つかったの？」

　坂さか上がみ闘とう真まは体を起こすと、全員の顔を見渡した。

「闘真！」

「兄さん！」

「あたた、体中が痛いや」

　緊きん張ちよう感かんゼロの言葉を吐きながら、闘真はおそるおそる立ち上がる。とくに頭が痛むのか何度かさすった。

「ぶ、無事なんですか？　体はなんともないですか？」

「うん、大だい丈じよう夫ぶだよ麻ま耶や。怜れいさんもすみませんでした」

「いいえ。ご無事でなによりです」

「八や代しろさん、あの……ほんとうにすみませんでした」

「君も被害者だよ、なんていうと偽善的すぎるかな」

「……由ゆ宇う」

　闘真は由宇をまっすぐに見る。

「……ごめん」

「どうして君が謝る？　君に謝られては、私の立つ瀬がない」

　由宇は半分怒ったように言う。どうして腹立たしいのか、彼女自身理解できないでいた。

「でも、ごめん。僕を何度も助けようとしてくれたのに。ぼろぼろになってまで」

「そんなことはどうでもいい。それに、謝るのは……私のほうだ」

「でもその額の傷、それ、僕がやったんだよね？」

　由宇は前髪をかきあげ、そうしないと見えない傷に意識を向け、

「ああ、これか」

　どうでもよさそうに口にするが、横から八代が口を挟んできた。

「うわあ、嫁入り前の女の子の顔に傷をつけるなんて。闘真君。君は大変なことをしてしまったね。顔は女の命じゃないか」

　八代にしてみれば暗い雰ふん囲い気きを吹き飛ばすつもりのジョークだったのだが、一人、その場に世間の常識や慣用句がまったく通じない者がいた。

「八代、それは間違ってるぞ。頭部は確かに生命の維持に関かかわるが、顔の、しかも表皮の傷など、よほど悪質な破は傷しよう風ふうにかかりでもしない限り、命に危険はない」

「いやいや、そういう問題じゃないんだ。こうなった以上、闘真君には責任は取ってもらわないと」

「そうなのか？」

　問いかける由宇の視線に、闘真は慌てた。

「せ、責任って、あの、そんな、僕にはまだ、でも」

「でも？　そうだよね、闘真君、男の子なんだから……」

「そんなことありません！」

　麻ま耶やは有無を言わさない態度で断言した。

「その程度の傷、真まな目め家の威信にかけて、最高の医い療りよう技術とスタッフで跡形もなく消して見せます。したがって責任なんてものは自動消滅です！」

　いまだ意味がよくわからず首をかしげている由ゆ宇う、一応理解して顔を赤くする闘とう真ま、怒りで頬ほおを紅潮させている麻耶、この三人を相手にからかうことは、命がけになりかねないことを承知している怜れいは、まだ何かいいたげな八や代しろを一ひと睨にらみで黙だまらせて、話を本題に戻した。

「話を戻しましょう。先ほど闘真様は変異体の遺体の場所を気になされていたようですが、何か思うところがあるのですか？」

　闘真はそのときのことを思い出しながら言った。

「うん。変異体とはエレベーターの中で闘たたかった。瀕ひん死しの重傷を負わせることができたと思う」

「エレベーターの中……。地下の区画で遺体として転がっているのは、ちょっとおかしいかな」

　八代は連絡を取ろうとして、携帯を取り出す。

「大事なことを忘れてはならない。変異体は、情報さえあれば、生成できる能力を有している。たとえそれが遺産であっても」

「遺産なんかに比べれば、死体なんてお手の物でしょうね」

　八代の懸け念ねんを補強するように、由宇と麻耶が喋しやべる。

「由宇、その変異体ってなんなの？　どうしてあんな化け物が存在するの？」

「それは僕が説明しよう」

　闘真の疑問に答えたのは、八代だ。由宇に喋らせて下手な情報が漏もれては困ると思ったからだ。八代はＮＣＴ研究所で起こった経緯を簡単に説明する。

「遺産【天国の門】を目指す、ＬＡＦＩから生まれたもの……」

　闘真は珍しく考え込む顔をする。

「ねえ、由宇。これって……なんか似てるよ」

　闘真の疑問に思っている顔に、由宇は珍しく優やさしく笑いかけた。

「君は時々、恐ろしく鋭い。そしていま君が思ったことは正しい」

「やっぱりそうなんだ。変異体の事件って、一ヶ月前に起こったスフィアラボの事件と同じだったんだ」







「でも、どうして？」

　そこから先はさすがに解わからないのか、由宇に説明を求める。

「私もすべてにおいて確証があるわけではない。そのつもりで聞いて欲しい」

　全員が神妙にうなずく。

「一ヶ月前、スフィアラボのＬＡＦＩコンピュータをめぐる占拠事件が起こった。経緯は色々あるが、事件の本質は人間の体に移植されたＬＡＦＩの意識体、風かざ間まが己の体に戻ろうとして、行ったことだ。そして今回の事件ではＬＡＦＩの意識体が木き梨なしの体を乗っ取り変異させ【天国の門】を目指している」

「確かに似てますわね」

「私はそのことを知ったときから疑問だった。この類似性は偶然なのか？　いま風間がここにいれば聞けたんだが、あいにくいまはそれができない。これは推測だが、変異体にそのような行動パターンを植え込んだのは、風間本人ではないのか」

　驚おどろいたのは麻ま耶やと怜れいだ。二人は由ゆ宇うと風間が協力して様々な問題に向かっていたことを知っている。

「ではなぜそんなことをする必要があったのか。それはスフィアラボの事件に端を発する。あのとき風間が目指すべきものだったのは、自分の体であるＬＡＦＩファーストではなく、【天国の門】ではなかったのか。風間にあたえられていた役目とは、そのような種類のものではなかったのか」

　八や代しろが、両手を振って由宇の言葉を止めた。

「ちょ、ちょっと待ってくれないか。あたえられていた役目とか、なんとか。まるで誰だれかがこの事件を、いやそれだけじゃないな、スフィアラボの事件からずっと、仕向けられていたみたいな言い方をしてるけど」

「みたいではなく、仕向けられていたんだ」

「いったい、誰に？」

　全員が異口同音に問うてくる。

「考えるまでもない。ＬＡＦＩや【天国の門】のお膳ぜん立だてを用意できるのは、この世で一人しかいない」

　由宇は言葉を切り、誰もが頭の中に浮かべた名を口にする。

「峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうだ」
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　クレールはベッドから降りると、壁にかけてあった新しい綺き麗れいな服に着替える。窓の外の景色は高く、該当する建物がＫＩＢＯＵビルしかないことを瞬しゆん時じに判断する。刀がないことに気づきしばらく部屋を見渡していたが、ここにはないと判断し病室から出た。

　刀も写真もないいま、クレールのすることは、不ふ坐ざの下への帰還のみだ。

　廊下はあまりにも普通とはかけ離れていた。床や壁、天てん井じようが網あみのように広がった細胞で覆おおわれている。見張りの人間は網にかかった魚のように搦からめ捕られ、おぞましいことに皮ひ膚ふの一部は同化していた。命はあるのか、それとももう潰ついえてしまったのか、濁にごった目は何も映さず、うつろに床を見ている。

　クレールは躊ちゆう躇ちよなく廊下に出た。足の裏が細さい胞ぼう網もうを踏もうとしたそのとき、細胞網のほうから避さけていく。クレールが廊下を進むと、網あみは左右に分かれる。まるでモーゼの十戒のようだ。

[image: ]

　クレールはなぜそのようなことが起こるのか解わからないのか、少しだけ首をかしげた。しかしあまり深く思考に入ることなく、クレールは歩みを進めた。
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「目的はなんですの？　峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの目的は？」

「落ち着け。順番に話していく。まずはスフィアラボの事件に戻す。あの事件では今回の変異体の役を、風かざ間まが担になっていた。ただ順応力が高すぎたのか、風間の精神は人としてなじみ、勇次郎の思った進化は遂げなかった。勇次郎は風間が変異体のようになることを望み、そして【天国の門】を目指すようにしたかった。風間が勇次郎の意図に気づいたのは、ＬＡＦＩの世界に戻ってからだろう。そして風間は勇次郎の代わりに、変異体を外に放ち自分ができなかったことをやらせようとする。その行動は創造主への服従からか、それとも彼自身の知的好奇心からかは解らないが」

　由ゆ宇うは動かなくなったノートタイプのＬＡＦＩを掲げる。

「この事件の黒幕は、勇ゆう次じ郎ろうの意志を受け継いだ風かざ間まであるとも言える。私もそれを承知の上で風間と取引をした。その代わり私に協力しろと」

「取引？　危険なのではないですか、風間を信用して？」

「この事件そのものが、危うい状態にある。このくらいの賭かけは必要だった。そして勇次郎の目的は何か？」

　由宇の話は核心に向かう。

「詳しい説明は省く。ハッキングでＬＡＦＩサードがつぶされた。私なら三十分で五分五分の行為を、一分足らずで行われてしまった。やったのはおそらく変異体。あれはいまとんでもない勢いで、進化している。細胞の一つ一つが思考し連携している。巨大な動く脳が生まれつつある。そしてその脳が遺産【天国の門】を使って脳の黒点を開いたらどうなるか。脳の黒点は勇次郎のライフワークの一つだ。勇次郎はそのデータを欲している」

「では、変異体がネットワークの世界に自分の情報を流していたのは？」

「勇次郎にデータを送るためだ。ネットワークの世界をかき混ぜ、無差別に送信し、勇次郎の居所をつかみにくくする。まったく手て際ぎわがいい。十年以上もかけ、遺産の管理は真まな目め家に任せ、そして時が来たときに悠ゆう々ゆうとその情報を得る」

「取り込み中、悪いんだけど」

　八や代しろが会話に割り込んできた。

「外部と連絡がつかなくなってる」

　携帯電話を指差した八代は、珍しく真剣な顔をしていた。一分後、あらゆる通信手段が絶たれていることを、彼らは知った。







「これは……」

　麻ま耶や達たちのいる階の警備室に出向いた一行は、そこの光景に我わが目を疑った。

　網あみのような薄うす気き味み悪い肉に、警備室は占拠されていた。そこら中が、ピンクがかった肌色に彩いろどられている。

　警備員はいた。しかし人としての姿をとどめていなかった。細さい胞ぼう網もうに巻き付かれ、同化し、できの悪いのっぺりとした人形のようなものになっている。

「大だい丈じよう夫ぶです、異常ありません」

　枝のように生えた細胞網の先に気味が悪いほど人に酷こく似じした口がある。それがまるで壊こわれたレコードのように、異常ありませんと繰り返す。生理的嫌けん悪おを抱かずにはいられないありさまだ。麻耶は青い顔をして、ふらつくと闘とう真まによりかかる。よりかかられた闘真の顔色も良くない。誰だれもがそうだ。

　壁が朽くちたように崩れる。コンクリートの中から粘液のようにしみ出すのは、同じような色をした溶けた肉汁だ。

「まさか変異体がここまで進化したのか」

　由ゆ宇うですら呆ぼう然ぜんとする。他ほかの誰だれがこの事態を予想できようか。

「ここにいては危険です。すぐに出ましょう」

　怜れいが先導してエレベーターを目指す。途中、二度進路の変更を余よ儀ぎなくされた。変異体の細さい胞ぼう網もうが、廊下の壁や床を覆おおっていたのだ。それでも全員はなんとかエレベーター前に到着した。

「エレベーターはまだ使えるようです」

　怜がボタンを押すと、エレベーターの階層を示すカウンターがゆっくりと近づいてくる。

　静かすぎる廊下の奥から、ざわざわと何かが這はう音が近づいてくる。

「ちょっと、まずいよ。なに、あれ？」

　八や代しろが指さした後ろは、すでに麻ま耶や達たちが知っているＫＩＢＯＵビルの内装ではなかった。壁や天てん井じように、網あみのようにうねる細胞が広がっていく。

「やばい、やばすぎるね。あれって触っちゃったら、警備員達の二の舞？」

「早く来て」

　闘とう真まがエレベーターのドアを叩たたく。カウンターはじらすかのようにゆっくりに感じる。それでも細胞網が押し寄せるより、エレベーターの到着のほうが速かった。

　チンと呑のん気きな音を立て、ドアが開く。そこに人の姿があることに、誰もが驚おどろく。

「クレール！」

　麻耶はクレールにかけよると、怪け我ががないことを確認する。

　闘真はツインタワーでの出来事を思い出し、由宇から返された鳴なる神かみの尊みことと長刀を慌てて背中に隠す。

「大だい丈じよう夫ぶ？　あなたのいた階はなんともなかった？」

　クレールは麻耶の後ろの廊下を見て、細胞網を指さし簡潔な返事をした。

「あれがいっぱい」

「上の階も駄だ目めですか。ともかく、ロビーまで逃げましょう」

　全員がエレベーターに乗ったのを確認し、怜はロビーの階のボタンを押す。しかし無反応だ。それは何度押しても変わらなかった。

「駄目です。動きません」

「エレベーターの制御システムが乗っ取られたか、あるいは壊こわれたか」

　由宇は八代の肩に断りなく乗りエレベーターの屋根のハッチをはずすと、そこから上を見た。暗い穴の中には上の階からびっしりと張り巡らされた細胞網が見える。

「駄目だ。もうエレベーターからも出られないよ」

　闘真が叫ぶ。廊下から追ってきた細胞網は、もうあと数メートルの距離にまで迫っていた。

「上も駄だ目めだ」

　そう言って、由ゆ宇うも八や代しろの肩から飛び降りた。

　エレベーターは動かない。あらゆる通路は絶たれてしまったかに見えたとき、スーツの肩についたほこりを払いながら、八代の陽気な声がした。

「こういうナイスな判断、僕らしくないな」

　八代がスーツの内側に手をやる。現れたホルダーから銃を抜くと、天てん井じようの開いたハッチに向けて続けざまに撃うった。ベレッタ９０００Ｓ。プラスチック製グリップを採用したコンパクトピストルで、大経口弾薬の使用と携帯性を兼ね備えたＡＤＥＭの正式採用銃だ。狙ねらうのはエレベーターをつり下げている何本ものワイヤー。

「品のない銃ですね」

　怜れいもすぐに意図を理解し、並んで銃を撃った。コルトオートマチックのステンレスの光沢が細い指によく似合った。

「いや、あの、怜さん？　一応、銃刀法違反ですよ……」

　二人の放った銃弾は的確に、ワイヤーを一本ずつ切断していく。弾が切れるとマガジンの換装を争うように正確無比な動作で行い、二人は同時に射しや撃げきを再開した。

「それが何か？　私のほうが一本、多い」

　怜の銃弾が、最後のワイヤーを切断する。必然、つり下がっていたエレベーターは落下する。

「うわああぁぁ」

　闘とう真まは驚おどろき、麻ま耶やはクレールを抱きしめ怜は二人をかばい、由宇や八代は手すりにつかまって体を支える。しかし落下は永遠でもなければ、地面に激突して終わるわけでもなかった。落下防止装置が働き、エレベーターのレールのブレーキが閉まる。落下を始め数秒、ようやく停止した。
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　エレベーターが停止したのはロビー階よりさらに下、下層エリアの半ばに位置する第七ラボ区画だ。

「さすがにロビーで止まってくれというのは、都合良すぎるかな」

「いや、私が変異体なら、まっさきにロビーを抑える。ここまで落下したのは、とても幸運だ。君らしくないナイスな判断だ」

　エレベーターのドアを強ごう引いんに開け、由宇達たちは廊下に出る。

「しかしいずれここにも押し寄せてくるだろう」

「ど、どうするの？」

「Ｐ４エリアに行きたい。変異体に飲み込まれた研究員のいたエリアだ。もしかしたら、対抗策を練れるかもしれない」

　由ゆ宇うの言葉にしたがい、全員はＰ４エリア目指して走り出す。いつまた変異体の操る細さい胞ぼう網もうが追ってくるか、気が気でなかった。

「追ってきたよ」

「もうですか？」

　闘とう真まと麻ま耶やは、後ろを振り返って顔を青くする。

　まるで水が流れるように、床や天てん井じように変異体の細胞網が押し寄せてくる。

　由宇達たちは走った。先にＰ４エリアのエアロックがある。

「あそこなら、完全に密閉可能です」

「いや、無理だろう」

　麻耶の言葉を由宇は否定する。ならばなぜこんなところに彼女は導いたのか。それでも全員がＰ４エリアに入ると、エアロックを閉め密閉する。誰だれの表情にも安あん堵どと、そして憔しよう悴すいの色がある。

　中は先日、由宇が入ったときとあまり変わっていない。ケーブルを抜かれたコンピュータ。溶けた変異体の細胞は、厳重にケースに保管されている。

「間に合えばいいが」

　と焦しよう燥そうの表情で、ターミナルコンピュータのケーブルを電源だけ繋つなげる。

「変異体が監視しているだろうから、オンラインにはできないか。この端末コンピュータでどこまで計算できるか……」

　キーを軽やかに叩たたき、由宇は先日の変異体に飲み込まれたデータを呼び出した。それからしばらくキーの音だけが続く。

　誰もが何をしているのか、聞かなかった。由宇はいま、全知全能をかけて、この状況を打破する方法を模索している。それだけは解わかった。

　しかしそれはうまくいっているのか。由宇のあせりの表情が答えを雄弁に物語る。

「ガラスにっ！」

　外と繋ぐ分厚いガラスに、変異体の細胞網がへばりついている。それは徐々にガラスを浸食していった。一分もすると、もろくなったガラスに亀き裂れつが入る。

「計算速度が遅すぎる。速くっ！」

　由宇の声は、状況の悪化を表すものばかりだ。それでも彼女は打開策を模索する。ここにいる全員を救う手段のため行おうとしている複雑な計算式を、この劣悪なコンピュータでどうやって切り抜けるか。

　計算式の最適化と、己の頭脳を駆く使しした。

「由宇、まだなの!?」

　がまんできなくなった闘とう真まが叫ぶ。

「すまない。時間が足りない」

　拳こぶしで机を叩たたき、由ゆ宇うは己の無力を痛感した。

　ターミナルコンピュータを見る。そこには計算式完了までの時間が書かれている。その計算式が編み出す結果さえあれば、まだなんとかできた。しかし完了までの時間は、絶望的に長い。

「……せめて、風かざ間まがいれば」

『呼んだか、峰みね島しま由宇？』

「風間っ！」

　思いがけない声が由宇の耳に届く。それからの彼女の行動は速い。由宇はターミナルコンピュータとＬＡＦＩサードを繋つなげる。指示はない。風間は状況を把は握あくしている、やることは解わかっている、と由宇は判断した。

　そしてすぐさま溶けた変異体の細胞が入ったケースを開け、中に乱暴に電極をつっこんだ。

『解析完了。パルス信号送信』

　半液状の細胞が震ふるえたのは一度。由宇はそれをあろうことか、呆ぼう然ぜんとなりゆきを見ている闘とう真ま達たちにぶちまけた。そして残った中身を頭から自分でかぶる。

　同時にガラスが割れ、細さい胞ぼう網もうが一気にＰ４エリアに進入した。抵抗する暇ひまもなく、全員の体が細胞網に覆おおわれる。

「抵抗するな。私を信じろ」

　それぞれの人間は由宇の言葉をどう受け止めたか、信しん頼らいか、あきらめか、やけか、ともかく誰だれもが由宇の指示に従った。細胞網は何百という蛇へびのようにうねりながら、部屋や人の体をはいずり回り、まるでジャングルのようなありさまとなる。

　一分が経過し、細胞網は闘真達を同化させることなく、部屋から引き下がっていった。







　説明を求める声に応じて、由宇の口は軽い。彼女自身、思いがけない幸運と成功に喜んでいるのか。

「バクテリオファージによって、細胞を取り込み同化しようとする。しかし世界で唯ゆい一いつ同化しない細胞がある。それが……」

「自分自身、ですね。あなたがいま私達にかけた半液状のものは、先日職員を取り込もうとした事件のもの」

　言葉尻じりを受け取る麻ま耶やの背後では、闘真や八や代しろが気持ち悪そうに全身に付着したものを触っては、うへぇと顔をしかめていた。

「しかしそれなら、この細胞も私達を取り込もうとするはずですけど」

　もっともな麻耶の疑問に全員がうなずく。一人だけよく解っていないのに、なんとなくうなずいている少年もいるが。

「変異体の細胞は大きな特徴がある。パルス信号で行動や機能を制御できるプログラム細胞。さすがコンピュータの世界から生まれただけのことはある。だからこう命令すればいい。付着した生物の体を皮膜状に覆おおい、同化はするな」

　誰だれもが自分の手足をなでている。

「すごいね、そんなことできるんだ」

　絶対に理解していないだろうという疑惑の眼まな差ざしを闘とう真まに向けながら、由ゆ宇うは説明を続ける。

「これまでのパルスパターンへの変化データから、時間があれば解析は可能だと思っていた。ただ時間的に危なかった」

『ピンチの時に現れてこそ、本物のヒーローだ。私の解析能力がなければ、いまごろ全員変異体に取り込まれていたぞ』

　ＬＡＦＩから風かざ間まの声がした。全員が驚おどろくが、それぞれの意味は違う。麻ま耶やや怜れいは風間の復活に驚き、闘真や八や代しろはＬＡＦＩから由宇の声がしたことに驚く。

「タイミングが良すぎるぞ、風間。見計らっていなかったか？」

『黙もく秘ひ権けんを行使する。……嘘うそだ、頼たのむから分解は止やめてくれ。ドライバーを引っ込めろ。ネットワーク上で変異体に自己の半分を破は壊かいされた。復旧したのは本当につい先ほどだ』

「え？　由宇の声？」

　目を白黒させる闘真に由宇は簡単にＬＡＦＩと風間の説明をする。

「風間を覚えているか？」

「もちろん、あのときのことを忘れることなんてできないよ」

「いま私のＬＡＦＩサードの中に、縮小された彼の人格が入っている。これだ」

　由宇はＬＡＦＩサードを開けると、息を呑のむ闘真に渡す。

「こ、ここに、本当に？」

「嘘を言ってどうする。風間、何か証明できるようなものを見せるなり喋しやべるなりしてくれ」

　すぐにモニターの表示が一変した。闘真は驚きの表情でそれを読む。

「……十三日、金曜日。普通ならこのあと天気でも書くのだろうが、あいにくそれを知るには１２００メートルの天てん井じようを突き破らなくてはならない。世間一般では私のような年代の女性は、日記を書くケースが多いという。嘘か本当か解わからないが、暇ひまつぶしに同年代の人間と同じことをやってみるのも一興かもしれない。さて相対性理論で有名なローレンツ変換だが、かのアインシュタインは……」

「なっ！」

　由宇が慌てて闘真の手からＬＡＦＩサードをひったくった。

「な、何を読んでいるんだ!?」

「なにって……風間だと解るって言われたから、読んでみただけだけど？」

「風間、あの日記は消したと言ってなかったか？」

『言った覚えはないな。風かざ間まであることを証明しろと言ったから表示したまでだ。本来の君なら見せるはずのないものを見せる。すなわち私が風間である証明……。やめろ。それ以上フレームを軋きしませるな。壊こわれる』

　地の底から響ひびくような金属の軋むような音が、全員の鼓膜を叩たたく。全員の目が由ゆ宇うへ向いた。

「わ、私じゃないぞ」

　ＬＡＦＩを手放し、由宇は無実を主張した。

　さらにもう一度、最初より長く深く大きく、軋む音は耳に残った。誰だれもが床を見る。音は振動を伴い、床がわずかに揺れていた。

「……地じ震しん、ではなさそうですね？」

　怜れいはこのようなときでも、冷静な態度と声を崩すことはない。

「でも、建物全体が揺れてる感じだけど？」

　八や代しろの言葉のすぐあとに、三度目の振動。それは明確な形となって現れ、棚にある実験器具や机の上のものが激しく揺れた。

「地震に換算すると震度四ってとこか。上は無事かなあ」

「この街の基き盤ばんにはマスダンパーが埋め込まれています。せいぜい感じて震度二程度でしょう。あいにくこのラボはマスダンパーの下にあるので、その恩恵はないのだけれども」

　麻ま耶やはいまの揺れで転んでしまったクレールを抱き起こすと、服の汚れを払い落としながら説明する。

「いたれりつくせりの街だねえ。家賃の安い部屋があったら引っ越そうか」

「あいにく八代様が住むような、格安のやくざビルは、《希望》の街にはございません」

「うわあきついな。それ僕に来るなってこと？」

　八代と怜が軽口を叩いたそのとき、四度目の揺れがおこった。

「うわあっ」

「きゃああ」

　四回目の揺れは格別に大きく、立っていることもままならない。棚にある実験器具や机の上のものは、揺れるだけではすまず、すべて滑すべり落ちて床で割れ、派手な音をたてて壊れた。

「まさか……」

　尋じん常じようでない揺れの大きさ。地震とは明らかに異なる振動に、由宇は最悪の事態が起こっているのを悟った。

「地下空洞の《希望》を支える柱が、折れようとしている!?」







　激しい揺れは一分近く続き、ようやくおさまりを見せた。

「皆さん、怪け我がはありませんか？」

　八や代しろはしがみついていた机から体を起こすと、周囲を見渡す。

「私は大だい丈じよう夫ぶだ」

「僕も」

「麻ま耶や様もクレール様もお怪け我がはありません」

　と、それぞれが無事を報告しあったとき、

『ふむ、ここまでか』

　残る一人、と言っていいのか、風かざ間まの声が響ひびく。

『ネットワークに進入し、地下空洞の監視カメラの映像を取得した。いま表示する』

　モニターは無む慈じ悲ひな絶望を映し出した。地下空洞はすでに変異体の細さい胞ぼう網もうの世界と化していた。支柱の表面は見えなくなるほど細胞網に覆おおわれ、深く浸食を受けているのは見た目から明らかだった。まっすぐのはずの支柱の何本かは、すでにたわんでいる。

「柱を折る？　本当に街を崩すつもりなの？」

　麻耶の顔は青ざめ、唇くちびるが震ふるえた。

『崩ほう壊かいまでの推定時間は一時間も残されていないな』

　風間の無情の分析に、八代は己の所属する組織に希望を繋つなげる。

「ＡＤＥＭか外の人間が気づいてくれれば」

「それはどうでしょうか？　私が警備室に連絡したときも、変異体は偽装工作をしました。通信程度の確認では、異常を察知するのは難しいでしょう」

「うわあ、次々と希望を絶ってくれるね」

　八代は念のため通信機を取り出すが、不通になっているのを確認しただけで終わってしまう。

「ＬＡＦＩに外へ連絡してもらうのはいかがかしら？　監視カメラの映像も取ってこれたようですし」

『監視カメラは無防備だからできた行為だ。外部との連絡手段は、変異体も警戒している。また以前のようにハッキングされ、破は壊かいされるのがオチだ』

「たとえ外の人間が気づいたところで、一時間足らずで何ができる？」

「だけどこのままじゃ」

「……待て」

　由ゆ宇うが手を挙げて、全員の言動をいったん止めた。そして、部屋の隅でずっと黙だまっている闘とう真まに目を向けた。

「どうした？」

　闘真は放心した顔で天てん井じようを見ている。いや、天井に焦点があっていない。何かを感じ取っているように見える。

「兄さん、どうかいたしましたの？」

「この感じ……、この気配……」

　闘とう真まの様子がおかしいことに、誰だれもが気づく。闘真はゆっくりと顔をおろし、彼らしくない険しい表情を見せた。それはもう一人の殺さつ戮りくを好む人格に近い。全員に警戒の色が宿る。

「み……マジシャンが、いる」

「え、マジシャン？　やっぱり死んだんじゃなかったの？　いや、そんなことよりどうして解わかるの？」

　驚おどろく八や代しろに続き、由ゆ宇うも問う。

「マジシャンがいるとは、どういうことだ？」

「さっきは殺しきれなかった」

　由宇の言葉を聞いているのか聞いていないのか、闘真の手は鳴なる神かみの尊みことに伸びる。

「変異体とマジシャン……。まさか」

『可能性としてはありうるだろう。変異体がマジシャンを取り込む。マジシャンの脳は特殊だ。変異体は記き憶おくやＤＮＡ情報を我わが物にしようとするだろう。そして変異体は、記録されている情報から、それらを再生することができる。言い方を変えれば、マジシャンは変異体の中で生きている。変異体は肉体の制約から解き放たれているから、この肉体を滅ぼすのは難しい。ならば……』

「意識を殺せばいい」

　風かざ間まの言葉を受け継いだのは、闘真だった。片手に鳴神尊を持ち、もう片方の手にクレールの長刀を携たずさえる。エアロックを抜けようとする闘真の前に立ちはだかる人物がいた。

「ま、待ってください」

　麻ま耶やは歩こうとする闘真を押しとどめ、その顔を見上げた。冷めた目をしている。一いつ瞬しゆん、殺戮者の一面が顔を覗のぞかせたのかと思い、体を震ふるわせた。

「……大だい丈じよう夫ぶ」

　そっと麻耶の体を脇わきにどける。そのまま闘真はハッチを抜ける。どこにいけばいいのか足取りに迷いはなかった。

　誰だれもその背を止めることはできない。麻耶は闘真に向かって叫ぼうとし、何を言えばいいのか解わからなかった。

「私が同行する。君の兄さんを死なせはしない。信じろ」

　そう言って、麻耶の脇をすり抜けていったのは峰みね島しま由宇。すれ違いさま由宇の手が、不思議な力強さと優やさしさを持って、麻耶の肩に一瞬置かれ、離れた。

　そして、二人の背中がハッチの向こうに消えた。
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「うわあ、気持ち悪い」

　ハッチを抜けるなり、闘とう真まは鼻白む。それも無理はなかった。ラボの通路は異境と化している。壁や床を覆おおい隠すのは血管のように脈打つ肉にく塊かいで、粘液質に包まれた表皮は両生類を連想させる。

　何かが動いていると思い目を向ければ、肉の塊かたまりに足だけ生えて歩くもの、手だけ生え這はいずるもの。逃げ遅れた人だろうか、人の形をほとんど崩し細さい胞ぼう網もうと一体化したそれは、服を着ている肉の紐ひもの束だ。

　崩れた壁の内部はまるで漆しつ喰くいのように細胞網に浸食され、砂のようにもろくなっている。

「有機物も無機物も関係なしか」

　由ゆ宇うは難しい顔をすると、床の細胞網を引っぺがす。はがれたのはそれだけでなくへばりついていた床も崩れ、はがれてきた。

「思ったよりも浸食が速い」

「ね、ねえどうなってるの？」

「産業廃棄物を分解させるバクテリア等の研究が、いまは盛んに行われている。処分できないゴミの処理方法の模索は、いまの環境問題の課題の一つだ。どこかのラボのネットワークからそのバクテリアか何かの遺伝子情報を盗んだのだろう」

「それが街を支えている柱を折ろうとしている？」

　崩れた壁を見て、闘真の不安はますますつのる。その顔を見て、由宇は不満そうに鼻を鳴らした。

「さっきの勇ましさはどこにいった？　少しは見直したつもりだが、いつものしまりのない顔に戻ってるぞ」

「ああ、ううん。でもあそこで何かしなくちゃと思ったから」

「勝算も目もく論ろ見みもなしか？」

「う、うん。でもがんばればなんとか」

「馬ば鹿か者もの。そういうのは匹夫の勇と言うんだ！」

「え？　ひっぷのゆう？　由宇のお尻しりがどうしたって？」

　氷点下の眼まな差ざしを受けて、闘真は体を縮ませた。それでも足が止まらないのは、どこに行けばいいのか解わかっているからなのか。

『いいのか、こんな男が最後の切り札で？』

　ＬＡＦＩの風かざ間まも、心なしか不安そうな声を出す。

「私も、無む謀ぼうだと思う。が、いまのところこの男の感覚に頼たよるしかないのも事実だ」

　闘真の足はやがて階段まで来ると、迷うことなく下に降りていく。細胞網は何度か闘真や由宇の体にからみつくが、表面を覆おおう細胞網の皮膜によって仲間とみなすのかすぐに離れていった。

　由宇は闘真の背中を追いながら、

　──また巻き込んでしまっている。

　暗い感情が心の中で渦巻いてしまう。しかも闘とう真まは以前に比べ、明らかに二つの人格の境界を失いつつある。一割か二割、殺さつ戮りく者しやの人格が混じっている。ただ脳天気な性格が前面に出ているため、解わかりにくいだけだ。

　いつしか二人の間の言葉数は少なくなっていく。闘真の背中から感じ取れる雰ふん囲い気きが、階段を下りるにつれ変化していった。気配は研とぎ澄すまされ、まるで獲物を狙ねらう猛もう獣じゆうのように、静かに猛たけ々だけしくなっていく。二つの人格の境界が薄うすれていくさまを、由ゆ宇うは後ろから見つめた。

　階段はやがて、ある空間にたどり着いた。《希望》の地下にある巨大な空洞内の、つい数時間前まで【天国の門】が安置されていた封印の間だ。

　闘真の口数が少なくなった。その背を見る由宇も、話しかけることはしない。気配が変わっていく。人格が切り替わっていく。一度だけ闘真は由宇に振り向いた。乾いた瞳ひとみをしている。感情を排した瞳だ。脳天気な彼の色はいっさいない。

　支柱の一本を回るように降りる螺ら旋せん階段を、二人は黙もく々もくと進んだ。しかしそれもついに終着を迎える。

　かつて球体が収められていた支柱のそばで、闘真は足を止めた。

「いる」

　短く、闘真はつぶやく。声の質が違う。

「ここからは俺おれの領分だ」

　さらに一歩前に出る。支柱を取り巻く細胞片が集まりだした。やがてそれは肉にく塊かいにまで成長する。肉塊はさらに膨ふくれあがると、やがて人型を作り、細部を形成し、色彩を変え、それだけではなく服すらも再現する。やがてそこにはマジシャンが生前──人であった頃ころと変わらぬ姿で現れた。

「ようこそ、歓迎しますぞ」

　まるでここはショーステージであるかのように両手を広げると、

「どうですかな、私が生み出した世界は？　なんとも幻想的でしょう」

「ゲノム・リモデル技術か」

「さよう。いまや私は有機物も無機物も自在に操り、遺産すらも生成できる。ほれ、このとおり」

　マジシャンの手が床に着く。ゆっくりと持ち上げられた手に吸い付くように、床の下から鉄の塊かたまりが姿を現した。それを見て由宇は唸うなる。

「ほれこの通り【天国の門】ですら、私の手にかかれば、生成可能なのだよ」

　歪いびつなヘルメットを指先で回し、マジシャンは笑った。指がパチンと鳴った。同時に、ヘルメットは泥のように溶けて、床にしたたり落ちる。

「しかしわし以外に【脳の黒点】を開いてもらっては何かと面倒だ。ＫＩＢＯＵビルに保管されていたのも壊こわさせてもらったよ」

「この力はやはり変異体が【脳の黒点】を開き、急速に進化したからか。いやそれとも真まな目め家のそれを取り込んだか」

「そのとおり」

　支配者の傲ごう慢まん、悦に入った表情の老人に、闘とう真まは鼻で笑う。

「失望させるな」

「なんだと？」

「俺おれが会いたかったのは、昔の姿のほうだ。そんな薄うす汚ぎたないじじいじゃない」

　闘真の意図するものを理解できず、マジシャンは真意を見極めようと目をこらし観察する。

　さらに由ゆ宇うはまだ抜いていない鳴なる神かみの尊みことにも警戒を向けた。この期ごにおよんで、臨戦態勢に入っていないとは、マジシャンにとって屈くつ辱じよく的てきなことだろう。

「なんのつもりだ」

「あんたに勝ちに来た」

「なにをいう。忘れたか。おまえの太た刀ちでは、わしは殺せぬ。殺せなかったのだよ」

「ああ、殺しきれなかった」

　悔しさなどみじんも感じさせず闘真はあっさり認める。しかし表現に微妙なニュアンスの違いがある。

　次の言動はさらにマジシャンを混迷に陥おとしいれた。

「好きな得物を選べ」

　右手に鳴神尊、左手にクレールの刀を持ち、闘真は問うてきた。

「選べだと？　なんのつもりだ？」

「ずっと引っかかってた。迷いがあった。薄汚い老人を殺して、俺が満足すると思うか」

　両手に握る刀に力をこめ、闘真は本志を表明する。

「俺が闘たたかいたいのはエセ手品師じゃねえ。あんたの本当の姿、元鳴神尊の継承者、完成された禍まが神がみの血ちと呼ばれた真まな目め蛟みずちなんだよ」







　その一言がどれだけマジシャンの虚をついたか。

「真目蛟と戦いたいだと？」

　まだ心ここにあらずといった表情で、マジシャンは言った。

「たった、たったそれだけのためにここに来たというのか？」

「遺伝子の記き憶おくとやらがあれば、自由に肉体を再構成できるんだろう？　だったら見せてみろ。真目蛟の本当の姿を」

「なにを馬ば鹿かなことを」

「馬ば鹿かなと言ったな。ならばあんたはなぜ生に執着する？　真まな目め家への復ふく讐しゆうからか？」

「きさまなら解わかっていよう。鳴なる神かみの尊みことを継承した人間の暗あん澹たんたる運命を。それだけではない。これまでの十二年、さらに暗くら闇やみの底で生きながらえなければならなかった私の苦しみを。このような生き方を強しいる真目家と、このような体にした峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうへの復讐を糧かてに、生きながらえてきた。人に繰られ、利用される苦しみを、きさまなら、少しは理解できると思ったが」

「解ってどうする？」

　闘とう真まは冷れい徹てつそのものの返事を返すと、

「ああ、一つだけ解るものがある。あんたの真意だ」

「……なんだと？」

「完成された禍まが神がみの血ち。最高の暗殺者。表の顔は温厚で人当たりのいい人物。しかし裏の人格に苦しんでいる。それが元のあんた、真目蛟みずちについてまわる評価だ」

「それが……どうかしたのか？」

「どいつもこいつも馬鹿ぞろいだと思わないか？　誰だれもあんたの本当の気持ちに気づいていない。まさか表の顔がじつは殺さつ戮りく者しやの人格をうらやましいと思っているとは、誰も思いもしなかった」

「……馬鹿な」

「馬鹿な？　馬鹿はあんただ。あんたはうらやましかった。もう一人の自分が暗殺者として、最高の名誉を手にしていることが。ねたましかった。嫉しつ妬としていた。そしてそのくだらない感情を恥ずかしく思い、必死に隠してきた。それこそがくだらないことだが」

　闘真は再び二本の刀を突きつける。

「だからチャンスをくれてやる。遺産の力で使えるだろ。鳴神尊の継承者同士、白黒つけようじゃないか」

　──うまいやりかただ。

　由ゆ宇うは内心感心していた。

　闘真は図らずも、最良の方法を選択した。マジシャンの膨ぼう大だいな力を、一いつ騎き打うちのレベルに持ち込んだのだ。ただし諸もろ刃はの剣つるぎともいえる。もしマジシャンが勝てば、闘真が負ければ、心のわだかまりを消す手助けをしたことになる。結果、さらに驚異的な進化を見せる可能性もあるだろう。

　──それでいいのか？

　由宇はその言葉を心の中でそっとつぶやいた。

　蛟は闘真の叔お父じにあたる。いわば肉親だ。そこに闘真が何か感ずる部分がないはずがない。妹の心情をおもんばかり、蛟の気配を感じたとき、彼はその名ではなくミネルヴァでの名、マジシャンと口にしている。それほどの重いものを背負っているはずだった。

　喉のど元もとまで出掛かっている言葉を、しかし由宇は呑のみ込む。彼女の心に去来したのは、勇次郎の姿だ。

　しばらく黙もくしていたマジシャンの体に変化が訪れる。体は二回り以上大きくなり、皮ひ膚ふの色つやが若さを取り戻す。たくましいわけではないが、洗練された肉体ができあがった。

「長刀のほうをくれ」

　かつての姿を取り戻した真まな目め蛟みずちに、闘とう真まは長刀を放った。







「闘真、この勝負の意味を解わかってるか？」

「ん？」

「マジシャンの心の底に、どうやら君の言うようなコンプレックスはあったのだろう」

「で？」

「もし君が負ければマジシャンはコンプレックスに打ち勝つことになる。心の機微はこの細胞群に大きく影えい響きようし、浸食率の増大を招くだろう」

「解りやすく言ってくれ」

「平たく言えば、マジシャンが勝つと手がつけられなくなる」

「意味のない仮定だ」

　闘真は蛟に向き直ると、確信を口にする。

「あんたの未練、命ごと絶ちきってくれる」

　刀を正せい眼がんに構える蛟に対し、闘真の鳴なる神かみの尊みことは鞘さやに収まったままだ。

　──居合いか。

　そのかまえを見て、由ゆ宇うは感心する。何も策がなかったわけではない。

『あの男なりに考えているか』

　ＫＩＢＯＵビルの屋上で見せた闘真の居合い。最速の刀を手に入れると同時にそれは、抜刀している時間を短くすることによって、切り替わる人格の危険性を最小限に抑える手段でもある。

「この刀、クレールのものか」

「ん？　あの娘を知ってるのか？」

　蛟は答えない。雑念を振り払い、ただ目の前の敵だけに集中した。

　蛟が踏み込む。疾はやい。由宇に見えたのは、光すら遅れたのかと錯さつ覚かくさせる残像のみ。由宇の動体視力をもってすら、その程度しか認識できなかった。

　ならば闘真は。

　残像はない。瞬しゆん時じに消えたとしか思えなかった。その疾さは、目にいっさいの光を残さなかった。踏み込みの音のみが、遅れて少年の動きを伝える。

　一度目の交差は刃と刃の衝しよう突とつ音おんのみ。両者は交差、したのだろう。立ち位置が入れ替わっている。
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　闘とう真まの抜刀の速さに蛟みずちはついていった。一いつ瞬しゆんの停止の後、両者の無事からそれは理解する。否いな、もう一つあった。蛟に浮かんだ微笑は闘真最速の技を防いだという自信が現れていた。それを防いだいま、経験からくる多彩な攻こう撃げき法ほうを持つ自分が勝つであろうという自負。さらに抜刀術の最大の欠点、刀を高速で振りぬくという性質上、二振り目が遅れるという予測。

　由ゆ宇うは蛟の心情を正確に読み取る。そしてその自負が振り向いたとき、木こっ端ぱに砕かれたことも。

　闘真の疾はしりは蛟の脇わきを抜けても、停止せず、なお速度を上げていた。その先には蛟が剣術の定石で背に置いていた支柱があった。衝しよう突とつするかと思われた瞬間、闘真の足の裏は支柱の側面をつかむ。

　おもいきり蛟の背後の柱を蹴けり、勢いをそのまま振り向こうとしている蛟へ向けた。

　古武術の流れをくむ鳴なる神かみ流りゆうにおいて、剣術以外の技は珍しくもない。本来なら蛟もその可能性を想定してしかるべきだった。しかし長い経験の中で、蛟の武術は強力な武器、鳴なる神かみの尊みことによって剣術に特化されていった。

　自信のよりどころである経験は蛟を裏切り──仇あだとなった。

　柱を蹴った闘真の体は、あまりにも荒削りな動きだが、それ故ゆえに力強く、蛟を追い詰める。

　二度目の交差も、由宇の動体視力を超えている。しかし結果は解わかりきっていた。

　チンッと鳴なる神かみの尊みことが鞘さやに収まる。刀身がさらされていた時間は三秒にも満たない。闘真はもう一人の自分に切り替わる時間すらあたえなかった。

　まして振り向いて己の勝ちを確認することもしない。

　無念の表情で崩れ落ちる蛟みずちを見届けたのは、由ゆ宇うただ一人だった。







　──あれほど速かったのか。

　屋上での戦いが、いかに【天国の門】で開いた脳の黒点に助けられていたか実感する。

「……ふう」

　空気の塊かたまりをはき出すような大きな吐と息いきをつくと、闘とう真まはいつもの顔に戻っていた。瞬まばたきの間に見せた暗い表情は、由宇でさえ気のせいかと思うほど短いものだった。すべてを心の中に閉じこめておくつもりなのか。

「由宇、終わったよ」

　拍子抜けするほど、いつもの能天気な、のほほんとした口調だ。そこでようやく振り向いて、

「あれ？」

　と間の抜けた声を発する。

「蛟は？」

『肉にく塊かいに戻った。体を構築する意識が消えた以上、あの肉体を維持できまい』

　崩れ落ちたのは蛟の体だけではない。大粒の雨のように、天てん井じようから崩ほう壊かいした細さい胞ぼう網もうがしたたり落ちてくる。

『そして統括する意識が死んだいま、細胞網も死滅を待つだけとなった』

「助かったんだね」

　闘真は屈託のない笑みを由宇に向ける。由宇は呆あきれながらも、笑い返した。

　そのときみしりと、支柱が不ふ吉きつな音を立てた。

「なんだ？」

　闘真と由宇は支柱を見上げる。そして叫びそうになった。支柱は目に見えて歪ゆがんでいく。落下する肉塊に、崩壊した支柱の欠片かけらが混じる。

「間に合わなかったか……」

『崩壊までの推定時間、五分』

「な、なんで？　蛟は倒したんだよ。せっかく倒したのに」

『兄さん、早くそこから逃げてください』

　変異体は死滅し、回復したネットワークから通信しているのだろう。ＬＡＦＩから麻ま耶やの声が聞こえてくる。

『兄さんのいる場所なら、崩壊前に外に出られるはずです。リニアエクスプレスへの隠し通路があります。あそこを通れば、大だい丈じよう夫ぶです』

「麻ま耶やは？　麻耶達たちはどうする？　それに《希望》の街はどうなるんだ？」

『いまから避ひ難なん勧告を出します。でも助かる人は本当に一握りでしょう。五分足らずで逃げられる人数など……。私達は、この場所からどこに行くにも五分以上かかります。それなら一人でも多くの人の救出を……』

「この会話、笑ってしまうほど既視感デジヤビユを感じる」

　由宇は呆あきれたように肩をすくめて、鼻で笑った。

『なっ……なんですって！』

「まったく、あきらめの早いお嬢じようさんだ」

　由ゆ宇うは崩れた肉片を指さす。いまや異臭を放つ変異体の残ざん骸がいだ。

「闘とう真ま、あれはなんだと思う？」

「変異体の残骸じゃないか。それがどうかしたの？」

「違う。あれはプログラムで自由に生成可能な細胞群だ。そして統括する意思は死んだ。邪じや魔まするものは何もない。風かざ間ま、例の物はできているな」

『もちろん』

　ＬＡＦＩから伸びた電極が、支柱にこびりついている細胞片に刺さる。

「走らせろ」

『了解した』

　電極を中心に、細胞の表面が変質していった。鏡を思わせる光沢を放つそれは、あっというまに広がり、支柱を覆おおう細さい胞ぼう網もう、床、天てん井じよう、地下空洞にあるすべてを塗り替えていく。

　いつしか支柱の崩ほう壊かいは止まり、静寂が訪れる。

「細胞網をベークライトタイプの材質にプログラムした。これで解決だ」

　空洞全体が鏡のように輝く中で、由宇はこともなげに言ってのけた。
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　闘真は脱力し、ぺたりとその場に座り込む。

「これで、終わったんだね」

　そう言って床に寝転がると、大の字になった。

「君は気持ちの切り替えが驚おどろくほど速いな」

　呆れるやら感心するやら、奇妙な表情を闘真に向け由宇はしかし同じように、床に座り込んだ。後ろに手をつき、そのまま天井をあおぎ、脱力する。

「今回は、本当に疲れた。許されるなら一週間ほど何も考えず、休養を取りたいくらいだ」

「うん」

「半分は君のせい」

「ご、ごめん」

　情けない顔をする闘とう真まを見て、由ゆ宇うは思わず吹き出す。この少年がつい先ほど、人智を超えた一いち撃げきを真まな目め蛟みずちに叩たたき込んだとはとても思えない。

「冗談だ。君がいなければ蛟を倒すことはできなかっただろう」

「あれ、長刀はどこ？」

「マジシャンに巻き込まれて、一いつ緒しよに溶けたのだろう」

「あ、そうか……」

　闘真は曖あい昧まいにうなずき、何度か口を開き、何も言わないまま閉じるを繰り返した。

　──由宇はこれからどうするの？

　それがどうしても言えない。またＮＣＴ研究所に帰ってしまうのか、それがどうしても聞けなかった。

「ねえ、由宇。聞きたいことがあるんだけど」

「なんだ？」

「あのこれから……」

　勇気を総動員して闘真は口を開こうとした。しかし風かざ間まの声がそこに割り込む。

『いどころをつかんだ』

　たった一言、それだけだ。

　由宇はそれまでの感情のすべてを吹き飛ばし、喜びと憎しみと悲ひ哀あいと、ありとあらゆる感情を詰め込んだ顔をし、震ふるえる唇くちびるで、

「そうか」

　と短く答えた。うつむいたのは一いつ瞬しゆん、顔を上げたときは感情が消えていた。どこか初めて会ったときの由宇を連想させる。何か危うい感じを闘真は受けた。

　無言のまま、由宇はエレベーターに向かって歩く。その後を闘真は慌てて追った。風間が復旧させたのだろうか、エレベーターはボタンを押すと反応しドアを開いた。

　──目を離しては駄だ目めだ。

　闘真は確信すると、由宇が足早に歩く後を追い、一緒のエレベーターに乗り込む。

　エレベーターが上に向かう。地下空洞から地上へと向かっている。変異体の侵略の痕あとでレールは歪ゆがみ、時々揺れる。

「どうして君までついてくる？」

　由宇はまるで闘真の存在に初めて気づいたように、厳しい声をだす。腕を組んで壁によりかかった由宇は、全面的に不ふ機き嫌げんを主張した顔を闘真に向けた。しかし闘真は引く姿勢を見せない。

「だから、どうして君はついてくるんだ？」

　由宇は同じ質問を繰り返す。しかし正直に答えるのがはばかられた闘真は、気のきいた言い訳も思いつかず、黙だまっているしかなかった。由宇の突き放した視線を、外見上は涼しく受け流していたが、内心は肝きもを冷やしていた。

〝いどころをつかんだ〟

　ＬＡＦＩサードから発せられた風かざ間まの一言を境に、由ゆ宇うの雰ふん囲い気きがガラリと変わった。

　闘とう真まは考える。言葉の内容から誰だれかを捜していた。そして由宇が必死になって捜す相手は、この世界に一人しかいない。

「どうしてって、その……」

『君には関係ない話だ。引き返したまえ』

　ＬＡＦＩから出た風間の声は、いままでの由宇の声色を真ま似ねたものではなかった。感情の薄うすい、冷れい徹てつな人間であった頃ころの声だった。

「か、関係なくないよ」

『関係ない。それにおまえに入られては、この娘との取引に支障が出る』

「風間、余計なことは喋しやべるな」

　由宇はあからさまに舌打ちをすると、それきり黙ってしまう。風間も同じように沈ちん黙もくを保つ。

　──取引？

　何か不ふ吉きつな響ひびきを感じる。

　絶対に目を離してはならない。今度こそ見失ってはならない。三度目はない。次はない。だから絶対に手を放してはいけない。闘真は心のうちで決意を固め由宇を見る。厳しい視線しか返ってこないが、心がくじけることはない。

　闘真はもう自分がどう行動するか心に決めていた。それは断固として貫き通す。まるで泣いているようにも見える由宇の怒りの表情に、さらに決意を固くする。

　──一いつ緒しよに行こう。

　沈黙のまま、エレベーターは一階に到着した。ドアが開く。ひっそりとした通路に出た。人気はない。しかしあと少しすれば、ＡＤＥＭの人々が流れ込んでくるはずだ。通信機器が回復したいま、すでに八や代しろの通報はとどいているだろう。

　闘真でも解わかることが由宇にも解らないはずがない。なのに開いたエレベーターから、由宇は外に出ようとはしなかった。薄うす暗ぐらい廊下の先をじっと見つめ、唇くちびるを噛かんでいる。

「どうしたの？　到着したよ」

「わ、解ってる」

　意外なことに動揺した声が返ってくる。

「どうしたの？」

　閉まろうとするエレベーターのドアを押さえ、由宇の手を引いた。いまの様子から抵抗されると思ったが、

「あっ……」

　か細い声を出して、よろけるように素直に引かれてついてくる。ただまるでお化け屋敷を怖がって歩いている子供のように、目は固く閉じていた。

　手を引くのはなんとなく気恥ずかしかったが、目をつむって歩くのは危ないと思い、そのまま由ゆ宇うを連れて通路を歩く。由宇なら必要ないのかもしれないが、それでも手を引いて歩いた。

「ああ……そうか」

　なぜ由宇がためらったか解わかる。ようやく理解する。そのまま裏口から外に出た。由宇はまだ目をつむっている。

　出た道はあまり人が使わない通りなのか、車も人の影もない。闘とう真まはそのまま由宇を道の中央まで引っ張っていった。

「由宇」

「な、なんだ？」

　怒ったような返事が返ってきた。それが微ほほ笑えましかった。

「目を開けて」

「な、なぜだ？　私は視覚をなくしたくらいで、不自由はしない」

「そう言わないで、勇気を出して」

「私は、私はただ……」

　由宇の言葉が途中でとぎれる。薄うす暗ぐらい影を割って、由宇の顔に光が差す。驚おどろいたように由宇は、光に手を伸ばした。

「……あ」

「朝日だよ、由宇」

「……朝日」

「目を開けて」

　さらに一歩踏み出す。朝日が降り注ぐ下に、由宇の体を連れ出した。

「あ……暖かい」

「だから、目を開けて」

　由宇の目はまるで赤子が初めてそうするように、おそるおそる開く。黒こく曜よう石せきのように澄すんだ黒い瞳ひとみを、朝日が柔らかく包んだ。

　由宇は一いつ瞬しゆんだけまぶしそうに開きかけた目を細め、そして、

「……まぶしい」

　十年ぶりの朝日に、涙を流した。
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「僕は禍まが神がみの血ちと戦いたい。そのためにはそれが何なのか知りたい」

　闘真の言い分を、由宇は詭き弁べんの一言で切り捨てた。

「だからと言って私に同行する理由にはならない」

「どうしてさ？」

「君の危ないことに首をつっこむ悪あく癖へきはどうにかならないのか？」

「つっこんでるんじゃないよ、これは僕自身の問題。僕が僕である限り、僕のまわりからこれは動かない。いままでみたいに操られるのだけは嫌いやなんだ。自分の意思で戦いたい」

　好きな人を守るために。これは言葉にならない。

「それに由ゆ宇う。いまのままじゃ、僕は親おや父じに殺される。用済みになったらね。だから、戦うしかないんだ」

「どうやって？」

「……えーと」

「それをバカだと言うんだ」

「じゃ由宇は？　由宇だってめちゃくちゃじゃないか。いっつも無む茶ちやばっかりして。今回だって鳴なる神かみの尊みこと持って僕と戦うなんて」

　言い争う二人の会話を聞き、風かざ間まは一言、

『子供のケンカだ』

　と評し、フレームをねじ曲げられる危機に陥おちいった。

　なお言い争う二人に、今度は別の声が割って入った。

「ちょっといいかな？」

　いつの間にその場にいたのか、八や代しろはいつものようににこにこと笑い、二人にゆっくりと近づいてくる。

「私を止めるつもりか？」

　身構える由宇に、八代は両手をあげて降参の表明をした。

「待ってくれないか。用があるのは闘とう真ま君のほうなんだ」

「僕？」

「そうだ。君に話しておかなければならないことがある」

「はい」

　闘真は何かを察し、覚悟した声を出した。

「もう僕が言いたいことが解わかっているみたいだけど、一応言わせてもらうよ。闘真君、君はＬＣ部隊の何名かを殺害あるいは重軽傷を負わせた。覚えてるかな？」

「……はい」

「意外に思うかも知れないが、この件について法的に罰せられることはない。超法規的処置ってやつだね。ただ君の行動には制限が付く。これはけっこうきつい。それにもしかしたら、それだけですまないかもしれない」

「どういう意味ですか？」

「さて、ここからは僕個人の考え方。状況を考えると、あれは仕方ないと思っている。君は強力な催眠術に操られていた。思い切り簡略化すると、こういうことになる。ただそれで説明がすまないのも事実。僕より上の人間はね、君を危険視するだろう。監禁に近い軟禁を強要される可能性もある。真まな目め家のお嬢じようちゃんともぶつかるけど、これは仕方ない。僕は君を捕まえる立場にある」

　闘とう真まは黙だまるしかなかった。そこへ八や代しろが顔を突き出してくる。

「なにしてるの？」

「はっ？」

　八代の真意が理解できず、闘真は目を白黒させる。

「本気になった鳴なる神かみの尊みことの継承者に、八代ごとき凡人がかなうはずもありませんでした。頭にできたたんこぶ見せて。もう台詞せりふまで考えてるんだよ」

「あの、でも……」

「思いきり、痛くない程度にやってくれよ」

「それ、無理です」

「そんなこと言ってないで、だから、はや……」

　八代は言葉を言い切る前に横から突き出された拳こぶしによって昏倒した。

「ゆ、由ゆ宇う！」

　由宇は疲れたようにため息を吐つくと、闘真から目をそらして聞こえるか聞こえないかの声でつぶやいた。

「……これで君も、追われる身だな」

「……うん」

　由宇は朝日を見る。陽ひの光に照らされた由宇の横顔を、闘真は美しいと思った。この少女は強い。そして同時にとても脆もろい。ならばその脆さは自分が守ろう。いついかなるときでも、守っていこう。

　それは誓いに近い決意。決して破られることのない神聖なものとして闘真の胸のうちに湧わいた純粋な思いだった。

「一いつ緒しよに行こう」

「……なし崩しだ」

「理由なんてどうでもいいよ」

　闘真は由宇の手をギュっと握り締めた。由宇の体が脅おびえるように震ふるえたが、それも一いつ瞬しゆんのことだ。闘真は朝日に向かい、由宇の手を引っ張った。
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「一緒に行こう」

　由宇は手を引かれるまま、闘真の後を追う。

　そして二人は、雲ひとつない五月の青空の下へと、駆け出していった。






　　　エピローグ







　事件は解決した。少なくとも《希望》に関かかわる問題は、一応の収まりを見せた。

　しかし麻ま耶やはぼんやりと、どこか放心している。事件が収まり気が抜けたというより、心ここにあらずという風ふ情ぜいである。

「麻耶様」

　怜れいの呼びかけにも、麻耶は沈ちん黙もくを保っている。応こたえないのではなく耳に入っていない。それなのに通信機の呼び出し音に、びくりと肩をすくませた。

　闘とう真まと由ゆ宇うが戦いに出て行き、八や代しろも姿を消した。そのときから何かしらの予感はあった。無視できない不安があった。

「はい」

　怜が通信機のヘッドセットを手に取り応答する。少しだけ沈黙が続き、怜はヘッドセットを麻耶に差し出した。

「闘真様です」

　おそらくもう、このときには麻ま耶やの覚悟は決まっていた。

「闘とう真ま……いえ、兄さん」

『ありがとう、麻耶、ゲートを開けておいてくれて』

　なぜか闘真の声が、とても懐なつかしく感じる。

『……麻耶、ごめん僕は』

「解わかっています。兄さんが何を考えているか、解っています」

『ごめん、今回もいっぱい迷惑かけて。心配かけて。本当にごめん。兄貴らしいことなんにもしてあげられなくて、本当にごめん。だから、僕は禍まが神がみの血ちと闘たたかいたい。そのためにも峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうを見つけ出したいんだ』

「……はい」

　麻耶はヘッドセットを固く握り、感情を堪こらえた。

「待ってます。……また兄さんが帰ってくる日を待ってますから」

『……』

「美お味いしい紅茶を用意して、いつまでも待ってます」

　景色がぼやけた。頬ほおに熱いものがいくつも流れていく。

『麻耶、いままでずっと黙だまっていたけど。一年半前、本当は……本当は僕は麻耶を……』

　闘真が何を言おうとしているのか察し、麻耶は慌てて言葉を重ねた。目からこぼれた滴しずくが散った。

「私はっ……私はずっと兄さんに守られてきました。いままでも、そしてこれからもです」

『……麻耶』

「お気をつけて。由宇さんにも、そう伝えて下さい。……い、いってらっしゃい」

『うん、ありがとう。必ず帰ってくる。約束する。この約束だけは絶対に守る」

「はい、信じてます」

『麻耶、いってくるね』

　通信が切れた。

「うっ……うううぅぅ」

　ずっと堪えていた感情が堰せきを切ってあふれてくる。足が崩れ、机にすがるように麻耶は床に座り込んだ。

「兄さん、兄さん、……兄さん」

　それを静かに見守る怜れいは、かける言葉を持たなかった。

「……麻耶様」

　状況を呑のみ込めないクレールだけが、不思議そうに首をかしげていた。







　麻ま耶や達たちがラボからロビーに出たときには、あちこちにＡＤＥＭの姿が見える。いずれ事情聴ちよう取しゆをしに、誰だれかが麻耶の元を訪ねるだろう。

「さあ、うじうじなんかしていられません。怜れい、これからが大変なんです。ＫＩＢＯＵビルの修復、事件の事後処理、やることは山のようです」

　怜ははいとうなずく。麻耶の虚勢は見ていて痛々しいが、いまは時間の解決を待つしかない。

「それに……」

　麻耶はクレールの頭に手を置く。

「この子を戻してあげないと。【天国の門】は壊こわされてしまったけれど、希望はあるはずです」

　クレールを見る麻耶の目は、慈じ母ぼのように優やさしかった。それを見て怜は少しだけほっとする。守る者があると人は強くなる。そしてそれは麻耶の心も支えてくれるはずだ。

「さあて、今日は十周年記念フェスティバルの最終日ですわ。思いきり楽しんじゃいましょう！」

　元気よくのびをする麻耶の背後から、暗い声がした。

「それはかなわぬ望みだな。真まな目めの娘よ」

　真目蛟みずちが長刀を構え、立っていた。







　異様な風ふう体ていをした中年の男に、麻耶は戸惑う。どこか見たことのある顔だった。

　体のあちこちに金属のように輝くものが張り付いている。否いな、張り付いているのではなく皮ひ膚ふと同化してる。

　麻耶には蝕むしばまれているように見えた。金属部が徐々に広がっていくのだ。それを証明するかのように、




「がああああああっ！」

　苦しげに体を丸め、叫びをはき出す。金属部は徐々に後退し、人の体を取り戻すかに見えたが、それもわずかな時間のことで、再び金属部の浸食が始まっていく。

「こしゃくな。まだ死なぬ、わしはまだ死なぬ。まだ負けぬぞ」

　男は刀を構え、麻耶を見る。目からは正気の色が失うせ、あるのは怨おん念ねんと狂気だけだ。

　怜はすぐに麻耶との間に体を割り込ませ、主あるじをかばう。

　ふいに狂気の目が麻耶と怜から外れた。麻耶すら見ていなかった。視線は横に外れ、そこに立っている幼子に向けられていた。

「クレールか、クレールなのか……」

　声が震ふるえている。構えた刀が力なく下がった。まるで予想しない展開に麻耶達は戸惑う。しかし次に起こった出来事に比べれば、その驚おどろきは些さ細さいなものと言えた。

「おう、おめえの娘。クレールだぜ」

　いつのまにか背後に立っていた男は、真まな目め不ふ坐ざ。

「ふ、不坐……」

「ひさしいな蛟みずち。十二年ぶりか。感動の兄弟のご対面だ。首をちょんぎられてよく生きてたな」

　空気が凍る。何もかも不坐が生み出す存在感が支配していく。誰だれもがこの男の前に呑のみ込まれていった。

「蛟……叔お父じ様？」

　麻ま耶やの記き憶おくにうっすらと残っていた顔と、目の前の男の顔が一致した。金属のような光沢で変わり果てているものの、それは真目蛟に他ほかならなかった。

「おおよ。そいつは間違いなく真目蛟だ。おおかた、峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの実験のおもちゃにされたんだろうよ。情けねえ」

「そ、それでは……」

　麻耶の目は今度はクレールに向けられる。

「クレールは蛟叔父様の娘……ですの？」

「こっちは俺おれが【天国の門】を使っていろいろといじってみた。脳の適性がハンパじゃねえ。親子そろって遺産の実験台だな」

「な……なんてこと」

　全員の様子をおかしそうに見ていた不坐は、クレールを見ると無情の一言を発する。

「クレール、その老いぼれの命を絶て」

「はい」

　クレールはなんの迷いもなく、蛟に歩み寄った。父を殺しに来た娘を、蛟は泣き笑いの顔で迎えた。

「私だ。解わからぬのも無理はない。おまえが生まれてわしはすぐに峰島勇次郎に挑み、やぶれた。直接会うのは、このたびの出来事が初めてだ」

　クレールは不思議そうに蛟の言葉を聞いていた。

　蛟の手からこぼれた長刀が、音を立てて床に落ちる。

「まさかおまえが【天国の門】の犠ぎ牲せいになってるとは知らなかった。許してくれとは言わない。ただおまえを助けたかった。もしおまえを救うことができたら、真目家への復ふく讐しゆうなどどうでもよかった。ただ、ただおまえを……」

　蛟はクレールを抱きしめると、慟どう哭こくする。クレールは小首をかしげて、解らないという意を表現した。

「私は、おまえの父だ。十二年会っていなかったが、おまえが私の娘であることはかわりない」

「……お父さん？」

　クレールは不思議そうな声を出す。

「おお、解わかるか!?　そうだ。おまえは私の娘だ、私はおまえの父だ」

　鮮血が宙を舞った。蛟みずちの体が、一いつ瞬しゆん痙けい攣れんし、口から血を流した。

「……ど、どうして？」

　いつのまにかクレールの手に移っていた長刀は、蛟の腹をあっさりと割さいていた。

「なぜ……なぜだ？」

　よろけ涙を流す蛟に、娘と呼ばれた少女はためらいなく刀を振り下ろし命を絶つ。

「な……ぜ」

　蛟はそのまま崩れ落ちると、溶けた細胞に戻り、ひからびていく。その様子を、クレールは感情のない目で見下ろしていた。

「感謝しろよ蛟。てめえの未練たらしい生を、絶望で断ち切ってやったんだ。これでもう蘇よみがえることも、あるめえ」

　面おも白しろそうに喋しやべる不ふ坐ざに、麻ま耶やの感情が切れた。

「お、お、お父様っ！」

　麻耶は感情が爆発するまま食ってかかろうとするが、不坐はそれを一ひと睨にらみする。いままで見たことのない目は、底の知れない恐ろしさを秘めていた。その目を前に体がすくむ。一歩も前に出ることを、本能が許さない。恐怖心に勝つことを麻耶はできなかった。

　己の覚悟がどれほど浅はかであったか思い知らされた。激情があっさりと折れる。

「麻耶よ。俺おれを憎むのはかまわねえ、殺してえと思うならかかってきな。俺を殺せるくらいなら、真まな目め家を任せても大だい丈じよう夫ぶだろうよ」

　優やさしい、あまりにも優しい不坐の言葉が麻耶を包んだ。

「だがな、俺は俺の目的を果たすまで、立ち止まるわけにはいかねえ」

「目的とは……峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうを殺すことですか？」

　主あるじの代わりに不坐に問うたのは怜れいだった。

「おうよ。やつめこの一件でようやく動きやがった。ついにしっぽをつかんだぜ」

　不坐は残ざん酷こくで無邪気な笑みをこぼすと、そのまま麻耶達たちに背を向ける。

「クレール、行くぞ」

「はい」

「あ、……待って、クレール。行ってはだめっ！」

　ようやく呪じゆ縛ばくから解き放たれた麻耶は、追いすがろうとするが、怜が必死に彼女を押しとどめた。

　いま、追いかけ抵抗したら、間違いなく殺される。怜もまた己を殺し、感情を殺し、耐えていた。

　怜の腕の中で、麻耶は必死にもがく。しかしそれも二人の姿が消えるまでだ。力なくうなだれると、ようやく麻耶は怜の腕から解放された。

　悔しくて、つらくて、どうしようもなく情けなくて、麻ま耶やの頬ほおを涙がつたう。

「兄さん……私、どうしたら」

　麻耶の慟どう哭こくは、青い空の下、《希望》の街に、いつまでも響ひびいた。






　　　あとがき




　こんにちは、葉は山やま透とおるです。今回は二ページもらえましたが、書くこと一杯なので改行最低限です。あいかわらず読みにくくてすみません。え？　もう慣れましたか？　そうですか……。

　すでに手に取っているのでお解わかりかと思いますが、四巻はいままでで一番厚いです。前巻のあとがきで書いた「ページ数でもめないために上下巻構成を笑顔で快諾した担当さんの思惑」はもののみごとに水泡に帰しました。上中下巻の三冊に分冊しようかという話も出たのですが、面おも白しろさやスピード感を削りたくなかったので、一巻同様、規定枚数オーバーのわがままを通してもらいました。このくらい厚い本は他ほかにもあるからいいよねと思っていたら、作者側にはよく解らない出版界の事情が色々あるようです。どのくらい複雑かというと、普ふ段だんは葉山のわがまま＆迷惑に「いいですよ、いいですよ」と笑顔で答えてくれる担当さんが「今回も迷惑をかけてしまって、申し訳ありません」「はい。…あ、はいって言っちゃった」と思わず内情を吐と露ろしてしまうくらいに、心労がかかった様子です。これを機に本音を色々暴いてやろうなんて思ってません。すみません。そして「葉山さんと違って、山やま本もとさんはとても優等生」といつも評される山本ヤマトさん。今回も葉山のせいでキツイスケジュールになったにもかかわらず、素晴しいイラストをありがとうございます。特に口絵表紙の二重人格闘とう真まが、かっこいい！

　次は宣伝です。三巻と四巻の間、６月18日に発売された『電でん撃げきｈｐ30号』に９Ｓの書き下ろしポスター＆短編小説が掲載されました。両方とも本編では決して見られないギャグタッチの絵柄と内容。興味がありましたらぜひ手にとって見てください（電撃ｈｐは書籍扱いなのでバックナンバーはいつでも取り寄せ可能だそうです。在庫切れにならないうちにレッツゴー）。

　電撃ｈｐにも掲載され、無事四巻も発売し、五巻も発売される運びとなりました。これもひとえに応援してくださる読者の皆様のおかげです。本当にありがとうございます。物語は伏線や思惑が本格的に動き出し、だんだん佳境に入ってきました。これまでの「一話完結、事件を解決して終了」的な展開ではなく、登場人物たちは、いよいよ自分の意志で、自分の運命と戦い始めます。それは物語の登場人物にとっても作者にとっても、過か酷こくなものになっていくと思いますが（というか、なり始めましたが）そうしたものに正面から向き合えることが、長編物語の醍だい醐ご味みなのではないかと思います。願わくば四巻が、そしてこれから書くものが、読者の方にも同じように長編小説ならではの醍醐味を感じ、面おも白しろいと思っていただけますように。

　最後にもう一つお知らせ。ホームページ開設しました。　http://www.lafi.net/　です。

　それでは五巻でもお会いできることを願って。次はＡＤＥＭがメインです。伊だ達て＆八や代しろ＆岸きし田だ＆萩はぎ原わら＆ＡＬＣ部隊ファンの皆様、お楽しみに！（麻ま耶やもちゃんと出ますのでご安心を！）





２００４年６月　　　葉山　透
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葉は山やま 透とおる

神奈川県在住。海が好き。こんな出だしも早いもので四回目。たまには巴里在住とかＮＹ在住とか、週末は愛車のフェラーリで別荘へとか書きたいところだが、やっぱり嘘はいけないと思う今日この頃。
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山やま本もとヤマト

茨城県出身。３月１日生まれ。
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